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刊行のことば
　国立国語研究所日本語教育センターにおいては，外国人に対する日本語教育に役立てるため，
昭和61年度から平成元年度に，ビデオテープ教材『日本語教育映像教材中級編』を作成しまし
たが，この『日本語教育映像教材中級編　関連教材　伝えあうことば』のシリーズは，そのビデ
オ本体を有効に利用するための周辺教材として発行するものです．
　この『映像解説書』は，ビデオ本体の映像に見られる事物の説明，場面および登場人物の解説，
場面の背景となる文化的事項の解説，各場面の談話の流れなどを示したもので，教授者用資料と
して利用されることを目的としています．
　この『映像解説書』の編集担当者は，次の通りです．
中道真木男（日本語教育センター日本語教育教材開発室長）………………………………総括
熊谷智子　　（日本語教育センター日本語教育教材開発室研究員）………………・・…編集補助
文野峯子　　（日本語教育センター客員研究員）………………ヲF言語行動記述，文化事項解説
桜木紀子　（日本語教育センター客員研究員）………………非言語行動記述，文化事項解説
小林ミナ　　（名古屋大学大学院）………………・……………・・…談話構造分析・表示方式開発
また，基礎資料作成に，玉置亜衣子，山口聖子，有賀千佳子の協力を得ました．
本書が有効な視聴覚教育のための資料として適切に活用されることを期待します．
平成5年3月 国立国語研究所長
　　　水谷　修
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『日本語教育映像教材　中級編』について
1．作成の経緯　　　　『日本語教育映像教材　中級編』の本体であるビデオ素材は，昭
和61年度から毎年1ユニットずつが制作され，平成元年度に全4ユニットが完成した．
　この教材の企画は，国立国語研究所日本語教育教材開発室が担当した．また，所内外
の委員による「日本語教育映画等企画協議会」を設け，助言を得た．
　企画の関係者は以下の通りである．
◇日本語教育映画等企画協議会委員（所属は在任当時のもの）
　［所外委員］
　　　川口義一（早稲田大学）　　　　　　　木村宗男（日本語教育学会）
　　　佐久間まゆみ（筑波大学）　　　　　　中野泰子（アジア学生文化協会）
　　　丸山敬介（国際教育振興会）　　　　　吉岡英幸（東京外国語大学）
　［所内委員］
　　　村木新次郎（言語体系研究部）　　　　杉戸清樹（言語行動研究部）
　　　相澤正夫（日本語教育センター）　　　西原鈴子（日本語教育センター）
◇日本語教育センター関係者（在任当時関係者も含む）
　　　南不二男（日本語教育センター長）　　水谷修（日本語教育センター長）
　　　上野田鶴子（日本語教育指導普及部長）　日向茂男（日本語教育教材開発室長）
　　　中道真木男（日本語教育教材開発室長）熊谷智子（日本語教育教材開発室研究員）
　　　清田潤（日本語教育教材開発室技官）
◇制作　日本シネセル株式会社　　◇演出　前田直明（株式会社エイビス）
2．概要　　　『日本語教育映像教材　中級編』は，日本語を母語としない学習者が日
本語を学ぶための中級用映像教材で，ビデオテープに録画された映像素材がその本体と
なっている．全体は4ユニットから成り，それぞれのユニットは，5分程度の長さのセ
グメント6つで構成されている．
　制作は，日本シネセル株式会社によって行われ，市販品として株式会社インターコミ
ュニケーションから発売されている．価格等は以下の通りである．
◇販売価格（消費税別．平成5年1月現在）
　　　　　　　　　　VTR（3／4インチ）　　VTR（1／2インチ）
　　各セグメント　　　　　37，000円　　　　　　　29，500円
　　各ユニット　　　　　　95，000円　　　　　　　74，000円
　　（VTRはいずれもNTSC方式の場合．このほか，16㍉フィルムによる提供も可能）
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◇発売元　株式会社インターコミュニケーション
　　　　　　〒107東京都港区赤坂1－9－15
　　　　　　1b103－3589－4530　FAX　O3－3589－4583
3．内容　　　国立国語研究所が以前に作成した『日本語教育映画　基礎編』（全30巻）
が基本文型の学習を目的としていたのに対して，この『中級編』は，学習者のコミュニ
ケーション能力を高める学習に役立てるために，ことばの働きや聞き手に対する働きか
けといった各種の発話機能をテーマとして構成されている．
　初級段階で習得した基本文型を実際の場面で使用するためには，コミュニケーション
の相手によって，またその場の状況によって，同じことを言うために使えるさまざまな
表現の中から最も適当なものを選択し，それを適切なやり方で使用する訓練が必要とな
る．『中級編』では，ある一つの内容を表現するために，どんな言語形式のバリエーショ
ンがあり，どんな場面で使うのが適当か，逆に，ある表現の形式は，どんなことを言う
ためにどんな場面で使えるか，を教えるためのさまざまな例を示している．また，それ
らの表現手段は，言語形式だけでなく，声の調子や顔の表情，間のとり方など，実際の
コミュニケーションで用いられるいろいろな方策も含めて，映像で描かれている．これ
らにより，場面に応じたことばの選択，適切な言語随伴行動などの例を学習者に提示す
ることができ，学習者の総合的なコミュニケーション能力を育成するための素材として
利用できることが意図されている．
　各ユニット，各セグメントのタイトルは次のとおりである．
ユニツト　1
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
ユニツト　2
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
初めて会う人と
???＝????
人に何かを頼むとき??
???? ?
　　　一紹介・あいさつ一
自己紹介をする　一一会社の歓迎会で一
人を紹介する　一訪問先の応接室で一
友人に出会う　一喫茶店で一
面会の約束をする　一電話で一
道をきく　一交番で一
会社を訪問する　一受付と応接室で一
　　　　　一依頼・要求・指示一
届出をする　一市役所で一
買物をする　一デパートで一
打合せをする　一出版社で一
お願いをする　一大学で一
手伝いを頼む　一家庭で一
友達を誘う　一友達の家で一
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ユニット　3
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
ユニツト　4
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
　　　　セグメント
人のことばにこたえて
??＝??????
意見の違う人に
???????????????????
　　　　　　一承諾・断りと注目表示一
お見合いを勧められる
お見合いをする
提案をする
仲人を頼む
結婚式場を決める
スピーチを頼む
　　　一問いかえし・反論一
イベントを提案する
相談をまとめる
打ち合わせをする
交渉をする
会場の準備をする
討論をする
4．関連教材『伝えあうことば』および『3　映像解説書』について　　　「中級編」
を教材として利用するための資料として，『日本語教育映像教材中級編関連教材　伝えあ
うことば』のシリーズが作成され，大蔵省印刷局から発売されている．これまでに刊行
されたものは以下の通りである．
日本語教育映像教材　中級編
　1　シナリオ集　1，000円
　2　語彙表　　　1，600円
関連教材　　「伝えあうことば」（大蔵省印刷局発行）
（平成3年作成）
（平成3年作成）
　この『3　映像解説書』は，「中級編」で描かれたすべての場面について，その場面の
登場人物相互の関係，その場面における話題の種類や談話の構造と談話の開始・終結の
方法，動作・表情などの非言語的伝達手段，画像に映っている物，場面の背景としての
文化的事項などを解説したものである．全体は，各セグメントの流れに沿った「映像解
説」と，全セグメントを通して談話機能・非言語的伝達手段・画像に現れる物・文化的
事項を検索するための「索引」とからなる．
　なお，『伝えあうことば』のシリーズは，この後，さらに数点が刊行される予定であ
る．
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映像解説
0．「映像解説」の内容について　　　「W象解説」の部分では，映像の流れに沿って，以下のよ
うな内容が記されている．『中級編』では，各ユニットごとに主な登場人物と状況とが設定され，
各ユニットを構成する六つのセグメントはストーリーの展開を追って配列されているので，「映像
解説」では，各ユニットごとに，そのユニットに共通する事項を記し，それに続いて，各セグメ
ントに関することがらを記している．ユニットごと，セグメントごとに記される内容は以下のよ
うなものである．
◇各ユニットに関する記載事項
1．ユニットの概要……そのユニットを用いて学習できる主な言語機能に関する解説，背景とな
　　　　　　　　　　る状況設定とあらすじ，等
2．主な登場人物……そのユニットを通じて登場する主な人物とその相互の関係等
3．場面一覧……各セグメントに含まれる場面とそこでのストーリー展開の一覧
◇各セグメントに関する記載事項：各セグメントは，2～3場面に分かれることが多く，以下の
　　　　　　　　　　　　　　　内容は，それらの場面ごとに記される．
1．場面説明……各場面の状況説明およびストーリーの流れ
2．登場人物……登場する人物の設定および相互関係
3．流れにそって……各場面のシナリオにそって，以下の内容を表形式で記述する．
　3－1タイミング……主な発話の始まりをセグメント頭（タイトル画面の終了時）からの分秒で
　　　示す．なお，使用するVTRにより，若干のずれが生じることがありうる．
　3－2ト書き……人物の移動等を，表の全欄を通す形で示す．
　3－3発話者・文番号・せりふ・随伴動作……話し手とその発話内容を示す．各文には，文番号
　　　が付される．この番号は，この関連教材シリーズの中では同じものが一貫して用いられて
　　　いる．また，せりふの間に，発話に伴う動作等が（　）で示されている．
　3－4談話構造・・…・その場面における談話の開始・終結，談話の中で取り上げられた話題部分の
　　　開始・終結の位置と，話題内容等が示される．表示の形式と内容については，次項に説明
　　　する．また，その基本的な考え方については「付記　シナリオにあらわれた談話行動の分
　　　析」を参照されたい．
　3－5画像解説……画面に映っている物などに関する解説を記す．
4．文化事項コラム……映像の内容に関わりのある文化的事項，百科的知識等をコラム形式で解説
　する．
5．表現形式……表現手段として習得し，活用することが望まれる言語的表現の主なものを挙げる．
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◇「談話構造」の表示について　　　　「談話構造」の欄には，まず，その場面のシナリオ中にお
　いて，人物間の接触が起こり談話が開始された位置と，その談話または接触が終了しようとす
　る位置とを示し，次に，その談話の中で，ある特定の話題が提示された位置とその話題に関す
　るやりとりが終了した位置を示す．それぞれの位置は，談話の開始（DO：Discourse
　Opening），談話の終結（DC：Discourse　Closing），話題の開始（TO：Topic　Opening），話
　題の終結（TC：Topic　Closing）が，どのような内容の文によって行われたかを表す略号によ
　って示されている．それぞれの内容は，以下のように分類される．
◇談話の開始（DO）に用いられる方策　　　◇談話の終結（DC）に用いられる方策
DO1．1相手の存在を認める等の注目表示
DO1．2呼びかけ等，注目を要求する
DO2．1出会いのあいさつ
DO2．2名乗り
DO3．1互いの関係や共通の経験への言及
DO3．2その場でみとめられる状況への言及
DO4　談話の再開
DO5　その他
DC1．1談話を終結させる意思表示
DC1．2感謝または陳謝の表明
DC1．3別れのあいさつ
DC2．1聞き手への配慮の表明
DC2．2話し手自身への配慮の要請
DC2．3他の誰かへの配慮の表明
DC3．1他の行動に移る意思表示
DC3．2再会への言及
DC4　談話の中断
DC5　その他
◇話題の開始（TO）に用いられる方策
　　TO1．1話題を開始する意思表示
　　TO1．2話題の種別の表示
　　TO2．1話題の開始の催促
　　TO2．2話題の種別についての質問
　　TO3．1話題の前提となる情報の提示
　　TO3．2話題の前提となる情報の要求
　　TO4　話題そのものの提示
　　TO5　その他
◇話題の終結（TC）に用いられる方策
　　TC1．1話題内容の要約・まとめ
　　TC1．2話題に関する結論または決定
　　TC2．1質問等に対する返答
　　TC2．2提案・行為要求の受諾または拒絶
　　TC2、3納得・了承
　　TC3　話題内容・結末に関する論評・感想
　　TC4．1次の話題に移る意思表示
　　TC4．2話題内容・結末に基づく行動への言及
　　TC5　その他
これらの方策がどのせりふで行われたかを示した上で，DOが現れる部分は「談話開始部」，　DC
が現れる部分は「談話終結部」として，下の例のようにそれぞれ括って表示される．また，TO
の位置，および，下に述べる　→　の位置には，話題（Topic）の内容が（　）を用いて示
される．これらの方策の種類の判定や話題の認定は，その場面の談話に参加している人物が意
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図する内容ではなく，観察者の立場から見て，結果としておこなわれたやりとりの中で，どの
部分がその機能を果たしたか，結果として何が話されたかを示している．従って，単に思いつ
いた質問を口にしたことが，次の話題に移るきっかけとなってTC4．1と判定されたり，話題が
（イベントを提案する）と表示されていても，話し手の初めの意図は，「最近近所の人とのつき
あいが少ない」という感想を述べたに過ぎない場合（seg．19①）もありうる．なお，談話の途中
で，これらの方策の機能を持つ文が現れる場合には，その都度，表示されているので，たとえ
ば，一方が相手の存在をみとめる発話をし，それに他方が応じてあいさつを返した場合には，
DO1．1とDO2．1とが重複して記されることになる．また，　DCとTCは，それぞれ談話・話題を
終結しようとする発話に付されるので，実際に談話・話題が終結するのは，その発話より後と
いうことになる．
また，話題内容の表現は，最初にその話題を持ち出した人物の立場から書かれている．つまり，
一方から見て（お見合いを勧める）という話題は，他方から見れば（お見合いを勧められる）
ということになるが，ここでは，前者の書き方がされている．
表示の例 各場面「流れに沿って」の部分は，たとえば次のような形になる．
ユニット4　セグメント19場面③竹山台団地内のテニスクラブ．クラブハウスの中．
時　間
6w／ゐ
02’19”
02’45”
発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
ノ『瓶三滅ベンチに座「っτいる．
黒川（画面を見ながら）024お，お祭りの季節ですか．（三浦，
　門田，テレビを見る）
門田　025ああ，みこしねえ，なつかしいねえ，よくかっいだも
　んですがねえ．
黒川　026いや，わたしもやりましたよ．
門田　027今じゃ，こんな団地じゃ，みこしもありませんからな
　あ．
三浦（手の中でテニスボールを転がす）028だけど，いいでしょ
　うねえ，みんなでおみこしかつぐなんて．　（右手でかつぐしぐ
　さ．黒川，たばこを吸っている）
門田　029そりゃそうですよ．（たばこを取リ出すが，空なの
　で，パッケージをひねりつぶす）030なんたってあんた，仲
　間，って感じんなるしね．　（たばこを買いに立つ）
三浦　031そういう（左手を振って切りながら）「連・帯・感」
　みたいのが，ないんですよねえ．032まあ，僕は毎日店にいる
　から感じるのかなあ．（宙を見てから目を伏せる）033会社に
　行ってる人たちは別にこれでいいのかもしれませんね．（黒川
　を見る）
黒川　034ああ，（首を少し傾げながら）でも，たまには，みん
　なでなにかやってみるのもいいかもしれんよ．035お祭りじゃ
　なくても，イベントとか．
三浦（考え込む）036ううん，（顔をあげる）そうですね．（明
　るい口調で）037黒川さんたちが一緒にやってくれるんだった
　ら，できるかも知れないですね．　（黒川，ほほえんでうなず
　く）
1フど一のデレど仁微〃の疎康が拠っτρるノ
TO4（みこしにつ
↓　いての思い）←
←
←
←
←
←
←←←
←
←
→（現状について
↓　の感想）←←
←
→（行事をするこ
↓　との提案）←←
←←
←
テレビの上
にビデオデ
ッキ．そば
に雑誌の棚．
観葉植物の
鉢．
テレビの画
像は，祭り
の風景．川
沿いの柳並
木をみこし
が進んでい
く．はっぴ
はちまきの
人々．大う
ちわ．
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ユニット4　セグメント20場面②保育園に近い商店街にある三浦の店．
時間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
θ概，やや歩い乙醒の店にノ（る．崩で三滅紙ばさみを手に，礪調べの展中．斎グ
　肩いτイ佐野を見るノ
00’21’
仁ン｛，
三浦　003あ，先生，いらっしゃい．（寄ってくる）
北野　004こんにちは．
　（棚を見回して）005お味噌とね，それからゴマ油お願いしま
　す．
三浦　006はい．（手前の棚からゴマ油のびんを取り，かがんで
　奥の棚から味噌のパックを取る）007ええと，お味噌は，赤い
　のでしたよね．
北野（少しかがみ込んで）008ええ．009でも，この前の，なん
　かからすぎたから．
三浦010あ，じゃあ，こっちの，試してみて下さい．（別のパ
　ックを取り，北野に見せる）011割と甘口になってますから．
　（北野，うなずいて受け取る）
〃ジの所∧タ「テぐノ
DO1．1，　DO2．1﹇
DO2．1
TO4（買物を
　↓　する）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TC1．2
　↓
⊥
酒屋の店．
棚に並んだ
酒びんや食
料品．
レジスター
　談話構造の欄で，　↓　は，それ以前に開始された話題に関するやりとりが続いていることを
表す．seg．19③一〇31，－034に現れている　→　は，一つの談話の流れの中に現れる小さい話題（サ
ブ・トピック）の転換を表す．話題のはっきりした転換がなく，しだいに次の話題に移っていっ
た場合にもこれを用いる．また，seg．20②一〇11の後に現れている　↓　は，その話題がそこで終結
したことを表す．
以上の表示形式の基本となる考え方については，「付記
を参照されたい．
シナリオにあらわれた談話行動の分析」
　なお，上のように，シナリオ中の文番号に言及する場合，たとえば「セグメント20場面②文
番号11」を，「seg．20②一〇11」のように記すことにする．
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1． ユニット 1　初めて会う人と　一紹介・あいさつ一
　　　　（セグメント　1　～　6）
ユニット1の概要　　　このユニットでは，初めて会った人との話し方，たとえば自己紹介をしたり，
共通の話題を出して話を円滑にすすめたりするやり方の例が示されている．初対面のあいさつや辞去
のことばのような決まり文句的な表現が実際にどのように使われているのかが，場面の文脈の中で提
示されている．また，情報のやりとりをすることも；学習項目の一つになっている．話を進める上で
の基盤づくりとして相手のことをたずねたり，実質的にいろいろな情報を得たりと，その目的は場合
によってさまざまだが，このユニットには友人を相手に仕事のことをたずねたり，取り引き先に電話
をして道順を聞いたりする例が入っている．主人公が貿易会社の社員という設定で，場面設定はビジ
ネス関係が多くなっているが，その中には，名刺の交換，得意先の訪問，電話での話し方など，学習
者が日本語社会に出る場合に参考になる場面が含まれている．
主な登場人物
　　中村　弘
　　鈴木幸男
　　田中武彦
　　岸本智明
（男性．貿易会社・港商事の営業課主任．鈴木の上司にあたる）
（男性．港商事の新入社員．中村の直属の部下）
（男性．貿易会社・東京貿易の部長．中村の得意客）
（男性．機械メーカー・池田製作所の製造部長．田中の友人）
場面一覧
　セグメント　1　自己紹介をする　一会社の歓迎会で一
　　場面①　小料理屋の座敷．港商事機械部営業課の新入社員歓迎会．4人の新入社員が自己紹介を
　　　　　　する．
　セグメント　2　人を紹介する　一訪問先の応接室で一
　　場面①　田中の会社，東京貿易の応接室．中村と鈴木が田中を訪ね，池田製作所への紹介を依頼
　　　　　　する．
　　場面②　同じく，東京貿易の応接室．田中が岸本に電話をかけ，中村を紹介する．
　　場面③　同じく，東京貿易の応接室．中村と鈴木，田中に手みやげを渡し，帰る．
　セグメント　3　友人に出会う　一喫茶店で一
　　場面①昼休み，会社近くの喫茶店で，鈴木が新入社員の同僚とコーヒーを飲んでいる．
　　場面②　同じく，喫茶店．鈴木の大学の友人が偶然入ってきて，話に加わる．
　セグメント　4　面会の約束をする　一電話で一
　　場面①　港商事機械部営業課の室内．中村が，先に紹介された岸本に電話をかけ，面会の約束を
　　　　　　する．
　　場面②　同じく，営業課の室内．中村，鈴木に，資料を用意し，道順を調べるよう指示する．
　　場面③　同じく，営業課の室内．鈴木，池田製作所に電話し，道順をきく．
　　場面④鈴木，電話できいた道順に従って地図をかく．
　セグメント　5　道をきく　一交番で一
　　場面①　地下鉄東西線日本橋駅の地下道から，地上に出て，B本橋付近へ．中村と鈴木，池田製
　　　　　作所を訪ねる途中，道に迷う．
　　場面②　日本橋付近．中村と鈴木，道に迷って通行人に尋ね，交番を教えられる．
　　場面③　日本橋付近の交番．中村と鈴木，道をききにくる．
　　場面④　日本橋から池田製作所へ．中村と鈴木，警官の説明と地図により，池田製作所にたどり
　　　　　　つく．
　セグメント　6　会社を訪問する　一受付と応接室で一
　　場面①　池田製作所の受位中村と鈴木，訪ねてきて応接室に通される．
　　場面②　池田製作所の応接室．中村と鈴木，岸本に面会して商品の購入を検討するよう頼む．
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セグメント　1　自己紹介をする 一会社の歓迎会で一
【場面①】小料理屋の座敷港商事機械部営業課の新入社員歓迎会が行われている．部長のあいさつ
　　　　に続いて，司会の中村の指名により，4人の新入社員が自己紹介をし，課長の音頭によっ
　　　　て乾杯が行われる．
登場人物
　　機械部部長
　　中村　弘
　　鈴木幸男
ジャック・ジョーンズ
大木芳夫
福田春子
営業課長
その他の課員たち
　（男性．60歳前後）
（男性．30代．営業課主任．歓迎会の司会）
（男性．新入社貝）
　　　　　　（男性．25歳．イギリス人．新入社員）
（男性．新入社員）
（女性．新入社員）
（男性．40代）
　　　　（登場するが，発言はしない）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
噸，」2っτあのξざつを乙！τいる．課長を除ぐ三含貞，糠を娼τのる．嘉ス鑛z竺ち，」z遅『
　んτいる．ヅヨーンスあぐらをカbiぎ，ひざにひじを乗…世τのるノ
00’00仰部長　001会社の期待を担った皆さんです．002どうか精一杯が
　　　　　んばってください．（鈴木，頭を下げる）
　　　　　003以上，歓迎のあいさつとします．　（上半身を前に傾ける）
　　　　　004さて，きょうは楽しく飲みましょう．
願，座る．司会の≠税」zち」とがるノ
00’15’
00’27”
6微01’16”
中村（体の前で両手を握る．部長に会釈）005ありがとうござい
　ました．
　006次に，新しい社員の皆さんに簡単に自己紹介をしていただ
　きましょう．（左てのひらで鈴木を指す）007それでは，鈴木
　君からお願いします．
鈴木（うなずく）008はい．
鈴木（立ち上がり，上座に目礼し，体の前で両手を握る．やや緊
　張気味に）009東上大学経済学部を今年の春卒業いたしまし
　て，このたび，こちらに入社いたしました鈴木幸男です．（軽
　く頭を下げる．一同を見回しながら）010え一，子供のころか
　ら，外国にあこがれておりましたので，え一，この会社の一員
　となることができまして，大変喜んでおります．011大学時代
　は，ボクシング部におりましたので，体は十分にきたえてあり
　ますので，上司や先輩の方々のご指導をいただきまして，仕事
　をばりばりやっていきたいと思っております．012どうぞよろ
　しくお願いいたします．
頭を探ぐ下7プて座る．ジョーンズ立ち」とノがるノ
ジョーンズ（体の前で両手を握る．頭は下げず，腰を前後に動か
　しながら）013イギリスのサセックスからまいりました．ジャ
　ック・ジョーンズです．014ただ今，25歳で，独身です．
　015イギリスでは，シティーの証券会社におりました．016以
　前から日本に関心を持っており，というより，非常に強い関心
　を持たざるを得ませんでしたので，（一同，笑う）こんど，こ
　ちらの会社に入社できましたことは幸いでした．017日本とヨ
　ーロッパ，そして世界への窓口としてがんばっていきたいと思
　います．
　　　　　　　　　力きな〃座る．嬬あ∂うττ立ち上がるノ
大木（視線が定まらない．早口で）018え一，え一と，大木芳夫
　です．019あ一，大学は，え一，南武大学法学部を卒業しまし
　た．020え一，よろしくお願いします．
↓（歓迎のあ
↓　　いさつ）
TC1．1
．↓．
TO2．1（自己紹介
　↓　をさせる）
　↓
皿
TO4（自己紹介
　　　をする）←←←←←←←?
TO4（自己紹介
↓　　をする）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
⊥
rヅヨーン♪ぐ」齋を下げτ，
01’46”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TO4（自己紹介
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　をする）
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥
伏木ぺごグと頭を刃ゲτ遅『る．概」Zち上力「グぱの前で癖を遼る．頭を下1ゲるノ
゜⇒福¶ま歴講鱗㌫膓t繁欝驚萎劉T㍗（自己紹介　をする）
座?????????????????????の
の
，???????????????????
屋??理
゜????????????，?????，??
料
敷
が
柱
掛
か
棚????????????????
和服姿の仲
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にまいりまして，（大木，福田を見る）その時は，英語にだい
ぶ苦労いたしました．024大学では，貿易実務のコースを取っ
ておりましたので，その知識をすこしでもお役に立てることが
できればと思っております．025仕事のことは，まだ何も分か
りませんが，どうぞよろしくお願いいたします．
←←←←?
r糖たち，ど一ノレを運んできτ，上座から注ぎ始める．纈，ど一ノ〃をグラス仁受けるノ
　　　課長（グラスにビールを受けながら）026どうも．
02’45’
6諌長，
02’56”
6部寮，
03’24”
中村（座ったまま）027それでは，ビールもまいりましたので，
　乾杯をしたいと思います．
　028三木課長，音頭をお願いいたします．　（課長に会釈）
うなずいτど一ノ〃のグラスを宕手に寿…ち，立ち上がるノ
課長　029では，御指名によりまして，わたくしが乾杯の音頭を
　とらせていただきます．（部長に頭を下げる．一同，グラスを
体の前に持つ）030港商事のますますの発展と，（グラスを新
　入社員たちの方へ）新入社員の諸君の御活躍を祈りまして，乾
杯！（グラスを目の高さに上げる）
一同　031乾杯1（グラスを目の高さに上げてカ・ら飲み，グラス
　を置く．課長，座る．仲居たち，料理を運んでくる）
先仁立っτ拍手．一鳳続のτ拍手ノ
（クレジット）
TO2．1　（乾杯の音
　↓　　頭を指名
　↓　　する）
TO1．2　（乾杯す
　↓　　　る）
　↓
　↓
　↓
　⊥
居たちが料
理を運び，
めいめいに
ビールを注
ぐ．
乾杯は音頭
を取る者が
一言述べ，
それに続い
て唱和し，
最後に拍手
をする．
自己紹介　自己紹介のやり方には，いろいろなパターンがあるが，仕事などの上で知り合う人への自己紹介の中
では，「港商事の中村と申します」のように，自分の所属，つまり，どんな会社や組織に属しているか
を述べることが，最も重要である．それに次いで，「東上大学経済学部出身の鈴木です」のような，出
身学校や出身地を述べることも多い．もし，共通の知人がいることがわかっている相手なら，「昔お父
さまにお世話になりました」のように，その人との関係を述べたりもする．自己紹介は，互いに，これ
からどんな風に相手を扱ったらよいかを判断するための知識を伝え合うものだと言える．
表現
　「以上，～」（seg．01①一〇〇3）談話の終わり近くで接続詞的に用いる「以上」は，それまでの話がど
　　　んな内容，どんな種類のものであったかを述べて，まとめをつける機能を持つ．
　「～と言うより」（seg．01①一〇16，　seg．10①一〇16）文字どおりには，その前に用いたことばを，より
　　　適切なことばで言い換えることを表すが，まず，やや漠然とした表現で一応の理解をさせ，そ
　　　れをさらに詳しく説明するために用いることも多い．
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セグメント　2　人を紹介する 一訪問先の応接室で一
【場面①】東京貿易の応接室．中村，鈴木を連れて田中を訪ね，紹介する．鈴木は，田中と出身大学
　　　　　が同じで，大学の先生の話などが出た後，中村は，田中に池田製作所への紹介を依頼する．
登場人物
　　中村　弘　　（港商事機械部営業課主任．田中には，以前から取り引き上で世話になっている）
　　鈴木幸男　（港商事の新入社員．中村の直属の部下．田中と同じ大学，同じ学部の出身．田中と
　　　　　　　　は初対面）
　　田中武彦　　（東京貿易部長．池田製作所の製造部長・岸本智明とは，高校からの友人）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
r繊コーと一を．餅む手ぽデーブ〃の上．蹴ネクタイを直す．手をテーブルのWに．
　中税砺手の指をMむノックの音．ドアカ搦のτ，苗物ら（つτぐるノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lrDO2．100’10”1田中（会釈する）001やあ，お待たせしました．
畠角杭微．立ち上がる．内幼鈴衣の局のぷ『に斑iリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DO3．1
00’18”
中村002先日は，どうもありがとうございました．（頭を下げ
　る．鈴木，一緒に頭を下げる）
田中　003いやいや，こちらこそ．（頭を下げる）
中村（鈴木を手で指す）004こちらこんど入社した鈴木です．
　（田中，鈴木を見る）
鈴木（胸ポケットから名刺を出し，両手でさし出す）005はじめ
　まして．
　006鈴木幸男と申します．
田中（両手で名刺を受け取り，左手に持ちかえ，右手で内ポケッ
　トから自分の名刺を出して鈴木にさし出す）　007はじめまし
　て．
　008田中です．
鈴木（頭を下げながら両手で名刺を受け取り，見る）009よろし
　くお願いいたします．（頭を下げる）
田中（会釈する）010こちらこそよろしく．（手でいすの方を指
　す）011さあ，どうぞ．
イ幌蹴座る．田虎名獅をテーブンレの上仁置ぎながら座るノ
00’40“中村（鈴木の方を見てから田中に）012鈴木は，田中さんと同じ
　東上大学の卒業です．　（鈴木，田中を見てうなずく）
田中　（両手を膝の上で組んでいる．鈴木に）Ol3そうですか．
　014学部は？
鈴木（両手はひざの上）015あっ，経済学部です．
田中　016ほう，経済学部ですか．017ぼくも経済学部ですよ．
　018佐藤先生はまだおられますか．
鈴木（うなずく）019はい．020今，主任教授をなさっていま
　す．
田中　021ああ，そうですか．（感慨深げな口調）022先生は，
　お元気ですか．
鈴木　023はい，とてもお元気です．024わたくしは，四年生の
　時に佐藤先生のゼミをとりました．
田中　025そうですか．026ぼくが学生のころは，佐藤先生は講
　師で，われわれ学生の相談相手になっていただいたんですよ．
　（懐かしそうな口調．視線下に）027われわれ学生には，とて
　もいい先生でした．（鈴木を見て）028そうですか．029佐藤
　先生のゼミを……．030ところで，社会人になって，どうです
　か．
鈴木　031はあ，分からないことが多くて，とまどっておりま
　す．
田中（ほほえんで中村を見る）032中村さんのようないい先輩が
　いるから，勉強するには，とてもいいんじゃないですか．　（鈴
　木も中村を見る．中村，目を伏せる）
　　　TO4　（連
　　　↓れを
DO2．1↓紹介
　　　↓する）
DO2．2↓
　　　↓
DO2．1↓
　　　↓
DO2．2↓
DO2．1↓
　　　↓
DO2．1↓
　　　↓
→（出身大
↓学が同じ
↓であるこ
↓と）←
←
→（共通に
↓知ってい
↓る先生の
↓こと）←
←
←
←
←
←
←
→（就職し
↓　ての様
↓　子）←←
←←
会社の応接
室．ブライ
ンドのおり
た窓．壁の
絵，ボスタ
ー．部屋の
隅の台の上
に電話機．
中央に長円
形のテーブ
ル．テーブ
ル中央に灰
皿．コーヒ
ーが中村と
鈴木の前に
出ている．
ネクタイ，
スーツ姿の
営業社員の
服装．三つ
揃いスーツ
の管理職ク
ラスの会社
員．
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佃4膓
01’47”
02’28”
鈴木　033はい，　（中村を見る）いろいろ教えてもらっておりま
　す．　（中村，鈴木を見る）
田中（うなずいて）034まっ，がんばってください．
鈴木　035どうもありがとうございます．（頭を下げる）
中杓rの方を眉るノ
中村036実は，本日，伺いましたのは……，先日の田中さんの
　お話にありました池田製作所の件なんですが……．（田中，う
　なずく）037さっそくで恐縮ですが，できましたら，どなたか
　適当な方を御紹介いただけないかと思いまして……．
田中（うなずいて）038ああ，けっこうですよ．039先方の，あ
　のう，（ちょっと脇を見る）池田製作所の方にぼくの友人で製
　造部長をしている岸本というのがいます．（中村，うなずく）
　040ぼくとは大学は違うんですが，高校のころからの友達なん
　ですよ．（中村，うなずく）041その人を御紹介しましょう．
　042そうですね……．（ちょっと脇を見て考える）043今，電
　話してみましょうか．
中村　044そうですか．（頭を下げる）045すみません．046よ
　ろしくお願いします．
田中047それでは，ちょっと待ってくださいよ．（右の内ポケ
　ットから手帳を取り出し，開いて見る）
←←
TC5
唖
TO4（他社への紹
↓　介を依頼す
↓　る）
?｛
??
，占、
T㍗2
㌣3
TC▲l　DC4?
手帳．
名刺　　社会人は普通，名刺を持ち，仕事上で知り合った人とは，初対面の時，互いに名刺を交換するのが一
般的である．名刺は，多くは紙のカードで，大きさはたて9cm，横5．5cmくらいが普通だが，女性はや
や小さいものを使うこともある．氏名のほか，勤務先と所在地，電話・ファックスの番号，所属部署，
役職名などを印刷してあることが多い．その他，写真を入れたもの，会社のマークを入れたものなど，
　さまざまな工夫をこらしたものが使われている．
初対面のあいさつと名刺　　仕事の上などで初対面の相手と交わすあいさつでは，名刺が大きな役割を果たす．最も普通のやり方
　としては，まず，座っていれば立ち上がり，・下の立場の者が先に，所属する会社などの名前と自分の名
前をいいながら名刺を両手で差し出す．名刺は，相手から読める方向に向けて出すのが礼儀である．目
上の相手から名刺を受け取る時は，両手で受け取るのが丁寧だが，互いに片手で差し出し，片手で受け
取ることも多い．名刺を受け取ったら，必ず印刷された内容を見て，その後は，話が終わるまでテーブ
　ルの上に置いておくやり方と，すぐに名刺入れや胸ポケットにしまうやり方とがある．いずれにして
　も，名刺は，その人自身と同じだから，決して粗末に扱わないことが大切で，汚したり，他の資料の下
　に敷いたりしてはいけないし，しまう時も，ズボンのポケット等には決して入れてはいけない．
表現
　「本日うかがいましたのは～の件なんですが」（seg．02①一〇36）「今日お電話したのは～」「～のこと
　　　ですが」など，バリエーションはいろいろと考えられるが，ある話題を初めて提示して相手に
　　　聞いてもらうための表現で，比較的あらたまった場面や，重要な話題を切り出す場面で用いら
　　　れる．
　「さっそくで恐縮ですが」（seg、02①一〇37）バリエーションとして「すみませんが」「おそれ入ります
　　　が」などもあり，下の立場の者が話題を切りだそうとする時，特に，依頼やわびなど，負い目
　　　のある内容を切りだす時の表現である．
【場面②】東京貿易の応接室．田中が池田製作所の岸本に電話をかけ，中村を紹介する．
登場人物
　　田中武彦
　　中村　弘
鈴木幸男
岸本智明
（東京貿易部長．中村の取り引き先の客．岸本とは高校からの友人）
（港商事機械部営業課主任．鈴木を連れ，田中を訪ねてきて，池田製作所への紹介を
依頼した）
（港商事の新入社員．中村の直属の部下）
（電話の相手だが，登場はしない．池田製作所製造部長）
一13一
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
偉7彬．立ち一左がグ，纏の腐くがっτ手娠を霧台κ置き，噺を、カVプる．蹄器を左手に
寿…ち，ぱを客の方κ向仇右手をズボンのポケッ♪にλれるノ
02’45怜田中　048あっ，もしもし，製造部長の岸本さんいらっしゃいま
　　　　　すか．
　　　　田中　049……あっ，わたくし，岸本さんの友人の田中です．
　　　　田中　050……あっ，田中です．
　　　　　051あっ，この間は，どうも．
　　　　田中　052……うん，あっ，そうか．　（笑う）
　　　　　053ああ，実はね一，きょうは，君にちょっと紹介したい人が
　　　　　いてね．
　　　　田中　054……う一ん，機械の部品，特にセンサーなんだが，そ
　　　　　の輸入と販売をやっていらっしゃる会社の方なんだよ．
　　　　田中055……うん，港商事というんだ．056君のところにも何
　　　　　かと役立つんじゃないかと思って．
　　　　田中　057……そうか．　（うなずく）058それじゃあ，よろしく
　　　　頼むよ．
　　　　　059うん，会う日取りは……，ちょっと待ってくれよ．
　　　　田中（受話器を右手で押さえ，中村に）060いつごろがいいです
　　　　　か．
ζ醐手薩を攻〃苗し，閲いτ児る．微のぞき辺む㌧醐苗φを
　夏るノ
中村　061来週は，いかがでしょうか．
田中（電話に）062来週は，どうかな．
田中　063……うん，前半はだめ．（ズボンのポケットに右手を
　入れる）
田中　064・・…・ああ，そうか．
田中　065……それじゃあ，直接，君のところへ電話してもらう
　ようにしようか．
田中　066うん，……水曜日ね．　（うなずく）067うん，分かっ
　た．
068機械部の中村さんだ．
　069それじゃ，よろしく．
070じゃあ，また．（電話を切る）
［［羅31
；8；：i
TO1．2（人を紹
　　介する）
　TC4．2
　　⊥
TO4　（会う日を
、TO4　決める）
る．鍬もっ統に
ー?←???i⊥（都合を尋ね　　る）
→（代わりの案を）
す
???????←
TC1・1 ；li：1コ
プッシュ式
電話機．
手帳．
【場面③】東京貿易の応接室．中村と鈴木，田中に紹介の礼を言い，手みやげを渡し，帰る．
登場人物
　　中村　弘
　　鈴木幸男
　　田中武彦
（港商事機械部営業課主任．田中には，以前から取り引き上で世話になっている）
（港商事の新入社員．中村の直属の部下）
（東京貿易部長）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
伍7中，瀦を際．わグ，粛い走ままの≠薩を寿…っτデーブル仁戻る．醐微立ち上が
　〃，頭を下Zプるノ
03’58”中村　071どうもありがとうございました．
田中（座りながら）072やっ，お聞きのとおりです．（中村，鈴
　木，座る）073来週の水曜日に電話してください．　（手帳を見
　ながら）074電話番号は624の5758です．
中村　075はい，分かりました．　（手帳に電話番号をメモする）
076製造部の岸本部長ですね．
DO4［DO4
　TO4（電話する
　　↓　よう指示
　　↓　する）
　　↓
手帳．
手帳．
一14一
04’17”
04’34”
田中（うなずく）077そうです．
中村（メモする）078では，そのようにいたします．（手帳を左
　の内ポケットにしまう）
　079それでは，お忙しいようですから，これで失礼いたしま
　す．（下に置いてある紙袋の方へ目をやり，持ち上げる）080
　あっ，それから，これ，ほんのつまらないものですが．（袋の
　ままテーブルごしに渡そうとする）
田中（ひざで両手の指を組んだまま受け取らず）081あっ，いや
　いや，そんな気を使っていただかなくても．
中村　082いや，ほんの気持ちですから．（なお渡そうとする）
田中083そうですか．084それじゃあ，遠慮なくいただきま
　す．085どうも．（軽く頭を下げながら手みやげを受け取り，
　脇のいすに置く）
中村　086それでは，これで失礼します．（会釈する）
田中087あっ．
仁三ス，．立ち上がる．中税蹴いすをテーフルの下にλれるノ
中村　088どうもありがとうございました．
　も頭を下げる）
鈴木　089失礼いたします．（頭を下げる）
田中　090失礼します．（頭を下げる）
　091さあ．
（頭を下げる．田申
　↓
　TC4．2
　⊥
　　　DC1．1
TO4（手みやげ
↓　を渡す）
　↓
　↓
　↓
　↓
TC2．2
⊥
DC1．3
???
r中税鉛木を促す．∠野中，先に立っτドアを粛’プτ左∫る．中杓～微の膚で後仁続ぐ．鉛
　刀c　ドアを閲iめるノ
04’56’　（クレジット）
紙袋に入っ
た手みやげ．
手土産　　個人的な用事で人を訪問する時，何か手土産を持って行く習慣がある．ビジネス等での訪問の場合は，
　いつも持って行くわけではないが，何かを頼んだり謝ったりするとき，あるいは，仕事が始まったり終わ
　ったりする時などは，持って行くことがよくある．これは，あいさつの一部といった意味だから，必ずし
　も，難しいことを頼むから高価な物を持って行くというわけではない．中身は，きれいに包装され箱に詰
　められた菓子の類が多い．手土産は，はじめに席に着いた時に出すのが最も普通で，帰ろうとする時に出
　すこともある．その時，「つまらないものですが」「ほんの気持ちですが」等の謙遜のことばを言うのが
普通である．手土産を持たずに訪問することは，「手ぶら」と言い，手ぶらで訪問することは本当は失礼
なことと考える人も多いようである．
表現
　「お聞きのとおりです」（seg．02③一〇72）それまでコミュニケーションに参加していなかったが，そ
　　　れまでの話を聞いていて状況がわかっている人を相手にコミュニケーションを始める時によく
　　　用いられる．
　　　相手が，それまでの事情によく配慮してくれることを期待する気持ちを含むことが多い．
　「気を使う」（seg．02③一〇81）その人の感情を傷つけないように配慮して行動すること．必要以上に
　　　遠慮したり，必要の無いことをしてあげたりする意味を含むこともある．
　「遠慮なく～」（seg．02③一〇84）自分が何かをする前に言う場合，これからしようとすることが，本
　　　当は控えるべきことである，との意味を表す．相手の好意を受け入れたり，自分だけが利益を
　　　得たりするときに，回りの人への配慮として口にすることが多い．
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セグメント　3　友人に出会う 一喫茶店で一
【場面①】昼休み，会社近くの喫茶店で，鈴木が同期の新入社員・福田と話している．
登場人物
　　鈴木幸男
　　福田春子
　　中村　弘
　　課長
（男性．港商事機械部営業課の新入社員．福田とは同期入社の同僚）
（女性．港商事機械部営業課の新入社員．鈴木の同僚）
（港商事機械部営業課主任．鈴木の直属の上司．話題に出るが，登場はしない）
（港商事機械部営業課の課長．話題に出るが，登場はしない）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
佛木観カウンターテープンレの虜に隣〃あっτ遅「〃，コーと一を」弥んでのる．危にも栢
　席の蓉フ
00’03”
　と違うんで，あいさつもうまくいかなくてね．
福田　005そうね．（テーブルの上を見る）
　も，つい，学生のころの言葉が出てしまうわ．
鈴木　007あっ，福田さんでも，そうかな．
福田（うなずく）008この間も，
　って，変な顔されちゃったわ．
福田　001会社まわりの仕事って，大変でしょう．
鈴木　002うん，だいぶ慣れてきたけど，　（福田，うなずく）初
　めのうちは，あいさつとか，名刺を配るだけでね……．
福田（うなずく）003中村さんが言ってましたよ，初めのころ
　は，いろいろ神経を使うことが多いからって．
鈴木（宙を見て）004うん，初めのうちは，何を言ったらいいか
　分からないし，（テーブルの上を見る）言葉使いも学生のころ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福田を見る）
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　006わたしなんか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木を見る）
「あたし」って，課長の前で言
鈴木（笑う）009課長はなかなか神経が細かいし，（首をかし
　げ，前の方を見る．福田，うなずく）言葉にはうるさいから
　ね．
福田（手を膝に置き，急にあらたまる）010わたくしどもには，
　とてもよい勉強になると存じます．
鈴木（笑う）011でも，慣れないうちはね一．
福田（鈴木の言葉をさえぎって）012習うよリ慣れろ，というこ
　とでございましょうね．
仁ノ（，柔うノ
TO4（仕事のこと
　↓を話し合う）
　↓
　↓
　↓
→（あいさつの
　↓　しかた）
　↓
→（ことばつか
↓　い）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓←
TC1．1
⊥
カウンター
テーブルを
置く喫茶店
が多くなっ
た．人数の
多いグルー
プが使った
り，連れの
いない客が
相席でかけ
たりする．
鉢植えの観
葉植物，ピ
ンク電話ほ
か，喫茶店
のインテリ
ア．
テーブルの
上に，砂糖
入れ，灰皿，
コーヒーカ
ップ，等．
喫茶店　　喫茶店は，コーヒー，紅茶，ジュースなどの飲み物を出す店だが，その他にアイスクリーム等を出す
店，トーストやサンドイッチ，スパゲッティやカレーライスなどの軽食を出す店もある．夜になると酒
類を出す店もある．喫茶店は，ほとんどどこの町にもあり，人との待ち合わせや商談などに手軽に使え
　る場所として親しまれている．
表現
　「～にうるさい」（seg．03①一〇〇9）そのものについて，良いものを求める気持ちが特に強く，他人に
　　　もそれを強く求めること．「ことばにうるさい人」とは，適切なことばつかいをするように，い
　　　つも繰り返し教えたり注意したりする人物である．「味にうるさい」「音楽にはちょっとうるさ
　　　い」のように使う．
　「習うより慣れろ／慣れよ」（seg．03①一〇12）ことわざ理屈を説明されて理解するより，実際にや
　　　ってみた方が早くよくわかる，といった意味．
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【場面②】昼休み，会社近くの喫茶店で，鈴木が同僚の福田と話していると，鈴木の大学の友人・小
　　　　山が入ってくる．
登場人物
　　鈴木幸男
小山一郎
福田春子
（男性．港商事機械部営業課の新入社員．福田とは同期入社の同僚．小山とは大学での
友人）
（男性．城北銀行調査部の新入社員．鈴木とは大学での友人）
（女性．港商事機械部営業課の新入社員．鈴木の同僚）
時間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
佛木観カウンターテーブン〃に」屹んて遁〃，、コーと一を助んでいるノ
00’54”1ウェイトレス（声のみ）013いらっしゃいませ．
撒の2乞λ，4・ψカ1スっτぐる．鈴木顔を」望芳
　　　　　　　　lDO1．1
うしろ姿をメ喜τ，声をスラvプるノ
鈴木　014おい，小山．
小山（振り向き，鈴木と知ってほほえむ）015やあ．016ひさし
　ぶりだな．　（鈴木に近づく）
鈴木　017お前，元気そうじゃないか．
小山　018ああ．　（うなずく）
鈴木　019まあ，座れよ．
小山（少し小さな声で）020いいのか．
鈴木　021あっ，そうだ．（福田に）022かまいませんか．
福田（右手で小山にいすを勧める）023ええ，どうぞ．（鈴木
　に）024じゃ，わたくし，失礼します．（小山，座る）
鈴木　025あっ，いやいや，もし，よかったら，いっしょにどう
　ですか．
　（手で小山を指す）026こちら，ぼくの大学時代の友達の小山
　です．
小山（頭を下げる）027あっ，どうも．028小山です．
福田（頭を下げる）029わたくし，鈴木さんと同じ会社の福田で
　す．
鈴木　030福田さんも，新入社員でね．
小山（うなずく）031そうですか．（福田，うなずく）
DO1．1
DO2．1
DO3．2
TO5（同席を勧め←
　　　　　　る）
TO5（同席の許可
　　　　　を得るTC2．2
　　　　　DC1．1
TO5（同席を勧め←
　　　　　　る）
TO4（友人を紹介
↓　　　する）
1［；9　；
｛
ζウェイノ・レス，」盆を寿っτテーフうルにやっτぐる．鍬コーと一を廟rむソ
01’31’ウェイトレス032何になさいますか．
小山　033え一と，コーヒーください．
ウェイトレス034アイスですか，ホットですか．
小山　035ホット．
ウェイトレス　036ホットでございますね．（小山，うなずく）
rウェイ♪レス，去るノ
01’41曽鈴木（福田に）037小山は，城北銀行に就職したんですよ．
福田　038あら，そうですか．（小山に）039わたくしの友達に
　も銀行に入った人がいるんですけど，仕事が大変だそつです
　ね．
小山　040直接，お金を扱う部署は大変らしいんですけど，ぼく
　は調査部ですから，なんとなく，大学の延長のようなところが
　あって，気楽にやっています．
鈴木（小山に）041残業なんか多いのかい？
小山（鈴木に）042いやあ，あまりないな．
鈴木　043う一ん．　（うなずく）
rウェイ♪レス，盆κ乗…世τコーと一を寿…っτぐるノ
02’08”
02’14’
ウェイトレス　044お待たせいたしました．（コーヒーを置いて
　去る）
鈴木（小山に）045で，今，何やってんの？
小山（砂糖を入れながら）046為替の方だよ．
鈴木　047ほう一．
福田（小山に）048為替のお仕事は，大変でしょうね．
小山　049ぼくのところは，そうでもないですよ．（話の切れ目
　ごとにテーブルの上で両手のひらを動かす）050コンピュータ
　から出てきたデータをいくっか組み合わせて，またコンピュー
　タに入れたり，その報告書を作ったり，まあ，実際の判断は上
　　　　　　　　　　　　　　　　　一17一
　↓
　↓
iTC2．1
iTC1．1
iTO4（注文を取
　　　　る）
←
→（銀行の仕事に
↓　ついて）←
←←←←
←
←
TO4（仕事の内容
　　　を尋ねる）
←ー?ー?←ー?ー?ー?
エプロンを
かけたウェ
イトレス．
02’58’
ζ3λ，
03’18’
　の方がするわけで，その資料作りですよ．（コーヒーをかき回
　す）
鈴木（少し背筋を伸ばし，ひじを張って少し乗り出す）051はあ
　一，毎日，出歩いているおれの方とは，だいぶ違うな．
小山　052でもね，一日中，部屋の中にいると，外を飛びまわっ
　ている人がうらやましいよ．（コーヒーを飲む）
鈴木　053そうかな……．　（小山の方へ少し前かがみになり）
　054お前なんか，お客さん相手の仕事はつとまらないぜ．
小山　055それもそうだ．（二人，笑う）
福田（二人に）056どちらにしても大変ですね．
鈴未（うなずきながら，福田に）057まっ，仕事だから．
　（そでを少し上げて時計を見る）058あっ，そろそろ戻らなき
　ゃ．　（小山に）059午後から，ちょっとお得意さんのところへ
　行く約束があるんだ．（小山，うなずく）
小山　060じゃ，またそのうちに．
鈴木　061うん．（酒を飲む手振り）062そのうちに一杯やろう
　か．
小山　063そうだな．
鈴木　064うん．
　（福田を促す）065じゃ．
福田　066えっ．
レジのとごろ∧来τ，お歪を遜うノ
小山　067コーヒーね．
福田　068どうも．
ウェイトレス　069はい．
鈴木　070ごちそうさま．
ウェイトレス　071ありがとうございました．
θ臨凪蹴4・酩撒の〃〈苗る．躍Lとでノ
03’30’福田（小山に）072それでは，失礼します．　（頭を下げる）
小山　073失礼します．（軽く頭を下げる）
鈴木　074そのうち連絡するよ．
小山　075うん，じゃあ．　（右手をあげる）
鈴木　076それじゃ．（右手をあげる）
佛木観画面左≠，4・μん蕗宕手く去るノ
03’41”　（クレジット）
←←
→（自分と比ぺて
↓　の感想）←
←←
←
←
←
TC3
　　　　DC3．1
　　　　DC3．2
TO4（飲みに行
↓　　くことの
TC2．2提案）
⊥
TO4←
←
←
?
DC3．1
（代金を
払う）
DC1．2
???
レジスター
のある小さ
なカウンタ
喫茶店前の
路上の置き
看板．
表現
　「よかったら～」（seg．03②一〇25，　seg．09①一〇36，　seg．20②一〇14）相手に何かをするように勧めたり，
　　　自分が相手のために何かをしようと申し出るときに，「無理じいではなく，あなたがお望みなら」
　　　といった感じをこめるために用いられる．
　「～（のような）ところがある」（seg．03②一〇40，　seg．14④一〇78）人やものごとについて論評すると
　　　き，はっきりと表現することを避けるために用いられる言い方のひとつ．
　「つとまらない」（seg．03②一〇54）そのことに向いていなくて，うまくやることができない，また
　　　は，長くはやっていられない，といった意味．
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セグメント　4　面会の約束をする　　一電話で一
【場面①】港商事機械部営業課の室内．
　　　　約束をする．
中村が，先に田中から紹介された岸本に電話をかけ，面会の
登場人物
　　中村　弘
岸本智明
（港商事機械部営業課主任．親しい得意客田中からその高校からの友人・岸本を紹介
　された）
（池田製作所機械部部長．田中から中村を紹介された．電話の相手で，登場はしない）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
働冒それぞカ，在事をLτいる．彬
　るノ
00’03”
編をかけτいる．燐の煤で，蹴在事をしτの
中村　001岸本部長でいらっしゃいますか．
中村　002……初めてお電話いたします．003港商事の申村と申
　します．
　004大変恐縮ですが，実は，先日，東京貿易の田中さんに御紹
　介いただきまして……．
中村　005それで，本日，お電話をさしあげて，お目にかかる日
　を決めることになっておりましたので．
中村　006……ああ，きょうがよろしいですか．
中村　007……では，午後2時半では，いかがでしょうか．
中村　008……あっ，そうですか．009お忙しいところ，誠に恐
　れ入りますが．010わたくしと，わたくしの課の鈴木がそちら
　に伺います．
　011では，後ほど．
　012ごめんくださいませ．
DO1．2
﹇
DO2．2
TO3．1（面会の約
　↓　束をする）
　↓??
，占
T錐2
　　　　；1芒iコ
営業課のオ
フィス．奥
にブライン
ドのある窓．
窓のそばに
こちらを向
いた課長の
席．並んだ
事務机．机
の上の電話
機．部屋の
隅の観葉植
物．壁面全
体が収納家
具．
上着を脱い
でいすの背
にかけた中
村．
【場面②】港商事機械部営業課の室内．
　　　　を与える．
中村，電話を終わり，鈴木に池田製作所訪問についての指示
登場人物
　　中村　弘
　　鈴木幸男
（男性．港商事機械部営業課主任．鈴木の直属の上司）
（男性．港商事機械部営業課の新入社員．中村の部下）
時　間
00’43”
発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動）
中村（隣の席の鈴木に向きなおリ，右手を机の上にのばす）013
　ああ，鈴木君．
鈴木　014はいっ．
中村　015先日，田中さんに御紹介いただいた池田製作所の岸本
　さんだがね，2時半にお目にかかることになったよ．
鈴木　016はい，分かりました．
　017それで，あのう，何を用意しましょうか．
中村　018ひとまず，会社の概要と製品のカタログを用意してく
　れ．
鈴木　019はいっ．　（うなずく）
中村　020ああ，それから，道順を調べておいてくれないか．
鈴木　021はい．
　022……あのう，先方の電話番号を教えていただけますか．
中村　023ああ．　（電話番号を書いたメモ用紙を渡す）024はい
　つ．
談話構造（話題）
DO1．2
﹇
DO1．1
TO4（面会の約束
↓　を伝える）
　↓
TO4（用意する物
　↓　を尋ねる）
　↓
　↓
TO4（道順を調べ
　↓　るよう指示
　↓　する）
　↓
⊥
メモ．
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【場面③】港商事機械部営業課の室内．
　　　　電話をして道順を尋ねる．
中村から指示を受けて，鈴木が資料を用意し，池田製作所に
登場人物
　　鈴木幸男
　　電話の声
（男性．港商事機械部営業課の新入社員）
（池田製作所の女性職員）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
佛1木賓料をぞろえる走めに立ち上がっτ，壁面のロッカーのとごろく行ぐ．ダ／き苗しを開
　’プ，ノfンフレツノ・を苗す．苗分のノ窪仁戻’つτ，費騨を机のヲ／き苗「しか6苗｛レた揃にしま
　の，瀦番●を書のたメモ願を前に萱のτ，瀦をするノ
01’56潟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DO2．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TO4（道順を尋ね
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る）
電話の声（女性）025はい，こちら，池田製作所でございます．
鈴木 026あっ，あのう，そちらに伺う場合のですね，道順を教
えていただけないでしょうか．
声027お車でしょうか．
鈴木　028いえ，電車で行きたいんですが……．
声029電車でしたら，地下鉄を御利用いただきまして，（鈴
　木，左手に受話器を持ち，右手のボールペンでレポート用紙に
　メモを取る）都営浅草線の江戸橋か，東西線の日本橋で降りて
　いただきます．030江戸橋と日本橋は，地下道でつながってお
　りますので，日本橋寄りではなく，江戸橋寄りのAの4の出口
　から地上に出ていただきます．
鈴木　031Aの4の出口ですね．
声032はいっ，さようでございます．033地上に出まして，そ
　のまままっすぐいらっしゃいますと，大きな十字路に出ます．
　034そこをまっすぐいらっしゃいますと，橋があります．035
上は高速道路が走っています．036橋を渡りますと，ふたたび
　大きな十字路がありますので，そこを渡リまして，右へ曲がり
　ます．037そこから三本めの通りを左に曲がりまして，四つ目
　の通りの右角に小倉ビルというビルがございます．038その三
　階が当社の受付になっております．
鈴木　039あのう，ビルの名前をもう一度お願いします．
声　040小倉ビルでございます．
鈴木　041はい．（うなずく）
042それから，そちらの住所を……．
声043たいへん失礼いたしました．044中央区日本橋小舟町6
　の6でございます．
鈴木　045どうもありがとうございました．（軽く頭を下げる）
声046よろしくお願い致します．
6鈴z℃毒「ぐうなずいτ瀦をウクるノ
←←←←←←←←←←←←←←←←←←
　↓
　↓
皿
→（ビルの名前
　　を尋ねる）
←←
→（住所を尋ね
　　る）
；；；：；コ
ウォールユ
ニットにし
まわれたカ
タログ類．
ダイヤル式
の電話機．
一20一
【場面④】鈴木，電話できいた道順に従って地図をかく．
登場人物
　　鈴木幸男
　　電話の声
（港商事機械部営業課の新入社員．手元だけ）
（池田製作所の女性職員）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
傷木電話てr荻っ走メモ仁●わせτ，手書きの姻をかぐ．蹴した姻を礁認する手元に
あわ世τ，顧の1声力漬なるノ
03’56”電話の声（女性）047電車でしたら，地下鉄を御利用いただきま
　して，都営浅草線の江戸橋か，東西線の日本橋で降りていただ
　きます．048江戸橋と日本橋は，地下道でつながっております
　ので，日本橋寄りではなく，江戸橋寄りのAの4の出口から地
　上に出ていただきます．049地上に出まして，そのまままっす
　ぐいらっしゃいますと，大きな十字路に出ます．050そこをま
　っすぐいらっしゃいますと，橋があります．051上は高速道路
　が走っています．052橋を渡りますと，ふたたび大きな十字路
　がありますので，そこを渡りまして，右へ曲がります．053そ
　こから三本めの通りを左に曲がりまして，四つ目の通りの右角
　に小倉ビルというビルがございます．054その三階が当社の受
　付になっております．
6醐．オフィスで激務する粛菖たちノ
04’58”　（クレジット）
↓（道順を説明）??←←←←←←←←←←?手書きの地
図をボール
ペンでなぞ
る．
一21一
セグメント　5　道をきく 一交番で一
【場面①】中村と鈴木，地下鉄東西線日本橋駅の地下道から，地上に出て，
　　　　がわからなくなる．
日本橋付近へ来るが，道
登場人物
　　中村　弘　（男性．港商事機械部営業課主任．鈴木の直属の上司）
　　鈴木幸男　（男性．港商事機械部営業課の新入社員．中村の部下）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
r4税微増7遣を歩のτぐる．微Aの4の苗々を富が’プるノ
゜⇒瓢ξ‡欝；。；°L㍗享宏ちらの出゜砿
〔ニノ（，聯をのぼり↑，通グに苗る．苗々からば，歩道が左右仁のびτいるノ
00’17’鈴木（左右を見ながら）003え一と，まっすぐっていうと……．
　　　　中村　004まっすぐと言ったんだね．
　　　　鈴木　005はい．（手で中村に待つように合図）
‘微辺グを眉回しながら，苗〃の近ぐの右く勘がる角まで庁ぐノ
　　　　鈴木（手で指して）006あっ，こっちじゃないでしょうか．007
　　　　　向こうに橋と高速道路が見えます．
　　　　中村　008う一ん．
　　　　鈴木　009はいっ．
仁ノ（，
00’59”
lT壁（出゜を
探す）
TO5（道を探す）?????
←←←?
そちらくノ吻力，っτ歩き，房｝を渡グ，次の比戎助オきなチ与諺を右κ磁力「るノ
rニノ〈，
　へ来るノ
　　　1鈴木（首をかしげる）016おかしいなあ．
仁ノ（，β繍材逝「仁来るノ
01’30”
中村　010おい，ちょっとおかしいそ．
鈴木　011はあ．
中村（手で指す）012あれが三越だし，そこは日本橋だろう．
鈴木　013ええ．（クラッチバッグから取り出した手書きの地図
　と見くらべながら）014そうですねえ．（中村，地図をのぞき
　こむ）015変ですね．
また歩きだプニ　鍬　・ふ〃返っτ後ろを指さし，
TO4（道が違うこ
↓とを伝える）
　↓
　↓
　↓
　↓
また前を句いτ歩ぐ．フぐきな艦直
鈴木（あたりをきょろきょろと見回す）017やあ一．018困った
　なあ．
中村　019う一ん，違うなあ．
鈴木（うなずく）020ええ．
←
ー???????
地下鉄駅の
地下道．出
口の表示板．
階段．
地上の地下
鉄入り口と
営団地下鉄
のマーク．
ビル街．ビ
ルの前の歩
道．行きか
うビジネス
マン風の男
性たち．路
上駐車の車．
遠くの高速
道路を走る
車．
歩行者用信
号．
街路樹の柳．
止めてある
バイク．歩
道を走る自
転車．飲み
屋のちょう
ちん．
歩道の柵．
行きかう車．
【場面②】中村と鈴木，
　　　　れる．
日本橋付近へ来るが，道がわからなくなって，通行人に尋ね，交番を教えら
登場人物
　　中村　弘　（男性．港商事機械部営業課主任．鈴木の直属の上司）
　　鈴木幸男　（男性．港商事機械部営業課の新入社員．中村の部下）
　　通行人　　（男性．日本橋を渡ってくる）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
r中税微道1仁迷っτのる．燃荷をわ之っτぐる男艦を虎『乙近づぐノ
01’42’鈴木（会釈して）021すみません．
　022あのう，日本橋小舟町というのをご存じありませんか．
通行人（首をかしげて）023さあ，ちょっとわかりませんね．
　024ああ，（ふり返り，橋の向こうの交番を指さして）あそこ
　に交番があるから，あそこで聞かれたら……．
鈴木　025はい，どうもありがとうございました．（頭を下げ
　る）
佛木輸をうなノがし，ニノ｛，歩きだすノ
DO1．2
　TO4（道を尋ね
　↓　　　　る）
TCξ2
　　⊥　DCI・2］
高架の高速
道路．日本
橋の銘板．
幅の広い車
道．
一22一
【場面③】日本橋付近の交番．中村と鈴木，道をききにくる．
登場人物
　　中村　弘　　（男性．港商事機械部営業課主任．鈴木の直属の上司）
　　鈴木幸男　（男性．港商事機械部営業課の新入社員．中村の部下）
　　警官　　　（男性）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
ζ警節が立っτいる．
02’07’
ζ警罠
02’24”
02’43”
6甑
　　　　　　4坑力」鈴zc道をきまκぐるノ
鈴木（会釈する．警官，敬礼する）026すみません，あのう，日
　本橋小舟町6の6，小倉ビルへは，どう行ったらいいんでしょ
　うか．（地図を見せる）
警官　027日本橋小舟町？（地図を受け取る）
鈴木（地図を見ながら）028ええ．
警官（地図をのぞきこんで）029この地図のとおりでしょう．
鈴木　030えっ．　（警官を見る）031はっ．　（中村を振り返る）
DO1．2　TO4（道を
交香のぞばたある靹板のとごろく万ぐ．撚4白杓～あと」に続「ぐノ
警官（案内板を指す）032え一，今，ここにいるんですよ．（鈴
　木，うなずく）033で，この橋を渡って，この十字路を右へ曲
　がって，二百メートルぐらい行くと，（鈴木，うなずく）上に
　高速道路が通った広い通りにぶつかるから，その通りを渡る
　と，（手元の地図を指して見せながら）この地図のここになる
　んですよ．034あとは，地図のとおり．（地図を鈴木に返す）
鈴木　035……．（けげんな顔）
警官　036あ一っ，地下鉄の日本橋で降りたんでしょう．
鈴木（うなずく）037ええ，地下鉄の日本橋で降りて，Aの4の
　出口を出たんです．
警官038江戸橋で降リると，この地図のとおり．（地図を指
　す）
駅の増7彊の靹衡に変めるノ
警官　039駅は地下道でつながってるけれども，両方の駅にAの
　1からAの4までの出口があるから．
侮ぴ交番蕨の醐になるノ
　　　鈴木　040あっ，そうですか．
　　　　041どうもありがとうございました．（鈴木，中村，頭を下げ
　　　　る）
　　　警官（敬礼する）042いえ、
仁ノ（，ξ7本房を渡っτいぐノ
　↓　尋ね
　↓　る）
　↓
　↓
TC2．1
　↓
TO4（道を説
↓　明する）←←
←
←
←
TO3．2（迷った
↓　理由を説
↓　明する）←←
???
TC2．3
DCL2﹈
交番．警察
のマーク．
赤い電灯．
標語を書い
た垂れ幕．
立てかけて
あるジュラ
ルミンの盾．
置いてある
自転車．前
に立ってい
る警官．制
服，制帽．
ベルトの拳
銃，警棒．
案内板の大
きな地図．
壁の出口表
示板．
古風な街灯．
欄干の彫刻．
交番　　町のところどころに「交番」が置かれて，警察官が常に勤務している．正式には「派出所」といい，仕
事の内容は，町をパトロールしてその町の状況を常に知っておき，市民の生活上の問題を処理したり，事
件や事故の時にできるだけ早くかけつけたりすることだが，市民の側からも，知らない町で道を聞いたり
　落とし物を拾った時に届けたりと，気軽に利用されている．
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【場面④】警官の説明と電話の声に従って，中村と鈴木が歩いて行き，目指すビルにたどりつく．
登場人物
　　中村　弘
　　鈴木幸男
（男性港商事機械部営業課主任．鈴木の直属の上司）
（男性．港商事機械部営業課の新入社員．中村の部下）
時　間
03’16’
仁メ，
03’52”
発話者・文番号・発話内容　（非言語行動）
警官の声　043この橋を渡って，　（十字路を渡る鈴木と中村）
　……この十字路を右へ曲がって，二百メートルぐらい行くと，
鈴木（手で指す）044ここをまっすぐです．
警官の声　045上に高速道路が通った広い通りにぶつかるから，
　（高速道路が見える）その通りを渡ると，この地図のここにな
　るんですよ．
鈴木（手で指す）046あっ，この高速道路ですね．
中村　047う一ん．
2本βの硬〃を越える．3≠βの遁1グの・弄前に来るノ
電話の声（女性）048そこから三本めの通りを左に曲がりまし
　て，・…・・
鈴木（手で指す）049ここを左です．
電話の声　050四つ目の通りの右角に小倉ビルというビルがござ
　います．
談話構造（話題）
仁本β，
°4431舗霞芝欝習忠：
rイ・倉とルにン（っτいぐニノU
O4’55’　（クレジット）
↓　（小倉ビルを
↓　探す）←
←
←←←
←←
?????????????
ぞんτ三オβの逓〃を翻するニン（．微手を上げτ剤rに台酒7するノ
ここです・°52ありました・IT望
広い横断歩
道を渡る歩
行者の流れ．
街路樹．高
架の高速道
路．街路名
の標識．横
断歩道．ビ
ル街．
脇のやや狭
い道．路面
の標識文字．
路上駐車の
車．裏道の
交差点．パ
ーキングメ
ーター．電柱と電線．
道路標識．
ドライバー
同士の手の
合図．
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セグメント　6　会社を訪問する 一受付と応接室で一
【場面①】池田製作所の受付．中村と鈴木が訪ねてきて取り次ぎを頼み，応接室に通される．
登場人物
　　中村　弘　　（男性港商事機械部営業課主任．鈴木の直属の上司）
　　鈴木幸男　　（男性．港商事機械部営業課の新入社員．中村の部下）
　　池田製作所受付　（女性）
　　池田製作所事務員　　（女性）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
了4物サと微廊7「を歩iぎ，受《ザ4：近づぐ．受／ザの女艦立ち」とノがる．4靖力受ん6に声をカソプ
　るノ
00’10”中村（頭を下げる）001すみません．（鈴木，後で頭を下げる）
受付（頭を下げる）002いらっしゃいませ．
中村　003わたくし，港商事の中村ですが，岸本部長にお目にか
　かりたいのですが……．
受付　004お約束でございますか．
中村　005ええ，2時半のお約束をいただいております．
受付（机の上の表を指さして見る）006大変失礼いたしました．
　007少々お待ちください．
〔受砿座っτ翻をかけるノ
00’27冑受付　008岸本部長でいらっしゃいますか．
　009受付ですが，ただ今，港商事の中村様がお見えになってい
　ます．
受付　010……はい，　（脇の表を見る）第一応接室があいており
　ます．
受付　011……はい，かしこまりました．
〔受允騨を置【のτ立ち」をノがるノ
゜ぴ4オ巴ど膠欝濃鵠「た・
　DO1．2［；1；：；，。a1
（取り次ぎを頼↓
む）（約束TO3．2
　の有無を　↓
　尋ねる）　↓
DC4　　　⊥
DO1．1
TO3．1（来客を告
　↓　　げる）
　↓
　↓
TC2．2　　　　　　DC4
（手で示す）°13こちらID°4
00’52’受付（ふり向き，手でいすを指して）
　　　　少々，こちらでお待ちください．
　　　中村　015どうも．
　　　鈴木　016どうも．（軽く頭を下げる）
乙受φ力丸をしτ去る．テープルの奥力、ら，
　っτいる受1銃頁ぴ綾室の4村と鍬ソ
01’08’中村（鈴木に）017資料を……．
　　　鈴木　018あっ，はい．
　　　　を出し，テーブルに置く）
〔女子考享瀕，∂ぢ茶を」盆にのぜτ磯室にノ〔っτぐるノ
01’15”
TO4（案内す
↓　る）
便允先仁立っτ唖右手く歩きだ坑醐蹴菱雄ぐ．繊i室にノ（るノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　014すぐ参りますので，
ζ女デ事務賓，
TC4．2
　⊥
；；｝：；コ
4槻鍬の願に座る．醐カウンタrヒもど
（クラッチバッグから資料の入った封筒
女子事務員（頭を下げる）019失礼いたします．
鈴木（ふり向き，会釈する）020あっ，どうも．
女子事務員（お茶を中村の前に置いて）021どうぞ．
中村（会釈する）022あっ，どうも．
女子事務員（お茶を鈴木の前に置いて）023どうぞ．
鈴木（ふり向いて見る）024あっ．
　　　β丸をしτ左1τのぐ．4杓～」鐙木会釈するノ
TO4（資料を出さ
TC2．2せる）
⊥
［器｛：i
　TO4（茶を勧め
　　↓　る）
　　↓
　⊥
会社の受付．
カウンター
があり，電
話機や面会
予定表があ
る．わきに
は鉢植えの
植物．
応接室．鉢
植えの木．
テーブルに
灰皿．まわ
りにいす．
茶托に乗っ
た湯のみ．
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【場面②】池田製作所の応接室．中村と鈴木が岸本に面会して商品の購入を検討するよう頼む．
登場人物
　　中村　弘
鈴木幸男
岸本智明
（男性．港商事機械部営業課主任．鈴木の直属の上司．得意客・田中から岸本を紹介
された）
（男性．港商事機械部営業課の新入社員．中村の部下）
（男性．池田製作所製造部部長．高校の友人・田中から中村を紹介された）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
6崇本がスっτぐるノ
゜「3㍗ 1岸ξ（会釈する）025やっ，どうも，（いちばん奥のいすの脇に立っ）大変お待たせいたしましlrD°L1
在向勉鍔Z㌧立ち上力‘るノ
㈲木
01’59”
02’32”
03’21”
中村　026はじめまして．
　027わたくし，港商事の中村と申します．（胸ポケットから名
　刺を出し，両手でさし出す）
岸本　028あっ，どうも．（右手で名刺を受け取り，左手に持ち
　かえ，右手で自分の名刺をさし出す）029さあ，どうぞ．
内ポiケッ♪カ）ら名吻1を苗し，両手でさし苗すノ
岸本　030あっ，どうも．　（右手で名刺を受け取り，左手に持ち
　かえ，右手で自分の名刺をさし出す）031さあ，どうぞ．
鈴木（両手で名刺を受け取る）032はいっ，ちょうだいします．
岸本　033さあ，どうぞ．　（右手でいすを指す）
中村・鈴木　034あっ，はいっ．　（座る）
中村035きょうは，お忙しいところを，お伺いしまして……．
岸本（受け取った名刺を手に持って見ながら）036いやいや，先
　日，田中さんから電話をもらいましたよ．
中村（うなずく）037はい，田中さんに，なんとかこちら様を御
　紹介いただきたいとお願いいたしましたもので……．（岸本，
　笑いながらうなずく）038田中さんとは，高校時代からのお友
　達と伺いました．
岸本　039そうなんですよ．040高校のときからのつきあいです
　から，かれこれ，ざっと30年になりますかな．（笑って）
　041まっ，悪友ですな．（中村，笑いながらうなずく）
中村　042田中さんには仕事の上でも，個人的にもいろいろお世
　話になっております．
岸本（うなずいて）043ほう．（名刺を内ポケットにしまう）
中村（鈴木をふり向いて資料を受け取り，岸本に）044さっそく
　ですが，わたくしどもの会社は，長年，繊維を中心に扱ってま
　いりました貿易会社でございます．（会社概要を両手で渡す）
岸本（会社概要を見る）045ほう……．046創業60年ですか．
　047大変立派な会社ですね．
中村　048いえ，まあ，なんとかやってきた会社ですが，数年前
　から，センサーの輸入と国内販売を始めております．
岸本　049ほう．（会社概要を閉じる）050センサーと言います
　と……．
中村　051はい，光学センサーが中心となっております．052
　……このたび，アメリカのスミス＆スミス社の代理店となりま
　したもので，機械部を新たに設けまして，そちらの方にも力を
　入れていく方針でございます．
岸本　053ほう一．（うなずく）
中村　054やはリ，繊維だけでは，なかなか難しいものですか
　ら．
岸本　055ふん……．　（うなずく）
中村056そこで，新しい部ができましたのを機会に，なんとか
　こちら様ともお取り引き願いたいと思いまして，ごあいさつに
　伺ったようなしだいです．
岸本　057そうですか．058いやあ，ご承知のように，わたくし
??
DO2．2
TO1．1
TO3．1
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
⊥
（紹介者に
ついて話
す）
TO3．1（会社のこ
　　とを話す）
???ー?ー?
→（会社の方針
↓を説明する）←←←
←←
←←
←
←
←
←
←←
→（自社の事情
部屋の隅の
台に電話機．
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03’48’
o轍，
04’23’
　どもの機械メーカーの業界も，技術革新が激しくて，（中村，　　↓　を述べる）
　うなずく）新しい製品を次々開発していかなければならないの　　↓
　で，あ一，製品開発には力を入れていますよ．　　　　　　　　　↓
中村　059そのように伺っております．060こちらが，当社の扱　　→（商品の内容
　っております製品カタログです．（カタログを岸本に渡す）　　　↓を説明する）
岸本（カタログを開いて見る）061ほう，先程のお話のとおり，　　↓
　光学センサーが多いようですなあ．　　　　　　　　　　　　　↓
鈴木　062はい，光学センサーでしたら，かなり広い範囲のもの　　↓
　を扱っております．　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
岸本　063そうですか．（カタログを閉じる）064わが製作所と　TC2．2
　しましても，大変興味がありますので，さっそく検討させてい　　↓
　ただきます．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
中村　065それは，どうもありがとうございます．（中村，鈴　TC3
　木，頭を下げる）066よろしくお願いいたします．　　　　　　⊥
灘i議警鷲麺：㌫　；1；：；1
受’プ坂っ走鮒を寿…っτ1立ち上、がる．物杭蹴立ち」とノがグ，のすをλれるノ
鈴木（頭を下げる）071大変失礼いたしました．　　　　　　　　　　　DCI．2
岸本（軽く頭を下げる）072どうも．073さっ．（二人を促して　　　　　DC1．1
　応接室を出る）
6鏡木中粒を遁しτから菱についτ諜i室を苗る．受方のあだ〃〈xるノ
04’36”中村（岸本に追いついて）074ここでけっこうです．（受付，立
　ち上がる）
岸本　075では，ここで失礼します．
中村・鈴木076よろしくお願いいたします．（頭を下げる．受
　付，頭を下げる）
岸本　077よろしく．（頭を下げる）
で㌔白〆i力微」2「ち去る．岸頑ら麦なぎっτ去る．5㍗灼ち∠婆るノ
04’53’　（クレジット）
4CD
????ー??
2
コ
2CD
商品カタロ
グ．
表現
　「～もので……」（seg．06②一〇37，　seg．16②一〇48）本来は，後に続くことがらに対する理由を表す形
　　　で，segO6②一〇52やsegO9①一〇〇2のように用いるが，文末で言いさす形で用いると，何らかの
　　　事情に対する理由だけを述べ，相手がその後に省略された結果を察してくれることを期待する
　　　表現になる．
　「さっそくですが」（seg．06②一〇44）13ページ「さっそくで恐縮ですが」と同様の働きをする．
　「～と言いますと？」（seg．06②一〇50，　seg．23④一〇76）「～と言うと？」（seg．23①一〇11，　seg．23②一〇36）
　「～とおっしゃいますと？」「～と申しますと？」等のバリエーションがある．相手の言ったことば
　　　等の意味や，その発言の真意などを問い返すために用いられる．
　「～に力を入れる」（seg．06②一〇52，　seg．06②一〇58）そのことに対して特に努力を集中する．
　「～ようなしだいです」（seg．06②一〇56）バリエーションとして「～というしだいです」等がある．
　　　自分がすることの理由・事情や，ものごとの状況などを説明する時の表現として用いられる．
　「ご承知のように～」（seg．06②一〇58）相手も知っていて教える必要のないことがらに言及すること
　　　を表す．相手がすでに知っているのにそれを教えようとすることは非常に失礼なことであるか
　　　ら，相手が知っていることは十分承知していて，決して教えようとするのではない，といった
　　　意味でこの表現を用いることが多い．実際には，相手が知らない可能性があっても，押しつけ
　　　がましい印象を与えないために，この表現を用いることもある．また，相手がよく知っている
　　　ことがらをあえて思い出させることによって，自分が述べることがらに対する共感や同情を引
　　　き出す意味もあり，ここではむしろそのような働きをしている．
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2． ユニット 2　人に何かを頼むとき　一依頼・要求・指示一
　　　　（セグメント　7　～　12）
ユニット2の概要　　　人に何かをしてくれるよう頼むということは，ことばを使ってなされる行為
の中でも代表的な種類のひとつと言える．しかし，依頼をするということは相手に何らかの負担をか
けることになり，それだけに，誰に何を頼むか，どのような場面でどのような立場の話し手として発
話するかなど，さまざまな要因を考慮に入れながら，ことばつかいや言い方（声の調子，顔の表情，
はっきり言いきらずにためらってみせる，など）を選択する必要が出てくる．
　このユニットは，パートで出版社の編集の仕事をしている主婦を主人公にしている．家庭での家族
との会話，仕事先の打ち合わせの場でのやりとり，そして友達とのおしゃべりなどの中で，いろいろ
なタイプの依頼，要求，勧誘などがなされる．典型的な依頼の文型と言われる「～して下さい」「～し
ていただけませんか」とはまた異なる間接的な要求の仕方，たとえば提案の形をとる，言いさしてあ
とは相手に察してもらう，などの例も，いくつも含まれている．また，市役所で手続きをする場面，
デパートや近所の魚屋で買い物をする場面など，話し手・聞き手の立場がはっきりしている場面のバ
リエーションも含まれている．
主な登場人物
　　吉岡泰子
　　吉岡義男
　　吉岡さと
　　中野敏子
　　川口　悟
（女性．30代後半．主婦．義男の妻．現代出版社のパートの編集者．敏子の友人）
（男性．泰子の夫）
（女性．義男の母．泰子の義母）
（女性．40歳前後以前，泰子と同じカルチャーセンターに通っていた）
（男性．20代なかば．現代出版社の社員）
場面一覧
　セグメント　7　届出をする　一市役所で一
　　場面①泰子の家引っ越しの後，泰子が片付けをしていると，敏子から電話がかかってくる．
　　場面②泰子の家．敏子との電話中，米屋が訪ねてくる．
　　場面③泰子の家．米屋を帰し，泰子はもう一度敏子の電話に出る．
　　場面④　市役所．泰子は，戸籍を移すため，受付で尋ね，戸籍係で手続きをする．
　　場面⑤　市役所．泰子は，義男に電話し，もとの戸籍謄本を取ってくるよう頼む．
　セグメント　8　買物をする　一デパートで一
　　場面①　デパートの入り口から，受付．泰子とさとが買い物に来て，売り場を尋ねる．
　　場面②デパートのスプーン売り場．泰子とさと，お祝い返しのスプーンセットを買い，配達を
　　　　　　　　頼む．
　　場面③　自宅近所の商店街．泰子は夕食の買い物に回り，さとは先に帰宅する．
　　場面④　商店街の魚屋．泰子は，夕食のために魚を買い，届けるよう頼む．
　セグメント　9　打合せをする　一出版社で一
　　場面①　現代出版社の会議室．泰子が割り付けした原稿を持参し，主任と川口に見せる．
　　場面②　同じく，会議室．泰子と主任，印刷会社の社員を呼び，印刷を依頼する．
　　場面③　同じく，会議室．泰子，主任，川口に課長が加わり，著者に原稿を縮めるよう頼む相談
　　　　　　　　をする．
　セグメント　10お願いをする　一大学で一
　　場面①　大学構内から，校舎に入り，丸山教授の研究室へ．泰子と川口が，丸山に原稿を縮める
　　　　　　よう頼みにくる．
　　場面②　同じ大学の佐久間助教授の研究室．泰子と川口，資料をもらい，写真の用意を頼むため
　　　　　　訪れる．
　セグメント　11手伝いを頼む　一家庭で一
　　場面①　日曜日の朝．泰子の家の食堂．家族で引っ越しの後片付けの相談をする．
　　場面②　同じく日曜日の朝食後．子供部屋．義男と子供達，散歩に行く相談をする．
　　場面③　同じく日曜日の午後城山公園．家族で散歩をする．
　セグメント　12友達を誘う　一友達の家で一
　　場面①　団地の中の敏子の家泰子が訪ねてきて，祭りに行くことになる．敏子は，電話で共通
　　　　　　の友人・ベティを誘う．
　　場面②　同じく敏子の家．電話で誘われたべティが訪ねてくる．
　　場面③　川越の提灯祭り．泰子，敏子，ベティは，祭りを見物する．
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セグメント　7　届出をする　　一市役所で一
【場面①】泰子の家の居間．引っ越しの後，泰子が片付けをしていると，敏子から電話がかかってく
　　　　　　るが，途中で玄関にだれか訪ねてくる．
登場人物
　　吉岡泰子　　（女性．主婦．敏子と同じカルチャーセンターに通っていたことがある）
　　中野敏子　　（女性．泰子の友人．電話の声だけで，登場はしない）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
徹グでダ／っ猷し嚇の鯉をする泰子．蹄》φ囎〃，泰子，段ポLル瀞をまたいで右手で雷
　話を凌る．左手でコー声“を彦ぐ握「るノ
00’15”泰子　001はい，吉岡でございます．
敏子　002あっ，もしもし，中野ですが．
泰子　003ああ，中野さん．
敏子　004引っ越し，終わりました？
泰子　005ええ．006いま，後片付けしてたところ．
敏子　007そう．008お手伝いに行きましょうか．
泰子　009ああ，ありがとう．010少しずつやるから，だいじょ
　うぶ．011お母さんにも手伝ってもらってるし．
敏子　012そう．013ところで，住み心地はいかが？
泰子　014そうね．015うちは前よりも少し広いし，敬一やまゆ
　みの学校も近いし，まあまあ，ってとこかな．016一度いらし
　て．
敏子　017ええ，ありがとう．
仁玄衡のチャイムカ嶋るノ
00’50”泰子（玄関の方を見る）018あっ．019だれか来たみたい．020
　　　　　ちょっと，お待ちになって．（受話器を置く）
DO1．1，DO2．2慌：i
TO4（引っ越しの
　↓　様子を尋ね
　↓　る）
　↓
　↓
TO4（新居の様子
↓　を尋ねる）
　↓
　↓
TC3
DC4］
エプロンを
かけた主婦．
引っ越しの
直後で，ガ
ラス戸付き
の本箱に本
が入れかけ
になってい
る．床の上
に本が入っ
た段ボール
箱．ソフア
ー．箱の外
にも積まれ
た本．テー
ブルのそば
に電話機．
弓1っ越し　　引っ越しをする理由にはいくつかのパターンがある．ここで描かれているのは，就職して何年か働いた
サラリーマンが，自分の家を建てたりマンションを買ったりして，それまでの社宅や借家から引っ越して
　くるケースである．このような場合，それまでよりも都心部から遠く家が比較的安く手に入る郊外に移っ
　て行く例が大部分である．通勤には遠くなるが，それでも自分の家を持ちたいと思う人は多い．転勤のあ
　る勤め人の場合は，何年かに一回は新しい土地に家を借りて引っ越すことになる．そのような人達も，年
　を取るまでに，どこかに自分の家を持って落ち着きたいと考えていることが多い．地方で高校を卒業した
人が，大都市の大学に進学するために，両親の家を離れて一人暮らしを始める例も多い．
表現
　「～って／という／といったところ」（seg．07①一〇15，　seg．22①一〇30）ものごとの状態をはっきりと
　　　は断定せず，そのように言うのが本当に適切ではないかもしれない，といった含みを持たせる
　　　言い方である．
【場面②】泰子の家．敏子との電話中，玄関のチャイムが鳴ったので出てみると，米屋が訪ねてきて
　　　　いる．
登場人物
　　吉岡泰子　　（女性．主婦．引っ越してきたばかり）
　　米屋の店員　　（男性．30代．駅前の南米店の店員．新しく引っ越してきた家の注文をとろうと訪
　　　　　　　　　れる）
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時間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
俸テ～受話器を蒼き，廊Wに苗τドアを身募め，諭の万く万ぐノ
01’02”
01’33’
泰子（上がりがまちの手前で立ち止まる）021はい，どちら様で
　しょうか．
米屋（声だけ）022駅前の米屋ですが．
泰子　023ああ．（土間に降り，玄関のドアをあける）
米屋（帽子のひさしに手をやり，会釈する）024ああ，どうも．
泰子　025どうも．
米屋　026駅前の南米店ですが，お米や灯油，自然食品なども扱
　っておりますので，御用のときはよろしくお願いします．（軽
　く頭を下げる）
泰子　027あっ，そう．028御用聞きはしてもらえるの．
米屋（うなずく）029ええ．030こちらは，月曜日になっており
　ますが．
泰子　031月曜は，いないときが多いから．
米屋　032日曜も，まわっておりますので．
泰子033じゃ，お願いしようかしら．（うなずく）
米屋　034はい，承知しました．
　（軽く頭を下げる）035ありがとうございます．
泰子　036じゃ，
　ちょっと電話中なので．
米屋　037あっ，どうもすみませんでした．
　を出して渡す）038じゃ，よろしくお願いします．
　げ，出ていく）
泰子　039はい．040どうも．（ドァを閉める）
（右下の方を見る）
（後ろをふり返り，手で指して見せる）いま，
（ポーチからチラシ
　　　　（頭を下
［DO1・1
DO2．2
DO2．1
DO2．1
TO4（取り引きを
　↓　してくれる
　↓　よう頼む）
TO3．2　（御用聞き
　↓　　をするか
　↓　　どうか尋
　↓　ねる）
　↓
TC2．2
TC2．2
TC3
???
玄関脇の下
駄箱の上に
飾られたド
ライフラワ
っばのある
帽子をかぶ
り，ポーチ
を持った米
屋．
【場面③】泰子の家米屋を帰し，泰子はもう一度敏子の電話に出る．
登場人物
　　吉岡泰子
　　中野敏子
（女性．主婦．敏子と同じカルチャーセンターに通っていたことがある）
（女性．泰子の友人．先ほど電話をかけてきて，そのまま待っていた．電話の声だけ
で，登場はしない）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
傷夢デ，厚び瀦をとるノ
01’45’泰子　041お待たせして，ごめんなさい．
　042お米屋さんだったの．
敏子043引っ越しするといろんな人が来たりして，たいへん
　ね．
泰子　044あっ，たいへんと言えば，午後から市役所に行ってこ
　なくちゃあ．
敏子　045あら一，ごめんなさい．046電話，長くなっちゃっ
　て．
泰子　047いいえ，こちらこそ．
敏子　048来週でも，一段落したら，うちにも遊びにいらして．
泰子　049ええ．
　050とにかく一度，お電話します．
敏子　051じゃあ．052後片付けがんばって．
　053それじゃ，失礼します．
泰子　054じゃあ，ごめんください．（電話を切る）
DO4﹇
　　TO5（来客の
　　↓　説明）
　　↓
　　→（自分の
　　↓　都合）
　　　　DC1．2
　　　　DC1．2
TO4（招　DC2．1
TC2．2待する）
⊥
　　　　DC2．1
　　　　DC1．3
　　　　DC1．3
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【場面④】市役所．泰子は，戸籍を移すため，受付で尋ね，戸籍係で手続きをするが，戸籍謄本が足
　　　　　りないと言われる．
登場人物
　　吉岡泰子　　（女性．主婦．引っ越してきたばかり）
　　市役所の案内係　　（女性）
　　市役所の係員　　（男性．戸籍係）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
侯子，ノ方麗所仁スグ，菊勾孫のカウンターに辺「づぐ．案内2筑カウンターにひじを，乗世乙座
　っτのるノ
02’23’
俸子，
02’44”
俸ヲ「，
03’12”
泰子　055すいません．
　056戸籍を移したいんですが．
案内係　057転籍ですか．
泰子（うなずく）058ええ．059こんど引っ越して来まして，戸
　籍も移したいんですが．
案内係　060住民票の届出はお済みですか．
泰子（うなずく）061ええ．062転籍届の用紙も持ってきており
　ますから．
案内係（うなずく）063それでしたら，一番の窓ロへ行ってくだ
　さい．
泰子（頭を下げる）064はい，どうも．
戸籍踊のカウンター〈．戸霜『統．立っτのるノ
泰子（顔は伏せたまま，係員に）065すいません．
　066お願いします．（封筒から用紙を出してさし出す）
係員（用紙の各欄を指で指しながら）067ここに，あなたの名前
　と生年月日，（泰子の顔をのぞき込む）それからここに印鑑を
　押していただけませんか．
泰子　068はい，分かりました．
係員（用紙の欄外を指して）069あっ，それから，今日の日付を
　お書き下さい．
泰子　070はい．（うなずく）
後方の記λ台へ庁き，願κ乏汲する．厚乙防ウンターでノ
係員（用紙を見て）071はい．（うなずき，泰子を見る）072そ
　れカ・ら，現在の戸籍謄本を出してください．
泰子　073はい．（ショルダーバッグから封筒を出し，申から戸
　籍謄本を出してひろげて渡す．係員，受け取って見る）
係員（用紙をちょっとめくってみて，泰子を見る）074もう一通
　お願いします．
泰子（係員を見て不安そうな口調で）075えっ，もう一通いるん
　ですか．
係員　076ええ，（用紙を見て，また泰子を見る）二通ないと届
　出ができないんですよ．
泰子　077急ぐんですけど，何とかなりませんか．
係員　078そうですね．（用紙に目を落としてから泰子に）079
　なるべく早くやっておきますから，（やや前かがみになって）
　とにかくもう一通謄本を持ってきてください．
泰子　080持って来ましたら，いつごろ，こちらで新しい謄本い
　ただけますか．
係員（用紙に目を落とす）081そうですね．
　翌日ですね．
泰子（笑顔になる）083あっ，そうですか．
　084はい，分かりました．
係員　085はい．
泰子（封筒を渡す）086じゃ，お願いします．
係員　087よろしく．
傷ぎ子，カウンターを働るノ
（泰子を見る）082
（軽くうなずく）
DO1．2
TO4（手続きの場
　↓所を尋ねる）
　↓
　↓
TO3．2（住民票の
　↓　　ことを尋
　↓　　ねる）
TC2．1
　↓
⊥　　　DC1．2
DO1．2
TO4（手続きを頼
丁04（記入　む）
　↓方法を
　↓指示す
　↓る）
　↓
　↓
　↓
TO4（書類の提出
↓　を求める）
　↓
　↓←
←
←←
←
←
→（書類なしで
↓　手続きする
↓　よう頼む）←
→（手続きがい
↓　つ済むか尋
↓　ねる）?
㌃乳2
　　　　；1；：；コ
市役所の受
付．受付の
札．カウン
ターに電話
機，花びん
の花．係員
はメモ用紙
にボールペ
ンで書き物
をしている．
窓ロカウン
ターで応対
する係員た
ち．カウン
ターの上に
鉢植えの植
物．カウン
ター前面に
ポスター．
天井から下
がった係名
の吊り表示
板．カウン
ター内に机
の列．
記入台にい
ろいろな用
紙とボール
ペン．記入
例．鉢植え
の植物．
印の押され
た転籍届の
用紙．
戸籍謄本．
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戸籍と住民登録　　日本の国籍を持つ人は，日本のどこかの市区町村に「戸籍」を持っている．戸籍は，ある一家に属する
人の一覧表で，出生したことや，日本国籍を取得したことを届け出ると，その人の分が追加される．生ま
れた時などは親の戸籍に書き加えられるが，結婚した時などに，新しく独立した戸籍が作られる．戸籍が
ある場所を「本籍地」と言い，本籍地は，実際に住んでいる場所とは関係なく決めたり，移動したりする
ことができる．重要な手続きや契約を行う時は，その人がだれであるかを証明するものとして「戸籍謄
本」または「戸籍抄本」を提出するように求められることが多い．「住民登録」は，実際に住んでいる土
地の役所に，住所と同居している家族の氏名を届けておく制度で，住民登録の証明書は「住民票」と言
　う．
F…口鑑
　何かの書類を作った時，本人であることや，その入がその内容を認めた証明として，普通，判を押すこ
　とが必要である．そのために，棒の端に文字などを彫った物を使うが，これを「印鑑」と言ったり「印」
　「判」「はんこ」などと呼ぷ．その印鑑に「朱肉」と呼ばれる朱色のインクを付けて，紙に押し付ける．
それによって紙についた朱色の跡も「判」「はんこ」「印」「印鑑」などと言う．個人が日常使う印鑑は
　「認め印」と呼ばれ，普通姓だけが彫ってあるものを使うが，重要書類に用いる正式なものには，姓と名
　とを彫ることが多い．この正式な印鑑は「実印」と言い，役所に届けておいて，その人の判に間違いない
　ことを証明する「印鑑証明書」をもらうことができる．
【場面⑤】市役所．泰子は，夫・義男に電話し，
　　　　よう頼む．
もとの本籍地の区役所で前の戸籍謄本を取ってくる
登場人物
　　吉岡泰子
　　吉岡義男
（女性．主婦．義男の妻．戸籍を移す手続きのため，市役所にきている）
（男性．泰子の夫．勤め先にいる．声だけで，登場はしない）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
像汗，義男の動め先に瀦をかける．右手に蹄器を寿ち，左手でコードを寿つノ
03’54”
04’23’
泰子　088あっ，義男さん，わたしですけど．
　089いま，市役所に来てるんですけど，それで，今までの謄本
　がもう一通いるんですって．090それで，謄本を持っていくと
　次の日に新しいのがもらえるらしいけど，パスポートの方，間
　に合うかしら．
義男（声のみ）091うん，じゃあ，急がないとな．
泰子　092あなた，今日中に区役所へ行って，取ってきてくれな
　い？
義男　093う一ん．094じゃ，やってみるか．
泰子095じゃあ，お願いしていいかしら．
義男　096うん．
泰子　097はい，じゃあ．　（うなずいて受話器を置く）
（クレジット）
DO2．2
TO3．1（手続きの
　↓　いきさっを
　↓　伝える）
　↓
　↓
TO4（区役所へ行
　↓くよう頼む）
TC2．2
TC1．1
⊥
　　　　　DC1．3
壁に節水の
ポスター．
テレホンカ
ー ドが使え
る緑色の大
型公衆電話．
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セグメント　8　買物をする 一デパートで一
【場面①】デパートの入り口から，受付へ．泰子とさとが買い物に来て，
　　　　尋ねる．
スプーンセットの売り場を
登場人物
　　吉岡泰子　　（女性．主婦．さとの息子・義男の妻）
　　吉岡さと　（女性．泰子の義母）
　　デパートの案内係　　（女性）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
r泰デとさと，λグρをλグ，店内を歩ぐ．渤のアナウンスが蹴τ力るノ
00’16旬
仁メ，
00’24’
00’37’
（二入，並んで上りエスカレーターに乗る）
00’4r　店内アナウンス　011毎度御来店くださいまして，ありがとうご
　　　　　ざいます．
泰子　001お母さん，まず，食器売り場へ行きたいんですが．
さと（手に提げていたバッグを手首にかける）002義男の会社の
　部長さんへは，スプーンだったわね．
泰子　003ええ．
期所i危近仁来る．菊方孫ニノt，遅「つτいるノ
泰子（案内所を見付けて，右手のひらでさとの腕を押さえる）
　004あっ，ちょっと待ってください．
泰子（案内係に）005すみません．（カウンターに手をかける．
　案内係二人，頭を下げる）
案内係006いらっしゃいませ．
泰子007スプーン・セット売り場は？
案内係（手のひらを上に向けて泰子の後方を指す）008そちらの
　エスカレーターで（泰子，振り返って見る）7階までいらして
　いただきまして，（手のひらで自分の後方を指す）左手奥にご
　ざいます．
泰子　009どうも．
　（さとのところへ来て）0107階ですって．
TO4（買い物の順
↓　序の相談）
　↓←
←←←?
…?
pC4
　DO1．2［、。21
　TO4（売り場
iTC2．1を尋ね
　　　る）
DC1．2
デパートの
ショーウイ
ンドー．入
り口の大き
なガラスの
ドア．食品
売り場．
デパートの
案内所．帽
子をかぶり
白手袋をは
め制服を着
て案内カウ
ンターに並
んで座った
二人の案内
係．ラック
に入ったパ
ンフレット
類．
上り・下り
のエスカレ
ー ター．
【場面②】デパートのスプーン売り場．泰子とさと，
　　　　い，配達を頼む．
引っ越し祝いへのお返しのスプーンセットを買
登場人物
　　吉岡泰子　（女性．主婦．さとの息子・義男の妻．最近引っ越しをして，お祝いをもらった）
　　吉岡さと　（女性．泰子の義母）
　　デパートの店員　　（女性．スプーン売り場の店員）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
僚子とさと，食競グ場く来るノ
岨 1店喜、㌫瀦鋤《し、言埜見つけてケースに近づき頭を
仁ニノ（，ショーケース厳でノ
01’02’
泰子（腰をかがめてケースの中を指し，さとを見る）013これな
　んかどうでしょう．
さと（のぞき込んで）014なかなか上品ね．
泰子（店員を見上げて）015すいません．
　016これ，ちょっと見せていただけませんか．
店員（うなずく）017はい，かしこまりました．（ケースの中の
　箱に手をかけて泰子を見る）018こちらでございますね．
泰子　019ええ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　－33一
1［D°L1
TO4（スプーンセ
↓ットを選ぶ）←
　iDO1．2
　iTO4（商品を
　↓　出して
　↓　もらう）
i⊥
デパートの
高級食器売
り場．陳列
台の上に並
んだ食器類．
ショーケー
スの中に，
箱に納めら
れたスプー
ンセットな
ど．ケース
の脇に鉢植
えの植物．
制服の店員．
6獺，スプーンセッ声の着をショーケーズの上κ苗ん，手を蹴でケーズのコとκ置ぐ．泰子
とさと，のぞき必ζ｝リ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TO4（最初の案を
01’38’
01’53”
02’01’
さと 020いいわね．
　021でも，ちょっと重そうな感じもするわね．（店員を見る．
　泰子，うなずく）
泰子（ケースの申を指す）022こちらのも，見せていただけませ
　んか？
店員（うなずく）023はい．（別の箱を取り出し，ケースの上に
　並べて置く）024どうぞ御覧くださいませ．（二人，のぞき込
　む）
泰子　025いいことはいいけど，お値段もちょっと……．
店員（やや乗り出して二人を見ながら）026こちらは，外国製の
　ものでして，デザインも，使われている銀も質のいいものでご
　ざいます．　（さと，大きくうなずく）
泰子（ケースの上や中を見回す）027どれにしようかしら．
店員　028おつかいものでございますか．
泰子（顔を上げる）029ええ．030新築祝いのお返しなの．
店員（うなずく）031ああ，それでしたら，こちらなどいかがで
　しょうか．（もうひとつの箱を取り出しケースの上に置く．二
　人，のぞき込む）
泰子　032それも銀ね．
店員　033はい，さようでございます．
泰子（さとに）034どれにしましょうか．
さと（指さす）035やはり，最初に見せていただいたのが，いん
　じゃあなあい．
泰子（さとと箱を交互に見る）036そうですね．037じゃ，これ
　にしましょうか．
　（店員に）038これ，ください．
店員（うなずく）039はい，かしこまりました．040おのしはい
　かがいたしましょうか．
泰子041粗品としておいてちょうだい．
店員　042はい．
泰子　043それから配達をしてほしいんですが．
店員（うなずく）044はい，かしこまりました．（奥から用紙と
　ボールペンを持って来る）045では，（用紙をケースに置き，
　指して）ここにお届け先のご住所とお名前をお願いいたしま
　す．（ボールペンを渡す）
泰子　046はい．（住所を書く）047はい．（用紙とボールペン
　を渡す）
店員　0482万7千円いただきます．
泰子049カードでお願いします．
店員　050はい．
儀子，ショルダーノfック⑳6カーパを苗んτ渡すノ
　　1　店員　051はい，少々お待ちくださいませ．
　　　泰子　052はい．
（軽く頭を下げる）
↓　検討する）←
　　TO4（次の商
　　↓　品を出
　　↓　しても
　　↓　らう）
　　⊥TO4（次の案を検）?
す
?ー?? ?ー
TO3．2（用途を尋
　↓　　ねる）
TO4（次の案を提
　↓　案する）
　↓
　↓
　↓
　↓
TC1．2
　↓
TC2．2
⊥
TO4（品物を決め
TO4（のし　る）
　↓
　↓
　↓
TO4
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TO4←
←
←←
につ
いて尋
ねる）
（配達を頼
む）
（代金を請求
　　する）
6額，カードを寿…っτ〃ジ〈庁ぐ．さと，ケースのφや画〃を児まわしτのる．店頁，帰っ
　τ兼るノ
　　　店員　053こちらにサインをお願いいたします．（用紙をケース
　　　　の上に置く）
　　　泰子　054はい．（サインして渡す）
　　　　店員　055はい．056しばらくお待ちくださいませ．
6願，頭を刃ズ頁びレジ〈存ぐ．泰子，さと，亮〃楊を嘉で回る．
03’00賃店員　057たいへんお待たせいたしました．058カードをお返し
　いたします．（カードをケースに置く．泰子，カードを取る）
　059こちらはお控えでございます．（伝票をケースに置く．泰
　子，取る）
　060どうも，ありがとうございました．（頭を深く下げる）
泰子　061どうも．
　　↓
　　↓
　　↓
　　↓
願，もどっτ刀ξるノ
　　｛
　　1
　　　　　　；1｛：；コ
化粧箱に入
ったスプー
ンセット．
配達伝票に
ボールペン
で記入する．
???
ツ??
????
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お祝いとお返し　　親戚・友人・知人に，結婚，出産，入学，卒業，就職，新築などのめでたいことがあった場合，お祝い
　として品物を贈ることがよく行われる．お金を贈ることは，間柄によっては不適当な場合がある．このよ
　うなお祝いをもらった側は，「お返し」をするのが礼儀とされている．お返しは，「半返し」，つまり受
け取った品物の半分程度の額の品物を贈るのが目安とされるが，地域によって習慣の違いもあり，そうし
た習慣にこだわらない人も増えている．めでたいことがあった当人から，回りの人に品物を贈ることもあ
　り，これは「内祝い」と呼ばれる．他の人にも喜びを分け与えるという意味である．
のし　　贈り物にする品物の上に，「のし紙」とか「のし」などと呼ばれる和紙を一枚かぶせ，そこに贈り物の
種類を「粗品」「お祝い」「御礼」などと墨で書き，「水引き」と呼ばれる和紙をよった糸で結ぶ習慣が
ある．のし紙は，あわびの身を平たく開いたものを形どった紙の細工物をつけたり，その図案を印刷した
もので，「のし」という名前は「のしあわび」から出ている．お金を贈るには，同じようなデザインの
　「のし袋」と呼ばれる袋を用いる．のし紙・のし袋，水引きは，いずれも，めでたい事，不幸な事など，
場合に応じて，多くの種類がある．
表現
　「～ことは～けれど／だけど／だが」（seg．08②一〇25）そのことを一応認めた上で，逆のことや違っ
　　　たことを言う表現である．相手に遠慮しながら，自分の意見を控えめに主張する場合などによ
　　　く用いられる．
【場面③】自宅近所の商店街．泰子は夕食の買い物に回り，さとは先に帰宅する、
登場人物
　　吉岡泰子　　（女性．主婦．さとの息子・義男の妻）
　　吉岡さと　（女性．泰子の義母）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
儀子とさと，歩いで力る．さと，バツグを左手κかけ，ハンカチを両弓εで券つτ力るノ
03’11’泰子　062ちょっと，夕飯の買い物をしていきたいんですけど，
　先にお帰りになりますか．
さと　063そうですね．　（ハンカチをバッグにしまう）064そう
　させてもらいましょうか．
泰子　065今日は，お魚にしようと思うんですけど．
さと　066そうね．067きのうはお肉でしたね．
泰子　068ええ．069じゃあ，お魚屋さんに寄つてみます．
　070あっ，うちの鍵はお持ちですか．
さと　071ええ．（バッグを見て軽く叩く）072持ってますよ．
泰子　073じゃあ．（さと，画面左へ曲がっていく）
TO3．2　（先に帰る
　↓　　よう勧め
　↓　　る）
TC2．2
TO4　（献立を相
　↓　談する）
TC4．2
TO4（鍵の確認）
　⊥
　　　　　DC1．3
商店街．並
んだ個人商
店の日よけ．
買い物客や
うば車の子
供が通る．
かごをつけ
た自転車や
バイクが走
り過ぎたり
止めてあっ
たりする．
日常の買し、物　都市に住む人たちの毎日の買い物は，近くの商店街へ行ってすることが多い．スーパーマーケットが進
出しているところも多く，品物の値段と品質とを比較しながら，商店街の個人商店とスーパーとを使い分
けている人が多い．個人商店の中には，地元の客との個人的なつきあいを大事にして，なじみの客には，
特別な注文を聞いたり，値引きをしたりする店もある．個人商店の昔からのサービスに，御用聞きや配達
がある．なじみ客の家を回って注文をとることを「御用聞き」と言い，後で，品物を届けて回る．店で注
文を受けたり，電話で注文された品物を届ける店もある．しかし，人手不足の傾向が強まってきたため，
御用聞きや配達をする店は，以前よりも少なくなっている．
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【場面④】商店街の魚屋．泰子は，夕食のために魚を買い，届けるよう頼む．
登場人物
　　吉岡泰子
　　魚屋の店主
（女性．主婦．最近近所に引っ越してきた）
　（男性．近所の商店街の魚屋の主人）
時間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
磯κ漁』冒の駐画屹手でもラ［λの順ノが湯鈎を正べτのる．泰子がやっτ三痔るノ
03’34”
03’49’
03’57”
店主（手を打つ）074はい，いらっしゃい．075毎度どうも．
泰子076今日は，何がおすすめかしら？
店主（手で指しながら）077かつおにあじにいわしってとこだ
　ね．078かつおなんかどう？（かつおのしっぽを持ってもちあ
　げて見せる）079あじはいまがちょうど旬だよ．080さしみに
　したら最高だね．081どうです．082持ってってよ．（画面，
　かつお，あじ）
泰子　083じゃあ，かつおとあじ，いただこうかしら．
店主084はい，毎度．
　085え一，さしみで？
泰子　086ええ．
　087あっ，届けてもらえるかしら？
店主　088へい．089けっこうですよ．090どちらさんで？
泰子　091今度，1丁目11の26に引っ越してきた吉岡ですけ
　ど．
店主（うなずく）092へい，かしこまりました．
泰子　093じゃあ，おいくら？
店主（指を動かし，宙を見て，計算する）094え一，2800円
　です．
泰子　095はい．096これ，3000円．（バッグからお金を出
　して渡す）
店主　097はい，3000円のお預かり．（お金とかつおを持っ
　て店の中に入る）
6蹴脳の亮グ台のとごろにいる鯖ノ
04’06’
織04’12”
04’19’
店員　098さあ，いらっしゃい．099はい，どうもありがとうご
　ざいます．100はい，いらっしゃいませ．101さあ，いらっし
　ゃい．102今日は，お買得ですよ．103さあ，いらっしゃいま
　せ．104いらっしゃいませ．
ざるノからつグ」鋳を亙7し，ぷぎつτぐるノ）
店主　105はい，200円のおつり．　（泰子に渡す）
　106毎度あり一．
泰子（軽く手を上げあいさつ）107じゃ，お願いするわね．（立
　ち去る）
店主（うなずく）108あとでお届けします．（声を張り上げる）
　109さあ，いらっしゃい，いらっしゃい．
（クレジット）
DO1．1
TO3．2（魚を
↓　　選ぶ）
　↓
　↓
　↓
　↓
TC2．2
　↓
TO4（さばき方を
↓　尋ねる）
TO4（配達を）
む頼
ー?ー?ー???
TO4（代金を
↓　払う）←
←
　↓←
←
　↓
　↓
TC4．2
　↓
堅
??
魚屋の店の
威勢よさ．
はちまきを
しめ，ゴム
の前かけを
した魚屋．
店先には，
のぼり．
平台に並ん
だ魚．店の
奥に冷凍ケ
ース．
下げてある
つり銭用の
ざる．包装
用のポリ袋．
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セグメント　9　打合せをする 一出版社で一
【場面①】泰子がパート編集者として勤める現代出版社の会議室．泰子が割り付けした原稿を持参し，
　　　　主任と川口に見せるが，ページ数が多すぎるため，著者に原稿を削るよう頼むことになる．
登場人物
　　吉岡泰子
　　川口　悟
　　編集主任
（女性．現代出版社の嘱託編集者）
（男性．現代出版社の編集部員．泰子の仕事の担当）
（男性．川口の直属の上司）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
住任，ノ〃刀と泰！子／がデーブ〃を囲んで立っτのるノ
00’00’主任（手のひらでいすを指す）001まあ，座ってください．
　　　　泰子（原稿の入った袋を抱え，ショルダーバッグをかけている）
　　　　　002引っ越しをしたもので，だいぶ遅くなったのですが……．
　　　　主任　003ああ，引っ越し．004もう片付きましたか．
住在とノ〃ρ，泰ヂ，
　子，バツグを灘ののすに置ぐノ
00’11”
00’42’
肩かい合っτ座る．主在，ノ／／ρ，手を禽んでテーブルの上仁置ぐ．泰
泰子　005ええ，おかげさまで，だいぶ．
　（封筒を開け，原稿を出して主任に見せる．川口，のぞき込
　む）006それで，これ，先日，お預かりした原稿……，割り付
　けをしてみたのですが，ページ数が予定より多くなって，あの
　う，3ページおおい243ページになりました．　（主任，川
　口，原稿を見る）
川ロ（主任に）007やっぱり，予定ページでなくちゃいけません
　か．
主任（原稿を見ながら，困った口調で）008うん，……まずいだ
　ろうな．
川口　009じゃあ，やっぱり3ページ，詰めますか．
泰子（両手をひざの上に置き，上体を起こす）010それが，その
　う，かなり無理して編集してありますので……．（二人，泰子
　を見てうなずく．主任，右ひじをテーブルにつき，手をほおに
　当てる）
川口（やや乗り出し，原稿を指して泰子に）011この表なんか，
　横にしてみたら？
泰子（のぞき込んで）012でも，みんな縦になっておりますから
川ロ（原稿を見る）013やっぱり，おかしいか．
　（主任に）014絵の部分か何か，はずせませんか？
主任　015うん，（手をほおから離し，テーブルの上で腕を組
　む）……それは，やはり，ちょっとまずいだろう．
川ロ（原稿を指し）016じゃあ，ここの写真を……4，5枚はず
　したらどうかな？（左手をあごの下に当てる）
主任（のぞき込んで）017うん，それは考えられるな．（泰子を
　見て）018でも，もっと詰めなきゃならないんでしょう？
泰子　019ええ．020あと1ページ半ほど詰めないと……．
α／々，左手を首の菱うにやっτから，ぼおゴえをつぐノ
01’23”
主任　0211ページ半ね．
　（窓の方を見る．右手で窓を指しながら川口に）022あっ，ち
　ょっと，そこのブラインド開けないか．（泰子，川口，窓を見
　る）
川口　023あっ，そうですね．
L皿ユ
TO4（割り付け結
↓　果の報告）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
→（表の形を変
↓　える提案）
　↓
　↓
　↓
→（図版を削る
↓　提案）
　↓
→（写真を削る
↓　提案）
　↓
　↓
　↓
←
　TO4（ブライ
　　↓　ンドを
　　↓　開ける
　⊥指示）
出版社の会
議室．並べ
られたテー
ブルの上に
灰皿，ペン
立て．まわ
りにいす．
部屋の隅の
台の上に花
瓶の花．別
の壁ぎわに
ホワイトボ
ー ド．つい
たて．
半そでワイ
シャツにネ
クタイの会
社員．
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6〃／ロ，立っτ窓のとどろく行き，ブラインバを鋤し，∪淀走蹴につぐノ
01’33田
01’52’
02’18’
θ〃々，
02’48’
主任　024後は，本文を少し詰めてもらうしかないな．（川口を
　ふり返りながら）025先生にお願いしてみてくれないか．
川ロ（座っているいすをテーブルに寄せる）026なかなか難しい
　んじゃあないですか．（両ひじをテーブルに乗せ，手を前に出
　す）
主任　027とにかく急ぐから，まずその線でやってみよう．
川ロ　028課長にも3ページ増やす方向で相談してみましょう
　よ．
主任　029うん，それはしてみよう．
川ロ　030はい．（うなずく）
泰子（原稿を指す）031それから，あのう，ここの写真とこの表
　がないんですけれど．（二人，のぞき込む）
州ロ　032あつ，それ，丸山先生にいただかなきゃ．
泰子　033あっ，今日中にもいただけませんか．
川ロ（うなずく）034はい，電話してみましょう．
泰子　035お願いします．
　（二人に）036あっ，よかったら，わたしが取りに伺いますが
　……．037編集の方で伺いたいこともあるし……．
主任　038吉岡さんひとりというわけにもいかんだろう．
　（泰子から川口を見る）039川口君，君も行って，詰めるお願
　いをしてみてくれ．
川ロ（うなずく）040はい，分かりました．
泰子　041それから（二人，泰子を見る）印刷の方と打ち合わせ
　をしておきたいんですが……．
主任（泰子に）042あっ，そうでしたね．
　（川口に）043下で待ってるだろう．044ちょっとみてきてく
　れないか．
川ロ　045はい．（主任と泰子を見る）
　046じゃあ，ついでに丸山先生のご都合を伺ってみます．　（泰
　子，うなずく）
主任　047ああ，そうしてくれ．
川ロ　048はい．（うなずき，いすを引き，立ち上がって行きか
　ける）
主任（川口に）049それから……
　（泰子に）コーヒーでいいですか．
泰子（うなずく）050ええ．
主任（川口に）051コーヒーを四つとってもらえない？
川ロ（うなずく）052はい．
のすをノ（ノz，会謹室を苗τのぐノ
泰子（テーブルの上で両手の指を組む）053あのう，発行予定日
　は変わっていませんね．
主任（原稿にちょっと目をやり，困った口調で）054ええ．055
　変更はちょっと．
泰子　056ああ．
　→（本文を削っ
　↓　てもらう提
　↓　案）
　↓
　↓
TC1．2
　→（ページ数を
　↓増やす提案）
　↓
　⊥
TO3．1　（欠けてい←←←
TC2．2←
TO4←
TC4．2
る原稿の
要求）
（自分が取り
に行く提案）
→（一緒に行くよ
↓　うに指示）
TC2．2
TO4　（印刷との打
↓　　ち合わせの
TC2．2要求）
→（見てくるよう
↓　に指示）
TC2．2
TO4（著者との面
↓　　会の手配）
TC2．2←
⊥
TO4（飲み物の注
iTO4（好　　文）
i⊥みを
↓　聞く）
TC2．2
TO4（日程を尋ね
　↓　　　る）
　↓
TC2．1
　⊥
割り付けと校正　　出版物などを作る時，紙面のどこにどの記事を印刷するかを決める作業を「割り付け」と言う．図書の
　場合，原稿の分量を計算し，活字の大きさ，1行あたりの字数，1ページあたりの行数，見出しの大きさ
　やデザイン，カットや図版の位置と大きさ等，すべてを決めなければならないし，読みやすい良いデザイ
　ンにするための感覚も必要である．割り付けをした原稿を印刷に回し，「ゲラ」と呼ばれる試し刷りをも
　らって，誤りを直したり，割り付けを変更したりする作業を「校正」という．第1回目の校正を「初
　校」，その修正の結果をもう一度ゲラにしたものを校正することを「再校」，もう一度校正することを
　「三校」，というふうに呼ぶ．
一38一
表現
　「～てみたら」（seg．09①一〇11）提案や助言をする表現．控えめに提案して，相手の判断に任せる態
　　　度を見せるので，やわらかい主張になる．「～てみたらどうか」「～てみてはどうか」等のバリ
　　　エーションがある．また「～たらどうか」（seg．09①一〇16）なども同じような働きがある．
　「～しかない」（seg．09①一〇24）それが唯一のやり方だ，との意味を表す．本当は好ましくないやり
　　　方だが，他に方法がなく，やむを得ない，との含みを持つことが多い．
　「その線で」（seg．09①一〇27）そのやり方をその後の行動の原則にすることを表す．多少の修正はあ
　　　っても，そのやり方を守る意思を表すが，同時に，うまく行かなければ他のやり方に切り替え
　　　る可能性が残されていることを含意することが多い．「～方向で」（seg．09①一〇28，　seg．09③一122）
　　　も同様の意味を表す．
【場面②】現代出版社の会議室．泰子と主任，印刷会社の社員を呼び，印刷を依頼する．
登場人物
　　吉岡泰子　　（女性．現代出版社の嘱託編集者）
　　編集主任　　（男性．川口の直属の上司）
　　印刷会社の社員　　（男性．泰子が編集中の本を受注している）
　　ウェイトレス　（同じビルに入っている喫茶店のウェイトレス．出前に来る）
　　川口　悟　　（男性．現代出版社の編集部員．泰子の仕事の担当）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
俸子と主在，
02’57鈴
03’09”
　　　テープソ仁つのτいる．鰯i会在の嶺カリ（つτXるノ
社員　057あっ，どうも．（テーブルに近づく）
主任・泰子　058どうも．（主任，原稿を泰子に渡す）
泰子（自分の隣のいすを引き，バッグを自分のいすの背もたれの
　前に移す）059どうぞ，こちらに．
社員　060失礼します．（泰子の隣に座る）
泰子（原稿を社員の方にずらして見せる）061あのう，この原稿
　ですけど，（指でさす）ここのところはごめんどうでしょうけ
　ど，このようにしてみてくれませんか．
社員　062はい，分かりました．（原稿を見ながら，かばんから
　手帳を出し，胸ポケットからペンを出す）
泰子（原稿をめくり，別のページを指す）063それからここのと
　ころは，原稿がまだなんですけど，……
社員　064ええ．
泰子　065後から入れますから，ほかのところから先にやっても
　らえないでしょうか．（社員を見る）066それはだいじょうぶ
　でしょうね．
社員（泰子を見る）067そうですね．（手帳を開く）068だいじ
　ょうぶですが，いつごろ，原稿をいただけますか．
泰子　069来週の月曜日には，だいじょうぶだと思います．
社員（うなずき，手帳に書き込む）070はい，分かりました．
了ドアの粛ぐ浮ジ
03’36”ウェイトレス（声だけ）071お待たせしました．
主任　072あっ，どうも．
ウェイトレス（コーヒーを盆に乗せて運んできて配る）073失礼
　します．
主任（自分の隣を指す）074ここ一つね．
ウェイトレス　075はい．（コーヒーを川口の席に置き，次に泰
　子の前に置く）076どうぞ．
泰子　077あっ，どうも．（軽く頭を下げる）
主任（社員にコーヒーを勧める）078さあ，どうぞ．
社員　079はっ．
ウェイトレス（主任にコーヒーを渡す）080はい，どうぞ．
　（配り終わって）081ありがとうございました．
主任　082ごくろうさま．
DO2．1﹇
DO2．1
TO4（印刷の指
↓　　示）←
←←←
←
←
←←←←←
←
←
［；81二｛
iTO4（コーヒー
↓　を配る）
　↓
　↓
　↓
　↓
　iTO4（コーヒ
　　⊥一を勧め
i⊥　る）
；1｛：；コ
半そでワイ
シャツにネ
クタイ，ク
ラッチバッ
グを持った
営業社員．
手帳．
同じビルの
中に入って
いる喫茶店
からコーヒ
ーの出前を
する．エプ
ロンのウェ
イトレス．
盆にカップ
とステイツ
クシュガー
とミルクの
パックをの
せてくる．
一39一
rウェイ♪〃ス，頭を刃デτ去る．韻，コーと一を2欽み，旙を虜ヲ引てフ冒るノ
04’07’泰子（コーヒーに砂糖を入れながら，社員に）083それで，校正
　はいつ出ますか．
社員（手帳を見て，泰子に）084え一と，さ来週の木曜ごろにな
　りますが．　（泰子，コーヒーを飲む）
主任（コーヒーカップを持ったまま社員に）085もっと早くして
　もらえないかな．
社員　086いつごろならいいんでしょう．
主任　087そうだな．（テーブルの上を見てから，社員に）088
　来週の土曜日ごろにならないだろうか．
社員（手帳を見て）089じゃあ，工場に急ぐように言いましょ
　う．（首をかしげる）090でも，ちょっと無理かもしれませ
　ん．091お電話します．
主任　092うん，そうしてもらえるかな．（社員，手帳に書き込
　む）
（〃々力涙っτ来るノ
⇒社聴欝31鑑繋こ）°93じやあ・こちら・お預か
0〃£7，す∂うっτコーと一仁ミノレクをノ礼プzるノ
主任（泰子に）094いいですか．
泰子（二人に）095えっ，けっこうです．
社員（原稿と手帳をかばんにしまう）096じゃあ，これで失礼し
　ます．　（立ち上がる）
主任　097校正が出たら，連絡頼むよ．
社員　098はい，すぐお電話します．
　099それでは．　（泰子，主任，川口に会釈）
主任　100よろしく．
泰子101よろしく，お願いします．
川口　102どうも．
TO4（日程の相
↓　　談）←
←
←
←
←←
←←
←
TC2．2
⊥
1騨輕欝か
←
TC2．2
DC1．1
TO4（連絡の要
工c工2求）
DC1．3
㏄2．2
DC2．2
DC1．3
【場面③】現代出版社の会議室．泰子，主任，川口に課長が加わり，著者に原稿を縮めるよう頼む相
　　　　談をする．
登場人物
　　吉岡泰子
　　川口　悟
　　編集主任
印刷会社の社員
編集課長
（女性．現代出版社の嘱託編集者）
（男性．現代出版社の編集部員．泰子の仕事の担当）
（男性．川口の直属の上司）
　　　（男性．泰子が編集中の本を受注している）
（男性．川口，主任の上司）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
ψ泰子，主在，〃β，
　ぐノ
05’00’1川ロ（二人に）103丸山先生，これから伺ってもいいそうです．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドアのところで苗会うノ6纏を苗ようとする在員とλっτ東る粛長，
05’04’社員（軽く頭を下げる）104あっ，どうも．
　　　　課長（右手を軽くあげる）105やあ，よろしく．
　　　　社員（会釈する）106はい．
儲長，ドアを溺め，テーフ％の方仁逝つぐノ
05’11’
テープρを翻んでいる．鰯i会在・在員，噺を虎罫ながら1郭屋を苗Fτい
泰子（立ち上がって課長に頭を下げる）107どうも．
課長（主任に）1083ページ多いんだって．
主任　109ええ．1103ページ増やすわけにはいきませんか．
課長（両手を腰に当て，困った口調で三人に）111ああ，なんと
　かしてほしいな．
1皿4（交渉結果の
　　　　　報告）
　DO1．1［・・L1
1璽辮
一40一
05’21狗
05’49”
　（泰子に）112あっ，どうぞ．（いすを指す）
泰子　113はい．　（座る）
課長（泰子の隣に座り，テーブルに右ひじをついて半身になり，
　泰子に）114ところで，丸山先生のところへ行っていただける
　そうですね．
泰子　115ええ．116急いだ方がいいと思いまして．
課長　117いや．お手数をかけますな．（テーブルに右ひじを突
　いたまま，手でテーブルを軽くたたく）118丸山先生，ちょっ
　と気難しい方ですから，何か言われても，お気を悪くされない
　ように．
泰子（うなずく）119はい．
課長（前をむいて両ひじをテーブルの上に置き腕を組む．川口
　に）120川口君．
川口　121はい．
課長　122先生に文章と写真を削っていただく方向でなんとかお
願いしてみてくれたまえ．
川ロ（うなずく）123はい，やってみます．（課長，うなずく）
（クレジット）
［D°u
TO4（著者との面
↓　会について
↓　の指示）←
←
←
←
←
TC1．1←
←
←
←
皿
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セグメント　10お願いをする 一大学で一
【場面①】大学構内から，校舎に入り，丸山教授の研究室へ．泰子と川口が，丸山に原稿を縮めるよ
　　　　う頼みにくる．
登場人物
　　吉岡泰子
　　川ロ　悟
　　丸山郁夫
（女庄．現代出版社の嘱託編集者．丸山の書いた本の編集を担当している）
（現代出版社の編集部員．泰子の仕事を担当している）
（男性．大学教授．泰子が担当している本の著者）
時間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
ψ泰子，ノ／／刀，ヰヤンノfスを歩のτ，校詮仁ノ（グ，廊アを遍1っτメ2山麹の研i究室の前に来
るノ
00’05“川ロ（封筒を持った右手でドァの上の名札を指す）001ここで
　　　　　す．
　　　　泰子　002はい．
0γ／ρ，ドアをノックするノ
00’10’1丸山（書き物の手を止め，ドアの方を見る）003どうぞ．
6〃β7，泰テi，躍κノてるノ
　　　　川ロ（ドアのところで頭を下げる）004失礼いたします．（泰
　　　　子，ドァを閉める）
　　　　丸山（ソファを指す）005そこへ．
　　　　川口　006お邪魔いたします．
〃／／ρ，泰子，メzψの方∧運むソ
〃〃刀，泰子，麿ぐ頭を7ウ完
00’34’
川口　007先ほどは，お電話で失礼いたしました．（頭を深く下
　げる）008あのう，ちょっと，ご紹介させていただきます．
　（少し脇へ寄り，後ろにいる泰子を指し，丸山を見る）009こ
　ちら，編集を担当しております吉岡です．
泰子（川口の後ろで頭を下げる）010編集の吉岡でございます．
　（川口，泰子を見る．泰子，右手で名刺を渡す）Ol1よろしく
　お願いいたします．
丸山（立ち上がり，名刺を受け取って見る）012ああ，どうも．
　（右手で二人に座るようにうながす）013どうぞ．
ハ1口　　014　↓まし、．
　　　　　　　　　　ソフアκすわるノ
丸山　015それで，相談とは？（川口，泰子，丸山を見る）
川ロ（言いにくそうな口調で）016ええ，あのう，（床に視線を
　落としたり丸山を見たりしながら）実は，ご相談というより，
　お願いなのでございますが，ええ一，本のページ数が予定よ
　り，ええ一，3ページほど，増えてしまいまして，なんとか，
　それを詰める方法はないかと……．（泰子，目を伏せてから，
　川口・丸山を見ている）
丸山（じっと川口を見て，体の前で右手を切るように動かす）
　017つまり，削れ，というわけですね．
川ロ（目を伏せてから丸山を見る）Ol8ええ，そのう，なんと
　か，お願いできましたらと……思いまして．
丸山　019それはできませんよ．（顔を左横に向けてから川口を
　見る）020それに，かなり詰めて書いてありますからね．
川ロ　021ええ一，（下を見て，もう一度丸山を見る）もう少し
　余裕を持ってお願いすればよかったのですが……．
㊦ヲ「，」封畝）ら願を苗しτのるノ
01’16’泰子（原稿を開いてテーブルに置き，見せる）022あのう，ここ
　の写真を数点，削っていただくわけにはまいりませんでしょう
　か．　（川口，泰子をふり返り，原稿を見て，丸山を見る）　023
　そうしますと，あのう，1ページ半ほど余裕が出ますが……．
丸山（目を細め，原稿を遠くから見て）024そこの写真5枚を
　……，別な写真1枚に替えますか．
TO4　（目的地へ案
↓　　内する）
TC2．3
lrDO1．1
DO2．1
DO2．1
DO3．1
　TO1．2（連れ
　　　↓を紹
　　　↓介す
DO2．2　↓る）
DO2．1　↓
　　　↓
DO2．1⊥
TO2．2
TO1．2（原稿を縮
TO4める依頼）
　↓
　↓
　↓
　↓←
←←←
TC2．2
　↓←←
TO4（具体案の提
↓　案）
　↓
　↓
TC2．2
　↓
大学のキャ
ンパス．
校舎内の廊
下．ドアの
上につけら
れた名札．
書類受けの
ポスト．掲
示板．
スーツを着
て封筒を持
った編集社
員．ワンピ
ースにショ
ルダーバッ
グ，封筒を
抱えた女性
編集者．
研究室の中．
本棚の本．
ファイリン
グキャビネ
ット．机の
上に電話機，
スタンド．
並んだ辞書．
窓から木が
見える．
長そでワイ
シャツにネ
クタイの大
学教授．
ソファーの
前のローテ
ーブルに灰
皿．
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01’44”
川口　025あとは，本文の方で，なんとかお願いできないでしょ
　うか．
丸山（頭を後ろへそらし気味にし，きつい口調で）026本文はだ
　めです．027本文は変えられません．
泰子（原稿の別の箇所を手で指す）028この引用の部分を小さく
　するわけにはまいりませんでしょうか．
丸山（のぞき込む）029文字をですか．
泰子　030ええ．
丸山（目を細めて見る）031読みにくくなるでしょう．
泰子（見本の印刷物を取リ出し，開いて見せる）032これぐらい
　の大きさになりますが．
丸山（テーブルに体を乗り出し，見本をのぞき込む．川口，丸山
　を見ている）033ああ，かなり読みにくいが……，まあ，しか
　たがないでしょう．
川口（泰子と顔を見合わせ，ほっとした口調で）034では，その
　　　　　　　　　　　　　　（二入，頭を下げる）
rやや撚
02’09”
02’35”
〃〃刀，
ようにさせていただきます．
　　丸ψぱ癬醐
泰子　035あのう，それから，　 　　　　　　　　　　　（原稿を指して）ここの表と変更
になりました新しい写真がありましたら，拝借させていただけ
ないでしょうか．
丸山（いすに背をもたせたまま）036写真は，いま，ありませ
　ん．037明日までに佐久間君に用意してもらいましょう．038
　表はいま，（右手で壁の方を指す）佐久間君のところへ行っ
　て，もらってください．（二人，うなずく）039ほかに何か．
川口（うなずく）040はい，分かりました．
　041本日は，とつぜん伺いまして，……．042本当にありがと
　うございました．
　043では，明日，写真を佐久間先生のところに拝借に伺いま
　す．
丸山（うなずく）044ああ，そうしてください．（泰子，軽く頭
　を下げる）
川口　045では，これで失礼いたします．（川口，泰子，立ち上
　がる．丸山も立ち上がる）
泰子　046失礼します．047ごめんくださいませ．
泰テ1，頭を深ぐ下zプるノ
TO4（第2の具体
↓　案の提案）
TC2．2←
→（第2案の補
↓　足）
　↓←←←
　↓
　↓
TC2．2
　↓
TC4．2
⊥
TO4（表と写真の
↓　要求）←
TC2．2←
←
TC4．1
TC2．3
↓　　DC1．2←
TC4．2←
⊥
DC1．3
DC1．3
表現
　「～ばよかったのですが」（seg．10①一〇21）過去に，実際にはそうしなかったが，そうした方がよか
　　　った，との意味を表す．後悔したり残念に思ったりする気持ちを伝えるために用いられ，ここ
　　　でのように，自分の行いについて用いると，謝りや言い訳の意味を含むこともある．「～ばよか
　　　ったのに」「～ばよかったけれど」などのバリエーションがある．
　「～わけにはまいりませんでしょうか」（seg．10①一〇22，　seg．10①一〇28）そのようにすることを依頼
　　　したり，許可を求めたりする表現「～わけにはいきませんか」が最も基本的な形で，丁寧な形
　　　のバリエーションがいろいろある．
【場面②】大学．佐久間助教授の研究室．泰子と川口，丸山教授から言われて訪れる．資料をもらい，
　　　　写真の用意を頼む．
登場人物
　　吉岡泰子　　（女性．現代出版杜の嘱託編集者．丸山の書いた本の編集を担当している）
　　川口悟（現代出版社の編集部員．泰子の仕事を担当している）
　　佐久間義彦　　（大学の助教授．丸山教授の下におり，研究・著作に協力している）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
礒テ～ノ〃刀，部屋の前にX乙ノ〃ρ，ドアをノックする．ノfソコンに向力）っτい走佐久！翫
　♪ごアの方を嘉るノ
02’58’1川口　048あのう，現代出版社の川口ですが．　　　　　　　lrDO2．2
机．パソコ
ン．本棚の
本．
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03’16’
佐久間　049ああ，どうぞ．（左手のひらでいすを指し，立ち上
　がる）
川ロ　050ああ，先生，ご紹介します．　（佐久間，胸ポケットか
　ら名刺入れを出す）051あのう，編集担当の吉岡さんです．
泰子（佐久間の前に進む）052はじめまして．053編集を担当し
　ております吉岡でございます．（頭を下げ，右手で名刺を渡
　す）
佐久間　054あっ，どうも．055はじめまして．　（名刺入れから
　名刺を取り出し，泰子の名刺を左手で受け取りながら右手で名
　刺を渡す）
泰子056よろしくお願いいたします．（頭を下げる）
佐久間（右手でいすをすすめる）057さっ，どうぞ．
川ロ　058はい．　（三人，座る．佐久間，両腕を伸ばしてテーブ
　ルに突く）059さっそくですが，いま，丸山先生のところに伺
　いまして，打合せをさせていただいたんですが．
佐久間　060はあ，はあ．
川ロ（泰子を振り向き，原稿を受け取って佐久間に見せる）061
　あのう，この表を拝借したいとお願いしましたところ，佐久間
　先生からお借りするようにとのことでしたので．
佐久間（原稿を見てから二人を見る）062ああ，分かりました．
　063ちょっと待ってくださいよ．
DO1．1
TO1．2（連れ
　↓
DO2．2↓
　　　↓
　　　↓
DO2．1↓
　　　↓
　　　↓
皿ユ⊥
　↓
　↓
　↓
　↓←
TC2．2
　↓
紹
す）
???
TO3．1（表の原稿
　　の要求）
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DC41
佐玖蔵憂ろのテープ〃を振〃句ぐ．泰ヂ，〃ρ，顔を児●わ世る．佐久蔵テープ泌力喝
書窺汲れを」Wグ，ψをさが坑ノ〃刀，願を泰子κ返坑佐久観鮒を㌘グ苗し，ノ〃ρ，
泰子の前に苗プソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DO4」
04’06”
04’24’
〈泰子，〃々，
04’32”
佐久間 064これですね．
泰子（資料を受け取って見る）065拝見します．（川口，のぞき
　込む）066……（資料を佐久間の方に向けてテーブルに置き，
　指す）この表は紙面の都合で，ここを三列に分けてもよろしい
　でしょうか．
佐久間（資料をのぞき込む）067それは，（泰子を見る）ああ，
　かまいませんよ．068あまり変なところで分けなければ．
泰子069はい，承知しました．（うなずき，資料を持ち上げ
　る）070では，これ拝借します．
佐久間　071はい，どうぞ．　（泰子，資料をかばんにしまう）
川ロ（佐久間に）072それから，丸山先生に写真をお願いしたん
　ですが，　（佐久間，うなずく）明日，佐久間先生に用意しても
　らうとおっしゃっていましたので，よろしくお願いします．
　（頭を下げる）
佐久間　073はい，分かりました．
　074取りにいらっしゃいますね．
川口　075はい，伺います．076午後2時ごろでは，どうでしょ
　うか．
佐久間　077ええ，けっこうです．
川ロ（右手をテーブルに置き，封筒を取りながら立ち上がる）
　078では，これで失礼いたします．（泰子，立ち上がり，封筒
　を抱える）
泰子　079失礼いたします．
　　　‘げをλ才z，ドアに向かう．佐久彫息送るノ
（クレジット）
?????
→（割り付け上?
談相の　
　
　
　2
←←←←?????
←?
TO4（写真の用意）
頼依の????
TC2．2
→（受け渡しの
↓　相談）←
TC2．2
　　　　DC1．1
DC1．3
窓から木と
校舎が見え
る．
半そでワイ
シヤツにネ
クタイの大
学助教授．
書類入れ．
表現
　「～たところ～」（seg．10②一〇61）前のことを行い，その結果，後のことが起こった，または，後の
　　　ことがわかった，等の意味を表す．実際に起こったことを順序立てて説明する時のあらたまっ
　　　た言い方として用いられる．
　「～とのことです」（seg．10②一〇61）他人から聞いて知ったことを表す伝聞の表現のひとつ．あらた
　　　まった言い方として用いられる．
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セグメント　11手伝いを頼む　　一家庭で一
【場面①】日曜日の朝．泰子の家の食堂．家族で引っ越しの後片付けの相談をする．
登場人物
　　吉岡泰子
　　吉岡義男
　　吉岡さと
　　吉岡敬一
　　吉岡まゆみ
（女性．主婦．義男の妻）
（男性．泰子の夫）
（女性．i義男の母．泰子の義母）
（男性．小学生．義男・泰子の長男．まゆみの兄）
　（女性．小学生．義男・泰子の長女．敬一の妹）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
r泰子，纏台の前で功食の尻意をしτのる．まゆみ，泰子の手伝いで〃を趨ぶ凌どしτの
　る．敬一二食卓で獅を蹴でいる．さと，政一の励輪すわグ食器を並べτいるノ
00’02貿
00’25’
儲ヲ，
泰子（盆に皿をのせてテーブルに運びながら）001まゆみちゃ
　ん，　（まゆみ，泰子を見る）お父さんに「ごはんです」って言
　つてきてちょうだい．
まゆみ　002は一い．（出て行く）
泰子（皿を置きながら敬一に）003敬ちゃん，もうごはんだか
　ら，本読むのはやめなさい．
敬一（気のない調子で）004う一ん．　（漫画のページをめくる）
泰子（さとに）005お母さん，目玉焼きでよろしいですか．
さと（泰子の方にやや乗り出して）006ああ，いり卵にしてちょ
　うだい．
泰子　007はい．（うなずき，調理台にもどる）
まゆみ（戻って来て泰子に）008すぐ来るって．
泰子　009はい．　（まゆみ，皿を食卓に運ぶ）
義男（洗面所から声だけ）010石けん，ないそ．
泰子（ふり向く）011あっ．（ドアの方へ行く）
洗醐rにのるノ
泰子（廊下のドアを開け，ドアに手をかけたまま）012下の棚を
　見てください．
義男（ふり向く）013下の棚？（洗面台の下を開けてのぞく）
泰子　014ええ．015あった？
義男（泰子の方を見て軽くうなずく）016ああ．（かがんで石け
んを取り出す）
仁泰ヂ，食iぎκ戻っτぐる．敬「蹄を読んで力るノ
00’47鮪泰子（敬一のそばに立ち止まり，きつい口調で）017敬一，早く
　　　　　本をしまいなさい．
　　　　敬一　〇18分かったよ．（漫画を閉じ，後ろに置く）
儀男，雛計をぽめなカ「ら食堂に来τテーブρにつぐノ
01’01”さと（義男に）019部屋の片付けは済んだのかい．
義男　020うん．021もう少しだよ．
さと　022少しは，（泰子を顔で指す）泰子さんの方も手伝いな
　さいよ．
義男（首を斜めに振り，うんざりした口調で）023やってます
　よ．（さと，うなずく）
TO4（伝言を
　↓　頼む）
　↓
皿TO4（指示する）
　↓
　⊥
TO4（注文を
　↓　きく）
　↓
盟TO4（伝言を
　⊥伝える）
DO3．2　TO4（石け
　　　　↓んの場
　　　　　所をき
　　TC2．1く）
　　　　↓
　　　　↓
　　　　↓
　　TC2．3
　　　　⊥
TO4（指示する）
　↓
迦
TO4（進行状況を
↓　尋ねる）
→（手伝うよう
　　要求する）←←?
rエプ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぐ．まゆみ，教一
　の鐸仁ナわっτ力るノ
01’12’泰子　024さあ，お待たせしました．025いただきましょう．　　TO4（食事を始め
　　　　全員026いただきます．（さと，軽く頭を下げる．一同，食べ　　↓　る）
　　　　　はじめる）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥
典型的なダ
イニングキ
ッチン．流
し台の上に
湯沸し器．
出窓に電子
レンジ，な
べ，やかん
等．ガス台
の上にレン
ジフード．
そばに冷蔵
庫．部屋の
隅に食器棚．
中央にダイ
ニングテー
ブル．
下に戸棚の
ついた洗面
台．
漫面雑誌．
普段着の家
族．エプロ
ンをかけた
主婦．
和風の朝食．
茶わんの御
飯．おわん
のみそ汁．
箸．おかず
の魚，卵，
のり等．
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泰子（義男に）027あなた，食事が終わったら，クーラー，み
　て．（味付のりの袋を破りながら）028それから，敬一とまゆ
　みの部屋の片付けを手伝ってちょうだい．
義男　029うん．
さと（泰子に）030それじゃあ，わたしは掃除をするわ．
泰子（さとを見る）031あっ，お願いしてよろしいですか．
さと　032ええ，いいですよ．
TO4（用事を
↓　頼む）←←
→（用事を引き
↓　受ける申し
⊥出）
【場面②】同じ日曜日の朝食後．敬一の部屋．義男と子供達，片付けをしながら，散歩に行く相談を
　　　　する．
登場人物
　　吉岡泰子
　　吉岡義男
　　吉岡さと
　　吉岡敬一
　　吉岡まゆみ
（女性．主婦．義男の妻）
（男性．泰子の夫）
（女性．義男の母．泰子の義母）
（男性．小学生．義男・泰子の長男．まゆみの兄）
　（女性．小学生．義男・泰子の長女．敬一の妹）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
儀男，敬一とニノ（で本の鯉をしτのるノ
01’39魯
義男（手のひらで指す）035そっちは教科書だろう．
　本棚を見る）036分けて入れとけよ．
敬一　〇37うん．（受け取って本棚に入れる）
　ノ（っτぐるノ
義男（本を手に持つ）033ほら，この本，どこへ入れるんだ．
　（本を敬一の前にさし出す）
敬一（ふりむいて後ろを指す）034その辺でいいよ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（反対側の
　　　　　　　　　　　　　　　　（本を敬一に渡す）
ぽゆみ，
01’53’まゆみ（義男に）038ねえ，ねえ，お父さん，まゆみのお部屋も
　手伝ってよ．
義男（手のひらを段ボール箱のふちを押さえるように置く）039
　お兄ちゃんのところが終わったらね．
敬一（後ろから本を取り，まゆみに差し出す．命令口調で）040
　おい，まゆみ，これ，お前んだ．041持ってけよ、
まゆみ（手を出さず逆らう口調で）042お兄ちゃん，持ってって
　よ．
義男　（右手のひらで敬一の後ろを指し，うんざりした口調で）
　043そこへ置いとけ．
了まゆみ，その揚κ遅「〃，近ぐの本を粛ぐ．泰子，ンてグ£7仁輪るノ
02’04”泰子（ドアの外から）044敬一，洗濯するから，パジャマとシー
　ツ，出してちょうだい．
敬一　〇45は一い．
　（パジャマとシーツを取り，ドアのところへ行って泰子に渡
　す）046はい．
泰子（受け取る）047片付けが終わったら，早く勉強しちゃいな
　さい．（軽くうなずく）
敬一（うなずく）048うん，分かった．
億テi，Zテっτしまう．廊7こてr揚i繊をノφぽプるさと．諾濯をしτいる泰子．
まゆみ，茄に座グ，疋1を投げ2吉し乙本を克！τいるノ
TO4（本を片付け
　↓　る）
　↓
　↓
　↓
TC2．2
DO1．2　TO4（手伝
　　　　↓いを頼
　　TC2．2む）
　　　⊥
TO4（物を持って
　↓　行かせる）
TC2．2
　↓
　↓
皿
DO1．2　TO4（洗濯
　　　　↓物を出
　　　　↓　させ
　　　　↓　る）
　　　TC2．2
　　　TO4（勉強
　　　　↓　させ
　　　TC2．2る）
厚び敬一の纏．
子供の勉強
部屋．壁ぎ
わに本棚と
棚のついた
整理だんす．
本棚に並ん
だ本．障子
窓．ドアが
開いている．
床に本の入
った段ボー
ル箱．
電気掃除機
で掃除．洗
濯機での洗
濯．
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02’24’
陥勘一，
02’50’
まゆみ（義男を見て）049ねえ，お父さん，今日，どこかにつれ
　てってよ．
義男（まゆみを見る）050うん，（手もとの本を見る）……そう
　だな．（考えながら後ろの本棚を振り向きかける）
敬一（顔を上げて義男を見る．明るい口調で）051動物園がいい
　な．
義男（敬一を見る）052それは無理だよ．（本棚に本を入れる）
敬一（上体をやや乗り出す）053じゃ，どこでもいいよ．
義男（両手をひざに置きながらまゆみの方へ上体を乗り出し，次
　に敬一を見る）054城山公園へ行ってみようか．
まゆみ　055うん．056行こう，行こう．（敬一，ほほえんで何
　度かうなずく）
義男（まゆみに）057よ一し，（うなずく）じゃあ，お母さんに
　言ってごらん．
まゆみ　058言ってこようっと．（本を横に置き，立ち上がって
　出て行く）
脚’一ノ罐の本を繊にノ【ノZτのる．さと，．λつτぎτ泌るノ
さと（段ボール箱を見る）059まだ終わってないのかい．
敬一（左手を突いてさとの方へ乗リ出し）060もうすぐだよ．
　（さと，そばの本を取り上げ，見る）
義男（敬一といっしょに段ボール箱のふたを閉じながら）061さ
　あ，これでだいたい終わりかな．（さと，二人の方を見る）
　062次は，まゆみの部屋か．
　（顔を上げ，ドアの方を振り向き，大声で）063お一い，まゆ
　み，おいで．064まゆみの部屋だよ．（さと，敬一，一緒にド
　アの方を見る）
TO4（どこかへ連
↓　れていくよ
↓　うに頼む）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TO4（公園へ行く
↓　提案）
TC2．2
　↓
TC4．2
⊥
　　　　　DC3．1
［器i：；
　TO4（ひとりこ
　　↓　と）
　⊥
［D°L2
【場面③】同じ日曜日の午後．近くの城山公園．片付けを済ませた後，家族で散歩をする．
登場人物
　　吉岡泰子
　　吉岡義男
　　吉岡敬一
　　吉岡まゆみ
（女性．主婦．義男の妻）
（男性．泰子の夫）
（男性．小学生．義男・泰子の長男．まゆみの兄）
　（女性．小学生．義男・泰子の長女．敬一の妹）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
‘池のほとグを敦歩する嘉男，泰…子，敬「まゆみノ
03’10”敬一（先に立って走リだし，3人の方を振り向く）065あっちへ
　　　　　行ってみようよ．
　　　　義男　066うん，先に行け．　（敬一，走って行く）
陥荻一，
　ぐノ
03’15男敬一〇67ねえ，お父さん，早くこっちへ来てよ．
　　　　義男068お一〇69いま，行く．（敬一の方へ歩きだす．敬
　　　　　一，登りはじめる．泰子，まゆみ，そばのベンチの方へ行き，
　　　　　すわる）070気をつけろよ．（遊具の方へ行く）
ぼ子ジまゆみ，ベンチに∠堕っτのるノ
03’27’
TO4（行き先の提
　↓　案）
TC2．2
フィーノレド・アス〃チック郷の遊冥のところκ立っτ宕手を網にか’プ，勇ヲを」侮グ向
まゆみ（並んですわっている泰子を見上げる）071わあ一，おも
　しろそう．
泰子（まゆみを見下ろして）072まゆみちゃんもやってらっしゃ
　い．
まゆみ　073うん．（立ち上がり，走って遊具のところへ行く．
　泰子，顔を上げ，笑顔で見送り，立ち上がる）
TO4（その場所へ
TC2．2呼ぶ）
　↓
　⊥
TO3．1（自分もや
↓　　りたい）
　↓
　↓
⊥
新しく整備
された公園．
人工の池．
石垣の上に
木が茂って
いる．
丸太と太い
網でできた
フイールド
アスレチッ
ク風の遊具．
そばに他の
遊具，砂場，
水飲み場．
木立ちのそ
ばにベンチ．
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rまゆみ，義男の後ろを遁吻，．遊真仁登〃ば6める．勤，右手を遊真の柱仁つき，まゆみを
　のぞき遡み，4『ついτぐる泰子を援グ句いτぽぼえみ，また顕のL上の敬一とまゆみを夏
　る．泰テ「，翻のとな〃κヲ痔τ立つノ
03’45旬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TO3．1（ジュース
03’57’
敬一（泰子を見下ろして）074ああ，のど，乾いた．
泰子（水飲み場を顔で指す）075お水，飲んでらっしゃい．
敬一　〇76ジュース，買ってよ．
まゆみ　077わたしにも買ってよ．
泰子（敬一からまゆみに視線を移してから二人に）078だめです
　よ．079おうちに帰ればあるでしょう．
敬一〇80ちえっ．081つまんないの．（横を向く．義男，泰
　子，笑う）
泰子（腕時計を見て）082さあ，（敬一を見上げる）そろそろ帰
　りましょうか．（義男を見る）
義男（泰子を見てから時計を見る）083うん．（敬一・まゆみに
　手で合図しながら）084さあ，降りて，降りて．（敬一，まゆ
　み，降りる）
イ4ノ（，苗σ仁向ソφ1うノ
04’13’
04’21”
義男（敬一の後ろから左手を回し，左肩をたたく）085また，来
　ような．
敬一　〇86今度は，ジュース買ってよ．
まゆみ（泰子を見上げる）087わあ，楽しかった．
泰子（まゆみの左肩に後ろから左手をかける）088そう．
（クレジット）
　↓←
　↓
TC2．2
　↓
遡
を買って
もらう）
TO4（帰る提案）←
TC2．2
皿
TO4（また来る提
↓　案）
⊥
TO4（感想）
腿
?㌶????????こ
ボ
止
灯
ユ
動??
?? ??
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セグメント　12友達を誘う 一友達の家で一
【場面①】団地の中の敏子の家泰子が訪ねてきて，川越の提灯祭りに行くことになる．敏子は，カ
　　　　ルチャーセンターで知り合った共通の友人・ベティに電話して誘う．
登場人物
　　吉岡泰子　　（女性．敏子・ベティとは以前カルチャーセンターで知り合った）
　　中野敏子　　（女性泰子・ベティの友人）
　　ベティ・スミス（女性．泰子・敏子の友人．電話の相手．登場はしない）
時間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
rショルダーバツグをか’プ，紙袋を提げτ励の中を歩ぐ泰子．
　イムを鰐らガ
00’06’泰子　001ごめんください．（ドアが開く）
　　　敏子（上半身を伸ばし，ドアを開けて）002あっ，吉岡さん．
　　　泰子　003お邪魔します．
　　　敏子　004さあ，どうぞ．（泰子，中に入り，ドアを閉める）
儲¢ニノ（，デーブρをぽさんで整っτのるノ
00’17”
6殼子，
01’03’
ドアの前にやっτぐる．チャ
敏子（泰子の前におしぼりを置き，テーブルの上で両手の指を組
　む）005どうぞ．
泰子　006どうも．
敏子（泰子を見る）007暑かったでしょう．
　008何，お飲みになる？
泰子（おしぼりを取って手を拭きながら敏子を見る）009じゃ，
　お茶，くださらない？
うなずき，お茶をλれ始めるノ
泰子（おしぼりを置き，横の床から菓子包みを取り上げ，体の前
　に持って一度見てから，敏子を見て，敏子の斜め前のテーブル
　の上に置く）010これ，そこで買ってきたの．
敏子（お茶をいれながら包みを見る）011あら，（泰子をちらっ
　と見る）悪いわね．
　（もう一度泰子をちょっと見る）012おうちのほうは，もう片
　付いた？（魔法びんの湯を茶わんに注ぎ，それを急須に移す）
泰子　013ええ．（敏子の手もとを見ながら）014この間の日曜
　日に，お母さんや主人に手伝ってもらって，（敏子の顔を見
　る）ほとんど片付いたわ．
敏子　015そう．016じゃあ，もう一段落ね．
泰子　017ええ．
敏子（泰子の顔を見る）018今日は，ゆっくりなさって．
泰子　019ええ．（腕時計を見てから敏子を見る）020でも，夕
　方にはおいとまするわ．
敏子　021あっ，（上半身をやや乗り出す）ちょっと川越のちょ
　うちん祭り，見に行ってみない？（茶わんに茶を注ぐ）
泰（やや乗り出す）022ちょうちん祭り？
敏子（お茶を注ぎながら）023ええ，川越の．
泰子　024あら，いいわね一．（ほほえんで視線を落とし，また
　敏子を見る）025じゃ，行ってみようかしら．（敏子，顔を上
　げてほほえむ）
敏子　026はい，どうぞ，お茶．（茶わんを茶托に乗せ，泰子の
　前に置く）
泰子（手を伸ばし受け取る）027どうもありがとう．
DO1．2
DO1．1
DO2．1
TO4（おしぼりを
↓　勧める）
⊥
TO4（飲み物の好
TC2．2みを聞く）
TO4（手みやげを
↓　渡す）←
　↓
蝿TO4（引っ越しの
↓　様子を尋ね）????????ー?
→（その日の予
↓　定）
　↓
→（祭りに行く
↓　提案）←
　↓←
TC2．2
TO4（茶を勧
↓　める）
⊥
典型的な団
地．植え込
みの木．路
上駐車の車．
ベランダに
干してある
布団，洗濯
物．屋上に
テレビのア
ンテナ．
団地内の住
宅の玄関．
ドアの脇の
表札．チャ
イムのボタ
ン．
サイドボー
ドの上の観
葉植物．本
棚．ひもの
のれん，籐
のついたて，
窓のカーテ
ン．
座卓に急須，
湯のみ，茶
筒，茶托等．
そばに魔法
びん．
おしぼり．
手みやげ．
お茶を入れ
る．
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Or　18餌
6敏テ「，
01’42”
02’09’
敏子（茶筒をもとに戻し，泰子を見る）028ああ，それから，ベ
　ティさん，（泰子，やや不審な顔をする．敏子，やや乗り出し
　て）ほら，カルチャーセンターでいっしょだった．
泰子　029ああ，ベティさん．（うなずき，茶わんを持つ）
敏子（両手をそろえ，テーブルの上にのばす）030あの人とこの
　間，偶然，道で会って．031そしたら，（顔で横の方を指す）
　このすぐ近くに住んでるの．（泰子，感心した風に笑顔でうな
　ずく）032びっくりしちゃった．
　（やや乗り出して）033ベティさんも，お誘いしてみましょう
　か．
泰子（うれしそうに）034あら，わたしもお会いしたいわ．
敏子　035じゃ，お電話してみるわ．
」才っτ纏の奥く？テき，瀦する．泰ヲ『，お蒙ドを餅むノ
敏子　036もしもし，あっ，中野です．
敏子　037ええ，いま，吉岡さんが見えてるんです．038もし，
　よろしかったら，わたしのところにいらっしゃいません？039
　三人で川越のちょうちん祭りにでも行ってみようって，話して
　いるんですが．
敏子　040・・…・そう．
敏子041・・…・じゃあ，お待ちしてます．
敏子（テーブルに向かって歩きながら）042すぐおいでになるっ
　て．
泰子（うなずく）043そう．（敏子，座る）
　→（ベティの近
　↓　況）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TO4（ベティを誘
　↓　う提案）
TC2．2
皿
iDO1．1，DO2・2
　TO3．1（祭りに
　　↓　　誘う）
　　｛
iTCま2　DC＆2コ
To4（電話の
↓　報告）
腿
カバーのか
かったピア
ノの上の電
話機．
来客のもてなし　　個人の家に客を迎えた時，少なくともお茶などの飲み物を出すのが普通のもてなしである．飲み物の種
類は，日本茶が一般的だが，暑い時期には，ジュースなどの冷たいものを出すこともある．客の性質によ
　って，さらに日本茶に和菓子，紅茶にクッキー類やケーキ等を出すこともあり，時間によっては，食事を
　出すこともある．「かたきの家に行っても口は濡らして帰るものだ」ということばがあり，必ず何か飲食
物を出すのが最低限の礼儀とされる．おしぼりを出すこともよくある．
川越の提灯祭り　　正式な名称は，川越百万灯夏祭りといい，毎年7月下旬の2日間開催される．幕末の嘉永年間に始まっ
　たが，明治維新の頃に中断した．昭和33年に，地元商工会議所が，旧川越城主・松平侯をしのび，商業
　を盛り立てる目的で復活させた．各商店街で提灯を飾り，露店が出る．
表現
　「ほら」（seg．12①一〇28，　seg．15②一〇58，　seg．20③一〇76，　seg．23②一〇37）相手が知っているはずのこと
　　　を思い出させようとする時の言い方．親しい相手に用いる．
【場面②】敏子の家．泰子が待っている．敏子は昼食の用意をしている．電話で誘われたべティが訪
　　　　ねてくる．
登場人物
　　吉岡泰子　（女性．敏子・ベティとは以前カルチャーセンターで知り合った）
　　中野敏子　　（女性．泰子・ベティの友人）
　　ベティ・スミス（女性．泰子・敏子の友人）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
繊の外責．ベランダの洗溜似醐で本を粛き眉る泰子．玄蘭のチヤイムカ鵯る．泰子，
ふグ匂ぐ．玄灘の前のべテイノ
゜22雫‡漂r漂鳥三様でしょうか・
rドアカ卿ぐノ
　　　1敏子046ああ，（ベティ，軽く頭を下げる）いらっしゃい．
?
　DO1．1
　DO2．2
lIDO2．1
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02’44”
03’12”
03’34’
　047すぐ分かりました？
ベティ　048ええ．（頭を下げる）049お電話，ありがとう．
敏子　050さあ，お入りになって．
ベティ　051失礼します．（頭を下げ，中に入る）
敏子（ベティの前に立って部屋に入りながら）052吉岡さんもお
　待ちよ．（テーブルの前に座る）
泰子（膝で立つ）053こんにちは．054おひさしぶりです．
ベティ055こんにちは．056お元気そうですね．
泰子057ええ．
敏子（座ぶとんをテーブルの脇に置き，ベティに勧める）058さ
　あ，どうぞ．（ベティ，バッグを横に置き，座る）
　（ベティの方に乗り出して）059いま，おそうめん，作ってる
　の．060ベティさん，めしあがるでしょう．
ベティ（両手をひざで重ねる）061ええ，好きですけど．（首を
　かしげる）062でも……．
敏子（乗り出して）063めしあがって．064三人分，もう用意し
　てあるの．
ベティ（うなずく）065じゃ，ごちそうになります．
敏子　066ちょっとお待ちになっていて．（ベティの前におしぼ
　りを置き，立って台所へ行く．ベティ，おしぼりを取る）
泰子（手をテーブルの上で組む）067もう，どれぐらいお会いし
　なかったかしら．
ベティ（おしぼりで手を拭きながら）068そうですね．（斜め上
　の方を見てから，泰子を見る）069一年半ぐらいですね．
泰子（小さくうなずく）070それで，ご研究のほうは，日本文化
　の．
ベティ　071ええ．（おしぼりを戻し，手をひざの上で重ねる）
　072いま，東上大学の研究室に行っています．
泰子（うなずく）073ああ，そうですか．
敏子（台所から）074お待ちどおさま．（泰子，ベティ，台所の
　方を見る．敏子，テーブルに物を置きながら）075さあ，こち
　らへ．
泰子（ベティと顔を見合わせて）076じゃ，ごちそうになりまし
　ょうか．
ベティ　077はい．
債子，ベテイ，立ち上が〃，食卓のとごろく万ぐノ
敏子（手でいすを指す）078さっ，おかけになって．（二人，い
　すを引き，座る）
ベティ　079おいしそう．
泰子　080おいしそう．
　081いただきます．
ベティ　082いただきます．
敏子　083はい．（二人を見る）084どうぞ，めしあがって．
　（3人，はしを持つ．敏子，薬味を手で指す）085もし，よろ
　しかったら．
泰子　086はい．（薬味を入れ，そうめんを取り，食べる．（ベ
　ティ，薬味を入れ，そうめんを取って食べる）
敏子（薬味を取りながら）087どう，おいしい？
泰子　088う一ん，おいしい．
??????????ー??? ? ???
??
? ?
TO3．1（昼食を勧
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TC2．2
　↓
⊥
める）
DC4﹈
　TO4（前に会
　　↓った時の
　　↓こと）
　　↓
　　→（その後
　　↓の様子）
　TC2．1
　　↓
　　⊥
↑04（昼食　DO4
↓を始める）←
←
←←
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　→（薬味を勧め
　↓　　　る）
　↓
　↓
TO4（味を尋ね
TC2．1る）
座ぶとん．
おしぼり．
リビングダ
イニングキ
ッチンのテ
ーブルの上
に，器に盛
ったそうめ
んと，薬味，
その他の食
器類．
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【場面③】川越の提灯祭り．泰子，敏子，ベティは，祭りを見物し，互いに写真を撮る．
登場人物
　　吉岡泰子　（女性．敏子・ベティとは以前カルチャーセンターで知り合った）
　　中野敏子　　（女性．泰子・ベティの友人）
　　ベティ・スミス（女性．泰子・敏子の友人）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
侶乞据蛎祭グ．敏ヂ，泰子～ベテイ，歩ρτ方面の硫の労に来るノ
0424’1敏子（二人を引きとめて）089ちょっと，写真とりましょう．　1
6敏デ，硫に句かっτカメラをカ）まえる．泰テ～ベテイ，縮の前に立つノ
敏子　090は一い．（写真を撮る）
泰子　091あっ，どうもありがとう．
ベディ（泰子の方を振り向いてから敏子に）092今度は，わたし
　がとりましょうか．（敏子に近づく）
敏子093そう，じゃあ，お願いするわ．（ベティにカメラを渡
　し，泰子と並んで夜店の前に立つ）
ベティ094はい．（写真を撮る）
6産つぐ〃前を歩ぐノ（4㌧奈〃を夏る嶽浴左姿の女の子凌鷹楽しぞうな3／U
O5’05’　（クレジット）
紋所のつい
た提灯をつ
けて立て並
べられたさ
お．お面，
ヨーヨー，
たこ焼きの
夜店．浴衣
を着た人々．
蔵づくりの
古い町並．
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3． ユニット　3 人のことばにこたえて
　　（セグメント　13　～　18）
一承諾・断りと注目表示一
ユニット3の概要　　　　　　　　　　依頼や要求を学習項目としたユニット2に続いて，このユニット3では，そ
れに対する受け答えを主なテーマとしている．相手のことばに対する返答，中でも，相手の頼みを断
るといった場合には，相手の気分を損ねないよう，ことばを適切に選択し，表現をやわらげる必要が
ある．例えば，断りを言う場合には，その方策として，理由を述べる，声や表情で気がすすまないこ
とを示す，はっきり答えるのを回避して相手に察してもらう，といったさまざまなものが考えられ，
このユニット3の中で，そうした例が提示されている．映像の中に現れる断りの場面について，その
話し手が，相手との関係やことがらの性質，その場の状況などをどのようにとらえ，どのような配慮
を持って自分の意思を表しているのかに目を向けることによって，日本語で効果的なコミュニケーシ
ョンを行うための訓練に役立てることができる．
　もう一つのテーマ「注目表示」は，相手の存在や発言を認識したことを表す機能である．詳しい定
義は『日本語教育映画基礎編　総合文型表』（国立国語研究所　1987，㈱日本シネセル発行）やこの後
に刊行される『日本語教育映像教材　中級編　関連教材』の他の巻を参照されたい．たとえば，「はい」
などの返事，相手の発言を受ける「そうですか」，質問の答えを述べる前にクッションとして言う「う
一ん」「そうですねえ」などのことが担う役割がそれで，やりとりの流れをスムーズにし，雰囲気をやわらげる働きを持つ機能である．その意味では，「おことばを返すようですが」などの前置き表現も，
同様の効果を持つものと考えられる．これらは，目立たない要素でありながら，それらがなければ会話
が円滑に進まないという意味で，自然な日本語のやりとりを指導する上で軽視できない部分と言える．
主な登場人物
　　岸本喜美子　　（女性．智明・貞子の長女．MJストアのマーケッター）
　　沢木雄二　　（男性．沢木雅広の甥．フリーカメラマン）
　　沢木雅広　　（男性．沢木雄二のおじ．岸本智明の古くからの友人）
　　岸本智明　　（男性．喜美子の父．沢木雅広の友人．ユニット1でも登場した．機械メーカー・池
　　　　　　　田製作所の製造部長）
場面一覧
　セグメント　13お見合いを勧められる
　　場面①　9月末，日曜の午後．沢木雄二の自宅の部屋．沢木雅広が入ってきて，喜美子との見合
　　　　　　いを勧める．
　　場面②　10月初めの平日の夜．岸本家の客間．沢木雅広が喜美子に雄二との見合いを勧める．
　　場面③　翌日．喜美子の勤め先・MJストアのオフィス．喜美子が同僚に見合いの話をする．
　セグメント　14お見合いをする
　　場面①　10月の第一日曜日．沢木雅広の家の座敷．雅広夫婦が雄二と喜美子に見合いをさせる．
　　場面②　後刻．雅広家近くの公園．雄二と喜美子，歩きながら話す．
　　場面③　その日の夕方．岸本家のダイニングキッチン．喜美子が母に，見合いを断るよう頼む．
　　場面④　その夜．喜美子の母が沢木雅広に電話し，見合いを断る．
　セグメント　15提案をする
　　場面①　10月下旬の平日の午後MJストアの会議室．喜美子が課内の企画会議に新商品を提案する．
　　場面②数日後の平日の終業後．MJストアの喜美子のオフィス．雄二の写真を宣伝ポスターに使
　　　　　　用することになる．
　セグメント　16仲人を頼む
　　場面①　2月下旬の日曜．沢木雅広家の以前見合いをした座敷．雄二と喜美子が雅広に仲人を頼
　　　　　　むが，断られる．
　　場面②　その週の火曜日の終業時．喜美子が課長に仲人を頼み，承諾を得る．
　セグメント　17結婚式場を決める
　　場面①　2月中旬の土曜日の午後．結婚式場相談所．雄二と喜美子，式場を予約する．
　　場面②　翌日の日曜日の午後．不動産屋の店．雄二と喜美子が新居を探しにくる．
　　場面③　後刻．案内された空き家のマンションの一室．雄二と喜美子，下見をするが，断る．
　　場面④後刻．案内された空き家一戸建雄二と喜美子，下見をするが，断る．
　セグメント　18スピーチを頼む
　　場面①　3月上旬の金曜日夜．炉端焼き屋．雄二が友人を披露宴に招待し，車を貸してくれるよ
　　　　　　う頼む．
　　場面②　翌週の月曜日の昼休み．MJストア近くのビル周辺のベンチ．喜美子，友人に披露宴での
　　　　　　スピーチを頼む．
　　場面③　4月18日土曜日午前11時45分ごろから，午後3時ごろまで三ホテルの結婚式場．雄二と
　　　　　喜美子の結婚披露宴が行われる．
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セグメント　13お見合いを勧められる
【場面①】9月末，日曜の午後．沢木雄二の自宅の部屋．沢木雅広が入ってきて，岸本喜美子との見
　　　　合いを勧める．
登場人物
　　沢木雄二　　（男性．30歳．フリーカメラマン．沢木雅広の甥）
　　沢木雅広　　（男性．50代．沢木雄二のおじ）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
6雄二，ローテープル仁虐言力たどユアの上でネガを夏ながら在事を乙τのる．テーブルの働に
　カメラ．スデレオノが鳩っτ力る．おじ，ドアを翻坑究然ン（っτぐるノ
00’12’　おじ　001お，やってるな．
　　　　雄二（目を上げず）002あ，おじさん．
　　　　おじ（雄二の向かいに正座で座り，腕を組んでテーブルにつく）
　　　　　003お前，誰か付き合ってる人，いるのか．
　　　　雄二（驚いて目を上げる）004え，なに，いきなり．　（音に気が
　　　　　つき，振り返ってステレオのボリュームをしぼる）
　　　　おじ　005どうなんだ．
　　　　雄二（目をそらし，またおじを見て苦笑する）006……別に．
　　　　おじ　007いい人がいるんだ．（にやりと笑いながらあぐらをか
　　　　　く）008おれの友達の娘でさ．009今度，会ってみろ．（下を
　　　　　見て感じ入った風）010う一ん，あの子はいいよ．011ちっち
　　　　　ゃい時からよおく知ってるし．
　　　　雄二　〇12それ，見合いってこと？
　　　　おじ　013お前も，もう30だったな．
　　　　雄二（照れてカメラを取り，プロアで掃除しはじめる）014歳は
　　　　関係ないよ．
　　　　おじ　015お前はよくったって，おやじさん来年は定年だぞ．
　　　　雄二（一度おじを見て，またカメラに目をもどす．怒った口調
　　　　　で）016わかってるよ．
　　　　おじ　017じゃ，今度写真持ってくるから．
白5’じ，立っτ苗τいぐ．、雄二，まんざらでもなさぞラな劇
［；8｛：l
TO3．2（見合いを
↓　　勧める）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
陛
現在一般的
な日本式家
屋の外景．
洋間の室内．
壁に写真．
壁ぎわにス
テレオのセ
ット．ピュ
アと呼ばれ
るランプの
入った箱の
上に写真の
ネガをのせ，
見ている．
床にカッタ
ー．プロア
は小さなふ
いごのよう
なもので，
カメラのレ
ンズに空気
を吹きつけ
てほこりを
取るのに使
う．
縁談　　ある人を結婚相手の候補とする提案を「縁談」と言い，結婚適齢期になった男女に，年長の親戚や知人
　が縁談を持ってくることがよく行われる．場合によっては，当人やその親が，適当な人に結婚相手の紹介
　を頼むこともある．紹介された相手とは，普通，「見合い」をして，その結果によって結婚するかどうか
　を判断するので，このような手順で結婚することを「見合い結婚」と呼んでいる．それに対して，職場の
　関係や友人の引き合わせで当人同士が直接知り合って結婚する形を「恋愛結婚」と呼んでいる．以前の日
　本では，見合い結婚が本来あるべき形とされていたが，現在では，自由に好きな相手を探せる恋愛結婚を
　望む人が増えている．しかし，年長者が責任を持ってよい相手を紹介してくれる見合い結婚の利点を認め
　る人も多く，見合いは，今でも，普通の習慣として続いている．最近は，結婚相談所が，おおぜいの男女
　のデータの中から適当な相手を紹介するシステムも利用されている．
表現
　「それ～ってこと？」（seg．13①一〇12）基本的な形は「それは～ということですか」等．相手の発言
　　　の真意をたずねる表現．単純に自分の理解が正しいかどうか確認するために用いることもでき
　　　るが，相手の発言がその通りだとすれば問題がある，といった非難iを含むことが多く，上位の
　　　相手に対して用いるには注意を要する形である．
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【場面②】10月初めの平日の夜．岸本家の客間．沢木雅広が喜美子に雄二との見合いを勧める．
登場人物
　　岸本喜美子（女性．26歳．MJストアのマーケッター．智明・貞子夫婦の長女．沢木雅広は子供の
　　　　　　　　頃からの顔なじみ）
　　沢木雅広　　（男性50代．沢木雄二のおじ、岸本智明の昔からの友人）
　　岸本智明　　（男性50代．貞子の夫．喜美子の父．沢木雅広の友人）
　　岸本貞子　　（女性．50代．智明の妻．喜美子の母）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
6雄二のおじ，喜業子の叉’」母，話しτのる．葺i寿子，帰宅し，λっτぐるノ
01’13”喜美子　018ただいまあ．（おじを見る）
　　　　　019あら，おじさま，いらしてたんですか．　（頭を下げる）
　　　　おじ　020ああ．
　　　　　021やあやあ．022忙しそうだね．
　　　　父（喜美子に）023ちょっとすわんなさい．
　　　　喜美子　024あら，なにかお話？（ショルダーバッグをはずし，
　　　　　ソファの端に座り，バッグを横の床に置く）
　　　　父　025ああ．026これ見せていただきなさい．（テーブルの見
　　　　　合い写真を取って渡す）
　　　　喜美子　027え一っ，お見合い？（おじを見ながら写真をひざに
　　　　置く）
　　　　おじ　028うん，実はわたしのおいなんだけどね．
　　　　喜美子　029あ，そう．
　　　　030だって，まだわたし……．（目を伏せ，写真を開かぬまま
　　　　　テーブルに置く）
　　　　おじ（ほほえんで）031いやあ，いい男だよ．032フリーでカメ
　　　　　ラマンやってるんだけどね．
　　　　喜美子　033そうですか．（言いにくそうに両親の顔などちらち
　　　　　ら見ながら）034でも，わたし自分で探しますから．
　　　　父（喜美子を見て，やや厳しく）035一度ぐらいお会いしてみて
　　　　　もいいんじゃないか．
　　　　母（笑顔で）036そうよ．　（持っていた湯のみをテーブルに置
　　　　　く）037沢木さんもせっかくおっしゃってくださるんだから．
　　　　父（母の方をちらっと見てうなずく）038うん．
6菩実子，↓断グたぞラ仁おじ・厩親礪とテーブルの写箕をちらちら克る
DO2．1
TO1．1（見合いを
↓　勧める）
　↓
　↓
　↓←←←
　↓
TC2．2←
←←
←
TC2．2
TC1．2←
TC3←
⊥
洋風の居間．
ガラス戸を
背に，ソフ
ア，ひじか
けいす，ロ
ーテーブル
の応接セッ
ト．壁ぎわ
にサイドボ
ー ド．テー
ブルに湯の
み．
OLが持つ
ショルダー
式のバッグ．
表紙のつい
た見合い写
真．わざと
写真は見ず
に断る．
見合い写真　　男女が見合いをする前に，互いの写真を届けることが多い．また，ある人の結婚相手を探すよう頼まれ
　た人が，写真を預かっておき，適当と思う相手に見せて見合いを勧めることもよくある．そのために用意
　する写真は，大判の上半身を写したものと全身を写したものが普通で，それに小さいサイズのスナップ写
　真を何枚か添えることも多い．
表現
　「だって～」（seg．13②一〇30，　seg．18②一〇57，　seg．18②一〇61，　seg．19③一〇43，　seg．23①一〇〇9）相手が言
　　　ったことに反対する気持ちを表す言い方．親しい相手に対して，感情的に反論する態度を表す．
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【場面③】喜美子が沢木雅広から見合いを勧められた翌日．喜美子の勤め先・MJストアのオフィス．
　　　　喜美子が同僚のアメリアに見合いの話をする．
登場人物
　　岸本喜美子　（女性．26歳．スーパーマーケットチェーン・MJストアのマーケッター．アメリア
　　　　　　　　　の少し先輩に当たる同僚）
　　アメリア・ソリアーノ　（女性．26歳．フィリピン人．MJストアのマーケッター．喜美子の同僚）
時間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
r』字i寿子，すわっτ，
　るノ
02’13’
03’40”
アメリァ，立っτ，句かいあっ走それぞ物のデズクの上を片付’プτい
アメリア（喜美子を見て首をかしげる）039岸本さん，どうかし
　たの．040元気ないみたいね．
喜美子（アメリアを見上げ）041そう見える？
アメリア　042ええ．
喜美子　043う一ん．（目をそらす）044お・見・合・い．（ア
　メリアを見る）
アメリア045え？
喜美子　046お見合いするのよ．
アメリア　047ほんとう．048いいじゃない．（喜美子を見なが
　らデスクの列の端を回って隣に座る）
喜美子（少し乗り出して）049あんまりよくない．
アメリア　050どうして．
喜美子（体を引いて）051なんかねえ．（デスクに右ひじを突い
　て手にあごを乗せ，前の方を見る）052気が進まないの．
アメリア　053どんな人なの，お相手．
喜美子（アメリアを見る）054父の友達の入がお話持ってきて
　ね，断れないじゃない．（右手をデスクに置く）
アメリア　055そうなのかな．056でも，いい人ならいいじゃな
　い．（喜美子，小さくうなずく）057結婚は，するんでしょ？
喜美子　058まあ，いつかはねえ．（宙を見る）059でも，恋愛
　がいい．（両ひじを突き，手にあごを乗せ，前の方を見る）
アメリア　060恋愛だって，チャンスがなければ相手が見つから
　ないでしょ．061お見合いも，いい人見つけるチャンスだと思
　えばいいのよ．
喜美子　062そうねえ．063こだわること，ないのかな．（視線
　を落とす）
アメリア　064そうよ．065私の国でもねえ，（喜美子，アメリ
　アを見る）私の父と母だって，会社の上司の人が紹介してくれ
　て知り合ったんですって．
喜美子（手をおろしてデスクに置く）066そう，お見合いって日
　本だけじゃないんだ．067でもねえ，会っちゃうとまた断りに
　くくなるしねえ．（目を伏せる）
アメリア　068その時はその時よ．
喜美子（アメリアを見る）069う一ん．（やや明るく）070じ
　ゃ，ま，しっかり見てこようかな．　（にっこりする）
（クレジット）
［D°＆2丁篇
ね）尋?
←←←←←←←←←←←←
　→（相手
　↓につい
　↓て尋ね
　↓る）
　↓
　↓
　↓
　→（見合
　↓いを勧
　↓める）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TC1．2
　⊥
会社のオフ
ィス．並ん
だデスクの
列．デスク
の上の書類，
文房具，フ
ァイル，本
など．各デ
スクに電話
機．デスク
の脇にパソ
コン．
制服のOL．
胸に名札．
表現
　「～じゃない」（seg．13③一〇48，　seg．13③一56，seg．14③一〇68，　seg．19③一〇59，等）動詞・形容詞の終
　　　止形・タ形，名詞・形容動詞語幹などについて，自分の意見などを述べ，相手の同意を求める
　　　言い方．
　　　形のバリエーションとして「～じゃないか」「～じゃないですか」「～じゃありませんか」があ
　　　る．
　　　いずれも親しい相手に対する言い方である．
　「～ことはない」（seg．13③一〇63，　seg．23④一〇82）そうする必要がない，の意味を表す．その必要が
　　　あるのではないかと心配している相手に，余計な心配だ，あるいは，安心しろ，といった態度
　　　を見せるのに用いられるので，親しい相手以外に用いるには注意を要する．
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　　　　　　　　　　　　　セグメント　14お見合いをする
【場面①】10月の第一日曜日．沢木雅広の家の座敷雅広夫婦が雄二と喜美子に見合いをさせる．
登場人物
　　沢木雄二
　　岸本喜美子
　　沢木雅広
　　沢木　翠
（男性．30歳．フリーカメラマン．沢木雅広の甥）
（女性．26歳．MJストアのマーケッター．沢木雅広の親しい友人・岸本智明の長女）
（男性．50代．雄二のおじ．喜美子の父の友人）
（女性．50代．雅広の妻．雄二のおぱ喜美子とは子供の頃からの知り合い）
時間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
00’01”おじ　001それじゃ，（咳払い）ええ，改めて．（咳払い）002
　　　　これが，あっ，いや，（雄二を見る．雄二もちらっと見返す）
〔お’じの燐仁雄二，雄二の句）かの島菖寿デ，卓を麗んで座iっτいる．蕨子の燐の臓が空力τ
のるノ
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DO5
　　　　こちらが，沢木，雄二，
ぽ減
っと頭を下げるノ
00’48’
……君で，う一，仕事が写真屋で．
TO4（両者を紹介
↓　する）
お茶を盆κ更世寿1っτン（っτぐる．空いτいる瀦仁座グ，お」芥を苗硫』掌業子，ちょ
雄二（おじに顔を寄せ，ひそひそ声で）003おじさん，写真家で
　す．　（喜美子をちらっと見る）
おじ　004う，あ，そうか．（雄二にほほえみながら）005そう
　いえばこの間，なんか賞もらったって言ったな．
雄二　〇〇6えっ，（おじと喜美子をちらっと見る）ええと，写真
　協会新人賞を．（目を伏せる）
喜美子（感心した風にうなずいて）007はあ．
おば　008喜美子さん，（のぞき込む）どうぞめしあがって．
喜美子（会釈して）009はい．
おじ　010それで，ええ，こちらが岸本喜美子さんだ．　（雄二
　を見る）011お仕事が，スーパーのMJストアーで，ええ，
　……．（下を向いて言いよどむ）
喜美子（おじのことばを引き取って）012自社商品の開発と販売
　企画をいたしております．
おじ　013そうそう．　（雄二に）014そうなんだよ．
?????
→（受賞のこと
↓　に触れる）←
←
←
iTO4（茶菓を
i⊥勧める）←←←←
←
←
6醐01’12’ ｛フイプ少々の話があった後りおば　（おじに）015あなた，よそいきのお話はそれぐらいで
おじ　016うん？
おぱ　017少しお二人だけで話していただいたら．
　（手で後ろをさして，雄二に）018この先の公園，雄ちゃん，
　知ってるわね．（雄二，うなずく）019ちょっとご案内して，
　歩いてらっしゃい．
おじ　020おお，そうそう．021そらいい．
　（雄二に）022行ってこい，行ってこい．
喜美子（雄二を見て，湯のみのふたを閉めながら）023じゃあ
雄二　〇24あ，それじゃ．（つられて湯のみのふたを閉め，立ち
　かける）
DC1．1
TO4（二人で散
　↓　歩するよ
　↓　う提案）
　↓
TC2．2
　↓
TC2．2　　　　DC3．1
　↓
TC2．2　　　DC3．1
　⊥
最近の住宅
の日本間．
小さい床の
間があり，
軸がかかっ
ている．横
はふすまの
押し入れ．
障子のはま
った窓．壁
に色紙の額．
壁ぎわにた
んす．中央
にレースの
テーブルク
ロスのかか
った座卓．
まわりに座
ぶとん．
茶托にのせ
た湯のみ．
菓子皿の上
の和菓子と
くろもじ．
男性はスー
ツにネクタ
イ．女性は
ややフオー
マルなワン
ピース．
見合い　　結婚相手を探している男女が，紹介者の紹介で会うことを「お見合い」と言う．現代では，ここに描か
れているように，紹介者の家や，ホテルのロビー，レストランなどで会ったり，一緒に演劇を見に行くな
　どの形で二人を引き合わせることが多い．見合いの結果，結婚を承諾するか断るかは，紹介者を通して伝
　える．見合いのときの紹介者が結婚式で仲人をつとめることが多いが，式はまた別の人に仲人を頼むケー
　スもかなりある．
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座敷　　日本式住宅の畳を敷いてある部屋を座敷と言う．都市部の個人住宅では，洋式の部屋が多くなっている
　が，来客の応対に使う部屋や老入の居室としては，座敷を作ることがよくある．本格的な座敷は，隣室と
　の間をふすま，廊下との間を障子で仕切リ，床の間と違い棚を作る．スペースが十分にとれない小さな部
　屋では，床の間を小さくしたり棚を省略したりした簡略なものも見られる．座敷では，床の間がある方が
　正面とされ，そこを背にする位置が上座，入り口に近いほうが下座になる．その場で最も上位の人が上座
　にすわることになる．
【場面②】見合いの後．雅広宅近くの公園．雄二と喜美子，歩きながら話す．
登場人物
　　沢木雄二
　　岸本喜美子
（男性．30歳．フリーカメラマン．おじ・沢木雅広の紹介で喜美子と見合いをした）
　（女性．26歳．MJストア勤務．父の友人・沢木雅広の紹介で雄二と見合いをした）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
雄二，昌「i寿子，歩いτいる．雄ニカs黙っτのるので，喜i寿子，話しだすノ
01’49”
了やや
02’37”
02’54”
喜美子（雄二をのぞき込んで）025沢木さんは，どんなお仕事が
　多いんですか．
雄二（喜美子をちらっと見る）026多いというと，……まあ，い
　ろいろ……．（またちらっと見て目をそらす）
喜美子　027はあ……．
　028あの，お仕事じゃなくて，ご自分のテーマもお撮りんなる
　んでしょう．
雄二　〇29ええ，一応……．
喜美子　030はあ……．031どんな，あのう，ものを？
雄二（前を向いたまま）032自然，かな．
喜美子　033あ，じゃ，風景とか，お花とか．034私も好きだ
　わ．
雄二〇35ほんとは，人間なんですけど．（喜美子をちらっと見
　る）036むずかしいですね．
喜美子　037人間．038むずかしいんですか．
雄二（喜美子をちらっと見る）039ええ，むずかしい．
喜美子　040はあ……．
筋があぐノ
喜美子　041私もよくカメラマンの方に商品の写真お願いします
　けど，そういう宣伝みたいなものっておきらいかしら．
雄二　〇42いや，そういうのもやっぱり入間だから．
喜美子（けげんな顔でやや考える）043自然のものをお撮りにな
　るんだったら，……，あのう，どんなところへいらっしゃるん
　ですか．
雄二（少し考えてから）044大雪山は……よかったな．045雪
　で．
喜美子（元気づいて）046あ，大雪は私，去年，入月に行きまし
　た．（思い出すように宙を見る）047雪の時期はきれいでしょ
　うね．048行ってみたいな．
雄二（言下に）049寒いですよ．
喜美子（少しがっかりする）050あ，沢木さん，暑い方がお好き
　なんですか．
雄二（首をかしげる）051いや，あまり暑いのはちょっと．
6豪業子，理解しかぬた麦僚ニノ（，」黙つτ歩き続けるノ
TO4（仕事のこと
　↓　を尋ねる）
TC2．1
　↓
　⊥
TO4（自分のテー
　↓　マについて
TC2．1尋ねる）
　↓
TC2．1
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TC2．1
　⊥
TO4（商品写真に
　↓　ついて）
TC2．1
TO4（撮影の場所
　↓　について）
　↓
TC2．1
　↓
　→（大雪へ行っ
　↓　たこと）
　↓
　↓
　→（暑い，寒い
　↓　のどちらが
TC2．1好きか）
都市部のか
なり大きな
公園．中央
に池．周囲
のところど
ころにベン
チ．石を敷
いた遊歩道．
木々は色づ
きはじめて
いる．
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【場面③】見合いの日の夕方．岸本家のダイニングキッチン．喜美子が母に，縁談を断るよう頼む．
登場人物
　　岸本喜美子
　　岸本貞子
　（女性．26歳．貞子の長女．沢木雄二と見合いをして帰ってきたところ）
（女性．50代．喜美子の母）
時間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
r糎ヂ，テーブルで赤鉛睾堺手κ資料を読％でいる．喜美デの邸貫い吻から雇グ，ガラス
　戸を開‘プるノ
03’42”
04’26”
母052あら，帰ってたの．（戸を閉め，買い物の袋を隣のいす
　に置く）
喜美子（目を上げず，資料に書き込みをしながら）053うん．
　054ね一え，やっぱり，ピンと来なかったわよ．
母055そう．（喜美子の向いに座り，両手をテーブルの上で組
　む）056沢木さん，ずいぶんほめてらしたのにねえ．
喜美子　057なんか，仕事のこときいても，はっきりしないし．
　058だいたい，自然の写真撮るっていうのに，（手振りで強調
　する）寒いのはいやで，暑いのもいやなんだって．（母を見
　る）
母059それは，だれでもそうじゃないの．
喜美子060こちらの話には乗ってこないし，何話していいか，
　困っちゃった．　（資料に書き込みながら）061写真の新人賞と
　る芸術家って，あんな人なのかなあ．
母（身を乗り出す）062へえ，賞取ってらっしゃるの．
喜美子（資料から目を上げて）063ね一え，やっぱりおじさまに
　お断りしといて．
母（やや乗り出し）064そうお．（勧めたそうに）065もう少し
　おつきあいしてみなくていいの．
喜美子（鉛筆を置き，指を組む）066結局お断りするんなら，早
　い方がいいでしょう．
母067だけどねえ，なんて言ったらいいのかしらねえ．（両手
　を首の後ろに回し，頭を抱え込む）
喜美子（また鉛筆を持ち資料を見ながら投げやりに）068なんで
　もいいじゃない．069私にはわからない人です，とか．（母を
　見て笑う）
母070そんなこと言えますか．（喜美子をにらむ．喜美子，笑
　う）
［D°L1
TO3．1（見合いの
↓　様子）←
←←←
←
←
←←
←
←
TO4（縁談を断る
↓　よう頼む）←
←
←←
→（断り方に困
↓　ること）←
←←←
⊥
ダイニング
キッチン．
中央にテー
ブル．その
まわりにい
す．壁ぎわ
に食器棚．
表現
　「だいたい～」（seg．14③一〇58，　seg．22①一〇〇5，　seg．24④一〇57，　seg．24④一〇58）それまでの文脈の中で
　　　提示されていたことがらより，さらに基本的で先に考慮されるべきであった問題を指摘するの
　　　に用いる．
　　　しばしば，聞き手または他のだれかを非難するために用いられ，そうでない場合も，話し手の
　　　いらだちや不快な感情を表現することが多い．
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【場面④】見合いをした日の夜．喜美子の母が沢木雅広に電話し，見合いを断る．
登場人物
　　岸本貞子　　（女性．50代．喜美子の母．沢木雅広は，夫の親しい友人）
　　沢木雅広　　（男性．50代．喜美子の父で貞子の夫である岸本智明の昔からの友人．喜美子の見合
　　　　　　　　いの相手・沢木雄二のおじ．見合いの仲人として，雄二と喜美子を引き合わせた）
　　岸本喜美子（女性．26歳．貞子の長女．雅広とは，子供の頃からの顔なじみ．登場するが，こと
　　　　　　　　ばは発しない）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
rゑ雄二のおじに縮しτのるノ
04’55’母（言いにくそうに）071あのう，せっかくお骨折りいただい　TO4（縁談を
　　　　て，こんなこと，（電話のコードを持つ）あの，ほんとにあれ　　↓　断る）
　　　　なんでございますが，あのう，……．　　　　　　　　　　　　↓
　　　　おじ（台にひじをつき，その手で受話器を持つ）072ああ，そう　　↓
　　　　ですか．073わたしもすっかり緊張しちゃったからなあ．　　　　↓
　　　母074あ，いえいえ，沢木さんにはほんとにお世話んなりまし　　↓
　　　　て．（頭を下げる）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　おじ　075いやいや，とんでもない．　　　　　　　　　　　　　↓
　　　母076ただ，何ですか，雄二さんはどうも芸術家でいらっしゃ　　→（断りの
　　　　るらしいなんて申しまして，あのう，……．　　　　　　　　　↓　理由）
r喜i寿子，そばへ来τ壁によグかかグ，叔を眉τい乏ずらつぽぐ笑つτいるノ
　　　　おじ　077はあ，はあ，合いませんかねえ．078あいつも何考え　　→（雄二の
　　　　てるのかわからんところがあるんでねえ．　　　　　　　　　　　↓　性格）
　　　母079いえ，喜美子の方こそ気のきかない子で，あのう，お気　↓
　　　　に召さないんじゃないかと……．　　　　　　　　　　　　　　↓
6喜業テi，肩7をすぐめτ笑ラノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TC2．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DC1．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DC2．3
おじ（体を起こし，大きな声で）080いやあ，そんなごたあな
い．081雄二の方は，ずいぶん乗り気でしてね．
母（ちょっと困った様子で）082あ，そうでございますか．（喜
美子をちらっと見る）083それは，……．
おじ（また声を落とす）084ま，喜美ちゃんがそういうことなら
しかたないですな．085こればっかりは．
母（ほっとして）086あ，ほんとに申し訳ございません． （電話
のコードを握る）087あの，お電話でほんとに失礼いたしまし
た．（頭を下げる）088先様へ，あの，どうかよろしく……．
　（頭を下げる）
おじ　089え，え，わかりました．　（うなずく）090じゃ，ま，
　これで．
母091あ，ごめんくださいませ．（頭を下げる）
　092また，改めまして……．（頭を下げ，相手が切るのを確か
　めて電話を切る）
∬歳鼓子をκらみ，喜美子，おど’プτおじぎをするノ
06’30’　（クレジット）
DC1．3
DC1．3
DC3．2
夜．明かり
のついた喜
美子の家の
外景．続い
て，玄関わ
きの下駄箱
の上の電話
をかける母．
表現
　「あれ（なん）ですが」（seg．14④一〇71）主張する内容を明確に言わず，相手が察してくれるのを待つ
　　　ことによって，表現態度をやわらげるために用いられる．主に話しことばで用いる方策である．
　　　seg．17②一〇62の「家賃もあれだし」も同様の働きを持つ言い方．
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セグメント　15提案をする
【場面①】10月下旬の平日の午後MJストアの会議室．喜美子が課内の企画会議に新商品を提案する．
登場人物
　　岸本喜美子　　（女性．26歳MJストアのマーケッター．課長・係長の部下．アメリア・奥田の先
　　　　　　　　　輩）
　　アメリア・ソリアーノ　（女性．26歳．フィリピン人．喜美子の少し後輩にあたる同僚）
　　杉田元樹　　（男性．40代後半．喜美子の直属の課長）
　　福崎　忠　　（男性．40代．喜美子の直属の係長）
　　奥田　誠　　（男性．20代前半．喜美子の後輩）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
儲丙の塗画会議ノ
00’03’課長（めがねを外す．係長に）001で，福崎さんはやはりお客様
　の層のことが気になるということなんですか．
係長（うなずきながら）002それなんですよ，（喜美子，アメリ
　ア，係長を見る）お客の層があんまり薄いんじゃつまんないっ
　て思うんですよね．
→（客層に
????????
θき尻」老べτある食器セツみを乙まい丈：かカハる．カチヤカチヤと躍グな戚）
喜美子　003あの，それは確かに重要な点ですが，（視線をそら
　す）ええ，そのことは既に検討ずみですし，結局，（係長を見
　る）商品開発の対象が明確になるほど，層は薄くならざるをえ
　ないわけですから，（課長を見て，手振りで強調する）その範
　囲内で（手元を見る）どれだけ対象のニーズを掘り起こせる商
　品であるかが問題になるのだと思いますが．
係長（うなずきながら，喜美子に）004そうそう，それはあるん
　だけど，（課長を見る）それにしてもこのデザイン，やはり気
　になりますよねえ．
乙奥嘘星　どうやっτも」鯨まら3弓
　向ぐノ
00’53”
ー????????????
ついて）
→（デザインにつ
↓　いて）
もτあまし，一嚇τ渋い疏喜美子，手でロを、方さえ下を
課長（咳払い）005どうですか．
アメリア（右手をあげる）006すみません，（資料のグラフが載
　っているページを示しながら）試作品アンケートの分析結果を
　前もってお配りしてありますが，それによれば，デザインの点
　では支持があると考えてよろしいと思います．
係長　007あ，（手元の書類の束を探しながら）う一ん，データ
　はそうも読めるだろうけど，（アメリアに）それはやはり数字
　に過ぎないんでね．
アメリア（係長に）008データは十分に信頼できると思います．
　（係長と喜美子を見比べながら）009岸本さんもおっしゃった
　ように限られた層ですが，結婚してすぐの若い夫婦を中心に強
　い反響があります．
喜美子（うなずく）010試作の前にスケッチをお見せした段階で
　も説明いたしましたが，（目で試作品を指す）こういった感覚
　の商品が今後かなり出ていくことになると思います．（課長を
　見る）
係長（喜美子に）011確かに説明は聞いたけど，（目で試作品を
　指す）こうして形になってみるとやっぱりねえ，売れるかなっ
　て感じなんだなあ，うん．
←
←←
←←←
←←
←
←
←
←←←
←←
→（売れるか
↓　どうか）←
6躾子，奥田から諦角品を」攻グ上’男手際」ξぐ鰯する．奨尻痴）んτ微めτのるノ
01’49潟奥田（やや乗り出して，課長に）012あのう，いいですか．（係
　長に）013これ，売れると思うんですけど．
係長　014君，（指で試作品を指す）これ使えるのかね．
奥田　015あ，すいません．（首をかしげながら頭を下げる）
　016だけど，このややっこしいとこがまたいいんです．（試作
　品を見て，係長を見る）
係長（奥田を見る）017ん？018なんなんだ，そら．（まゆを
　つり上げる）
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←←←←←←←←
会社の会議
室．壁に絵
とポスター．
テーブルの
上に電話機．
各自の前に
書類．奥田
の前に試作
品のアウト
ドア用食器
セット．
02’34”
02’45”
02’56旬
03’05丙
倶凪
課長（奥田に）019ふ一ん，好奇心を刺激するっていうことか
　な．
係長（課長を見て大げさに感心する）020あ，なるほど．021そ
　うですね．022それはあるでしょうね．
喜美子（係長に）023やはり，かなり若い層をねらった企画とい
　うことで，（顔を少し奥田の方に向けて指す）若い方の意見は
　参考にしてよろしいんではないでしょうか．
係長　024しかし，私だって永年の経験から言ってるんだから
　ね．
喜美子　025はい，おっしゃる通り，経験は貴重なものだと思い
　ますが，
係長　026うん．
喜美子（目を伏せる）027やはり客観的なデータもあることです
　ので．（言いよどむ．係長，口を結んで書類をめくる）
課長（テーブルの上で指を組み，一同を見回す．一同，課長を見
　る）028じゃ，まあ，上の方で最終的な判断はするわけだか
　ら，課としては一応承認ということでどうかな．
係長（頭を下げる）029あ，はい．
課長（喜美子に）030で，販売企画の方は，すぐ案が出ますか．
喜美子（課長を見る）031はい，ええ，あさってにはお見せでき
　ると思います．
課長（視線を外して）032あさってね．　（喜美子を見る）033じ
　ゃ，それで用意してもらいましょう．
　（喜美子，うなずく．課長，係長に）034あと，今日は？
係長　035え，特に……．（一同を見渡し）036ああ，何かあっ
　たかな．（一同無言なので，両手をひざに置いて課長に）037
　あ，特に無いようですが．
課長（全員に）038じゃ，今日はこれで．
　039お疲れ様．
係長・一同（頭を下げて，課長に）040あ，お疲れ様でした．
さっ｛さと」立ち上、がるノ
←
←
←
←
→（若い人の意見
↓　を尊重する提
↓　案）←
←
←←
←
←
←
TC1．2←
←
←
TO4（販売企画に
↓　　ついて）←
TC1．2
⊥
TO4（他　DC1．1
↓　の議題
↓　の有無）
⊥
　　　　DC1．1
　　　　DC2．1
　　　　DC2．1
表現
　「たしかに～ですが」（seg．15①一〇〇3，　seg．15①一〇11）「たしかに～だが／だけど／だけれど」などの
　　　形は，相手の発言内容や，一般に考えられていることがらなどを一応肯定した上で，それに反
　　　する主張をするために用いられる．この場合の副詞「たしかに」は，「が／けれど」などの逆接
　　　の形式と呼応して用いられる．
　「それはある」（seg．15①一〇〇4，　seg．15①一〇22）相手の発言内容などが，妥当であることを認めるく
　　　だけた言い方．
　「それにしても」（seg．15①一〇〇4）新しい話題を持ち出して談話の流れを変えるはたらきを持つ言い
　　　方．
　　　それまでの話の内容と全く無関係ではないが，それまで取り上げられていなかったことがらを
　　　持ち出すのに用いることが多い．
　「～ということで～」（seg．15①一〇23，　seg．20③一〇31，　seg．22①一〇24，　seg．22②一〇70等）前のことがら
　　　を理由や事情としてあげ，それに基づいて後のように考えたり行動したりすることを表す．自
　　　分の考えに対する漠然とした理由をあげるのに用いることが多く，改まらない話しことば的な
　　　言い方である．
　「～ことですので」（seg．15①一〇27，　seg．22①一〇26）その他「～ことなので」等のバリエーションが
　　　ある．
　　　理由を表す節につけて用いる．これを従属節として，後に結論や主張を表す主節を続けること
　　　もあり，このまま言いさしの形で文を終わることもある．いずれも，ある判断の理由を遠慮が
　　　ちにあげて，主張をやわらげる効果をもつ．
　「特に……」（seg．15①一〇35）「特に（は）ない／ありません」を省略したものと考えられ，問題にす
　　　る必要のあることが何かあるかどうかを尋ねられた時に，はっきりと否定することを避ける言
　　　い方．はっきりと否定してしまうと，そんなことは尋ねるまでもないつまらないことだ，と言
　　　っている印象を与える恐れがあるためにこのような表現が用いられる．「特に無いようです」（seg．
　　　15①一〇37）も同様の働きを持つ．「別に」は，よりくだけた言い方として同様に用いられること
　　　があるが，相手への配慮を含む度合いは「特に」より低く，失礼な印象を与えることがある．
一62一
【場面②】会議から数日後の平日の終業後MJストアの喜美子のオフィス．雄二の写真を宣伝ボスタ
　　　　ーに使用することになる．
登場人物
　　岸本喜美子　（女性．26歳．MJストアのマーケッター．アメリア・奥田の先輩）
　　アメリア・ソリアーノ　（女性．26歳．フィリピン人．喜美子の少し後輩にあたる同僚）
　　奥田　誠　　（男性．20代前半．喜美子の後輩）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
債美ヲ「，
03’23’
　アメグア，奥硯　それぞカのデ≒クで蝶しτのるノ
奥田（写真雑誌等を見ながら，首をかしげ，ため息をつく）041
　違うんだなあ．042なあんか無いかなあ．（宙を見る）
アメリァ（目を上げて隣の奥田を見る）043ああ，あのポスター
　の写真？
奥田（ちらっと振り向き）044そうなんです．（写真を見なが
　ら）045どれもなんか重たくて．（口をへの字に結ぶ）
アメリァ　046重たい？047どういうこと？
奥田　048う一ん，（首をかしげて少し考える）まじめすぎるっ
　ていうか……．
アメリア　049ふ一ん．（前の方を見て考える）
イアメグア，デズクのダ／き苗しカら鎮編を苗し，顯の載｝っτのるパ
03’57”アメリァ050これ，どう．051今日もらったの．（奥田に渡
　す）
奥田　052へえ．（体を少し引いて写真を見る）053う一ん，い
　いじゃないこれ．（顔を写真に近づける）054うん，いけるい
　ける．（にっこりする）055へえ．
TO4（ポスターの
↓写真を選ぶ）←←←
←
←←
←←
一ジをひらぐノ
　TO4（候補を提案
　↓　する）
TC2．2
　↓
　⊥
（奥田，アメリアをそっちのけにして立ち上がり，デスクを回って喜美子のそばへ）
04’20”
04’59”
奥田　056岸本さん，こんなの見つけたんですけど，こいでいき
　ましょうよ．（写真雑誌を喜美子の脇に置き，顔をのぞき込
　む）
喜美子　（別の仕事をしていたが，手を止め，奥田を見上げる）
　057え，なに，　（写真雑誌を取リながら）ええと，なんだった
　っけ．
奥田　058ほら，ポスター．
喜美子　059あ，そうか．（うなずき，写真を見る）
　060うん，いいんじゃない．
　（奥田を見る）061だれ，これ．
アメリァ　062沢木雄二とかいう人．063まだ若い人みたい．
喜美子（アメリアに）064沢木雄二，さん？（ぎくっとしたが，
　写真に見入りながら）065へえ，こんなの撮るのか．
奥田（顔をのぞき込んで）066あ，岸本さん，知ってるんです
　か．
喜美子　067ん，　（奥田を見て目をそらす）ううん．（ごまか
　す）
奥田　068あ，じゃ僕，連絡してみましょうか．
喜美子　069え，あ，そうね．（奥田を見て写真雑誌を返す）
（クレジット）
［：：：：：竃
　　　↓せる）
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　TC2．2
　　　→（写真
　　　↓家につ
　　　↓いて尋
　　　↓ねる）
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　TC4．2
　　TC2．2　DC1．1
デスクの上
に並んだ写
真雑誌．
表現
　「～っていうか」（seg．15②一〇48）直接の意味は，その言い表し方が適切であるかどうかわからない
　　　が，といったものだが，自分の考えをあいまいに述べるために用いられる．「～っていうか～っ
　　　ていうか～」のように文中に並列させて用いることもあるが，特に若い人の改まらない文体と
　　　して，文末に終助詞的に使う例が多く見られる．
　「～でいきましょう」（seg．15②一〇56）その物や方法を採用することを表すくだけた言い方．「今度の
　　　パーティはすきやきでいきましょう」のように用いる．
一63一
セグメント　16仲人を頼む
【場面①】2月下旬の日曜．沢木雅広宅の以前見合いをした座敷雄二と喜美子が雅広に仲人を頼む
　　　　　が，断られる．
登場人物
沢木雄二
岸本喜美子
沢木雅広
沢木　翠
（男性．沢木雅広の甥．雅広の引き合わせで喜美子と見合いをし，一度断わられたが，
その後婚約している）
　（女性雅広の親しい友人・岸本智明の長女．雄二の婚約者）
（男性．雄二のおじ．喜美子の父の友人．雄二と喜美子を引き合わせたが，見合いは
不調に終わっている）
（女性．雅広の妻．雄二のおば）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
乙方o，方ば雄二，喜業子卓を囲んでいる．方じ・雄二ぱあぐらをかのτのるノ
00’05”雄二〇〇1おじさん，今日はちょっと，えと，頼みがあって．
おじ　002仲人だったら，お断りだぞ．
雄二〇〇3おじさん，そう言わないで，頼みますよ．
喜美子　004あの，おじさま，私が前にお断りしたからなんです
　か．
おじ（喜美子に）005いや，そりゃもういいんだけどね……．
　006ま，私も改まった席は苦手だしね．（雄二に）007他の人
　にしろよ．
雄二　〇〇8だけどね，最初に僕たちを会わせたのはおじさんなん
　だから．
喜美子（雄二からおじに視線を移す）009ええ，おことばを返す
　ようですけど，わたしたちの実際のお仲人はおじさまです．
おじ　010いや，そらそうだけどね，（目を伏せる）どうも親類
　が仲人ってのは，ちょっとまずいんだよ．（お茶を飲んでいる
　おばに）011なあ．
おば（おじにうなずき，雄二に）012ええ，あまりないんですっ
　て．013あんたたちがそう言ってくれるし，（おじを顔で指
　す）おじさんもほんとはやりたいんだけどね．（茶わんを置
　く）
　014どなたか，（目を伏せて上げる）あ，雄二の写真の先生
　の，ええと，藤田先生．015あの方，どうなの．016でなきゃ
　（喜美子を見る）喜美子さんの会社の方とか．
おじ（雄二に）017そうそう，そういう，なんていうか，（両手
　を持ちあげて強調する）これから二入がお世話んなるような人
　がいいそ．
雄二（困った調子で，おじに）018それが，藤田先生はその頃外
　国へ行ってるって言うんで．
おば（テーブルの上で手を組んでいる．雄二に）019あら，そ
　う．　（喜美子に）020じゃあ，会社でどなたか．（喜美子，口
　をとがらせうなずく）
雄二（目を伏せて考える）021そうだね．（喜美子に）022じゃ
　あ，杉田課長あたりか．
喜美子（雄二を見る）023そうね．（目を伏せてから雄二を見
　る）024課長にお願いしてみる？
TO1．2（仲人を
TC2．2頼む）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
→（代わりの候
↓　補を提案す
↓　る）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓←
←
TC1．2
　↓
　↓
皿
seg．14①と
同じ背景．
イ中人
　結婚の仲立ちをして男女を結びつける役をする人を「仲人」と言う．仲人は夫婦でつとめるのが普通で
ある．仲人の主な役割は，双方にとって適当な結婚相手を紹介し見合いをさせること，双方の承諾・拒絶
の意思を相手方に伝えること，縁談がまとまれば婚約の印である「結納」の儀式を行うこと，結婚式にお
ける「媒酌人」として新郎新婦の介添えなどを勤めること，などであるが，さらに，結婚した後もその男
女にとっての親がわりとなっていろいろな相談にのったり援助をしたりするものとされている．恋愛結婚
が一般的になったため，自分たちで結婚を決めた男女が，結婚式の場でだけ仲人になってくれるよう年長
者に頼む例が多くなっている．このような形は俗に「頼まれ仲人」と言われている．仲人を頼む相手とし
ては，両親の知人や上司，当人たちの勤め先の上司，出身学校の先生・先輩などの例が多い．
一64一
【場面②】その週の火曜日の終業時．喜美子が課長に仲人を頼み，承諾を得る．
登場人物
　　岸本喜美子
杉田元樹
　（女性．MJストアのマーケッター．杉田課長の直属の部下．沢木雄二の婚約者．雄
　二は，以前，喜美子と見合いしたが断られ，その後，MJストアの宣伝ポスターの
　写真を担当し，その仕事がきっかけで婚約に至った）
（男性．MJストアの課長．喜美子の直属の上司）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
6終業のチャイ∠、力鳴る．3穿業う『，立ち上力「グ，課長のノ蕗二辺「つぐノ
01’42“喜美子　025課長，お急ぎのところすいません．（課長，見上げ
　る）026ちょっと，よろしいですか．
課長（眼鏡をとる）027うん．（周リを見る）028ああ．（顔で
　指す）029そっち行こうか．
6諌長，
　会議室にλるノ
01’56”
03’25”
1一DO3．2
DO5
DO1．1
．立ち上がる．喜美う弓菱く7「がっτ課長を遁乙，菱から続ぐ．ニノ（，先に会議をし走
課長（テープルの右側中ほどに座りながら）030さ，どうぞ．
　（喜美子，課長の向い側に座る）
喜美子（両手の指を組んでテーブルの端に置く）031あのう，実
　はお願いなんですが．
課長　032うん．
喜美子　033わたし，あのう，結婚することになりまして．
課長　034ほお，そうですか．035そりゃおめでとう．
喜美子　036あ，ありがとうございます．（頭を下げる）
課長　037いやあ，実は気になってたんですよ．038そろそろじ
　ゃないかと思ってね．
喜美子　039はあ．
課長　040で，お相手はどんな？
喜美子　041あの，課長もご存じの沢木さんなんですが．
課長　042ああ，あのカメラの．（喜美子，うなずく）043そう
　か，そらまた，いつの間に．044全然知らなかった．
喜美子　045あのう，実はわたし，あのお仕事の前から彼を知っ
　ておりまして．046実は彼とお見合いしたことがあって．（目
　をふせる）
課長　047ほう，なんだ，そう．
喜美子　048それもわたしの方から断っていたもので．
課長　049おやおや．
喜美子　050ええ，お仕事で一緒になってしまって，本当に困っ
　てしまったんですが．
課長　051そうでしょうねえ．052それで．
喜美子　053ええ，初めに見た彼の写真が，あのう，私の感じに
　ぴったりきて．
課長　054ふ一ん．
喜美子　055一緒にお仕事をしているうちに，（視線を左右に動
　かしながら）だんだん彼の考え方とか，感じ方とか，わかる気
　がしてきたんです．
課長（首を左右に振る）056う一ん，ドラマですねえ．
喜美子（照れて下を向く）057そんな．
　（改まって背筋を伸ばし，手をひざに置く）058……で，お願
　いなんですが．
課長（口をとがらし，不満の表情）059やめるんじゃないでしょ
　うね．
喜美子　060いえ．061お仕事は続けるつもりですけど．
課長　062うん．　（にっこりしてうなずく）
喜美子063あのう，実は課長にお仲人をお願いできたらと．
　064式は4月の18日なんですが．
課長　065仲人ねえ．（下を向いて考える）066う一ん，それは
　大変光栄だけど，僕なんかよりも，専務とか，でなけりゃ部長
LDO5
TO1．2（頼みごと
????? を切り出
す）
TO3．1（結婚する
???????←ことを伝
える）
→（相手につい
↓　て）
　↓
　↓
→（結婚のいき
↓　さつ）←
　↓
　↓
　↓←←←←
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TC3
　↓
TO1．2（依頼の本
↓　題に戻る）
　↓
　↓
　↓
　↓
TO4（依頼の内容
↓　を述べる）
　↓
　↓
set．15①と
同じ背景．
一65一
04’13”
04’32’
　にお願いした方がいいんじゃないかなあ．
喜美子　067あのう，普段あまりお話ししたこともない方にこん
　な時だけっていうのは，したくないと思ったものですから．
課長（笑いながら，内ポケットから手帳を出して一応見る）068
　日頃身近にいる者にということですか．（真顔になる）069じ
　ゃ，まあ，やらせていただくとして，帰ってにょうぼうにも相
　談しときますから．
喜美子（笑顔になり，頭を下げる）070あ，ありがとうございま
　す．071奥様の方がおよろしければ，今度あのう，二人で御自
　宅の方へおうかがいして．（言いさす）
課長　072うん，（手元を見て手帳を閉じる）そうですね．
喜美子073正式にというか，お願いしたいと思いますので．
課長　074え，じゃ，とにかくウチのに言っときます．
（クレジット）
　↓
　↓
　↓
　↓
TC2．2
　↓
　↓
　↓
TC4．2，　TO4（正式
↓　　な依頼の
↓　　しかた）←
皿
表現
　「～ところすみません」（seg．16②一〇25）他に「申し訳ありません」「恐れ入りますが」などの形もあ
　　　る．何かをしている相手に話しかけたり頼んだりするための丁寧な呼びかけとして用いられる．
　「なんだ」（seg．16②一〇47，　seg．18①一〇17）意外なことがらに対する軽い驚きを表す感動詞的な言い
　　　方で，くだけた文体で用いられる．「＊なんですか」などの形にはならない．
　「～と」（seg．16②一〇63，　seg。24④一〇66等）本来は「～と思います」「～と言えます」などの省略と考
　　　えられる．話しことばでは，引用をあらわす助詞「と」をこのように文末で終助詞的に用いる
　　　ことがしばしばある．「と」の前は，「です／ます」を含まない形になるのが原則である．一種
　　　の言いさしとして，主張をやわらげる効果があるが，場合により，その内容を自分の判断を含
　　　まない客観的事実として表現している印象を与えることもある．
一66一
セグメント　17結婚式場を決める
【場面①】前のセグメントに先立つ2月中旬の土曜日の午後．結婚式場相談所．雄二と喜美子が式場
　　　　　を予約する．
登場人物
　　沢木雄二　　（男性．喜美子の婚約者）
　　岸本喜美子　　（女性．雄二の婚約者）
　　結婚式場相談所係員　　（女性．50代）
時間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
6雄二，喜i寿子，デーブンレをな『さんで続貞「あ梧弄に櫃しτのる．願の後ろにコンどρユータ
　ー瑳宋ジ
00’01’
00’38旬
01’309
01’49”
係員（二人を見比べながら）001お式の方はキリスト教式，神
　式，仏式がございますが，どういう形がご希望でございます
　か．
喜美子　002あ，　（雄二に）神式でいいんでしょう．
雄二（うなずく）003うん．
喜美子（係員に）004だけど，神式でもできるだけシンプルに済
　ませたいんです．
係員　005はあ．（二人を見ながら，主に喜美子に）006それで
　すと，やはりホテル関係になりますですねえ．007神社ですと
　やはりお式の方に力を入れますので．
　008それで，ご披露宴は，何名様ぐらい？
喜美子　009一応80人のつもりなんです．
　（机の上のリストを見る）01080人だと，このホテル・サン
　ライズぐらいかしら．
係員　011そうでございますねえ．（端末を振り向き，キーをた
　たいて，ホテル・サンライズの画面を表示）0124月と申しま
　すと，ちょっと迫っておりますので，（二人の方にむきなお
　る）土曜・日曜はあまり空いておりませんですが．
喜美子（机の上のカレンダーを手に取る）013ええと，18日が
　土曜で，19の日曜か，あとは25，26の土日ね．（雄二を
　見て，係員を見る）
係員（手元のカレンダーを見て二人に）Ol425日のひは仏滅に
　なりますので，この日はちょっと．
喜美子（乗り出して端末の画面をのぞき込む）015あ，どうりで
　空いてるのね．（雄二に）016やっぱりまずいかなあ．
雄二〇17うん，（少し下を向いて考える）僕らはよくてもね．
喜美子　018そうね，（係員に）気にする人，多いかしら．
係員（うなずく）019はい，さようでございますねえ．（端末を
　振リ返ってから）020お昼にご披露宴でございましたら，18
　日が空いておりますですが．
喜美子021ええ，（雄二に）11時ごろから式で，12時ごろ
　から披露宴かな．（雄二，うなずく）022土曜なら来る人も次
　の日らくだし．
雄二　〇23うん，そうね．
喜美子（係員に）024じゃ，ここをとっていただけます？
係員　025はい．（用紙と鉛筆を取出し，喜美子の前に置く）
　026では，こちらにお書きいただけますか．
6喜寿子，記λずるノ
係員（端末に向かい，打ち込みながら）　027ホテル・サンライ
　ズ，4月18日の土曜日，11時からのお式，12時からご披
　露宴で，80名様．028お名前が，ええ，　（振り返って，喜美
　子が記入した用紙を見てから打ち込む）沢木様・岸本様．　（喜
　美子を振リ返る）029はい，お取りしてよろしゅうございます
　ね．
喜美子（うなずく）030はい．
係員　031はい．（キーを押す）
→（結婚式の
↓　様式）←
←←←
←
←
←←
→（披露宴の
↓　人数）
→（具体案の
↓　提示）←
←
←←
←←
←
→（日柄に
↓　ついて）←
←←
←←
→（代わりの案を
↓　提示する）←
←
←←
TC1．2
TC4．2←
TC1．1←←←
TC4．2←
←
⊥
壁に結婚衣
装のボスタ
係員の後ろ
にコンピユ
ー ター端末．
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結女昏式　　結婚に伴う儀式として，「結婚式」または「式」と呼ばれる宗教的な儀式と，「披露宴」とを行う人が
　多い．「結婚式」は，日本の神道の様式による神式の式を行う人が最も多く，主な結婚式場やホテルに
　は，神社の神が祭られた祭壇があり，神主がいることも多い．その他，キリスト教の教会で行うキリスト
　教式，仏教の寺で行う仏式など，さらに，宗教に関係なく結婚の誓いだけを行う「人前結婚式」なども行
　われることがある．日本人の中には，強い信仰を持つ人が少ないため，自分の宗教に基づいて結婚式の様
　式を選ぶよりも，好みで選択する場合の方が多い．神式の場合でも，ウェディングドレスやタキシードを
　着たり結婚指輪の交換を行うなど，厳密な宗教的儀式の形にはこだわらないことも多い．なお，結婚に関
　する習慣や伝統は，地域により，また，家庭により，非常に多様なものが見られる．
結女昏式場　　結婚式および披露宴を行う施設を備えた結婚式場が各地にあり，主なホテルや公共集会施設にもその設
備があることが多い．また，大きな神社も結婚披露宴会場を備えていることが多く，結婚式は，こうした
　場所で行われることが多い．こうした有名な結婚式場は，1年以上前に予約する必要があり，特に春や秋
　の日曜・祝日や大安の日などは，非常に混雑する．レストランなどを借りてもっと小規模なパーティをす
　るカップルもある．伝統的には結婚式は自宅で行われるのが普通であった．
仏滅　　中国の陰陽道で定められた六曜が日本でも知られている．そのうち，仏滅は縁起の悪い日で結婚式や祝
　いごとには不適当，大安は縁起の良い日で結婚式等にふさわしいとしたり，友引は「友を引く」ことか
　ら，この日に葬儀をすることを避けたりする習慣がある．こうした考えは迷信であって，捨てるべきだと
　する意見は強いが，実際にはかなり広く守られている習慣である．
【場面②】翌日の日曜日の午後．不動産屋の店．雄二と喜美子が新居を探しにくる．
登場人物
　　沢木雄二　　（男性．喜美子の婚約者）
　　岸本喜美子　　（女性．雄二の婚約者）
　　不動産屋　　（男性．30歳前後）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
碓宅停瀦を寿ら走喜業子，続のτ雄二，ノ（っτぐるノ
02’26”
02’47’
喜美子　032ちょっとすいません，これ，まだあいてます？（カ
　ウンターの前に座り，情報誌を見せる）
不動産屋　033いらっしゃいませ．（情報誌を見ながら筆立てを
　置きなおす）034ええと，ああ，それはちょっともう，入っち
　ゃったんですよね．（喜美子を見る）
喜美子（がっかりして）035あ，そう．
　（雄二に）036どうする．037他の，きいてみる？
雄二（喜美子を見て隣に座りながら）038うん，なんかあるか
　な．　（二人，不動産屋を見る）
不動産屋　039そうですね，（二人を見比べる）どういったとこ
　をお探しですか．
喜美子（情報誌をさす．不動産屋，のぞき込む）040これくらい
　の家賃で，ええと，やっぱり小田急で，新宿まで30分ぐらい
　のところがあれば．
不動産屋（後ろの棚からファイルを取りながら）041広さは2D
　K．
喜美子　042ええ，それ以上はないとねえ．（雄二と顔を見合わ
　せながら情報誌を閉じ，脇に置く）
不動産屋　043そうですねえ，だと，これと，こっちのぐらいか
　なあ．（ファイルを開き，二入の方に向けて置く）044あ，
　（思い出して別のファイルを出し，開いて見せる）これもどう
　かなあ．
DO1．2TO3．2［，。Lll（纏
　　　↓　す）
　　　↓
　　TC2．3
　TO5（他の貸家
　↓　を探す）
　↓
TO3．2
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　→（案を
　↓　示す）
　↓
　↓
新式の不動
産屋．物件
はあまり表
に張り出さ
ず，客はカ
ー ドやプア
ィルを見て
検討する．
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03’21’
04’11”
伍繊遷，
喜美子（2冊目のファイルを見ながら）045ええっと，これは一
　戸建ね．（不動産屋に）046各駅停車だと50分ぐらいかかる
　んじゃありません．
不動産屋　047え，そうですね．048急行でちょうど30分です
　ね．
喜美子（ひとリ言）049駅からも遠いのね．050バスで25分．
不動産屋　051ええ，だけど，新築の南向きで，（喜美子に）あ
　と，DKが8畳で広いんですよね．
喜美子　052う一ん，（雄二の前にあるファイルをのぞく．雄
　二，ファイルを喜美子に近づける）こっちはマンション．053
　駅からは近いのね．
不動産屋054そうですね．055これは各駅でも40分だし便利
　ですよ．
喜美子　056あ，そう．（もとのファイルの三つ目の物件を見
　る）057これ，小田急じゃないんですねえ．
不動産屋　058え，乗り換えて一つ目だから，まあ，それほど
　ね，変わんないっすよ．
喜美子（雄二に）059どうしようか．
雄二〇60うん．（喜美子の前のファイルの最初の物件を指し
　て）061この遠いのはやめようよ．062家賃もあれだし．
喜美子　063そうね．（雄二の前のファイルの他の二つを見る）
　064あとはこの二つね．
不動産屋（二人に）065なんだったら，両方ご覧になりますか．
　066今からすぐご案内しますよ．
喜美子（雄二に）067じゃあ，案内してもらおう．
雄二（うなずく）068うん．
　　ファイノレを房じτ動，カウンターから苗るノ
　　→（第一の案
　　↓　を検討す
　　↓　る）
　　↓
　　↓
　　↓
　　↓
　　↓
　　→（第二の案
　　↓　を検討す
　　↓　る）
　　↓
　　↓
　　→（第三の案
　　↓　を検討す
　　↓　る）
　　↓
　　→（意見を求
TC1．2　める）
　　↓
　　↓
　　↓
TC4．2，　TO4（下見
　　↓　　を勧め
TC2．2　る）
皿
【場面③】後刻．案内された空き家のマンションの一室．雄二と喜美子，下見をするが，断る．
登場人物
　　沢木雄二
　　岸本喜美子
　　不動産屋
（男性．喜美子の婚約者）
　（女性．雄二の婚約者）
（男性．30歳前後）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
r不逝麗　ドアを翻坑雄二と喜業子を期しτスっτぐるノ　　　　　　　（新居の候補
04’46’1喜美子（見回して）069は一ん，部屋は広いのね．　　　　　　lTO4を検討する）
雌二，，窓から糸をのぞき，窓に逝：づ力τ粛けると，すぐ厳面に燐家の壁菖美子の方を振グ
　匂ぐノ
雄二　〇70隣のうちが目の前だな．
喜美子（雄二の脇に来て外をのぞく）071あっ，ほんと．（左手
　をほおに当てる）072これじゃあちょっとねえ．
雄二（上目づかいに外を見上げながら）073こっちは南だから，
　日当たりも悪いんじゃないかな．
喜美子（外を見ながら）074あっ，そうか．
雄二（喜美子を見る）075やめようか．
喜美子（雄二を見返す）076うん．
仁ノ（，纏を苗るノ
→（隣家との
↓　距離）
　↓
　↓
　↓
　↓
TC1．2
皿
フローリン
グの床．開
け放したク
ローゼット．
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【場面④】後刻．案内された空き家一戸建雄二と喜美子，下見をするが，断る．
登場人物
　　沢木雄二　（男性．喜美子の婚約者）
　　岸本喜美子　（女性．雄二の婚約者）
　　不動産屋　（男性．30歳前後）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
優寿テ～拒，不i動躍の働ζスっτぐるノ
0520’1喜美子　077え，奥の部屋は台所通って行くわけ．
r喜婁子，向っτ左手のドアを虜％プでみると，溢室り
06’01”
喜美子078ふ一ん，（雄二を振り向く）お風呂入る時は，台所
　から入るのね．079変なの．
雄二（喜美子を見る）080使いにくいか．
喜美子　081うん．
　082どうする．
雄二〇83うん．（視線を落として少し考え，喜美子に）
　084もう少し見よう．
喜美子　085そうね．
　（不動産屋に）086じゃ，すいません，せっかくだけど．
不動産屋087そうですか．（室内を見回してから喜美子に）
　088この家賃ならお得だと思うんですけどねえ．
喜美子089え，（少し目を伏せてから）もう少し考えてからに
　するわ．
不動産屋（二人に）090じゃ，また，物件が出たら連絡さしても
　らいますから．
喜美子（目を合わさず，雄二と出て行きながら，気がなさそう
　に）091え，そうね．
（クレジット）
　　　（新居の候補
lTO4を検討する）
→（ふろ場の作り
↓　について）←
唖TO4（相談する）
　↓
TC1．2
皿TO2．2（断る）
　↓
　↓
　↓
　↓
TC4．2
　↓←
TC2．3
下に戸棚の
ついた流し
台．湯沸器．
湯ぶね．ガ
スの風呂が
ま．
表現
　「せっかくだけど」（seg．17④一〇86）文末の言いさしとして用いると，相手の提案を断る意思をやわ
　　　らげて伝える表現になる．seg．18②一〇54の副詞句としての用法も意味的には同様である．
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セグメント　18スピーチを頼む
【場面①】3月上旬の金曜日夜．炉端焼き屋．雄二が友人を披露宴に招待し，車を貸してくれるよう
　　　　　頼む．
登場人物
　　沢木雄二　　（男性．30歳．近々結婚を予定している．谷口の親しい友人）
　　谷口達夫　　（男性．30歳前後．フリーライター．雄二の親しい友人）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
r競力徽τいる．雄二と谷口，．猷iみながら話：乙τのるノ
00’05’
00’29”
碓二，
谷口（グラスを置き，枝豆を食べながら雄二をちらっと見て）
　001なんか，話でもあるのか．
雄二　〇〇2ああ，今度，結婚することになったんだ．（谷口をち
　らっと見る）
谷ロ　003ほお，お前もやっと一人前か．（焼き方の店員，ホッ
　ケの皿を大しゃもじに乗せ，谷口の目の前に出す．谷口，受け
　取りながら）004例の彼女か．
雄二（うなずく）005うん．
谷口　006で，いっ．
雄二〇〇74月じゅうはちんち．008披露宴やるんで，お前も，
　出てくれよな．（谷口の方を向く）
谷口（雄二を見る）009また急だな．010あ，でもだいじょぷだ
　よ．011出られるよ．
雄二　〇12それから，ちょっと頼みなんだけど．
谷ロ　013うん．（手を伸ばして醤油をとり，ホッケに醤油をか
　ける）
雄二　〇14車，貸してくれよ．
谷口（醤油をもどす）015いっ．
雄二　〇164月じゅうはちんちから10日ぐらい．
谷ロ（雄二を見る）017なんだ，車で新婚旅行いくの．
雄二（うなずく）018うん．019海外旅行なんかより，国内でも
　ゆっくり回ってみたいって，彼女が．
谷ロ　020ふ一ん．021で，どっちの方．　（ホッケをむしる）
雄二　〇22山陰から九州，四国．　（チューハイを一ロ飲む）
谷ロ　023へえ．（雄二を見る）024お前の車は．（ホッケを食
　べる）
雄二　〇25ちょっと小さいだろ．
谷口　026そうか．027車はいいけど，その代わりといっちゃな
　んだけど……．（はしを置き，チューハイを一ロ飲む）
雄二　〇28何？
谷ロ　029いや，たいしたことじゃないんだ．　（グラスを．置く）
　030山陰から九州の旅行記事書かなきゃいけないんだ．（雄
　二，うなずいて聞いている）031それ，お前書け．（右手で雄
　二を指さす）
雄二〇32え，（驚いて谷口の方へ向き直る）おれあ，文章だめ
　さ．
谷口　033写真つけて，（指を振って強調する）メモでいいんだ
　よ，メモで．（ホッケを食べる）
雄二（大声で）034お前，新婚旅行で仕事はないだろ．
谷口　035そこを何とかさ．（箸で雄二を指す）036彼女に手伝
　ってもらえ．037頭いんだから，彼女．
雄二（ムキになって早ロで）038仕事とかそういうの，全部忘れ
　に行くんだからさ．
谷口　039甘い甘い．（チューハイを飲む）
雄二　〇40じゃもう，車はいいよ．　（すねて正面を向き，ひじを
　ついてチューハイを飲む）
谷口（笑いながら雄二の肩をたたく）041ん，いいよ，いいよ．
　042使えよ．
灘差7で谷ρを嘉τ笑ラノ
TO2．1←
TO3．1（結婚するー?ー??????ー?ことを伝
える）
TO4（披露宴に招
　　く）
ー??????
TO1．2（車を貸し←←←←←←←←←←←←←てくれるよ
う頼む）
→（条件をつけ
↓　る）←←←←←←←←
←
←←
←
←
←
←
　↓
TC2．2
TC2．2?
炉端焼き形
式の飲み屋．
カウンター
に並べられ
た材料．は
ちまき・は
っぴの焼き
方．客の前
には，品書
き，醤油な
どの調味料．
グラスと料
理のさら・
小鉢．料理
を出すのに
大しゃもじ
を使う．
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新女昏旅そテ　　結婚式を終えた新婚夫婦が，いっしょに旅行に行く習慣があり，「新婚旅行」と呼ばれる．結婚式の
　後，すぐに出発することが多い．観光地などを数日程度の日程で回ることが多いが，最近は，海外へ行く
　ことも一般化している．
表現
　「ちょっと頼みなんだけど」（seg．18①一〇12）依頼を切りだす前ぶれとしての表現．ごく親しい相手
　　　に対する男性語的な言い方で，同じく女性語的なくだけた言い方としてはseg　18②一〇48「お願い
　　　があるんだけどな」などがある．より改まった形としては，「お願いなんですが」「実はお願い
　　　があるのです」
　「少々お願いしたいことがございまして」など，さまざまなレベルのものが考えられる．いずれも，
　　　唐突に依頼を持ち出すことを避け，相手に心の準備をさせるための前置きとして用いられる．
　「～といっちゃなんだけど」（seg．18①一〇27）自分の発言を不適当なものとして扱って見せること
　　　で，主張をやわらげる言い方．より改まった形としては「～と言ってはなんですけれど」「～と
　　　申してはなんでございますが」などがありうる．いずれも，話しことばで用いられる，やや親
　　　しみをこめた言い方である．
【場面②】翌週の月曜日の昼休み．MJストア近くのビル周辺のベンチ．喜美子がアメリアに披露宴で
　　　　　のスピーチを頼む．
登場人物
　　岸本喜美子　　（女性．26歳．MJストア勤務．アメリアの少し先輩に当たる同僚）
　　アメリア・ソリアーノ　（女性．26歳．MJストア勤務．喜美子の後輩）
時間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
r違寿子とアメグア，歩のτきτベンデ仁」屹ん葡堕るノ
01’44”
01’5r
喜美子　043その後に行った不動産屋さんがとてもいい人でね．
　044絶対遊びに来てね．
アメリア　045来月の18日ね．046もう絶対出席させていただ
　くわ．
喜美子　047ほんと，ありがとう．
　048それでね，お願いがあるんだけどな．
アメリア049なに．
喜美子　050会社の仲間の代表で，スピーチしてほしいの．
アメリア（驚いて体を引く）051ええっ，わたしが．
喜美子　052そ．
アメリア　053だめよお．054せっかくだけど，他の人にして．
喜美子055どうして．056お願い．
アメリア　057だってわたし，そんなとこであいさつするほど，
　日本語上手じゃないし，日本の結婚式だって初めてだもの．
喜美子　058そんなにかたく考えなくていいのよ．059わたしに
　ついて，アメリアが思っていることを，何でも話してくれれば
　いいのよ．
アメリア　060でも，やっぱり，……（下を向く）
喜美子　061だって，仕事の上でわたしを一番知っているのは，
　アメリアなんだから．062ね．
アメリア　063う一ん．064だけど，（ちょっと下を向く）でき
　るかしら．
喜美子　065できる，できる．066大丈夫．
アメリア　067そんな．（体を引く）
　068何言えばいい？069岸本さんは，すごいやり手で？
喜美子（笑いながら）070やり手はよくないな．071あ，（ちょ
　っと下を見て）それに，そういう時は，名字じゃなくて名前で
　言うんじゃないかな．
アメリア　072あ，じゃあ，喜美子さんは？（喜美子，うなず
　く）073ああ，喜美子さんは，すばらしいアイデア・ウーマン
　で．
??????????????←←←← ←←←←←←?←←
↓（披露宴に
↓　招く）
TC2．2←
TC3
TO1．2（スピーチ
　　　　を頼む）
→（できるかどう
↓　か）←←
→（スピーチの
↓　内容）←
←
←←←
オフィス街
のビル周辺
のオープン
スペース．
植え込みが
あり，ベン
チが置かれ
ている．
昼休みに食
事に出たO
L．制服の
上にカーデ
ィガンをは
おり，財布
を持ってい
る．
一72一
喜美子074やだ，はずかしい．（左手でアメリアの腕を軽くた
　たき，口に手を当てて笑う）
アメリア（ちょっと見回して）075あっ，初めに，本日はおめで
　とうございました．076ございます？077どっち？
喜美子078ええと，ございます，かな．
アメリア　079じゃ，そうね，ええと……．
????←ー??????
【場面③】4月18日土曜日午前11時45分ごろから，午後3時ごろま“Cホテルの結婚式場．雄
　　　　二と喜美子の結婚披露宴が行われる．
登場人物
　　アメリア・ソリアーノ　（女性．フィリピン人．MJストア勤務新婦・喜美子の同僚）
　　来賓　　（男性．写真協会理事．乾杯の音頭をとる）
　　司会者　　（男性）
　　披露宴出席者（いずれも登場するが，発言はしない）
　　　沢木雄二（新郎）　岸本喜美子（新婦）　杉田元樹（喜美子の直属の課長．媒酌人）
　　　沢木雅広（雄二のおじ）　沢木翠（雄二のおば）　岸本智明（喜美子の父）　岸本貞子（喜美
　　　子の母）　奥田誠（喜美子の同僚）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
佛オ・岸本両家の按露宴受付繊記娠し臓を≠渡す出瀦．会場殉部獅・雄二，新
　婦’醗子，．λ場．撒ス・杉膿長あいさつ．ケー芋カッ♪ノ
04’1γ　来賓　080新郎雄二君と新婦喜美子さんの前途を祝しまして，
　　　　杯．
　　　一同　081乾杯．
6聯色直乙の走め退場．談笑し走〃スピー〉を廟ぐ雌者．多醐・
05’07質司会　082それでは，新婦喜美子さんのよき同僚でいらっしゃる
　　　　　アメリア・ソリアーノ様からおことばを頂戴したいと存じま
　　　　す．083ソリアーノ様，どうぞ，お願いいたします．
rアメグァ，立ち上が〃，マイクの蕨く．一厩拶手．アメグア，一礼するノ
05’28”アメリア（新郎・新婦に）084喜美子さん，雄二さん，本日はお
　めでとうございます．（二人に礼）
　（出席者に）085わたしが喜美子さんと一緒にお仕事をさせて
　いただいて，もう4年近くになりますが，いつも，喜美子さん
　のアイデア・ウーマンぶりには感心させられています．086で
　も，最近の喜美子さんのアイデアの中には，雄二さんからヒン
　トをいただいて生まれたものが，実はあったんです．087ちょ
　うど今店頭に出ております「シワトールU」というスプレー
　が，これは服のシワをとるものなんですが，これが喜美子さん
　の企画なんですね．
雌二，喜美子，ぼぽ莞んでアメグアを．眉τいるノ
088おふたりがお付き合いし始めてから，雄二さんの上着のシ
ワがだんだん増えていったんだそうです．089つまり，上着を
クリーニングに出してしまうと喜美子さんに会いに行けない，
新しい上着を買いに行く時間があったら，喜美子さんに会いた
い，と言うんだそうです．（出席者一同，笑う）090「シワト
ールU」の「U」がどういう意味か，これでおわかりいただけるんじゃないでしょうか．091もちろん，雄二さんの「U」な
んですね．
092こんなに優しくて，アイデアまで提供してくださるすばら
しいだんな様がいらっしゃれば，ご家庭も，お仕事も，ますま
す充実なさると思います．
（新郎・新婦に）093喜美子さん，雄二さん，どうかいつまで
もお幸せに．
094そして，わたしたちとも，いいお友達でいてください．
r一鳳拍手．アメグZ花をしτ滅に戻るノ
［DO1・2
TO4（エピソード
↓　の紹介）←
←
←←
←
←←
←
←
←
←
←
←
←
TC1．1←
⊥
c：〕
披露宴会場
の受付．記
名帳．祝儀
袋．
披露宴会場．
金びょうぶ
を背にした
新郎新婦と
仲人夫妻．
そばのテー
ブルにウェ
ディングケ
ーキ．テー
ブルの上に
花．会場の
隅にエレク
トーン．一
方の端に司
会者の台．
新郎はタキ
シード．新
婦はウェデ
イングドレ
スにブーケ
を持つ．年
配の女性の
留袖．
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披露宴　　結婚に際して，　「式」または「結婚式」と呼ばれる宗教的な儀式に続いて，「披露宴」を行うのが一般
　的である．式に参列するのは，「新郎新婦」の親族など限られた少数の人々だが，披露宴には，友人，学
　校の恩師，勤め先や取引先の関係者なども招かれるのが普通である．新郎新婦が出席者を招待して食事を
　出す形が最も多い．会の内容は，初めに仲人が新郎新婦の経歴等を紹介し，それぞれの恩師や勤め先の上
　司など，年長の人物が「主賓」として祝いのことばを述べ，同じく年長の出席者が音頭をとって一同で
　「乾杯」をし，食事をしながら，何入かの出席者が祝いの「スピーチ」をしたり余興として歌を歌ったり
　した後，新郎新婦自身または両親があいさつをする，といった順序が一般的である．食事の間に，新婦や
　新郎が席をはずし，服を着換える「お色直し」をすることも多い．招かれた人は，結婚式の前日までにお
　祝いの品物またはお金を直接届けるか，祝儀袋にいれたお金を当日持参するものとされている．こうした
　披露宴のかわりに，友人を中心とする場合などは，出席者から会費を集め，簡単なパーティを開いて結婚
　を祝うこともある．
表現
　「～たいと存じます」（seg．18③一〇82）希望を表す形をとっているが，相手に依頼したり指示を与え
　　　るきわめて丁寧な言い方として用いられる．「～たく存じます」は，さらに丁寧な形である．
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4． ユニット 4 意見の違う人に
（セグメント　19　～　24）一
問いかえし・反論一
　　　　　　　　　　　このユニットでは，人のことばに対する反論のさまざまなやり方や，相手のユニット4の概要
言フことがよくわからなかった場合などの問いかえし方を扱っている．
　相手と異なる意見を述べることは，それ自体が摩擦を起こしやすい行為であり，相手との上下・親
疎などの関係，話の内容，その場の状況などさまざまな要因を考えあわせて，言い方を選ばなければ
ならない．「確かにその通りですが……」といった前置きをすることもあれば，相手の発言を受ける際
の「はあ」「う一ん」などの応答を否定的な気の進まない口調で言うことで暗に不賛成の意を表したり
することもできる．このユニットには，そういった配慮をする人，しない人，同じ人でも，する場合，
しない場合が，数多く描かれている．やわらげの配慮をしないのはどういう時，どういう相手や場面な
のか，配慮の有無によってどのような印象が生まれるかなどに注目して学習を行うのが効果的であろ
う．
　また，相手のことばを問い返す例も多く扱われている．わからないことばが出てきた時，話の展開
についていけなくなった時，どうも互いの理解がくい違っているらしいと気づいた時に，不安な点を
確認する方策を身につけることも，学習者にとっては重要な学習項目である．
主な登場人物
　　黒川　隆
篠塚善子
三浦　健
門田久雄
北野　恵
張　麗華
黄　　力
（男性．50歳前後新興大規模団地に住むメーカーの技術系管理職．門田・篠塚・三
浦とはテニス仲間）
（女性．50代なかば．団地に住む主婦）
（男性．20代後半．団地近くの酒店主の息子）
（男性．60代なかば．団地に住む定年退職した公務員）
（女性．20代なかば．団地内にある保育園の保母）
（女性．20代後半．中国人．団地近くの下宿に住む大学院留学生）
（男性．30歳前後．中国人．同じ下宿に住む大学院留学生）
場面一覧
　セグメント　19イベントを提案する
　　場面①　9月初旬の金曜日夕刻．竹山台駅から団地への道．黒川，帰宅の途中，配達中の三浦に会う．
　　場面②　翌土曜日の朝．竹山台団地の一角にあるテニスコート．黒川，門田，篠塚，三浦，テニ
　　　　　　ス談議をする．
　　場面③　同じくテニスのプレー後クラブハウスの中．三浦，イベント開催を提案する．
　セグメント　20相談をまとめる
　　場面①　9月第2週水曜日の午後5時半ごろ．団地内保育園の前．北野，保育園からの帰り道，
　　　　　　受け持ちの子供に会う．
　　場面②　その直後．保育園に近い商店街にある三浦の店．北野，買い物に寄り，イベントの相談
　　　　　　に誘われる．
　　場面③　その夜7時半すぎ．団地内集会所．一同，集まってイベントの相談をする．
　セグメント　21打ち合わせをする
　　場面①　9月下旬の水曜日夕刻．竹山台ニュータウン文化センター管理事務室の窓口前．黒川，
　　　　　　シンポジウムとバザーの会場を予約する．
　　場面②　同日午後7時半すぎ．団地内集会所．バザー会場のレイアウトと係の分担を相談する．
　セグメント　22　交渉をする
　　場面①　9月末の土曜日午前中．袋物問屋の店内．一同，バザーの目玉商品にするため，品物を
　　　　　　選び，値段の交渉をする．
　　場面②　10月初旬の平日午前．シンポジウムの司会を依頼した大学教授の研究室．三浦，北野，
　　　　　　シンポジウムについての打ち合わせをする．
　セグメント　23会場の準備をする
　　場面①　バザー前日の会場．篠塚，仕切り壁の色に注文をつける．
　　場面②　同じバザー会場の一角．黄，風邪をひいたらしく，病院へ行くことになる．
　　場面③　後刻．渡辺病院．黄，張に付き添われて診察を申し込む．
　　場面④　後刻．渡辺病院の診察室．黄，医師の診察を受ける．
　セグメント　24討論をする
　　場面①　10月28日．バザー会場．篠塚，バザーに招待した夫の上司夫人と話す．
　　場面②　同じバザー会場．篠塚，バザーに来た高校の同級生と話す．
　　場面③　同じバザー会場．篠塚，品物についての苦情を聞く．
　　場面④10月29日．シンポジウム会場．敬語に関する討論が行われる．
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セグメント　19　イベントを提案する
【場面①】9月初旬の金曜日夕刻．ニュータウンに近接する私鉄竹山台駅出口から団地への道．黒川，
　　　　　帰宅の途中，配達中の三浦に会い，あいさつを交わす．
登場人物
　　黒川　隆　（男性．50歳前後．竹山台団地に住むメーカーの技術系管理職．三浦とはテニス仲間）
　　三浦　健　　（男性．20代後半．団地近くの酒店主の息子）
時間 発話者・文番号・’ 発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
働め耀〃の」黒侃灘1〃を苗，揃ロータグーを鍾グ，屈勉方匂に歩ぐ．灘わきで遼ワゴ
ン車丈ど一ルのケースを禽んでいる三薦鳥〃／を眉τ声をかけるノ
00’35’三浦（ビールのケースを持ち上げている）001ああ，お帰んなさ
　い．
黒川（振り向き，足を止める）002ああ，どうも，
　ああ，明日でしたね．
三浦　003は．
黒川004それじゃ．（軽く会釈し，歩いて去る）
DO1．2「，。Ll
TO4（約束の
⊥確認）
㏄1．3
郊外の私鉄駅
前．改札ロ．
乗車券の自動
販売機．歩道
のガードレー
ル．ロータリ
ー．停車中の
タクシー．行
きかう人々．
止めてある自
転車．横断歩
道．
酒屋の配達．
ビールのケー
ス．
【場面②】翌土曜日の朝．竹山台団地の一角にあるテニスコート脇からクラブハウス．黒川，門田，
　　　　篠塚，三浦，テニス談議をする．
登場人物
　　黒川　隆
　　門田久雄
　　篠塚善子
　　三浦　健
（男性．50歳前後．団地に住むサラリーマン．門田，篠塚，三浦とはテニス仲間）
（男性．65歳前後．団地に住む定年退職した公務員）
（女性．50代なかば．団地に住む主婦）
（男性．20代後半．団地近くの酒店主の息子）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
了プレー47のノ｛々を，馴願！班．三薦繊んκ眉τいるノ
01’00’
r4ス，
r4九，
01’30”
三浦（門田の背中越しに）005ラケットを引くのが遅いんですよ
　ね．
門田（少し声をひそめて篠塚に）006あれなら，我々の方がうま
　いなあ．　（篠塚，笑い返す）
黒川（一同に）007う一ん，篠塚さんもずいぶん上手んなったし
　ねえ．
篠塚（黒川に）008あらあ，あたし，当たるだけよ，飛ばないん
　だもん．（一同，笑う）
鋪を脚，用冥を浮っτクラブン、ウス仁向かっτ歩ぐノ
門田　009いやいや，半年であれだけ打てれば，たいしたもん
　だ．
篠塚（汗を拭きながら，振り返る）010まあ．
クラプン）クズにスグ，Zコど一のベンデ湯翅に嚇クを摩ろすノ
門田　011いい汗かいたな．（ウーロン茶を買いに立っ）
三浦（どっかと腰を降ろす．ボールを持って，回したりついたり
　しながら，篠塚に）012そうだ，（ボールを持った左手で篠塚
　を指す）テニス大会，出てみたらどうですか．（黒川，篠塚，
　タオルで汗を拭く）
黒川（やや乗り出す）013え？テニス大会って，老人会の？
三浦（黒川の方に乗り出す）014老人会なんて，（手を振って強
　調する）シルバー・ソサエティって言うんですよ．
門田（ウーロン茶の缶を持って戻ってきて，ペンチに座る）015
　老人なんだから，老入で結構．
黒川（門田に）016ああ，いや，門田さんのテニスも，さすがべ
TO4（テニスの腕
↓　前の批評）←
←
→（篠塚の上達に
↓　ついて）←←
??????
TO4（大会出場を
　　　勧める）ー????
→（老人会という
　　名前）ー??ー?ー???
大規模団地
の全景．高
層マンショ
ン．街路灯．
広い車道．
行きかう車．
金網で囲っ
たテニスコ
ー ト．ラケ
ットを持ち，．
ボレーの練
習をする人．
トレーニン
グウェアで
タオルやラ
ケット，着
替えなどを
持った四人．
テニスボー
ルの音．
クラブハウ
ス．鉢植え
の木とテレ
ビ．中央に
ベンチとテ
ー ブル．
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02’02’
　テランですなあ．
門田（少し反り返る）017いやいや．
篠塚（立ち上がり，門田に）018亀の甲より年の功．（洗面所入
　り口の鏡を見て，髪に触れる．一同，笑う）
黒川　019篠塚さん．
門田（右手を缶にかけ，篠塚に）020いやいや，篠塚さん，ほん
　とに出てみませんか．（黒川，たばこを吸いはじめる）
三浦（篠塚を見上げる）021門田さんとダブルス組んで，ねえ．
門田　022そうだねえ，　　 　　　　　　　　（左手を振って篠塚を指す）こういう強
　力新人となら，けっこううまくいくんじゃないかなあ．（顔を
　左右に振る）
篠塚　023あらあ，新人だなんて，うそばっかり．（ポーチとタ
　オルを持って洗面所の方へ去る．3人，見送りながら，笑う）
←
←←
←
←
→（再びテニス大
↓会出場の勧め）←
←←
←
←
⊥
団地　　ひとつの敷地内に，3～4階以上の中高層の集合住宅がたくさん建っているものを団地という．大都市
の周辺には，都市に通勤する人々を収容するための団地が次々に建設され，いわゆるベッドタウンを形成
　している．団地の住民は，他の土地から移り住んできた人々が圧倒的に多いため，住民同士のつながりが
弱く，団地の周辺に古くから住んでいる住民との接触も少ないことがひとつの特徴とされている．
表現
　「さすが」（seg．19②一〇16，　seg．21②一〇33）語としての意味は，その相手や対象について，以前から
　　　高い評価を持っていて，その評価にふさわしい行為をしたり性質を示したりしたことに感心し
　　　た，といったものである．ほめことばとして用いることが多い．
　「うそばっかり」（seg．19②一〇23）主な使い方のひとつは，ここに見られるように，自分についての
　　　ほめことばなどを打ち消して，謙遜したり恥ずかしがってみせたりするものである．その他に，
　　　相手がいったことが信じられない，といった軽いからかいの意味を表すこともある．いずれも，
　　　きわめて親しいレベルの会話で用いる言い方で，相手の発言が嘘である，という意味ではなく，
　　　ふざけて逆らってみせる態度を表す表現である．
【場面③】同じくテニスのプレー後．クラブハウスの中．三浦，イベント開催を提案する．
登場人物
　　黒川　隆
　　門田久雄
　　篠塚善子
　　三浦　健
（男性．50歳前後．団地に住むサラリーマン．門田，篠塚，三浦とはテニス仲間）
（男性．65歳前後．団地に住む定年退職した公務員）
（女性．50代なかば．団地に住む主婦）
（男性．20代後半．団地近くの酒店主の息子）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
6黒％戸瓶三滅ベンデκ座っτ力る．ロど一のデレどに微祭〃の媒力峡っでのるノ
02’19’
02’45”
黒川（面面を見ながら）024お，お祭りの季節ですか．（三浦，
　門田，テレビを見る）
門田　025ああ，みこしねえ，なつかしいねえ，よくかついだも
　んですがねえ．
黒川　026いや，わたしもやりましたよ．
門田　027今じゃ，こんな団地じゃ，みこしもありませんからな
　あ．
三浦（手の中でテニスボールを転がす）028だけど，いいでしょ
　うねえ，みんなでおみこしかつぐなんて．　（右手でかつぐしぐ
　さ．黒川，たばこを吸っている）
門田　029そりゃそうですよ．（たばこを取り出すが，空なの
　で，パッケージをひねりつぶす）030なんたってあんた，仲
　間，って感じんなるしね．（たばこを買いに立つ）
三浦　031そういう（左手を振って切りながら）「連・帯・感」
　みたいのが，ないんですよねえ．032まあ，僕は毎日店にいる
TO4（みこしにつ
↓　いての思い）←←←←←←
←
←←
←
←
→（現状について
↓　の感想）
テレビの上
にビデオデ
ッキ．そば
に雑誌の棚．
観葉植物の
鉢．
テレビの画
像は，祭り
の風景．川
沿いの柳並
木をみこし
が進んでい
く．はっぴ
はちまきの
人々．大う
ちわ．
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04’03’
　から感じるのかなあ．（宙を見てから目を伏せる）033会社に
　行ってる人たちは別にこれでいいのかもしれませんね．（黒川
　を見る）
黒川　034ああ，（首を少し傾げながら）でも，たまには，みん
　なでなにかやってみるのもいいかもしれんよ．035お祭りじゃ
　なくても，イベントとか．
三浦（考え込む）036ううん，（顔をあげる）そうですね．（明
　るい口調で）037黒川さんたちが一緒にやってくれるんだった
　ら，できるかも知れないですね．（黒川，ほほえんでうなず
　く）
篠塚（戻ってきて座りながら）038何のおべんとですって．
三浦（振り向く）039え？お弁当？040おべんとじゃなくて
　（左手を振る）イベントですよ，イベント．（篠塚，うなずい
　て座る）
門田（戻ってきて座る．篠塚に）041団地で何か行事をやったら
　って話ですがね．
　042どうせやるなら，お祭りがいいなあ．
篠塚（少し乗り出し，いやそうな口調で）043だって，おみこし
　もないんでしょ．044あったって，かつぐ人いないわよ．
三浦（篠塚に）045だから，もっと違ったことならどうですか．
　（少し考える）046ううん，展覧会とか，（前を見て，また篠
　塚に，手を振って強調しながら）あ，コンサートとか．
篠塚　047そんなの，考えたり準備したり誰がやるの？（少し体
　を引いて）048あたしはできないわよ．
三浦　049そうですかあ？（黒川，門田の方に向く）050やっぱ
　り，自分たちの住んでるところですからねえ．（前の方を見て
　考えながら）051食べて寝るだけじゃなくて，こう，（手を軽
　く振って篠塚に）文化，ってことがあってもいいんじゃないか
　なあ．（篠塚，ため息をついて脇を見る）
門田（三浦に）052文化なら，お祭りだって立派な文化ですよ．
篠塚（一同に）053でもねえ，この辺もいろんな人がいるから，
　まとまんないわよ．
　（思い出して乗り出す）054そうそう，外国の人だってね，い
　るんだし．
黒川　055ああ，あの中国の人ね．　（少し乗り出す）056・あの人
　たち，何してるんだろう．（門田，たばこを出し火をつける）
三浦（黒川に）057大学院の学生さんだそうです．058コンピュ
　ーターやってるみたいですよ．
黒川　059へえ，いいじゃないですか．　（門田に）060その人た
　ちも入ってくれれば，おもしろいじゃないですか．　（三浦の方
　に向き直る）
三浦　061そうですよ．　（一同を見回しながら）
　062ねえ，自治会の方には僕が出してみますから．063このメ
ンバーが実行委員になって．（篠塚，気の進まない顔で前の方
を見る．三浦，黒川，門田，互いに顔を見合わせ，やや乗り出
　す）
門田　064そうだねえ．065ま，素人がどれだけできるかわから
　んがね．
三浦（一同を見回しながら）066じゃ，今度，一度集まりましょ
　う．（篠塚に）067来週の水曜，どうですか．（篠塚，ちらっ
　と三浦を見てため息をつく）
偏蹴のτのるノ
04’42”　（クレジット）
←←←
→（行事をするこ
↓　との提案）←
←
←←←
↓TO3．2（話の内
↓↓　容を尋ね
↓↓　　る）
↓↓
↓↓
↓⊥←
TC2．2←
←←←
TC2．2←←
←
←
←
←
←←←
→（近所の外国人
↓　のこと）←
←←←
→（再び行事の提
↓　案）←
TC2．2
TC4．2←
←
←
TC2．2←
TC4．2←
←
表現
　「だけど」（seg．19③一〇28）本来は，それまでに述べられたことに反する内容を述べる逆接の意味を
　　　表すが，ここでは単に，それまでの話題を違った角度から取り上げる意図を表している．「しか
　　　し」にも同様の働きがあり，「だけど」に比べてやや改まった会話で用いられる．
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セグメント　20相談をまとめる
【場面①】9月第2週水曜日の午後5時半ごろ．団地内保育園の前．北野，保育園からの帰り道，受
　　　　け持ちの子供に会う．
登場人物
　　北野　恵　　（女性．20代なかば．竹山台団地の中にある保育園の保母）
　　男の子　　（保育園で北野が受け持ちの子供．帰宅後，母親と買い物に行く途中，北野に会う）
　　母親　　　（男の子の母親．子供を連れて北野に出会い，会釈してすれちがう）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
儲寛シヨルダーバツグをかσ深龍冒の厳を歩のτいる．母親と5、歳ぐらいの男の子力樋
　る．襯蹴互のに会釈するノ
゜ぴ゜オ 錺子゜°；註と鷲鑑：　　　　D°L2；1｝：；コ
保育園の庭
の遊具など．
【場面②】その直後保育園に近い商店街にある三浦の店．北野，買い物に寄り，イベントの相談に
　　　　　誘われる．
登場人物
　　三浦　健　　（男性．20代後半．酒店主の息子．なじみ客の北野に秘かに思いを寄せている）
　　北野　恵　　（女性．20代なかば．団地内の保育園の保母）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
願，やや歩の乙醒の店にノ（る．願で三r滅砺ばさみを手κ，雄評べの堤砲旋グ
　句いτ塀を夏るノ
00’21”
仁ス，
00’47”
01’19’
三浦　003あ，先生，いらっしゃい．　（寄ってくる）
北野　004こんにちは．
　（棚を見回して）005お味噌とね，それからゴマ油お願いしま
　す．
三浦　006はい．（手前の棚からゴマ油のびんを取り，かがんで
　奥の棚から味噌のパックを取る）007ええと，お味噌は，赤い
　のでしたよね．
北野（少しかがみ込んで）008ええ．009でも，この前の，なん
　かからすぎたから．
三浦010あ，じゃあ，こっちの，試してみて下さい．（別のパ
　ックを取り，北野に見せる）011割と甘口になってますから．
　（北野，うなずいて受け取る）
レ、ジの所く行ぐノ
三浦（品物をポリ袋に入れながら）012そうだ，先生，今夜，な
　にか予定ありますか．
北野（首を軽く横に振る）013いいえ，別にないけど．
三浦　014じゃあ，よかったら，団地の人たちの相談の会がある
　んですけど．（ちょっと横を見て）015なんかイベントやろう
　って話で．（ポリ袋をカウンターに置く）
北野（三浦を見る）016ええ一，どんなイベント．
三浦　017そら，まだ，今夜相談するんですけどね．018とにか
　く，　（右手を小さく振りながら）みんなでできるようなこと
　を，考えようって．
北野　019そう．（ややためらいがちに，笑顔で）020じゃ，え
　え，相談だけなら．
三浦　021あ，そうですか．（いかにもうれしそうに）022よか
　った．
　023僕ね，あれどうかと思うんですよ．024あのう，先生たち
　が交替で話をして，それからみんなで質問したりするやつ．
北野（考えながら）025ああ，あの，シンポジウム？
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DO1◆1，　DO2．1［DO2．1
TO4（買物を
　↓　する）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TC1．2
　↓
⊥
TO3．2（イベント
↓　　の相談に
↓　　誘う）←
←
←
←←
←
←
TC2．2←
TC3←
→（イベントの
↓　内容につい
↓　て）
酒屋の店．
棚に並んだ
酒びんや食
料品．
レジスター
のあるカウ
ンター．後
ろの棚に酒
類のびん．
三浦（北野を指でさして）026そうそう．027とにかく，「文・
　化」っていえるようなのがいいんだけどなあ．
北野028ふうん．（ちょっと脇を見て考える）
　（思い出して）029あ，今夜，場所は？
三浦　030あ，団地の集会所に7時半です．（北野，うなずく）
　↓
　↓
　↓
　→（場所を尋ね
皿ユる）
【場面③】その夜7時半すぎ．竹山台団地内の集会所．一同，集まってイベントの相談をする．
登場人物
　　黒川　隆
　　門田久雄
　　篠塚善子
　　三浦健
　　北野　恵
　　張　麗華
　　古山省二
（男性．50歳前後．団地に住むメーカーの技術系管理職）
（男性．60代なかば．団地に住む定年退職した公務員）
（女性．50代なかば団地に住む主婦）
（男性．20代後半．団地近くの酒店主の息子）
（女性．20代なかば．団地内保育園の保母）
（女性．20代後半．中国人．団地近くの下宿に住む大学院留学生）
（男性．40歳前後．団地に住む事務系サラリーマン）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
㎝況戸賜三滅獺概醐麗婁まっτ騨を囲み，話しτいるノ
01’44”
r一鳳
02’07’
02’55’
03’45’
三浦（一同を見回しながら）031ということで，やはり，地域の
　文化を創造しながらですね，ま，連帯意識を持とうっていうよ
　うなことで，やってみたらどうかと．　（北野，三浦をちらっと
　見てうなずく）032その，お祭りも面白いんですけど，こう，
　遊びよりはですね，もうちょっと，　（一度視線を落とし，門田
　たちの方にかがみ込んで）う一ん，やっぱり文化的にと．
やや沈熟り
黒川　033うん……．　（一同の様子を見まわして，苦笑しなが
　ら，三浦に）034で，具体的にはどんなことになります？
三浦　035それが，あの，　（ことばにつまり，お茶を飲んでいる
　北野に助けを求める口調で）先生，なんでしたっけ．
北野（湯のみを持ったまま）036シンポジウムでしょ．
三浦（安心した表情で）037ああ．
篠塚　038シンポジウムって，あの学者の？（いやそうな口調
　で）039そんな，無理よ．040寝ちゃうわ．
門田（腕を組んだまま心配そうな口調で）041うん．042それよ
　り，派手にお祭りやったほうが盛り上がるんじゃないかなあ．
三浦（困った口調で）043いえ，あのう，そんな固い話じゃなく
　てですね．みんなが興味があって，えと，こう，気楽に聞ける
　テーマってあるとおもんですよ．
北野（黒川に向かって手をあげて）044あの，すいません．045
　地域活動でシンポジウムやったりって，割とあるみたいで．
　046もちろん，専門的なことじゃなくって，地域の歴史とか文
　化財とか，　（篠塚に）それから子供のこととか取り上げる・と，
　（門田に）興味持つ人も多いんじゃないかと思うんですけど．
黒川　047うん，（うなずく）案外こう，（篠塚，門田の方に）
　地域生活っていうんですか，気にしてる人，多いかもしれない
　ですね．048僕ら，ただ普段は帰って寝るだけだけど，子供た
　ちにとっちゃここがふるさとってことんなるんだしねえ．　（北
　野，うなずく）049もっとこう，積極的に関わらなくちゃと
　は，（三浦，北野の方に）みんな思ってるんじゃないのかな．
門田（少し体を起こしながら）050ほう，そら，まあわかります
　ね．051そいじゃ，ま，（やや前に乗り出す）おみこしはあき
　らめますか．
篠塚（不満そうに聞いていたが，急に思い出し，笑顔で）052そ
　れからね，さっきチャンさんと話してたらね，前，日本語学校
　でバザーやったのが，とってもよかったんですって．（張に）
↓（イベントの
↓　内容を提案
↓　する）←
←←
→（具体的な内
↓　容）
　↓
　↓
　↓
　↓
→（シンポジウ
↓ムへの反対）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
→（シンポジウ
↓ムへの賛成）←
　↓←
←
←←
←
←←
TC2．2←
←
TO4（バザーの提
↓　案）←
団地の集会
所．部屋の
隅にたんす．
中央に座卓
力Vいくつか
並べられ，
その上に茶
わんや菓子．
周囲に座ぶ
とんを敷き
すわってい
る人々．
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04’35”
04’53’
05’45’
　053ねえ．
張（篠塚に）054はい．　（三浦，北野の方に）055留学生は，い
　ろいろ，買いたいものがありますけど，日本は物が高いですか
　ら．（見回して，首を振りながら）056着るものとか，それか
　ら冬になると暖房器具とか，安く買えればとても助かるんで
　す．
北野（張に）057そうですよね．058どこのうちでも，まだ使え
　るけど要らないものとか．
篠塚（大きくうなずいて北野に）059あるのよねえ，ほんと．
　（一同に）060バザーに出しちゃえば，うちん中の整理にもな
　るし．（北野にささやく）061うちの旦那も出しちゃおうか
　な．（北野，肩をすくめて笑う）
門田（篠塚に）062しかしさ，そんな古着みたいなもの，みんな
　買うのかね．
篠塚（少しムキになって背すじをのばす）063古着じゃないの
　よ．064割といいもの，しまいこんでるもんなんですよ．（北
　野に）065ねえ．（北野，笑いながらうなずく）
黒川（一同を見回す）066ええ，じゃ，さっきの，シンポジウム
　ですか？それとバザーを両方ということにしましょうか．067
　自治会も予算は出すだろうけど，バザーで収益があれば助かる
　し．（古山に）068古山さん，いかがですか．
古山（気のない様子で）069あ，よろしいんじゃないですか．
黒川（古山にうなずいて，一同に）070それと，バザーの会場で
　ですね，何かこう屋台か模擬店のようなもので，食べ物でも売
　ってみたらどうですか．071少しはお祭りの雰囲気も出るかも
　知れないし．
門田（勢いこんで，目を細め，首を前にのばす）072屋台．073
　いいですねえ．074綿あめとか，焼きそばとか．
張（門田に）075すみません，やたいっていうのは．
篠塚（相手をたたくように手を振って）076ほら，夜になると駅
　前に出るじゃない．077おでん屋．
張078あ，わかりました．
　（一同に）079ギョウザでよければ，（門田に）「屋台」です
　か，（黒川の方に）出しましょうか．
門田（つぶやく）080お祭リにギョウザか．（少し考えて，黒川
　に）081ふんふん，でも，まあ，いいかな．
黒川（大きくうなずく）082ええ，チャンさんのせっかくの提案
　だし，第一，本場のギョウザでしょう．083ぜひお願いしまし
　ょうよ．（北野，大きくうなずく．一同，手をたたく）
（クレジット）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TC1．2
　↓
　↓
　↓
　↓
TO4（屋台を出す
↓　提案）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓TO4（ことば
　↓TC2．1　‘こつし、
↓　↓　て尋ね
↓遡る）
→（屋台を出す
↓　申し出）
　↓
TC2．2
TC2．2
　↓
．↓．
表現
　「～っていうんですか」（seg．20③一〇47）疑問の形をしているが，聞き手に尋ねる意味はない．自分
　　　の用いたことばが適切であるかどうか自信がない，そう言ってよいかどうかわからないがとに
　　　かく，といった含みを表す話しことば的な言い方である．
　「～っていうのは……」（seg．20③一〇75）低くのびるイントネーションで言うと，それに関する説明
　　　を求める表現になる．「～っていうのは何ですか」などを言いさしたものと考えられる．「～と
　　　申しますのは……」などのバリエーションがあるが，いずれも，少し遠慮がちに相手の教えを
　　　願う態度を表す．
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セグメント　21打ち合わせをする
【場面①】 9月下旬の水曜日夕刻．竹山台ニュータウン文化センター管理事務室の窓口前．黒川，シ
ンポジウムとバザーの会場を予約する．
登場人物
　　黒川　隆　（男性．50歳前後．竹山台団地に住むサラリーマン．団地自治会の行事としてシンポ
　　　　　　　　ジウムとバザーを企画する実行委員）
　　文化センター係員　　（女性．40代）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
碓事rを」昇退しτきだ劇1£ノ叉っτきτ，奥のデンクに句っτいる願仁声をカじけるノ
00’02’
6鰍〃力
　例を眉τ記スするノ
00’38’
黒川（窓口にかがみこむ）001すいません，10月の21んちと
　22んちは，講堂と大会議室は空いてるでしょうか．
係員（ゆっくり顔を上げ，窓口のカウンターに近づき，カウンタ
　ーの下から会場使用申込用紙を出す）002こちらになります
　ね．
黒川（用紙を受け取って見ながら）003ええと，これは．
係員（さえぎって，手でカウンターの横を指す）004そちらに記
　入例があります．
「そちらを眉る！臨仁，願，窓’ρを働τ首分のデズク仁房る．黒
黒川（書き終わり，窓口にかがみ込んで用紙を指す）005ええ
　と，ここは何を書くんでしょう．
係員（手を止め，黒川を見，ゆっくりと立って窓口に近づく）
　006記入例の通りに書いてください．
黒川（記入例を見てから，とがった声で）007該当するのがない
　んです．
係員　008何，なさるんですか．
黒川　009団地自治会の行事で，シンポジウムとバザーをやるん
　ですが．
係員　010自治会．　（黒川の手から用紙をとって見る）
　011二百人も集まる行事は，もっと早く知らせていただかない
　と，予約が入ってしまいますからね．
黒川（じっとにらんで，とがった口調で）012ですから，いつが
　空いてるか教えていただきたいんです．
係員（デスクに戻り，スケジュール表を見る．目を上げず）013
　10月22日の大会議室は予約が入っています．
黒川（乗り出す）014じゃ，28んちと29んちはどうですか．
係員（次のページをめくって見る．目を上げないまま）015大会
　議室はその日は空いています．
黒川　016講堂は？
係員（黒川を見る）017講堂はいつも，使う入がいませんから．
黒川　018空いてるんですねっ．
係員（黒川をにらみつけて）Ol9空いています．
黒川（ひとりごとで）020ええと，そうか……．
　（係員に）021じゃあ，その日を取ってください．（係員，表
　に記入する）
DO1．2，　TO3．2（会
?????
←←←?
場を予約
する）
→（予約用紙を書
　　かせる）
㏄＆1﹈
況むっとしなカ「ら
DO1．2，　TO4（書き←←←??????
方を尋
ねる）
→（使用の内容を
↓　尋ねる）←
←
←
←
→（空いた日を
↓　尋ねる）
TC2．1←
TO3．2（別の案を
↓　　　出す）←
←
←
←
←
←
TC1．2
⊥
地域文化セ
ンターの窓
口．低く小
さい窓口に
ガラス．そ
ばに資料や
記入例．奥
は事務室．
事務机の上
に書類．
表現
　「～になります」（seg．17①一〇〇6，　seg．21①一〇〇2等）断定を避け，やわらげながら結論を述べる言い
　　　方．時間の経過に従って変化するという「なる」の本来の意味は失われている．相手の意向や
　　　周囲の状況を考慮すると，そのような結論が導かれる，といった気持ちを含む．場合により，
　　　そうなってしまうことが気の毒である，といった気分を含むことがあり，逆に，そうなってし
　　　まうのは相手の責任だ，といった非難を含むこともある．
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【場面②】同日午後7時半すぎ．竹山台団地内の集会所．一同が集まって，バザー会場のレイアウト
　　　　と係の分担を相談する．
　
隆
雄
子
健????
　
　
久
善?????
物????????人黒???????
?
登
（男性．50歳前後．団地に住むメーカーの技術系管理職）
（男性．60代なかば．団地に住む定年退職した公務員）
（女性．50代なかば．団地に住む主婦）
（男性．20代後半．団地近くの酒店主の息子）
（女性．20代なかば．団地内保育園の保母）
（女性．20代後半．中国人．団地近くの下宿に住む大学院留学生）
（男性．30歳前後．中国人．団地近くの下宿に住む大学院留学生）
（男性．40歳前後．団地に住む事務系サラリーマン）
時間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
㎝Zβ瓶三薦繊概醐，麗責～棄rまっτ話：しτのる．三薦触のテーブ
　ノ〃仁カーノぐの並んだ●場1児攻〃図を置き，蠣に安っτレイアウ♪を説多9しτのるノ
01’48”三浦（見取り図を指す）022ええと，バザーの会場はこんな風
　に，ええ，そっちが入り口で，通路を中央にとって，こちらが
　衣類，こちら側が雑貨類と．023それから，食品も若干出るか
　もしれないんで，出てくればこの辺にして，チャンさんたちの
　ギョウザの店は，その近くでどうかと思うんですね．
篠塚（気のりのしない口調で）024ねえ，なあんか，スーパーみ
　たいねえ．（古山に）025古山さん，そう思わない．
古山（図を見回して）026そうですねえ，確かに．
門田　027それと，（見取リ図を指す）レジが入り口のところだ
　と，出る人と入る人がぶつかっちゃわないかなあ．
三浦（門田に）028あ，それは一応だいじょぶだと思んですけ
　ど．
篠塚　029だけど，こんな風に（手で指しながら）何はここ，何
　はここって，分けちゃうと，（北野に）なんだか味気ないわよ
　ねえ．
北野（ほほえんでうなずく）030ええ，やっぱりお祭り気分で来
　ていただくんだし，色々見て歩いて楽しいっていうのも大事だ
　と思うんですよね．（三浦を見てから図を見る）031こんなと
　こにこんなのがあったって．
三浦（テーブルの図を見ながら）032そうかあ．（北野に）033
　さすが先生，いいこと言うなあ．
　034だけど，じゃ，（古山に）どんな風にしましょうか．
古山（図に目を落として）035あ，いやあ，レイアウトもこれ
　で，むずかしいですよねえ．
（一同，やや手詰まりで沈黙）
03’10’黒川（図を見ながら）036ううん。　（三浦に）037ええと，三浦
　さん，出口は奥の方にもあるんでしたっけ．
三浦　038ええ，（見取り図を指す）ここですね．
黒川　039ああ．040水道は（ひざを立てて乗り出し，見取り図
　を指す）その隅？
張（見取り図を指す）041はい，ギョウザはやはりそのそばがい
　いですね．
黒川　042ああ．（テーブルに両手をついて中腰のまま，張・黄
　に）043ええ，火はどうするんですか．044ガス？
黄045ええ，プロパンガスを持ち込みます．（一同，うなず
　く）
篠塚（黄に）046油が飛ばないかしらねえ．
黄（篠塚に）047あ，あの，すい鮫子なんですよ．
門田（不審そうな口調で，黄に）048水鮫子ですか．049中国じ
　ゃ，焼かないんですか．
張（門田から一同を見回して）050焼き鮫子もありますけど，水
　鮫子か蒸し鮫子が普通ですね．
↓（レイアウトの
↓　提案）←
←
←
→（レイアウト案
↓　への反対）←
←←
←
←←
←←
←←←
←
TC2．3←
TO4（具体案を求
↓　める）←
→（条件を確認す
↓　る）←←
←
→（鮫子の店の
↓　都合）←
←
←←←
←
→（鮫子の種類に
↓　ついて）←←
先と同じ集
会所．テー
ブルの上に
会議室の見
取り図．そ
の上にバザ
ーのコーナ
ー名を書い
たカード．
まわりに湯
のみや灰皿．
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04’02”
04’41”
05’19”
黒川　051ああ．
　（図を見て考える）052ええと待てよ．（乗り出してカードに
　手をのばす）053ギョウザは動かさないほうがいいと．
　054こんなんで，どうかな．（左手をテーブルにつき，右手で
　カードを動かす）055出口はどこかなあ，なんて，ちょっとほ
　ら，通路も曲げちゃって．
三浦（見取り図を見ながら）056なるほどね，これで目玉のお買
　い得品をこの奥にでも置けば．　（手で指し，門田の方を見る）
門田（賛成して）057うんうん，篠塚さん，どうです．
篠塚（うれしそうににっこりする）058ええ，こんならいいんじ
　ゃない．
古山　059いやあ，よかったですねえ，ヘヘへ．（一同を見回
　す．一同，白い目で古山を見る．古山，首をすくめる）
黒川（あわてて）060じゃ，これはいいとして，係の分担の方，
　いきましょうか．（座る）
三浦（一同に）061そうそう，会場の掲示，門田さんにお願いし
　ましょうよ．（字を書く手ぶり）062字がすっこいお上手なん
　ですよ．
門田（手を横に振り，いかにもうれしそうに）063いやいやあ，
　とんでもない．064私なんか．（にこにこする）
篠塚（にっこりして，一同に）065そうよね，門田さん書いてく
　だされば，その分，経費も浮くし．
三浦（篠塚に）066篠塚さん．（申し訳なさそうに，門田に）
　067いや，そんな意味じゃないんですよ．
門田（手を前に出しておさえる手振り）068いやいや，そんな意
　味も含めてということで，書かせていただきますよ．
黒川（門田に）069いやあ，申し訳ありません．070よろしくお
　願いします．（頭を下げる）
北野（黒川から一同を見回して）071それから，シンポジウムの
　方の係も決めていただきたいんですけど．
三浦　072ううん，あと，仕事が決まってないのは．（一同を見
　回して，古山を見る．一同も同じく古山を見る）
古山　073私はもう，なんにも能の無い人間でしてねえ．
r一鳳■ごのβで醐を嘉る．古砲」亨をすぐめ，ン冒回すノ
05’39”　（クレジット）
TC2．3
⑳4（代わりの案
↓　　を出す）←←
←
TC2．2
TC2．2←
TC3←
TC4．1，　TO4（係の
↓分担を決める）
→（掲示を書く
↓　係）←
←←←←
←←
TC2．2←
TC3←
→（シンポジウム
↓　の係）←
←
TC2．2
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セグメント　22　交渉をする
【場面①】9月末の土曜日午前中．袋物問屋の店内．一同，バザーの目玉商品にするため，品物を選
　　　　　び，値段の交渉をする．
登場人物
　　門田久雄　　（男性．60代なかば．竹山台団地に住む定年退職した公務員．イベントの企画実行委員）
　　篠塚善子　　（女性．50代なかば．団地に住む主婦．同じく実行委員）
　　三浦　健　　（男性．20代後半．団地近くの酒店主の息子．同じく実行委員）
　　北野　恵　（女性．20代なかば．団地内保育園の保母．同じく実行委員）
　　袋物問屋店員　　（男性．30代）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
θ『瓶三薦編綴願を栢手に，
00’05”
　　　　　　　　　　　　　　　デイパック，
北野（ウェストポーチを持ち，隣の篠塚に見せる）001篠塚さ
　ん，これなんかいいんじゃありません？（篠塚を見る）002大
　きさもね，たっぷりしてるし．
篠塚003ええ？そうねえ．（手に取って見て，首をかしげる）
　004この赤っていうのがねえ．005あたし，だいたい赤系統は
　あんまり似合わないのよ．（北野を見る）
北野　006あ，色違いもあるんですよ．007ほら．　（台の上から
　水色のを取り，見てから渡す）
篠塚（受け取る）008そうねえ．　（ウェストに当ててみる）009
　どう？（北野を見る）
北野（バッグをのぞき込んでから，篠塚を見る）010え，お似合
　いですよ．011若く見えて，いいんじゃないかな．
篠塚（北野を見て，うれしそうに）012若く見える？（バッグを
　見回しながら）013だけど，あたしがこういうのすると，スイ
　カにハエがとまったみたいなんだもん．
ウェスんボー〉安どを選んでのるノ
↓（バザーの商品
↓　を選ぶ）←
←
→（自分に似合う
↓　かどうか）←←
←←
←←←←←
ぴヲ田三滅吹き苗す．搦～こと離つま〃，ニメをκらZ｝㌧麟，下を句ぐノ
00’57”
門田（笑いながら篠塚に）014別に，篠塚さんがお買いんなるわ
　けじゃないんだから．
　（店員に）015これ，けっこう人気あるんでしょ．
店員（門田を見る）016え，この辺が今，一番よく出てまして．
門田（北野に）017じゃあ，これにしましょ，ね．
北野（門田に）018そうですね．019保育園のお母さんたちも，
　よくこんなの使ってますから．　（篠塚を見てから三浦を見る）
三浦020それじゃあ，（手元を見る）ウェストポーチはこれ，
　デイパックは（振り返リ，後ろの壁にかかったデイパックを指
　す）さっきのあの紫のやつでいいですね．（一同を見回す）
篠塚（壁のデイパックを見ながらうなずく）021うん．
　（三浦に）022あとは，値段よね．
三浦　023ええ．（店員に）024まあ，そういうわけで，バザー
　の目玉商品ってことで，ひとつ，勉強してもらえると．
店員（三浦に）025はあ．026ま，地元のみなさんのことです
　ので，（篠塚に）もう格安にさせていただきたいと思います
　が．
篠塚（店員に）027三割ぐらいにはしてもらえます？
店員（篠塚に）028三割．029それぐらいでしたら．
篠塚　030ほんとはもうちょっとってところだけど，まあ，それ
　ぐらいで，（他の3人に）どう？
三浦（目を伏せ，考えながら，不満げな口調で）031三割引きで
　すか．（店員に）032もう少し引いてもらえますよねえ．
篠塚（三浦に）033違う違う．034三割は三割よ．035だから七
　割引き．
店員（あわてて篠塚を見る）036え，あ，それは，いや，七割引
　き．037そらあちょっと．（首をかしげ，顔をしかめる）
←
←
→（評判を尋ね
↓　る）
TC1．2
TC2．2←
TC1．1←←
TC2．3
TO4（値段の交渉
↓　　をする）←
←
←
←
→（具体案を
↓　出す）←←
←
←
←←
←
←
袋物問屋の
店内．壁に
かけ並べら
れたバッグ
やデイパッ
ク．ウェス
トポーチ．
エプロンを
かけた店員．
デイパック．
一85一
02’19男
篠塚（不審そうに，店員に）038なんなの？
店員　039え，あの，ええ，あ，他の販売店さんの手前もありま
　すので，あのう，そんなにはちょっと．（顔をしかめ，目を伏
　せる）
篠塚（突っかかる口調で）040あら，格安っていったでしょ．
　041それぐらい何よ．（北野に）042ねえ．
店員　043しかし，七割引きってのは，あまり，むちゃくちゃで
　すよ．
篠塚　044むちゃくちゃとは何よ．
門田（顔をしかめ，篠塚を手で制しながら）045まあまあ，（店
　員に）とにかくここはね，商売抜きということで，考えてみて
　はくれませんかね．
店員（下を向いて考える）046はあ，それではね．（一同を見回
　す）いっそですね，店の名前を出していただけるんでしたら，
　宣伝のためということで，一定数無料でご提供ということで．
北野047あ，ポスターなんかにお店の名前も出すんですね．
篠塚　048いくつぐらいいただけるの．
店員（篠塚に）049ええ，それはちょっと社長にも相談しません
　と．
篠塚（他の3人に）050あ，じゃ，あたし達からも社長さんにお
願いしましょうか．
店員（困った表情で）051あ，いえ，それは結構ですから．
三浦（店員に）052すいません．
　053よろしくお願いします．
門田（店員に）054ま，あんたも大変でしょうけど，よろしくた
　のんます．
←←
←
←
←
←
←←
←←
←
←
→（代わりの案を
↓　出す）←
←
→（条件を尋ね
↓　る）
表現
　「ひとつ」（seg．22①一〇24）何かを頼む文の中で用いる．自分に対して特別な好意をもって配慮して
　　　くれるよう頼む意味を表す．親しみを表すので，上位の相手に用いるには注意を要する．
　「～とは何よ」（seg．22①一〇44）相手の発言に，とうてい容認できないものとして強く反発する言い
　　　方．「何よ」は女性語的で，この他「何だ」「何ですか」などの形がある．これらの形が用いら
　　　れる会話は，すでにけんかである．
　「いっそ」（seg．22①一〇46）それまでの話の流れから予想されることや一般に普通と考えられるもの
　　　とは大きく違った案を提出する時に用いる．場合によって，やや投げやりな態度を表すことが
　　　ある．
【場面②】10月初旬の平日午前．シンポジウムの司会を依頼した大学教授の研究室．三浦，北野，シ
　　　　ンポジウムについての打ち合わせをする．
登場人物
　　三浦　健
　　北野　恵
　　笹原千恵子
（男性．20代後半．竹山台団地近くの酒店主の息子．イベントの企画実行委員）
（女性．20代なかば．団地内保育園の保母．同じく実行委員）
　（女性．50代．大学教授．文化人類学専攻．シンポジウムの企画・人選と司会を依
　頼されている）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
仁三就北野～シンポジウムの願力’ち●わせに来τいる．三滅庭7ぐなっτきちんと肥か
　’プ，↓砺手をひざにぞろえτのる．概ひざのノfック⑳上仁両手を勘τいるノ
02’56”三浦　055この度は色々とお手数をおかけしまして．056おかげ
　さまで，なんとかイメージもはっきりしてきましたようで．
笹原（三浦に）057はい，この新しい地域社会の人間関係という
　のは，わたくしどもにとっても非常に興味があって，　（北野
　に）避けて通れない問題ですのでね，（三浦に）いろんなお話
　が聞けるのを楽しみにしております．
三浦　058はい．
［DO＆1
TO4（シンポジウ
　↓ムの内容につ
　↓いての感想）
　↓
　↓
学部長クラ
スの教授の
研究室．壁
ぎわの書庫
に本や資料．
タイプライ
ター．ワー
プロ．部屋
の中央に応
接セット．
デスクの上
に電話．
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03’21”
04’04”
05’02’
05’48’
　059それから，あの，ご出席いただく先生方との交渉をお願い
　しておりましたが，そちらはいかがでしょうか．
笹原　060え，（北野に）ええ，ことばの専門家として，（出席
　者名簿のメモを見ながら）こちらの大学の野沢先生，それから
　人類学の方から国立博物館の井上先生．　（顔を上げ，二人に）
　061このお二人からは承諾をいただきました．062それから文
　学の方もと思って，ええ石川慎吾さん，あの作家の方にお願い
　しました．063こちらはまだ正式なお返事をいただいておりま
　せんが，大丈夫だと思います．（笑ってうなずく）
三浦064あ，本当にありがとうございます．（軽く頭を下げ
　る）
　065で，あのう，それぞれの先生方には，どういったお話をし
　ていただけることに……．
笹原　066はい，　（二人を交互に見ながら）まず野沢先生には，
　言語学のお立場から，他人との関係づくりのためのことばとい
　うことで，特に敬語などについてお話しいただきます．067井
　上さんは都市の人間関係を研究してらっしゃるので，あいさつ
　とか，　（左手で北野と自分を交互に指す）ことばを交わすと
　か，そういったことの意味についてお話しいただこうと思うん
　ですよ．（三浦，北野，ためらいがちにうなずく．笹原，テー
　ブルの書類をのぞき込む）068え一，石川さんのお話がまだ固
　まっていないんですけれども．
三浦　069はあ，何分しろうとばかりなもので，（北野を見る．
　北野，見返す）ちょっと．
笹原（三浦に）070いえ，専門外の方向けということで，ごく具
　体的なお話をお願いしておりますから．
三浦071は，何分よろしくお願いいたします．（頭を下げる．
　笹原，うなずく）
北野（三浦に）072それじゃあ，あとは当日おいでいただくこと
　に．（三浦，うなずく．北野，笹原を見る）
笹原（北野に）073はい，ええ，場所をもう一度お教えいただけ
　ますか．
北野（笹原に）074あの，竹山台ニュータウンの地域文化センタ
　ーなんですが，竹山台の駅のええと，（ちょっと脇を見て）東
　口からすぐ見えますから．
三浦（あわてて北野を見て，笹原に）075あ，それと，当日は駅
　までお迎えにまいりますので，一時ぐらいに駅においでいただ
　ければ．076恐れ入りますが．
笹原　077はい，（メモをとりながら）ええ，竹山台の東口．
　（三浦に）078改札口でよろしいですね．（三浦，北野と顔を
　見合わせてからうなずく．笹原，ボールペンにキャップをす
　る）079では，一時に参ります．　（三浦，座ったまま両ひじを
　横に張って頭を深く下げる）
（クレジット）
TO4（出席者につ
↓　いて）
TC2．1
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TC3
　↓
TO4（出席者の発
↓　題内容）
TC2．1
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TC2．3
⊥
　　　　DC3．2
TO4（会場の
↓　場所）
TC2．1←
←
→（出迎えに
↓　ついて）←
TC2．3，　TC1．1←
←
TC4．2　　　DC3．2
表現
　「何分」（seg．22②一〇69，　seg．22②一〇71）ここに見られる2例のうち，前者は理由を述べる文，後者
　　　は依頼する文で用いられた例である．いずれも，自分の側の事情をのべ，相手の好意的な理解
　　　を願う改まった話しことば的な言い方である．
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セグメント　23会場の準備をする
【場面①】10月27日金曜日夜．バザー前日．会場になる大会議室．塗装職人が仕切り壁にペンキを塗
　　　　っていると，篠塚がその色に注文をつける．
登場人物
　　篠塚善子
　　門田久雄
　　三浦　健
　　塗装職人A
　　塗装職人B
（女性．50代なかば．竹山台団地に住む主婦．イベントの実行委員）
（男性．60代なかば．団地に住む定年退職した公務員．同じく実行委員）
（男性．20代後半．団地近くの酒店主の息子．同じく実行委員）
　（男性．40代）
　（男性．20代）
時間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
ζ三滅会場方仁微ターなどを胞っτのる．！ワ尻段ポ」ノ罐から中身を苗しτのる．殿入
　A，β，会場ρ9のα琢グ仁するついたτにローラーでグ〃一のペン≠を塗っτいる．箒
　布のバッグを左手にカ‘けτスつτぐるノ
00’13’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DO3．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TO3．2（ついたて
〔三薦1『賜歳ノ《たち，顔を夏台iわ世る．
00’41旬
篠塚（ついたてを見て）001ああら，なんだかうすぐらいわね
　え．（職人たち，振り返る．三浦，近寄ってくる．篠塚，仕切
　り壁を指して三浦に）002ねええ，仕切り壁の色って，こんな
　んだった？
三浦（篠塚に）003でも，一応グレーってことでしたから．
篠塚（批判的な口調で）004だめよ，こんな陰気くさくちゃ．
　（ついたてを指して，職人たちに）005この色ねえ，もう少し
　明るいのになりません？
職人A（篠塚を見て）006いまから？
職人B（篠塚に）007塗り直してると，明日までに乾きませんけ
　ど．
門田（近寄ってきて，手で押さえるしぐさ）008篠塚さん，そん
　な無理言わないで．
篠塚（批判的な口調で）009だって，これじゃ，お客が入ってこ
　ないわよ．
　　　　　　　　　　　　　　　しば乙馴
職人B（一同を見回してから職人Aに）010じゃあ，あのテープ
　貼る手はどうですか．
門田（職人Bに）011テープって言うと？
職人B（ついたての前で両手を横に動かし，門田に）012この上
　から横に色違いのテープ貼ると，大分明るくなるんですけど
　ね．（テープを取り出す）013こんなのを．
三浦　014ふうん，（テープを手に取ってみる．職人たちに）で
　も，いくらぐらいかかります？
篠塚（三浦に）015大丈夫よ．016それくらい出せるわよ．
　017やってもらおう．（三浦，篠塚を見て苦笑する）
門田（うなずき，職人たちに）018じゃあ，色は？
職人B（一同を見回して）019ええと，明るくってことなら，青
　か緑か，（職人Aに）黄色ぐらいですか．
職人A　O20ま，緑だろうな．（色見本を出し，ついたての前に
　かざして指す）021こんな緑．（職人A，職人B，振り返って
　一同を見る）
門田（申し訳なさそうなロ調で）022じゃあ，それを急いでやっ
　てもらえますか．023すいませんねえ．
職人B（職人Aに）024じゃ，店に電話してきます．
職人A　O25ああ，急いで持ってくるように言って．
職人B　O26はい．　（出ていく）
6慶ん4，厚びローラーでi塗グぽじめる．繰β瓶三滅去るノ
????ー????の色を変
える）
TO4（塗り直しを
↓　頼む）←←
←
→（反対する）←
←←
→（代わりの案
↓　を出す）
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
TC2．2
→（色を決め
↓　る）
?｛
｛
｛1；2
整：；；器：｛］
塗装職人の
道具類．ペ
ンキ缶．ロ
ーラー．脚
立．つなぎ
の作業服を
着た職人．
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表現
　「～けど」（seg．23①一〇〇7）文末で終助詞的に用いる「けど」のうちで，相手の発言内容などを受
　　　け，その結果起こることを指摘して「それでいいのか」と念を押す働きをする例である．その
　　　他に，「それからどうしようか」「それがどうかしたか」といった意味を表す場合もある．特に，
　　　ここでのように軽い上昇のイントネーションで発せられると，相手に対する非難iを含む言い方
　　　になる．
【場面②】10月27日金曜日の夜，同じバザー会場になる大会議室の一角．鮫子の店を準備していた黄
　　　　が，風邪をひいたらしく，病院へ行くことになる．
登場人物
　　門田久雄
　　篠塚善子
　　三浦　健
　　張　麗華
黄　　力
（男性．60代なかば竹山台団地に住む定年退職した公務員．イベントの実行委員）
（女性．50代なかば．団地に住む主婦．同じく実行委員）
（男性．20代後半．団地近くの酒店主の息子．同じく実行委員）
（女性．20代後半．中国人．団地近くの下宿に住む大学院留学生．バザーに鮫子の店
を出すことになっている）
（男性．30歳前後．中国人．団地近くの下宿に住む大学院留学生．同じく鮫子の店を
出す）
時　間
徽01’38’
発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
！『ヲ凪三滅会場一角の蔚子の店に近ゴぐ．克そば⑳のす仁座グ辺んでいるノ
優克
篠塚（歩いてきて黄のそばに寄り，のぞき込む）027あら，ボア
　ンさん，どうかしたの．
張（横から篠塚に）028なんか熱があるみたいなんです．
篠塚　029え？どれどれ．（黄の額に手を当て，手を離し，張を
　見る）030ほんと．031いけないわ．
　032お医者さん，行ったほうがいいわね．（張，うなずく）
三浦　033ええ，この時間だと，（脇を見て考え，篠塚に）渡辺
　病院がまだ診察時間でしょう．　（張，時計を見る）
黄（右手を上げて制する）034大丈夫ですよ．
篠塚（黄に）035だめだめ．（三浦に）036渡辺病院って言う
　と．
三浦　037ほら，小学校の先に割と大きな病院，あるでしょう．
張（三浦に）038あ，私，わかります．039行ったことがありま
　すから．
三浦　040だけど，ここの準備もあるでしょう？（一同に）041
　僕，ついていきましょうか．
張（三浦に）042いいえ，あとはあした始まるまでに中身を作っ
　て，皮は売りながら作りますから．
門田（張・黄に）043うんうん，とにかく早く行ってらっしゃ
　い．　（手でうながすしぐさ）
　苗τいぐ．一何心宙ぞう仁鳳送るノ
［D°a2親彗
　　　　↓ねる）
　　　　↓
　　　　↓
TO4，　TOC1．2（病院
↓　　に行くこと
↓　　を勧める）←
←←
←
←
←
→（付き添いの申
↓　し出）
㌣z2
㍗2Dca1コ
鮫子の模擬
店．
【場面③】後刻．渡辺病院の入り口から受付．黄，張に付き添われて診察を申し込む．
登場人物
　　張　麗華
黄　　力
病院事務員
（女性．20代後半．中国人．竹山台団地近くの下宿に住む大学院留学生．黄とは同じ
下宿に住む友人）
（男性．30歳前後．中国人．張と同じ下宿に住む大学院留学生）
　（女性．30代．渡辺病院の受付事務員）
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時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
優醐の♪“アを開防責を遁しτからλる．提受在窓々をのぞき辺み，女控の裏瀕に
　話しかけるノ
02’44’張044すみません，（事務員，顔を上げる）診ていただきたい
　んですが．
事務員　045初診ですか．
張（黄の顔を見て）046しょしん？（黄，首を横に振る）
事務員（外国人だと気づいて）047ああ，初めてですね．
張（うなずく）048はい，初めてです．
事務員　049ええっと，保険証，お持ちですか．（張，黄を振り
　返る）
黄　050はい．（診療証明書を出して両手で差し出す．窓口に両
　腕をかける）
事務員（証明書を受け取り，見る）051あ，これですと，一応全
　額お支払いいただいて，　（黄を見る）領収書を大学に出してい
　ただくと，払い戻しになりますから．052よろしいですね．
黄　053はい，結構です．
事務員　054それでは，お熱を計ってください．（黄に体温計を
　渡す）
黄（体温計を受け取る）055はい．
事務員　056では，そちらにかけてお待ちください．（待合室を
　手で指す）
黄057はい．（頭を下げる）
仁：ノ（，待鍾rの方く行ぐノ
DO1．2　TO4（診察
　　　　↓を申し
　　　　↓込む）
　　　　↓
　　　　↓
　　　　↓
　　　　→（保険
　　　　↓証につ
　　　　↓いて）
　　　　↓
　　　　↓
　　　　↓
　　　　↓
　　　TC2．3
　　TO4（熱を計
　　　↓　るよう
　　　↓　指示）
竃：：Dca1］
病院前の路
上．階段の
上の入り口．
止めてある
自転車．並
んだ植木鉢．
病院の受付．
窓口，奥に
カルテの棚．
パソコン．
張り並べら
れた掲示・
ポスター．
白衣の事務
員．
保険証　　日常「保険証」と言う場合は，公的な医療保険に加入していることを示す証明書を言うことが多い．保
　険を取り扱っている医療機関で診療を受ける場合，申し込みの前に保険証を提示すれば，医療費の全部ま
　たは一部を支払わずにすむ．取り扱い機関でない場合は，全額を支払い，あとで申請して還付を受ける．
　日本では，すべての国民が公的な医療保険に加入することになっており，扶養家族は，世帯主などの医療
　保険に家族として入ることになる．医療保険の種類には，会社員などが勤務先で加入する健康保険や船員
　の船員保険と，それ以外の人が加入する国民健康保険とがある．国民健康保険は，住民登録をした役所に
　申し込んで加入するもので，外国人登録をしていれば外国人も加入できる．この場面で使われている留学
　生の診療証明書の制度は大学等が扱うもので，留学生が医療を受けた場合，医療費の領収書を提出する
　と，還付を受けられるものである．
【場面④】しばらく後．張と黄，渡辺病院の待合室で待つうち，呼ばれて黄は診察室に入り，医師の
　　　　　診察を受ける．
登場人物
　　張　麗華
黄　　力
医師
病院事務員
（女性．20代後半．中国人．竹山台団地近くの下宿に住む大学院留学生．友人の黄に
付き添って病院へきている）
（男性．30歳前後．中国人．団地近くの下宿に住む大学院留学生．翌日のバザーのた
め鮫子の店の準備をするうち，気分が悪くなり，病院へきている）
（男性．30代）
（女性．30代．声のみ）
時　間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
6蛇颪ベンチ仁座っτ待っτいるノ
03’44’事務員（声のみ）058どうぞ，お入りください．
　　　　張・黄（受付の方に）059はい．（黄，張にジャンパーを渡す．
　　　　張，ひざの上に置く）
病院の待合
室．壁のボ
スター，時
計．スタン
ド型の灰皿．
ベンチ．
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億立ち上がグ，診鷲丈λる．端計を協にばさんて㌃のるので㌧歩きにぐそラ．診察室の
　♪“アを翻’プ，　47仁ンてるノ
03’59冑
04’30”
04’56節
医師（右手でいすを指す）060どうぞ，ここへ．（カルテを見て
　黄に）061どうしました．
黄　062あの，体がだるくて，熱があるみたいなんです．
医師　063はあ．（カルテに記入しながら顔で指す）064体温計
　を見せてください．
黄　065はい．（左脇の下から体温計を取り出し，読む）066え
　えと，37度なな，（医師，受け取ろうと手を出す）ええ，3
　7てんなな度ですか．
医師　067あ，いいですよ．（体温計を取って見る）068なな度
　ななぶですね．（黄を見て体温計をデスクに置き，カルテに記
　入する）
黄069ななぶ．070そうですか．
医師（黄を見る）071他に，痛いところはありませんか．072頭
　は痛くないですか．
黄073いえ，頭は痛くありませんが，（右手で肩から背中を指
　し）背中がちょっと．
医師（やや不審そうに）074はあ，背申．075首や肩は凝ってい
　ませんか．
黄076こって，と言いますと．
医師077ええと，こう，（胸の前で両手のひらを向き合わせ
　る）固くなって，ちょっと痛いような．
黄　078ああ，そうですね．079凝っています．（医師，カルテ
　に記入する）
医師（ボールペンを置く）080じゃ，ちょっと胸を出して下さ
　い．
DO5　TO3．2（診察
　　　↓　　をす
　　　↓　　る）
　　　→（体温を
　　　↓調べる）
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　→（痛みに
　　　↓ついて）
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　　→（聴診す
　　　↓　る）
6醐、麟診器を耳にぱめ，克拗を苗ぞうとしτ力る．嚇勤っτ，船きぎで蹴を読
　み凌がら待っτいる颪提彪噺を児，診籠の方を富τ，また徽を勘ぱ6める．1厚
　ぴ診鷲医〕晩藏診を、終わグ，．克シャツのポ’タンを留めτいるノ
05’11”医師（カルテに記入しながら時々黄を見る）081まあ，風邪です
　ね．082心配することはありませんけど，明日いっぱいは静か
　に寝ていてください．083お薬を出しますから，一日に三回，
　毎食後，のんでください．
黄084あのう，明日とあさって，バザーをやることになってい
　まして，わたしたちは，ギョウザの店を出すことになっている
　んですが．
医師（黄を見る）085ギョウザの店．
　086ううん，（少し宙を見てから黄に）本当は休んだほうがい
　いんですがねえ．087ま，あすの朝，熱がなければね，激しい
　仕事さえしなければ大丈夫だと思いますけど．
黄088はい，わかりました．
　089どうもありがとうございました．（頭を下げる）
医師（うなずく）090お大事に．
債立っτ診i纏を苗τのぐ．飾カノ〃デに乏汲するノ
05’57”　（クレジット）
TC1．2
TC4．2
　↓
　↓
TO3．1（バザーの
↓　仕事につ
↓　　いて）
　↓
T㌣2
，占3
　　　　畷コ
診察室．ベ
ッド．血圧
計その他の
器具．壁に
カレンダー．
額．机の上
にカルテ．
白衣の医師．
首にかけた
聴診器．
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セグメント　24討論をする
【場面①】10月28日土曜日．バザー会場．篠塚，バザーに招待した夫の上司夫人と話す．
登場人物
　　篠塚善子
客A
（女性50代なかば竹山台団地に住む主婦．バザーの実行委員．客Aにバザーの案
内を出した）
（女性．50代後半．篠塚の夫の会社の上司夫人）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
〔三々五々鋤る貫の撚場殉ぽかなグの1盛況責子の働1ス気を砺でいる．だしぐ働ぐ
　硯責と友スたち．続「の乙別のコーナ「莇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DO1．1，　DO2．1　　 　 　　 　001ま00’23”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（互いに
篠塚（知り合いの客Aを見つけて手を前で組み近づく）
あ，本日は，わざわざどうもお運びいただきまして．
　丁寧に頭を下げる）
客A　OO2いいえ，ご案内，ありがとうございました．　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（頭を下
げる．ちょっと見回して）003まあ盛況でよろしゅうございま
　したわねえ．
篠塚　004いいええ，なんですか，こんなことも初めてでござい
　ましょ．（目を伏せる）005至りませんことばかりで．
客A　OO6ああら，そんなこと．007ご立派になさってるじゃご
　ざいませんの．（顔で脇を指す）
　008あのね，あたくし，セーターでもいただこうかと思ってお
　りますの．
篠塚009あ，（手で指す）あちらの方に，割といい物が出てお
　りますんですの．010ご案内いたしますわ．（体をそちらに向
　ける）
客A（手を横に振る）011あ，いえいえ．
　012お忙しんでしょう．013あたくし探しますわ．（体を前に
　傾けながら）014ね，お構いなく．
篠塚　015さいでございますか．
　016どうぞそれじゃ，ごゆっくり．
傑塚客A，互の仁梧弄の体の麓κ頭を刃）元
去るノ
DO3．1
DO3．2　　TO4　（ノミ
　　　　↓ザー
　　　　↓の盛
　　　　↓況）
　　　　↓
　　　　⊥
TO4（買い物の心
↓　つもり）←←←
TC2．2
±：i：：：：：］
プr／Z道う．客刀，」Zち去る．透繊磁ぎっτ
地域文化セ
ンター入り
口．入りロ
ドアにボス
ター．出入
りする子供
連れの客た
ち．
バザー会場．
テープの貼
られた仕切
り壁．商品
の置かれた
台．鮫子の
店．水鮫子
の鍋．発泡
スチロール
の食器．古
本コーナー．
【場面②】同じバザー会場．篠塚，バザーに来た高校の同級生と話す．
登場人物
　　篠塚善子
客B
（女性．50代なかば．竹山台団地に住む主婦．バザーの実行委員．客Bとは高校の同
級生）
（女性．50代なかば．篠塚の高校の同級生）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
循こうの方で蓉〔β力苧を振っτのる．媒顔’プ寄るノ
01’14”客B（相手をたたくように右手を振る）017見てたわよ．（上体
　を相手に近づける）018誰，あれ．019気取っちゃってさ．
篠塚　020やあだ，来てたの．
　021ね，なんか買ってくれた？
客B　O22今来たばかりだもん．
　023これから見せてもらう．
篠塚024うん．025せいぜいたくさん買ってって．
客B　O26うん．
　027また後でね．（右手を軽く上げて去る）
働鷲で代金をあラ萄
01’32”会計係（客が持っている品物の値札を見る）028入百円です．
　　　　029ありがとうございます．030二百円のおつりです．
　　　　031どうも．（頭を下げる）
﹇
DO3．2
DO1．1
TO3．2（何か買う
　↓
　↓
TC4．2
TC2．2
ように求
める）
：：：：〕
TC4（代金を受け
⊥　　取る）
　　　　　DC1．2
後ろに鮫子
の店．
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【場面③】同じバザー会場．篠塚，品物を買った客の苦情を聞く．
登場人物
　　篠塚善子
　　客A
（女性．50代なかば．竹山台団地に住む主婦．バザーの実行委員）
（女性．40代．バザーでセーターを買った）
時間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
傑塚勘宕場微仁来る．客0，先κ貫’ったセーターを寿っτあごグを眉回乙τのるノ
01’38”
02’05”
篠塚（客Cに）032あの，何か．
客C　O33あのう，これ，さっき買ったんですけど，帰ってから
　見たら，（セーターを指す．篠塚，のぞき込む）ここにシミが
　あるのと，それから，ここに穴があいてるんですよねえ．
篠塚（客Cを見て，申し訳なさそうな口調で）034ああ，すみま
　せん．035よく調べたはずなんですが．
客C　O36これと同じ物ありません？
篠塚　037それが，みなさんからお出しいただいたものですん
　で，ほとんどが一点きりなんですのよ．
客C　O38そうですかあ．（セーターを見る）039これ，とって
　も気に入ったんですよねえ．
篠塚（客Cのひじに手をかけ，近くのセーターの台に導き，別の
　セーターを見せる）040かわりにこちらなんかいかがですか．
　041ちょっとおとなしい感じにはなりますけど．
客C（首をかしげ，またもとのセーターを見る）042このシミ
　ィ，取れるかしら．
篠塚（のぞき込んで）043さあ，わかりませんけど，穴の方は糸
　でかがってしまえばわからなくなると思いますよ．（客Cを見
　る）
客C　O44そうねえ，じゃあ，ちょっと洗濯屋さんに相談してみ
　ますね．045もし取れないようだったら，返品できます？
篠塚　046ええ，このバザーの間でしたら，結構ですよ．
客C（明るく）047あ，明日まででしたよね．
　048それじゃあ．（頭を下げて去る）
傑塚方勝をんτ送〃，先程のセーターをノを走めり
DO1．2TO2．2（用
　　　↓件を尋ね
　　　↓る）
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　→（同じ品
　　　↓があるか
　　　↓尋ねる）
　　　↓
　　　↓
　　→（代わり
　　　↓の品を勧
　　　↓める）
　　→（しみに
　　　↓ついて）
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　TC4．2
　　→（返品に
　TC2．1ついて）
皿　　　　DC1・3］
表現
　「それが」（seg．09①一〇10，　seg．16①一〇18，　seg．24③一〇37等）相手の提案や発言を受け入れられない理
　　　由を述べるのに用いる．相手がその事情を知らないと思われる場合に，遠慮を示しながら反論
　　　する言い方である．
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【場面④】10月29日日曜日．シンポジウム会場．敬語に関する討論が行われる．
登場人物
　　笹原千恵子
　　野沢喜代雄
　　井上正文
　　石川慎吾
　（女性．50代．大学教授．文化人類学専攻．シンポジウムの司会をつとめている）
　（男性．60代．大学教授．言語学専攻．シンポジウムの発題者）
（男性．40代．博物館学芸員．シンポジウムの発題者）
（男性．50代．作家シンポジウムの発題者）
時間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
働の尋会老房丈笹屍発麦翻に石ノ1／と托．触て『野沢，0」ワPでスクグーンに分遅麦
　を疎しながら莞纏7を」しτのるノ
02’42”野沢（立ってマイクを持っている）049いわゆる敬語とか待遇表
　現といわれているものは，現代の社会にはもう要らないものだ
　とか，面倒なだけだとか，否定的な評価がされることも多いわ
　けですが，まだまだ，日本の社会ではこの敬語をすっかり捨て
　去ってしまうということはむずかしい．050例えば，隣に越し
　てきた人と，その日からすぐ，まったく敬語を使わずに話すと
　いうのは，やはりこう落ち着かない．051ある程度距離をおか
　ないと，ま日本人の習性に反するだろうと思いますね．
ro日Pのシー♪を㌘〃かえ，スクグーンを振〃辺る．願を手仁寿1つノ
03’55”
野沢　052やはりこうした新興住宅地のような，毎日新しい人間
　関係を作っていかなければならない地域では，だれもが不愉快
　を感じないような，それでいてあまり面倒も感じないで，使え
　る，そういった敬語のシステムが発達してくるといいと思うわ
　けです．
笹原　053ありがとうございました．（頭を下げる）
　（会場に）054言語学のお立場から，新しく形づくられる人間
　関係についてお話しいただきましたが，この敬語ということに
　ついて，（パネラーたちの方を見る）他の先生方から，ご発言
　がございますでしょうか．
㈲況手を爵ぐあげるノ
04’13’
04’49“
笹原　055あ，はい，石川先生．
石川（会場に）056どうもこの，敬語という，なんていうか，
　（手を忙しく振る）こう人を区別してですね，態度をころころ
　変えるっていうのは，そろそろですね．057だいたい国語の先
　生方ってのは現状肯定っていうんですか，（手を軽く振る）現
　に今使ってるからそれでいいというようなことになるんだろう
　けれども，一度これは全部やめにしてですね，本当になくちゃ
　いけないのか考える．058だいたい大学を出た人間がまともに
　使えないなんてややこしい言葉づかいが残ってるのは，こら社
　会全体から見たら大変な浪費じゃないですかねえ．
井上（腕を組み薄笑いを浮かべている．ちょっと手を上げる．笹
　原に）059よろしいですか．
笹原　060どうぞ．
井上（石川・笹原を見てから会場に）061石川先生のおっしゃる
　ような敬語廃止論がいいかどうかというのはちょっと置いてお
　きましてですね，ひとつこういうことがあるんですね．（左右
　をみながら，やや乗り出して手を机の上で組む）062それは，
　デパートとかそういった接客業の人たちのことばが，最近非常
　に丁寧になってきてて，敬語が過剰じゃないか，過剰敬語など
　と言われる現象があるわけです．
石川　063インフレでしょ，（手でおさえるしぐさ）敬語のね．
井上　064そう．065お客に失礼だと思われる危険性が絶対ない
　ようにってことで，（手のひらを平に出してだんだん上げる）
　どんどんエスカレートするわけで，（両手のひらで物をそっと
　持つようなしぐさ）だから一方で敬語が簡単になって，（左手
　のひらを立て，右手の甲をそれに近づけたり離したりする）く
　だけたやりとりで済まそうって傾向があって，（左手のひらで
→（敬語につい
↓　て）←
←
←
←
←
←
TC1．2←
←
←
←
⊥
TO4（発言を求め
↓　　る）←←
→（指名する）
TO4（敬語につい
↓　　て）←←←
←←
←
←
←
→（発言許可を求
↓　める）
TO4（敬語につい
↓　　て）←←←←
←←←
←
←
←
←
←
シンポジウ
ム会場．ス
テージ上に
タイトルの
横断幕．壇
上にテーブ
ル．各発題
者の前に名
前を書いた
紙．中央の
テーブルに
マイクスタ
ンド．脇に
OHP．後
ろのスクリ
ー ンに待遇
表現分類表，
待遇表現モ
デル図．マ
イクは手に
持っている．
座って聞く
聴衆．立ち
見の聴衆．
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05’39’
06’12”
　切るようなしぐさ）それをつきつめると，敬語廃止論．066で
　すけど，（石川を見てから笹原の方を見る）一方ではむしろや
　たらにおおげさなことばつかいが広まりつつあると．（笹原，
　うなずく）067いい悪いは別にして，これも現実なんですね
　え．
笹原　068やはり，日本人の意識から待遇表現というものを取り
　去るのはかなりむずかしいことのようでございますね．（石川
　・野沢の方を見る）
野沢（笹原を見てうなずく）069うん．（会場に）070ひとつに
　はやはり，場面による使い分けということを考えるべきだと思
　いますね．071どんな時にもただただバカ丁寧にしていればい
　いというものではない．072それからもうひとつ，さっき申し
　たように，全体として簡潔にわかりやすくしていく努力が必要
　であると思います．
（クレジット）
←←←←←
TC1．1←←
TC1．2←
←
←
←
⊥
表現
　「～は別にして」（seg．24④一〇67）その観点からの判断でなく，別の側面のことを述べる，との意味
　　　を表す．多くの場合に，後に述べる観点からの判断の方がより重要である，との主張を含んで
　　　いると受け取るのが適当である．
　「ひとつには」（seg．24④一〇70）話題になっていることに関連して，新たな内容を述べる時に用い
　　　る．表面上は，問題にすべきことのうちのほんの一つに過ぎない，といった控えめな形をとっ
　　　ているが，多くの場合，そのことこそが重要な点である，との主張をやわらげる言い方である．
　　　「ひとつ」（seg．24④一〇61）も同様の効果を持っている．
一95一
シナリオにあらわれた談話行動の分析
　　　　　　　　　　　　　（執筆：小林ミナ）
1．前言にかえて一分類が拠ってたつ立場
　言語的な単位の一つである「談話」を，非言語的
コミュニケーションも含めた全体的なコミュニケー
ションの一部分として位置づけると，「コミュニケー
ション行動におけるひとまとまりの談話行動」（以
下，談話行動）という構造体としてとらえなおすこ
とができる．本解説書では，そのような構造体の成
分（マクロストラクチュアのコンポーネント）とし
ての談話方策をシナリオから抽出し分類することに
よって，日本語による談話行動のモデルを記述する
ことを試みた．
　現実にあらわれるさまざまなコミュニケーション
行動の中で，どこからどこまでを一つの談話行動と
して認定するかという難しさは，言語的な単位とし
ての談話を認定する難しさとパラレルな関係にある．
そこでここでは，談話行動を「会話参加者同士の接
触が開始されてから終結するまでのひと続きの発話
行動」と定義し，談話方策の抽出と分類を行なった．
具体的な談話行動の例としては，「知人の家を訪ねて
から辞去するまでの発話行動」「店に入って買物を済
ませ店を出るまでの発話行動」などが考えられる．
2．マクロストラクチュアのコンポーネントとして
　　の談話方策
2．1．談話行動の構造と談話方策
　談話方策を抽出する前提として，談話行動のモデ
ルを下図の構造をもつものと仮定した．
　会話参加者が接触を開始する際に，あいさつを交
わしたり，初対面であれば名乗ったりする．接触を
終結する際にもあいさつを交わしたりする．談話行
動の開始と終結にみられるこのような部分を，談話
開始部および談話終結部とした．
　友人に電話をかけて買物に誘うという談話行動を
例にとると，「こんにちはなどの挨拶をする」「今，
電話で話していても差し支えないか都合を尋ねる」
などが談話開始部，「さよなら，バイバイなどの挨拶
をする」「家人によろしくと言う」などが談話終結部
である．
　そして，「談話の開始（Discourse　Opening以下
DO）」と「談話の終結（Discourse　Closing以下
DC）」に用いられている方策を，談話開始部と談話終
結部を構成する要素としてそれぞれ抽出した．談話
開始部と談話終結部は，談話行動における実質的な
情報のやりとりという側面からみると余剰とも考え
られるが，コミュニケーションの円滑な遂行という
側面からみると，必須と考えられるものである．
　次に，談話開始部と談話終結部とにはさまれた部
分を話題部とした．上に一例としてあげた買物に誘
う談話行動では，実際に勧誘を行なう部分が話題部
である．そして，「話題の開始（Topic　Opening以
下TO）」と「話題の終結（Topic　Closing以下
TC）」に用いられている方策を，話題開始部と話題
終結部を構成する要素としてそれぞれ抽出した．
2．2．モデル記述の限界と意義
　上で「知人の家を訪ねてから辞去するまでの発話
行動」など，いくつかの談話行動を例としてあげた
が，私たちが現実に行なっているさまざまなコミュ
ニケーション行動が，上にあげたモデルのような，
明解な構造体をもつ談話行動の連続ばかりでないこ
とは，言うまでもない．現実にあらわれる個々の談
話行動というものは，変則的，階層的な形で実現す
る．
　例えば，他の会話参加者があらわれることによっ
て中断したり，一つの談話行動が他の談話行動を内
包したり，複数の談話行動が同時に進行したりとい
ったことはもちろん，談話開始部をもたずにいきな
り話題部に入る談話行動が出現することも考えられ
るし，用件だけを告げて談話終結部をもたずに別れ
てしまう談話行動が出現することもある．また，一
つの話題部と次の話題部の境界が必ずしも明確でな
い場合もある．さらに，近況報告やおしゃべりのよ
うに，実質的な情報のやりとりよりもことばを交わ
し合うことに重きがおかれている談話行動では，談
話開始部と話題部，あるいは話題部と談話終結部の
境界が明確でない場合もあり得る．
　しかし現実にあらわれる談話行動が，変則的，階
層的な形で実現するものであったとしても，談話行
動をひとつの構造体ととらえ，実際の談話資料を用
いてその実態を記述しつつモデルを構築していく作
業が必要であることは疑いがない．なぜなら，日本
語でのコミュニケーション能力の習得を目的とする
日本語教育におけるシラバスおよびカリキュラムの
作成，その助けとなる基礎資料作成には，実際の言
語運用資料を分析することによって得られた成果が
大いに貢献することが予想できるからである．
　さらに，異なる言語による談話行動を同じ枠組み
で記述する作業によって，談話方策や談話の進め方
のレベルでの対照研究が可能になる．
3．シナリオにあらわれた談話方策
3．1．談話方策リスト
　これまで述べてきたことを前提に，シナリオから
「談話の開始／終結（DO／DC）」と「話題の開始／
終結（TO／TC）」のそれぞれの方策を抽出し，分
類したものが以下のリストである．
時間の流れ一一一一〉 （注）
談翻始部→［＝：＝＝コー 談話終結部
話題開始部［：遮］話題終結部
会話参加者が出会う　　　　　　　　　　　　　　　　会話参加者が別れる
　　（注）　一つの「談話行動」の中に、複数の話題部が繰り返し起こることもある。
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①談話の開始（DO）に用いられる方策
　DO1．1．相手の存在を認める等の注目表示
　DO1．2．呼びかけ等，注目を要求する
　DO2．1．出会いのあいさつ
　DO2．2．名乗り
　DO3．1．互いの関係や共通体験への言及
　DO3．2．その場でみとめられる状況への言及
　DO4．その他
②談話の終結（DC）に用いられる方策
　DC1．1．談話を終結させる意思表示
　DC1．2．感謝または陳謝の表明
　DC1．3．別れのあいさつ
　DC2．1．聞き手への配慮の表示
　DC2．2．話し手自身への配慮の要請
　DC2．3．他の誰かへの配慮の表示
　DC3．1．他の行動に移る意思表示
　DC3．2．再会への言及
　DC4．その他
③話題の開始（TO）に用いられる方策
　TO1．1．話題を開始する意志表示
　TO1．2．話題の種別の表示
　TO2．1．話題の開始の催促
　TO2．2．話題の種別の質問
　TO3．1．話題の前提となる情報の提示
　TO3．2．話題の前提となる情報の要求
　TO4．話題そのものの提示
　TO5．その他
④話題の終結（TC）に用いられる方策
　TC1．1．話題内容の要約・まとめ
　TC1．2．話題に関する結論または決定
　TC2．1．質問等に対する返答
　TC2．2．提案・行為要求の受諾または拒絶
　TC3．話題内容・結末に関する論評・感想
　TC4．1．次の話題に移る意思表示
　TC4．2．話題内容・結末に基づく行動への言及
　TC5．その他
3．2．シナリオにあらわれた談話方策
　シナリオにあらわれた談話方策の具体例を上述の
リストに沿って掲げる．
①談話の開始（DO）に用いられる方策
DO1．1．相手の存在を認める等の注目表示
　会話参加者が互いの存在に気づいたことを示す．
例：「おい，小山．」「やあ」（seg．03②一〇14，
　　－015），「（会釈して）すみません」（seg．05②一〇21）
DO1．2．呼びかけ等，注目を要求する
　談話を始めたい相手に気づいてもらいたいことを
示す．
例：「ああ，鈴木君」（seg．04②一〇13）
DO2．1．出会いのあいさっ
　人と出会った時のあいさつとして慣用されている
表現を用いる．
例：「はじめまして．（後略）」「はじめまして．（後
　　略）」（seg．02①一〇〇5，－007），「いらっしゃいませ．」
　　（seg．06①一〇〇2）
DO2．2．名乗り
　会話参加者が初対面の場合は，互いに名乗りあう
ことがある．やりとりされるのは名前だけとは限ら
ず屋号や職業のこともある．必要であれば，肩書や
出身などの情報が付加される．
例：「こちら編集を担当しております吉岡です．」
　　「編集の吉岡でございます．」（seg．10①一〇〇9，
　　－010）
DO3．1．互いの関係や共通体験への言及
　互いの関係や共有する話題や経験を持ち出す．共
通の話題・経験に言及することによって，互いの関
係がその場限りのものではなく恒久的なものである
ことを示し，会話参加者の共感性を高めるのではな
いかと思われる．seg．06②に見られる岸本と中村の共
通の知人である田中に関するやりとりが，この例で
ある．
DO3．2．その場でみとめられる状況への言及
　その場の状況，具体的には互いの健康状態や服装，
その日の天候などを話題にする．その場での相手の
状態へ言及することによって相手への関心を示した
り，天候へ言及することで場を共有していることを
示したりする．
例：「お前，元気そうじゃないか．」（seg．03②一〇17）
DO4．その他
②談話の終結（DC）に用いられる方策
　Clark　and　French1981，岡本1990によれば，談話
行動を終結させること，すなわちそこでの接触を終
わらせることは，会話参加者にとってできるだけ回
避したいことである．そのため，そこでの接触の終
結が互いの関係を維持する上での絶対的なマイナス
とならないために，会話参加者はさまざまな方策を
用いる．
DC1．1．談話を終結させる意思表示
　結論がでたことを確認する，あるいは，談話を終
結させなければいけない外部の事情を持ち出す．
例：「じゃ，いま，ちょっと電話中なので．」（seg．07
　　②一〇36）
DC1．2．感謝または陳謝の表明
　感謝または陳謝をあらわす表現を用いる．表現の
選択には談話行動の内容が関わっている．例えば，
依頼の談話行動であれば感謝を，謝罪の談話行動で
あれば陳謝を表明する，などがある．また感謝のこ
とばにどのような応答を返すかは，互いの関係が関
わっており，必ずしも日本語のテキストにとりあげ
られることの多い「ありがとうございました一ど
ういたしまして」というやりとりであるとは限らな
い．
例：「どうもありがとうございました．」「よろしく
　　お願い致します．」（seg．04③一〇45，－046），
　　「どうもありがとうございました．」「お大事に．」
　　（seg．23④一〇89，－090），「どうもありがとうござ
　　いました．」「どうも．」（seg．08②一〇60，－061）
DC1．3．別れのあいさつ
　人と別れる時のあいさつとして慣用されている表
現を用いる．適切なあいさつ表現の選択には，互い
の関係や談話行動が行なわれた場所や時刻などの外
的な条件が関わっているようである．例えば，家族
や同僚に対しては「さようなら」は使わない，夜遅
く別れる際には「さようなら」のかわりに「おやす
みなさい」ということがある，などがある．
例：「それじゃ，失礼します．」「じゃあ，ごめんく
　　ださい．」（seg．07③一〇53，－054）
DC2．1．聞き手への配慮の表示
　談話を終結させるにあたり，なんらかの配慮をあ
らわす．聞き手に対する配慮の表示をDC2．1．に，話
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し手自身に対する配慮の要請をDC2．2．に，第三者に
対する配慮の表示をDC2．3．に分類した．
例：「来週でも，一段落したら，うちにも遊びにい
　　らして．」「ええ，とにかく一度，お電話します．」
　　「じゃあ．後片付けがんばって．」（seg．07①一
　　〇48～－052）
DC2．2．話し手自身への配慮の要請
例：「じゃ，お願いします．」「よろしく．」（seg．07④
　　一〇86，　－087）
DC2．3．他の誰かへの配慮の表示
例：「機械部の中村さんだ．それじゃ，よろしく．」
　　（seg．02②一〇68，－069）
DC3．1．他の行動に移る意思表示
　次の行動に移ることを示す．話し手自身が次の行
動に移ることを示す場合と，聞き手に次の行動に移
ることを促す場合の両方をここに分類した．
例：「ちょっと，お待ちになって．（＝話し手自身が
　　次の行動に移ることを示す）」（seg．07①一〇20），
　　「さあ．（＝聞き手に部屋を出るよう促す）」（seg．
　　02③一〇91）
DC3．2．再会への言及
　将来における再会を話題にすることにより，そこ
での談話行動の終結が一時的なもので，互いの関係
は恒久的なものであることを示す．この方策が用い
られるのは，実際に再会の予定があるかないかに関
わらない．
例：「じゃ，またそのうちに．」「うん．そのうちに
　　一杯やろうか．」（seg．03②一〇60～－062）
DC4．その他
③話題の開始（TO）に用いられる方策
TO1．1．話題を開始する意志表示
TO1．2．話題の種別の表示
　会話参加者の一方が，明確な目的をもって臨んで
いる談話行動では，話題の目的（種別）をはっきり
提示することによって，談話開始部から話題部に移
行することがある．
例：「おじさん，今日はちょっと，えと，頼みがあ
　　って．」（seg．16①一〇〇1）
TO2．1．話題の開始の催促
　TO1．2．と同様に，話題部に移行することを催促す
る．
例：「なんか，話でもあるのか．」（seg．18①一〇〇1）
TO2．2．話題の種別の質問
　TO1．2．と同様に，話題部に移行するためにその目
的を尋ねる．
例：「それで，相談とは？」（seg．10①一〇15）
TO3．1．話題の前提となる情報の提示
　いきなり本題に入らず相手の反応や状況によって，
話の進め方を調節するために，本題の前提となる情
報を提示する．次の例では，敏子はちょうちん祭り
に誘うためにベティに電話をしたが「ちょうちん祭
りに行きませんか」などの直接的な勧誘表現を用い
ずに，電話の直前の状況を描写している．
例：「ええ，いま，吉岡さんが見えてるんです．も
　　し，よろしかったら，わたしのところにいらっ
　　しゃいません？三人で川越のちょうちん祭りに
　　でも行ってみようって，話しているんですが．」
　　（seg．12①037～－039）
TO3．2．話題の前提となる情報の要求
　TO3．1．と同様の理由で，本題の前提となる情報を
要求する．seg．20②では，三浦は北野をその夜に行な
われる団地の相談会に誘おうとしているが，勧誘の
ことばの前に，今夜の予定を尋ねている．
例：「そうだ，先生，今夜，なにか予定ありますか．」
　　（seg．20②一〇〇2）
TO4．話題そのものの提示
　新しい話題そのものを提示することによって，結
果的に次の話題部が開始されることがある．しかし
この方策は，相手の話に興味がないことの表明，こ
れまでの話題がその場にふさわしくないことの指摘
など，マイナスの含意をうみだす可能性がある．そ
こでこの方策を用いるときには，「あと／それから／
さっそくですが」などの表現によって，新しい話題
を導入することが言語的に明示されることが多い．
例：「それからね，さっきチャンさんとはなしてた
　　らね，」（seg．20③一〇52）
TO5．その他
④話題の終結（TC）に用いられる方策
TC1．1．話題内容の要約・まとめ
　それまでの話題部の内容をまとめたり，オチをつ
けたりする．
例：（戸籍謄本を取りに行ってほしいという依頼に
　　一応の承諾を得た後に）「じゃあ，お願いしてい
　　いかしら．」（seg．07⑤一〇95）
TC1．2．話題に関する結論または決定
　話題部で検討されてきたことの結論を述べる．
例：（本のページ数を減らす相談をしていて）「そこ
　　の写真5枚を……，別な写真1枚に替えますか．」
　　（seg．10①一〇10）
TC2．1．質問等に対する返答
　相手の要求に応答する．相手が情報を要求してい
る（＝質問）場合の応答をTC2．1．に，行為を要求
している（＝提案・行為要求）場合の応答をTC2．2．
に分類する．
例：（本の発行予定日を尋ねられて）「ええ，変更は
　　ちょっと．」（seg．09①一〇54，－055）
TC2．2．提案・行為要求の受諾または拒絶
例：（そうめんを勧められて）「じゃ，ごちそうにな
　　ります．」（seg．12②一〇65）
TC3．話題内容・結末に関する論評・感想
　話題部の内容や結末に対して，自分の感想や意見
を述べる．
TC4．1．次の話題に移る意思表示
　次の話題に移ることを示すことによって，結果的
にその話題部が終結されることがある．
例：「ほかに何か．」（seg．10①一〇39）
TC4．2．話題内容・結末に基づく行動への言及
　話題部の内容や結末から導かれる次の行動や予定
を述べたり，確認したりする．
例：「では，これ拝借します．」（seg．10②一〇70）
TC5．その他
4．教育内容としての談話構造
4．1．談話教育の意義
　日本語によるコミュニケーション能力の獲得を目
標とする日本語教育では，その教育内容として，文
法・語彙など体系に関する知識だけではなく，「ある
語彙や表現をどのように使うか」という運用に関す
る知識も含めて考える必要がある．
　例をあげると，「～ていただけませんか／～てくだ
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さい」という文末形式がともに依頼の機能をもつ，
「ちょっと」という副詞が「少し」という本来の意
味を離れて話の調子を整えるためのいわば間投詞の
ように用いられることがある，といった記述は，共
に，日本語運用の一側面をとらえたものと言える．
このような，ある文末形式や語彙に関する運用面で
の知識は，コミュニケーションを円滑に進めるため
には不可欠なものであろう．
　それと同時に，談話レベルでの日本語運用に関す
る知識も，教育内容の一項目として取り上げられる
べきものである．談話レベルでの運用の知識とは，
出会ったときにどのようにあいさつをするか，どの
ように話を切り出すかなど，ひとまとまりのコミュ
ニケーション行動としての談話行動を円滑に進める
上での方策（ストラテジー）や，そのために，ある
形式や表現が担う機能などに関する知識をいう．
　ザトラウスキー1986－a，－b，1987では，勧誘を目
的とした談話が，勧誘の機能をもつとされる表現（～ま
せんかなど）だけによって実現されるのではなく，
相手の反応によってプラス情報やマイナス情報を調
節しながら提供したり，相手が断わった場合でも気
まずくならないような方策を用いたりしながら進行
することが指摘されている．この指摘が示唆してい
るように，コミュニケーション能力とは，談話の進
行に関わる知識も含んだ総体ととらえるべきもので
ある．
　したがって，日本語でのコミュニケーション能力
の獲得のためには，談話レベルでの日本語運用に関
する知識を取り上げる談話教育が意義あるものと考
えられる．
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4．2．談話教育における本映像教材の可能性
　4．1．で述べた談話教育の基礎資料として『日本語
教育映像教材　中級編』がもつ可能性を示すものと
して，本解説書の談話行動モデルおよび談話方策の
リストの利用例を以下に記す．
（1）既習の文末形式や表現について，それぞれの方
策に用いられるものをリストアップし，談話レベル
での機能という観点からカテゴリー化する．
（2）　「勧誘」「依頼」「提案」など話題部の内容によ
って典型的にあらわれる方策の組み合わせを作る．
（3）談話の開始と終結に用いられる方策について，
「上司と部下」「友人」「家族」など会話参加者の関
係によって，用いることができる／できないという
観点からカテゴリー化する．
（4）上の（2）と（3）を組み合わせて，「上司に依頼す
る」「家族を勧誘する」など具体的な「談話行動」の
モデルを作る．学習者のレベルによって，単純なも
のから複雑なものまで，さまざまな組み合わせが考
えられる．
（5）異なる言語による談話行動を，同じ枠組みで記
述し，日本語談話行動との異同を明らかにする．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　索　　引
　以下に，「索引」として次の5種を掲載する．これらは，「中級編」を多角的な観点から利用するた
めの資料として作成されたもので，ある伝達機能が描かれた場面を全セグメントから集める，ある形
式が担いうる機能を一覧する，体のある部位を使った動作で何が伝達できるかをリストアップする等，
さまざまな目的でこの教材を分析し，多様な教授内容を設定するために利用することを目的としてい
る．
1．場面機能索引　　「映像解説」の「流れにそって」の表中に記された話題内容の索引で，話題の種類
　ごとに，　その談話構造や用いられる言語形式を整理するために用いることができる．
2．非言語行動索引　同じく「流れにそって」の表中にト書きとして記された随伴動作等のうち，伝達
　手段として意味を持ちうるものを分類して掲げたもので，総合的コミュニケーションの手段として
　用いられる動作の実例を検索するために用いることができる．
3．画像索引　同じく「流れにそって」の表の欄外に記された事物の索引で，事物を映像によって提示
　するために使用することができる．
4．文化事項コラムー覧　本書で各セグメントについて記された「文化事項コラム」のタイトルを掲載
　順に列挙したリストである．
5．表現形式一覧　同じく，「表現形式」として挙げられた内容を列挙したリストである．
1．場面機能索引
凡　例　この索引には，「中級編」で描かれた各場面の機能を分類して挙げてある．各場面の機能は，
　主に，本文中でTOおよび　→　の箇所にある発話の性格によって認定することにし，それらの発
　話が持つと考えられる機能のうち，最も顕著なものを，Jakobson1960（訳語は川本他訳1973による）
　の言語機能分類を参考にした以下のような分類表により分類した．
cf．　Jakobson，　R．1960　Linguistics　and　Poetics　（S砂1θ㌘μηg㎎¢，　T．A．Sebeok　ed．，　M．1．T．
　　Press）［川本茂雄他訳1973『一般言語学』，みすず書房］
◆関説的発話（実質的情報をやり取りする）
　◇行為：行為を行いながら補足的情報を伝える
　◇紹介：ワキの人物に関する情報を伝える
　◇自己紹介：初対面の相手に自分に関する情報を
　　　　　　伝える
　◇情報伝達：自分にとって既知であり相手にとっ
　　　　　　　て未知の情報を伝える
　◇説明：自分に関する情報を伝え理解を求める
　◇情報要求：自分にとって未知の情報を要求する
　◇確認要求：自分にとって既知の情報を提示し確
　　　　　　認を求める
　◇相談：互いの了解の上で行為の方針等を定める
◆動能的発話（行為要求）
　◇要求：それを行うべき立場にある相手に対して
　　　　行為を要求する
　◇指示：何らかの権限をもって行為を要求する
　◇依頼：相手の厚意により自らの利益になる行為
　　　　　を要求する
　◇勧め：相手の利益になる行為を要求する
　◇誘い：自分とともに行為を行うことを要求する
◆心情的発話（感情・意志等の表出）
　◇感想叙述：話題やできごとに対して自分が
　　　　　　感じるところを述べる
　◇意志表示：自分の意志・決定などを述べる
　◇儀式的：慣習的に定まった形式にのっとっ
　　　　　　て感情等の表出を行う
◆交話的発話（ことばを交わすことにより良好
　　　　　　　な対人関係を保持する）
　◇情報叙述：互いに共感できる話題に関する
　　　　　　情報を伝える
　◇質問：相手に関する情報を求めることによ
　　　　　り相互の理解を高める
◆メタ言語的発話（ことばそのものを話題にす
　　　　　　　　　る）
　◇語釈要求：ことばについての説明を求める
　◇訂正：ことばの形やことばつかいを訂正す
　　　　　る
　「関説的発話」に属する「情報伝達」と「説明」とは，いずれも，なんらかの情報内容を相手に伝
え教える機能であるが，「説明」には，話し手の側に関する情報内容を伝えた上で，さらにその事情に
理解を求める気持ちを含んでいる場合を分類した．それに対して，「情報伝達」には，より客観的な情
報内容を分類してある．
　同様に情報を相手に伝える機能として，「交話的発話」のうちの「情報叙述」がある．「関説的」機
能が情報内容が相手の知識となることを目的とするのに対して，「交話的」機能は，ことばを交わすこ
と自体を目的とし，それによって相手に対して敵意がないことを示したり親しくなろうとする意志を
示したりするものである．従って，ここに含まれる「情報叙述」には，新しい情報内容を相手に教え
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ることより，互いに興味の持てる話題を持ち出して共感が生まれたり，そうした会話を交わすこと自
体によって親しみが生じることを目的とした発話が分類される．
　「関説的発話」中の「情報要求」と，「交話的発話」中の「質問」とも，同様の関係にある．「情報
要求」に当たる発話が，自分にとって多少とも必要な実質的情報を求めるものであるのに対して，「質
問」に分類された発話は，主に相手側の事情などを尋ねることにより，話し手が相手に関心や好意を
持っていることを示すことに主な目的がある．
　「動能的発話」は，いずれも，相手に何らかの行為を行うよう求める機能を持つが，そのうち，「要
求」には，店員が客に応対するなど，相手が義務として当然行うべき行為を求めるもの，「指示」に
は，その行為を命じる資格のある話し手による行為の要求を，それぞれ分類した．また，「依頼」に
は，相手が行う義務のないことを厚意として行うよう頼む発話が分類される．これらはいずれも，話
し手が利益を受ける場合である．それに対して，「勧め」には相手の利益になることを行うよう勧める
発話，「誘い」には相手の自由意志によって話し手といっしょに何かを行うよう勧める発話が分類され
ている．これらは，相手が利益を受ける行為を要求する機能と言える．
　「心情的発話」は，話し手の感覚・感情などの主観的内容を表すもので，「感想叙述」はすでに起こ
った事態に対して話し手が持つ感想・意見を述べるもの，「意志表示」は，主に話し手がこれから行お
うとすることがらを述べるものを含む．
　「メタ言語的発話」は，ことばに関する知識やその場で発せられたことばの形式・意味に言及する
機能で，「語釈要求」は自分の知らないことばに関する知識を尋ねたりする発話，「訂正」には相手の
不適当なことばつかいを指摘し正すなどの発話が含まれる．
　この分類中に　◇　で示される小分類の種類は，「中級編」に現れた発話を分類して得られたものに
限られているので，さらに広い範囲のテクストを分析すれば，これ以外の機能を設ける必要が出てく
ることは当然予想される．
場面機能索引
◆関説的発話（実質的情報をやり取りする）
◇行為：行為を行いながら補足的情報を伝える　［ユニット1］seg．03②（代金を払う）
　2］se9．08④（代金を払う）　seg．11①（食事を始める）
　ひとりごと）　seg．12①（手土産を渡す）
◇紹介：ワキの人物に関する情報を伝える［ユニット1］se9．02①（連れを紹介する）
　話で人を紹介する）　seg．03②（友人を紹介する）
　10②（連れを紹介する）　［ユニット3］seg．14①（両者を紹介する）
　　　　　　　　　　　　　［ユニット
seg．11②（用の済んだ物を片付けながら
　　　　　　　　　　　　　　　se9．02②（電
［ユニット2］seg．10①（連れを紹介する）seg．
◇自己紹介：初対面の相手に自分に関する情報を伝える［ユニット1］seg．01①（多数の前で）
　01①（多数の前で）
◇情報伝達：
　会の予定を伝える）
　うことを伝える）
　的地へ案内する）
　る）
　る）
　ニット3］
　ことを伝える）
　（敬語について）
◇脱明：
自分にとって既知であり相手にとって未知の情報を伝える
seg．09①（割り付け結果の報告）
seg．11①（伝言を伝える）
　　seg．17①（日柄について）
　　　　　［ユニッ　ト　4］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．　seg．01①（多数の前で）　se昏01①（多数の前で）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ユニット1］se9．04②（面
　seg．04④（道順を説明する）　seg．05①（出口を教える）　seg．05①（道が違
seg．05③（道を説明する）　seg．05③（迷った理由を説明する）　seg．05④（目
seg．06①（来客を告げる）　［ユニット2］seg．07⑤（手続きのいきさつを伝え
　　　　　　　　　seg．09③（交渉結果の報告）　seg．10①（目的地へ案内す
　　　　　　seg．12①（共通の知人の近況）　seg．12①（電話の報告）　［ユ
　　　　　　　　　seg．17③（貸家の候補を検討する）　se9．18①（結婚する
　 　 　seg．24④（敬語にっいて）　seg．24④（敬語について）　seg．24④
　　　　自分に関する情報を伝え理解を求める［ユニット1］seg．06②（自社の方針を説明する）seg．
　06②（自社の事情を述べる）　seg．06②（商品の内容を説明する）　［ユニット2］seg．07③（来客
　の説明）　seg』7③（自分の都合）　seg．08②（商品を説明する）　5eg．09①（遅れた事情の説明）
　［ユニット3］seg．14④（断りの理由）　seg．16②（結婚することを伝える）　seg．16②（結婚の
　いきさつ）［ユニット4］5eg20②（イベントの内容について）seg．21②（鮫子の店の都合）seg．
　23④（バザーの仕事について）　seg．24①（買い物の心づもり）
◇情報要求：自分にとって未知の情報を要求する［ユニット1］seg．02②（日程の都合を尋ねる）seg．
　03②（注文を取る）　seg．04②（用意する物を尋ねる）　se9．04③（道順を尋ねる）　seg．04③（ビ
　ルの名前を尋ねる）　seg．04③（住所を尋ねる）　seg．05②（道を尋ねる）　seg．05③（道を尋ねる）
　seg．06①（約束の有無を尋ねる）［ユニット2］seg．07②（御用聞きをするかどうか尋ねる）　seg．
　07④（手続きの場所を尋ねる）　seg．07④（住民票のことを尋ねる）　seg．07④（手続きがいつ済む
　か尋ねる）　seg．08①（売り場を尋ねる）　se昏08②（買い物の用途を尋ねる）　seg．08②（のし紙
　について尋ねる）　seg．08④（買う魚を選ぶ）　seg．08④（魚のさばき方を尋ねる）　seg．09①（飲
　み物の好みを聞く）　seg．09①（日程を尋ねる）　seg．09②（日程の相談）　seg．11①（卵の注文を
　きく）　seg．11①（石けんの場所をきく）　se昏11②（本を入れる場所を尋ねる）　seg．12①（飲み
　物の希望をきく）［ユニット3］segj　5①（販売企画について）seg．15①（他の議題の有無）se昏
　15②（写真家について尋ねる）　seg．17①（結婚式の様式）　segj　7①（披露宴の人数）　seg．17②
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　（貸家を探す）　seg．17②（貸家の希望を尋ねる）　seg．18①（用件を尋ねる）　［ユニット4］seg．
　19③（話の内容を尋ねる）seg．20②（場所を尋ねる）seg．20③（提案の具体的内容を尋ねる）se昏
　21①（会場を予約する）seg．21①（書き方を尋ねる）seg．21①（会場使用の目的を尋ねる）seg．
　21①（会場の空いている日を尋ねる）seg．21①（会場が空いているかどうか尋ねる）seg．21②（出
　口の位置を確認する）seg22①（商品の評判を尋ねる）se忌22①（条件を尋ねる）se昏22②（出
　席者について）　seg．22②（出席者の発題内容）　seg．22②（会場の場所）　seg．23②（具合を尋ね
　る）　seg．23④（問診をする）　seg．23④（痛みについて尋ねる）　seg24③（用件を尋ねる）　seg．
　24③（同じ品があるか尋ねる）
◇確認要求：自分にとって既知の情報を提示し確認を求める［ユニット2］se9．08③（鍵を持ってい
　ることの確認）　［ユニット3］seg．14①（受賞のことに触れる）　seg．15①（客層について）　［ユ
　ニット4］se9．19①（約束の確認）
◇相談：互いの了解の上で行為の方針等を定める　［ユニット1］seg．02②（会う日を決める）　seg．
　04①（面会の約束をする）　seg．05①（道を探す）　seg．02②（日程の決め方について案を出す）［ユ
　ニット2］seg．08①（買い物の順序）　seg．08②（スプーンセットを選ぶ）seg．08③（献立）　seg．
　09①（表の形を変える提案）　seg．09①（図版を削る提案）　seg．09①（写真を削る提案）　seg．09
　①（本文を削ってもらう提案）seg．09①（ページ数を増やす提案）seg．10①（原稿を縮める方法
　の提案）　seg．10①（原稿を縮める方法の提案）　seg．10①（提案への補足）　seg．10②（割り付け
　方法）segJ　O②（写真の受け渡し）segj　1②（公園へ行く提案）seg．11③（行き先の提案）seg．
　11③（帰る提案）　seg．11③（公園へまた来る提案）　seg．12①（祭りに行く提案）　seg．12①（知
　人を誘う提案）　［ユニット3］seg．15①（若い人の意見を尊重する提案）　seg．15②（ポスター写
　真の案を見せる）　seg．16②（正式な依頼のしかた）　seg．17①（式場の具体案）　seg．17②（他の
　貸家を探す）　seg．17②（貸家の案を検討する）　seg．17②（貸家の案を検討する）　seg．17②（貸
　家の案を検討する）　seg．17②（意見を求める）　seg．17④（意見を尋ねる）　seg．18②（スピーチ
　の内容）［ユニット4］seg．20③（イベントの内容を提案する）　seg．20③（提案への賛成）　seg．
　20③（イベントの内容の提案）　seg．20③（イベントの内容の提案）　seg．21②（会場レイアウトの
　提案）　seg．21②（具体案を求める）　seg．21②（レイアウト案を出す）　seg．21②（係の分担を決
　める）seg．21②（掲示を書く係を決める）seg21②（シンポジウムの係を決める）seg．22①（バ
　ザーの商品を選ぶ）　seg．22①（値段の交渉をする）　seg．22①（値段の具体案を出す）　seg．22①
　（代わりの案を出す）　seg．23①（代わりの案を出す）　seg．23①（テープの色を決める）
◆動能的発話（行為要求）
◇要求：それを行うべき立場にある相手に対して行為を要求する　［ユニット2］seg．08②（商品を出
　してもらう）　segO8②（次の商品を出してもらう）　segO8②（配達を頼む）　segO8②（代金を
　請求する）　seg．08④（配達を頼む）　seg．09①（欠けている原稿の要求）　seg．09①（印刷業者と
　の打合せをさせるよう要求）　seg．11②（物を持っていかせる）　［ユニット3］seg．18①（車を貸
　す条件を出す）　［ユニット4］seg20②（買い物をする）　se呂23①（提案の撤回を求める）　seg
　23③（診察を申し込む）　seg．23③（保険証を出させる）　seg．24④（発言を求める）　seg．24④（発
　言許可を求める）
◇指示：何らかの権限をもって行為を要求する　［ユニット1］seg．01①（自己紹介をさせる）　seg．
　02③（電話させる）　seg．04②（道順を調べさせる）　seg．06①（資料を出させる）　［ユニット2］
　seg．07④（記入方法）seg．07④（書類を提出させる）　seg．09①（ブラインドを開けさせる）　seg．
　09①（執筆者訪問に同行させる）seg．09①（見てこさせる）seg．09①（飲み物を注文させる）seg．
　09②（印刷の方法）　seg．09②（飲み物を配る）　seg』9②（連絡させる）　seg．09③（対処の方法）
　seg．09③（著者との面会について）seg．11①（伝言させる）　seg．11①（本を読むのをやめさせる）
　seg．11①（本を読むのをやめさせる）seg．11②（洗濯物を出させる）seg．11②（勉強させる）［ユ
　ニット4］seg．21①（予約用紙を書かせる）　seg．22②（出迎えについて）　seg．23③（熱を計る
　よう指示）　seg．23④（体温計を出させる）　seg．23④（聴診の準備をさせる）　seg．24④（発言者
　を指名する）
◇依頼：相手の厚意により自らの利益になる行為を要求する　［ユニット1］seg．01①（乾杯の音頭を
　指名する）　seg．02①（他社への紹介を依頼する）　seg．02②（電話で相手を呼んでもらう）　seg．
　03②（同席の許可を求める）　seg．06①（取り次ぎを頼む）　［ユニット2］seg．07②（取り引きを
　してくれるよう頼む）seg．07④（手続きを頼む）se昏07④（書類なしで手続きするよう頼む）se忌
　07⑤（区役所へ行くよう頼む）　se9．09②（原稿を預かる許可を求める）　seg．10①（原稿を縮める
　依頼）　seg．10①（原稿に含まれる表と写真の要求）　seg．10②（表の原稿の要求）　segJ　O②（写
　真を用意する依頼）　se忌11①（用事を頼む）　se昏11②（自室の片付けの手伝いを頼む）　seg．11
　②（遊びに連れていくよう頼む）seg．11③（ジュースを買ってもらいたい）　［ユニット3］seg．
14③（縁談を断るよう頼む）　seg．16①（仲人を頼む）　seg．16②（頼みごとを切り出す）　seg．16
②（依頼を切り出す）seg　16②（依頼の内容を述べる）segj　8①（披露宴に招く）se昏18①（車
を貸してくれるよう頼む）　seg．18②（スピーチを頼む）　［ユニット4］se9．23①（塗り直しを頼
む）　seg．24②（何か買うよう求める）
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◇勧め：相手の利益になる行為を要求する［ユニット1］seg．02③（手みやげを渡す＞　seg．03②（同
席を勧める）　seg．03②（同席を勧める）　segO6①（茶を勧める）　［ユニット2］seg．08②（別
　の商品を提案する）　seg．08③（先に帰るよう勧める）　seg．09②（コーヒーを勧める）　seg11①
　（妻を手伝うよう要求する）　seg．12①（おしぼりを勧める）　seg．12①（ゆっくりして行くよう勧
　める）　seg．12①（茶を勧める）　seg．12②（昼食を勧める）　seg．12②（薬味を勧める）　［ユニ
　ット3］seg　13①（見合いを勧める）　seg．13②（見合いを勧める）　seg．13③（見合いを勧める）
seg．14①（茶菓を勧める）seg．14①（二人で散歩するよう提案）seg．15②（候補を提案する）seg．
　16①（代わりの候補を提案する）seg．17①（式の日取りの提案）seg．17②（貸家の案を示す）seg．
　17②（下見を勧める）　［ユニット4］seg．19②（テニス大会出場を勧める）　seg．19②（テニス大
　会出場を勧める）seg．19③（行事をすることの提案）seg．23②（病院に行くことを勧める）seg．
　24③（代わりの品を勧める）
◇誘い：自分とともに行為を行うことを要求する［ユニット1］seg．03②（飲みに行くことを提案す
　る）　［ユニット2］seg．07③（招待する）　seg．11③（遊具の場所へ呼ぶ）　seg．12①（祭り見物
　に誘う）　segj　2②（昼食を始める）　seg．12③（写真を撮る提案）　［ユニット4］seg．19③（行
　事を行うことの提案）　seg．20②（イベントの相談に誘う）
◆心情的（感情・意志等の表出）
◇感想叙述：話題やできごとに対して自分が感じるところを述べる［ユニット1］seg．03①（あいさ
　つについての感想）　seg．03①（ことばつかいについての感想）　seg．03②（自分と相手を比べての
　感想）　seg．06②（会社のことを話す）　［ユニット2］seg．08②（買い物の候補を検討する）　［ユ
　ニット3］seg．14③（見合いの感想）　seg．14③（断り方に困ること）　seg．14④（おいの性格）
　seg．15①（デザインについて）　seg．15①（売れるかどうか）　seg．15②（ポスターの写真を選ぶ）
　seg．17③（新居の候補）　seg．17④（新居の候補）　seg．17④（新居の候補を検討する）　seg．18②
　（できるかどうか）　［ユニット4］seg．19②（相手のテニスの上達について）　segj　9③（みこし
　についての思い）　seg．19③（現状についての感想）　seg．20③（提案への反対）　seg．21②（レイ
　アウト案への反対）　seg．22①（自分に似合わないこと）　seg．22②（シンポジウムの内容について
　の感想）　seg．23①（ついたての色について）　seg．24③（しみについて）
◇意志表示：自分の意志・決定などを述べる　［ユニット2］seg．08②（購入する品物を決める）　seg．
　09①（自分が取りに行く提案）　seg．09①（著者との面会の手配を申し出る）　seg．11①（掃除を引
　き受ける申し出）　se9．11③（自分もやりたいと言う）　se9．12③（写真を撮る申し出）　［ユニッ
　ト3］seg．14④（縁談を断る）　seg．17④（貸家の候補を断る）　［ユニット4］seg．23②（付き
　添いを申し出る）
◇儀式的：慣習的に定まった形式にのっとって感情等の表出を行う［ユニット1］seg．01①（歓迎の
　あいさつを述べる）　seg．01①（乾杯の音頭を取る）　［ユニット3］seg．18③（乾杯の音頭を取る）
◆交話的（ことばを交わすことにより良好な対人関係を保持する）
◇情報叙述：互いに共感できる話題に関する情報を伝える　［ユニット1］seg．02①（出身大学が同じ
　であることに言及する）　seg』2①（共通に知っている先生のことに言及する）［ユニット3］seg．
　14②（大雪へ行ったこと）　seg．18③（エピソードの紹介）　［ユニット4］seg．19②（テニスの腕
　前の批評）　seg．19③（近所の外国人のこと）　seg．24①（バザーの盛況）
◇質問：相手に関する情報を求めることにより相互の理解を高める［ユニット1］seg．02①（就職し
　ての様子を尋ねる）　seg．03①（仕事のことを話し合う）　seg．03②（銀行の仕事について尋ねる）
　seg．03②（仕事の内容を尋ねる）　seg．06②（紹介者について話す）　［ユニット2］seg．07①（引
　っ越しの様子を尋ねる）　seg．07①（新居の様子を尋ねる）seg．11①（片付けの進行状況を尋ねる）
　seg．12①（引っ越しの様子を尋ねる）　seg．12②（前に会った時のことを尋ねる）　seg」2②（その
　後の様子を尋ねる）　seg．12②（味を尋ねる）　［ユニット3］segJ　3③（事情を尋ねる）　seg．13
　③（見合いについて尋ねる）　seg．14②（仕事のことを尋ねる）　seg．14②（自分のテーマについて
　尋ねる）　seg．14②（商品写真について）　segj　4②（撮影の場所について）　seg．14②（暑い，寒
　いのどちらが好きか）　seg．16②（相手について）［ユニット4］seg．21②（鮫子の種類について尋
　ねる）
◆メタ言語的発話（ことばそのものを話題にする）
◇語釈要求：ことばについての説明を求める　［ユニット4］seg．20③（ことばの意味を尋ねる）
◇訂正：’ことばの形やことばつかいを訂正する　［ユニット4］seg．19②（老人会という名前）
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2．非言語行動索引
凡例この索引には，「中級編」の映像に現れるさまざまな動作や行為のうち，コミュニケーション
において，なんらかの意味を持つと考えられる動作を分類して挙げてある．非言語行動の種類は，以
下のように身体部位によりおおまかに分類して示したが，複数の部位に関するもの，および複数の動
作が連続する場合は，最も顕著であると思われる動作が起こる部位に分類した．また，いくつかの動
作については，その非言語行動が表す意味を　→　の後に簡単に記した．それぞれの出現位置は，そ
の直前または直後のせりふの文番号で示してある．
◆移動・対人位置（相手との位置関係）
◆立ち座り
　◇立っ　　◇すわる
◆全身・上半身（全体的な動き）
◆頭部
　◇頭を下げる
　◇その他頭部全体（首をかしげる等）
◆顔の表情
◆目（視線の動き）
　◇人を見る，人から視線を外す
　◇物などを見る
◆飲食（口の動作のうち，飲食を行うもの）
◆上肢
　◇腕　◇両手　◇掌部・指・拳
　◇持ちもの・服装など
◆音調・口調
◆その他
非言語行動索引
◆移動・対人位置　［ユニット1］　seg．02③一〇90：先に立って出る→案内　③一〇90：上司，部下の順
　で歩く→順位の意識seg．03②一〇16：近づく→接触の開始seg．05③一〇32：そのもののところへ行く
　→説明　③一〇32：ついて行く　seg．06①一〇13：先に立って歩く→案内する　①一〇16：奥から上司，
　部下の順に座る→順位の意識　②一〇25：奥のいすにつく→順位の意識②一〇73：上司を先に通す→
　順位の意識［ユニット2］seg．07②一〇38：ドアを出る→接触の終了　④一〇55：カウンターに近づ
　く→接触の開始　④一〇64：カウンターに近づく→接触の開始④一〇70：相手のそばを離れる→接触
　の中断④一〇70：カウンターに戻る→接触の再開seg．08①一〇〇4：相手のそばを離れる→接触の中断
　①一〇10：相手のところへ戻る→接触の再開se9．09①一〇〇4：向かい合って座る→ウチ・ソトの意識②
　一〇57：近づく→接触の開始③一107：近づく→接触の開始seg．10①一〇〇7：近づく→接触の開始①
　一〇〇8：少し脇へ寄り後ろにいる人物を指し相手を見る→紹介②一〇52：相手の前に進む→あいさつ
　seg．11①一〇12：ドアに手をかけたまま→簡単な接触　①一〇17：相手のそばに立ち止まる→i接触の開
　始　①一〇24：食卓につく→準備の終了　②一〇58：物を置き立ち上がって出ていく　②一〇59：入って
　きて座る③一〇65：先に立って走り出し連れの方を振り向く→誘い③一〇67：ある場所に立って右手
　をかけ相手を振り向く→誘いse9．12①一〇35：立って部屋の奥へ行き電話する→接触の中断①一
　〇42：相手に向かって歩く→接触の再開　②一〇51：頭を下げ中に入る→接触の開始　②一〇52：先に立
　って部屋に入る→案内する②一〇66：立って去る→接触の中断③一〇92：相手に近づく→申し出［ユ
　ニット3］seg．13①一〇〇1：ドアを開け突然入ってくる→親しみ　①一〇〇3：相手の向いに座り腕を
　組んでテーブルにつく→会話の開始①一〇17：立って出ていく→接触の終了　③一〇48：相手を見な
　がら近づき隣に座る→興味seg．15②一〇56：聞き手をそっちのけにして立ち上がり別の人物に近づく
　→接触相手の変更seg．16②一〇24：相手の席に近づく→接触の開始　②一〇29：後へ下がって相手を通
　し後から続く→敬意②一〇30：向かいあって座る→会話の開始se忌17②一〇32：カウンターの前に座
　り物を見せる→接触の開始②一〇38：相手を見て隣に座る→相談　②一〇68：物を片付けカウンター
　から出る→会話の終了［ユニット4］seg，19①一〇〇2：振り向き足を止める→気づく　①一〇〇4二軽
　く会釈し去る→別れ　②一〇23：去る→接触の中断　③一〇30：立って去る→接触の中断　③一〇38：戻
　ってきて座る→接触の再開　③一〇41：戻ってきて座る→接触の再開seg20②一〇〇3：近寄る→接触の
　開始se昏21①一〇〇2：ゆっくり顔を上げカウンターに近づき用紙を出す→接触の開始①一〇〇4：窓口
　を離れて自分のデスクに戻る→接触の中断①一〇〇6：手を止め相手を見てゆっくり立ち窓口に近づ
　く→接触の再開　①一〇13：席に戻り資料を見て目を上げず→教えるseg．23①一〇〇1：近寄ってくる→
　接触の開始①一〇26：出て行く→接触の終了　①一〇26：立ち去る→接触の終了　②一〇27：歩いてき
　て相手のそばに寄りのぞき込む→接触の開始③一〇44：ドアを開け相手を通してから入る→いたわ
　る③一〇57：その場を離れる→接触の終了④一〇90：立って部屋を出ていく→接触の終了seg．24①
　一〇〇1：手を前で組み近づく→接触の開始①一〇16：立ち去る→接触の終了　②一〇17：駆け寄る→接
　触の開始③一〇48：頭を下げ去る→接触の終了
◆立ち座り
◇立つ［ユニット1］seg．01①一〇〇1：立って話す→改まったあいさつ　①一〇〇4二立ち上がる→司会
①一〇〇9：立ち上がる→改まり　①一〇13：立ち上がる→改まり　①一〇18：立ち上がる→改まり　①一
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　021：立ち上がる→改まり　①一〇29：立ち上がる→改まりseg．02①一〇〇2：立ち上がる→敬意③一
　〇71：立ち上がる→感謝・敬意seg．03②一〇71：立ち上がる→相手の存在を認めるseg．06①一〇〇1：
　立ち上がる→接触の開始①一〇12：立ち上がる→接触の再開②一〇26：立ち上がる→敬意②一〇70：
　立ち上がる→…接触の終了　②一〇70：立ち上がる→接触の終了［ユニット2］seg．09③一107：立ち
　上がり頭を下げる→敬意s暗10①一〇12：立ち上がる→接触の開始①一〇45：立ち上がる→接触の終
　了　②一〇49：手のひらでいすを指し立ち上がる→接触の開始②一〇78：テーブルの物を取りながら
　立ち上がる→接触の終了　②一〇79：立ち上がり封筒を抱える→接触の終了seg．12②一〇53：膝で立つ
　→相手を迎える［ユニット4］seg．19②一〇18：立ち上がる→接触の中断seg．24④一〇49：立って
　話す→あらたまり
◇すわる［ユニット1］seg．01①一〇12：座る→話を終える　①一〇17：座る→話を終える　①一〇20：
　座る→話を終えるseg．06①一〇〇8：座る→接触の中断［ユニット2］seg．12②一〇52：テーブルの
　前に座る→会話を始める　②一〇58：バッグを横に置き座る→会話を始める　［ユニット3］　seg．13
　②一〇24：ソファに座りバッグを横の床に置く→会話の開始seg．16①一〇〇1：あぐらをかいて座る→親
　しみ　［ユニット4］　seg．21②一〇60：座る→話題の転換
◆全身・上半身　［ユニット1］　seg．01①一〇〇3：前に傾ける→相手に働きかけるseg．03②一〇15：振
　り向く　②一〇51：背筋を伸ばす→興味を示す　②一〇51：ひじを張り乗り出す→興味を示す②一〇54：
　相手の方へかがみ込む→立ち入ったことを話すseg．04②一〇13：向きなおるseg．05②一〇241ふり返
　る→方向を示す③一〇31：ワキの相手を振り返る→共感を求めるseg．06①一〇14：ふり向く　①一
　〇20：ふり向く①一〇24：ふり向く　②一〇44：ふり向く→物を求める［ユニット2］seg．07④一〇79：
　相手の方へやや前かがみになる→よく言い聞かせるseg．09①一〇10：両手をひざに置き上体を起こす
　→深刻な事態の意識①一〇24ニワキの相手にふり返るseg．10①一〇22：話し手をふり返り原稿を見て
　聞き手を見る→話し手に同意②一〇61：ワキの相手を振り向く→物を要求seg．11①一〇〇6：やや乗り
　出す→頼む　①一〇13：ふり向く　②一〇53：上体をやや乗り出す→頼む　②一〇54：両手を膝に置きな
　がら相手の方へ上体を乗り出し見る　②一〇60：相手の方へ乗り出す→答える　②一〇63：顔を上げ振
　り向き大声で→遠くに呼び掛けるseg，12①一〇21二上半身をやや乗り出す→誘い　①一〇22：やや乗り
　出す→興味を示す　①一〇28：やや不審そうな顔①一〇28：やや乗り出す→思い出させる　①一〇33：
　やや乗り出す→提案　②一〇59：相手の方に乗り出す→勧め②一〇63：乗り出す→勧め　③一〇92：一
　人の相手に振り向いてからもう一人を見る［ユニット3］seg．13③一〇49：少し乗り出す→否定③
　一〇51：体を引く→軽い嫌悪seg．14③一〇62：乗り出す→興味③一〇64：やや乗り出す→勧めるseg、
　15①一〇12：やや乗り出す→発言許可を求めるseg．16②一〇58：背筋を伸ばし手をひざに置く→あら
　たまりseg．17①一〇29：相手を振り返る→尋ねる　③一〇70：相手の方を振り向く→話しかける　④一
　〇78：相手を振り向く→話しかけるseg．18①一〇32：相手の方へ向き直る→驚く　②一〇51：体を引く
　→驚く　②一〇64：体を引く→抗議［ユニット4］　seg．19②一〇10：汗を拭きながら振り返る②一
　〇13：やや乗り出す→尋ねる　②一〇14：乗り出す→相手を訂正する　②一〇17：少し反り返る→受け入
　れ③一〇39：振り向く→問い返す③一〇48：少し体を引く→拒絶③一〇54：思い出して乗り出す③
　一〇56：少し乗り出す→尋ねるseg．20②一〇〇8：少しかがみ込む③一〇50：少し体を起こす→納得③
　一〇51：やや前に乗り出す→譲歩③一〇63：少しムキになり背すじをのばすseg．21①一〇〇1：窓口にか
　がみこむ→接触の開始　①一〇14：乗り出す→尋ねるseg．22①一〇20：振り返り対象を指さす→対象を
　示すseg．23①一〇〇1：振り返る→気づく①一〇21：振り返って一同を見る→意見を求めるseg．24①
　一〇10：体をある方向に向ける→案内する　①一〇14：体を前に傾ける→説得②一〇18：上体を相手に近
　づける→からかう
◆頭部
◇頭を下げる（深く下げる，軽く会釈する，うなずく等を含む）　［ユニット1］　seg．01①一〇〇2→話
　を承る　①一〇〇4：会釈→謝意①一〇〇81うなずく→承知①一〇〇9：目礼→改まり　①一〇〇9：会釈→
　かしこまり　①一〇12：深く→話を終える　①一〇17→話を終える　①一〇20→話を終える　①一〇21→か
　しこまり　①一〇27：会釈→頼む①一〇28：うなずく→承諾①一〇29→かしこまりseg．02①一〇〇1：会
　釈→あいさつ①一〇〇2→感謝①一〇〇3→感謝を受ける　①一〇〇9→感謝①一〇〇9→あいさつ①一〇10：
　会釈→あいさっ　①一〇19：うなずく→肯定①一〇34：うなずく→賛意　①一〇35→感謝　①一〇36：う
　なずく→あいつち　①一〇38：うなずく→承諾①一〇39：うなずく→あいつち　①一〇40：うなずく→
　あいつち　①一〇45→感謝③一〇71→感謝③一〇77：うなずく→肯定③一〇85：会釈→感謝③一
　〇86：会釈→辞去　③一〇88→感謝・辞去　③一〇88→別れ③一〇89→別れ　③一〇90→別れseg．03①一
　〇〇2：うなずく→あいつち　①一〇〇3：うなずく→賛意　①一〇〇8：うなずく→肯定①一〇〇9：うなずく
　→同意②一〇18：うなずく→肯定②一〇27→あいさつ　②一〇29→あいさつ　②一〇31：うなずく→共
　感　②一〇31：うなずく→肯定②一〇36：うなずく→肯定②一〇43：うなずく→理解②一〇57：うな
　ずく→肯定②一〇60：うなずく→理解　②一〇65：うなずく→うながす　②一〇72→別れ　②一〇73：会釈
　→別れseg．04②一〇19：うなずく→承知seg．05①一〇〇2：うなずく→理解　①一〇20：うなずく→共感
　②一〇21：会釈→話しかける　②一〇25→感謝②一〇25：会釈→うながす　③一〇26：会釈→話しかける
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③一〇32：うなずく→理解③一〇33：うなずく→あいつち　③一〇371うなずく→肯定④一〇53：うな
　ずく→理解seg．06①一〇〇1→接触の開始　①一〇〇2→接触の開始　①一〇13→感謝①一〇16：会釈→感
　謝①一〇16→接触の終了　①一〇19→接触の開始①一〇20：会釈→気づく　①一〇22：会釈→感謝①
　一〇24：会釈→接触の終了　②一〇25：会釈→接触の開始　②一〇37：うなずく→肯定②一〇37：うなず
　く→あいつち　②一〇41：うなずく→理解　②一〇43：うなずく→理解　②一〇53：うなずく→理解②
　一〇55：うなずく→理解②一〇65→感謝　②一〇71→辞去　②一〇72：会釈→別れ②一〇76→別れ②一
　〇77→別れ③一〇41→感謝①一〇24：目礼→接触の終了　［ユニット2］　seg．07②一〇24：帽子のひ
　さしに手をやり会釈→あいさつ　②一〇26：会釈→頼む　②一〇29：うなずく→肯定②一〇33：うなず
　く→承諾②一〇35：会釈→感謝②一〇38→別れ④一〇58：うなずく→肯定④一〇61：うなずく→肯
　定④一〇63：うなずく→理解④一〇64→感謝④一〇69：うなずく→了解④一〇711うなずく→了解
　④一〇84：うなずく→満足　⑤一〇97：うなずいて受話器を置く→談話の終了seg．08①一〇〇5→接触の開
　始　②一〇12：近づいて→接触の開始　②一〇17：うなずく→承諾②一〇21：うなずく→同意　②一〇23：
　うなずく→承諾②一〇26二大きくうなずく→理解②一〇31：うなずく→理解②一〇39：うなずく→
　理解　②一〇44：うなずく→承諾　②一〇51：会釈→接触の中断　②一〇56：離れる前に→接触の中断
　②一〇60：深く→接触の終了　④一〇92：うなずく→承諾　④一108：うなずく→確認seg．09①一〇10：相
　手を見てうなずく→理解①一〇30：うなずく→賛意　①一〇34：うなずく→承諾①一〇40：うなずく
　→承諾①一〇46：うなずく→賛意①一〇48：うなずく→承諾①一〇50：うなずく→肯定①一〇52：
　うなずく→承知　②一〇70：うなずく→了解②一〇77：会釈→感謝　②一〇82→別れ②一〇99：会釈→
　別れ　③一104：会釈→あいさつ　③一106：会釈→了解　③一119：うなずく→了解③一123：うなず
　く→了解　③一123：うなずく→了解seg．10①一〇〇4：ドアのところで→あいさつ　①一〇〇7：深く→わ
　びる　①一〇10：→あいさつ　①一〇14：会釈しすわる→敬意　①一〇34：→感謝①一〇38：うなずく→
　承知　①一〇40：うなずく→承知　①一〇44：うなずく→了承①一〇44：会釈→承知　①一〇47：深く→
　別れ　②一〇56：→あいさつ　②一〇69：うなずく→了解　②一〇72：うなずく→理解②一〇72：→頼む
　seg．11①一〇〇7：うなずく→了解　①一〇23：うなずく→理解①一〇26：軽く→食事の開始　②一〇47：
　軽くうなずく→了承　②一〇48：うなずく→了解②一〇57：うなずく→了解seg．12①一〇29：うなずく
　→納得①一〇42：うなずく→了承②一〇46：軽く→あいさつ②一〇49：→感謝②一〇65：うなずく
　→受け入れ②一〇69：小さくうなずく→納得②一〇73：うなずく→納得［ユニット3］seg．13②
　一〇19：→あいさつ③一〇56：小さくうなずく→同意seg．14①一〇〇2：軽く→感謝①一〇〇7：感心した
　風にうなずく　①一〇〇9：会釈→感謝①一〇19：うなずく→肯定④一〇74：→感謝④一〇88：電話に
　→会話の終了　④一〇89：うなずく→承知　④一〇91：電話に→別れ　④一〇92：おどけて→感謝seg．15
　①一〇〇2：うなずく→肯定①一〇〇4：うなずく→同意　①一〇10：うなずく→賛成　①一〇29：→承服①
　一〇34：うなずく→承知　①一〇40：→ねぎらい　②一〇59：うなずき対象を見る→納得seg．16①一〇12：
　うなずく→賛成　②一〇36：→感謝　②一〇42：うなずく→肯定seg．17①一〇〇3：うなずく→同意①一
　〇19：うなずく→同意①一〇21：うなずく→同意①一〇30：うなずく→肯定②一〇68：うなずく→同
　意　seg．18①一〇〇5：うなずく→肯定　①一〇18：うなずく→肯定①一〇30：うなずく→理解②一
　〇72：うなずく→肯定③一〇84：→祝う　③一〇84：→話し終わる　［ユニット4］　seg．19③一〇37：
　ほほえんでうなずく→同意　③一〇40：うなずく→納得seg．20①一〇〇1：互いに会釈→あいさつ　②一
　〇30：うなずく→了解③一〇31：話し手をちらっと見てうなずく→同意③一〇47：うなずく→賛成③
　一〇48：うなずく→賛成　③一〇59：大きくうなずく→同感③一〇65：笑いながらうなずく→賛成　③
　一〇69：うなずく→了解③一〇82：大きくうなずく→賛成seg．21②一〇30：ほほえんでうなずく→賛成
　②一〇45：うなずく→納得②一〇70：→頼む　①一〇21：対象を見ながらうなずく→同意seg．22②一
　〇64：軽く→感謝②一〇67：ためらいがちにうなずく→心配②一〇71：→任せる　②一〇71：うなずく
　→承知　②一〇72：うなずく→同意　②一〇78：顔を見合わせてからうなずく→肯定　②一〇79：座った
　まま両ひじを横に張って頭を深く下げる→話題の終了seg．23①一〇18：うなずく→同意　②一〇32：う
　なずく→賛成　③一〇48：うなずく→肯定　③一〇57：→了解　④一〇89：→感謝④一〇90：うなずく→
　受け入れseg．24①一〇〇1：互いに丁寧に→あいさつ　①一〇〇2：→感謝①一〇16：互いに相手の体の横
　に頭を下げすれ違う→接触の終了　②一〇31：→感謝③一〇48：頭を下げ見送り物を片付ける→接触
　の終了　④一〇53：→感謝④一〇66：うなずく→納得　④一〇69：相手を見てうなずく→同意
◇その他，頭部全体（首をかしげる等）　［ユニット1］　seg．03①一〇〇9：首をかしげる→感慨seg．
　05①一〇16：首をかしげる→困惑②一〇23：首をかしげる→わからない　［ユニット2］　seg．09②
　一〇90：首をかしげる→考えるse忌10①一〇26：頭を後ろへそらし気味にする→拒絶seg．11①一〇22：
　ワキの人物を顔で指す→言及　①一〇23：首を斜めに振る→抗議　③一〇75：水飲み場を顔で指す→発
　言の補足seg．12①一〇31：顔で横の方を指す→発言の補足②一〇62：首をかしげる→遠慮［ユニッ
　ト3］seg．13③一〇39：相手を見て首をかしげる→心配seg．14②一〇51：首をかしげる→否定seg．
　15①一〇15：首をかしげながら→わびる　①一〇23：顔でワキの人物を指す→発言の補足　②一〇41：首
　をかしげため息をつく→不満足　②一〇48：首をかしげて少し考えるseg．16①一〇13：話題の人物を顔
　で指す→発言の補足　②一〇29：顔で指す→場所を示す　②一〇56：首を左右に振る→感嘆［ユニット
　4］seg．19②一〇22：顔を左右に振る→感慨③一〇34：首を少しかしげる→考えるseg．20②一〇13：
　首を軽く横に振る→否定　③一〇61：肩をすくめて笑う→おかしいseg．21②一〇59：首をすくめる→恐
　縮　②一〇73：首をすくめ見回す→恐縮seg．22①一〇37：首をかしげ顔をしかめる→不承知seg．23③
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一〇46：首を横に振る→わからないseg、24③一〇42：首をかしげ別の物を見る→拒絶
◆顔の表情［ユニット1］　segO3②一〇15：ほほえむ→相手に気づくseg．05③一〇35：けげんな顔→
　納得がいかない［ユニット2］seg．07④一〇83：笑顔になる→安心seg．11②一〇56：ほほえんで何
　度かうなずく→賛成se9．12①一〇25：顔を上げてほほえむ→満足　①一〇31：感心した風に笑顔でうな
　ずく→驚き［ユニット3］seg．13①一〇〇6：目をそらし相手を見て苦笑する　①一〇〇7：にやりと笑
　いながらあぐらをかく→楽しみ①一〇10：下を見て感じ入った風②一〇31：ほほえむ→勧め②一〇36：
　笑顔→勧め　③一〇70：にっこりする→話題の終了seg．14②一〇43：けげんな顔でやや考える→わから
　ない　②一〇50：少しがっかりする　②一〇51：理解しかねた表情　③一〇69：相手を見て笑う→からか
　う　④一〇71：言いにくそうに→心苦しい　④一〇74：壁によりかかり話し手を見ていたずらっぼく笑
　う　④一〇79：肩をすくめて笑う　④一〇82：ちょっと困った様子でワキの相手をちらっと見る　④一〇86：
　ほっとしてseg．15①一〇〇4：渋い顔　①一〇18：相手を見てまゆをつり上げる→不審　①一〇27：口を結
　んで書類をめくる→不機嫌②一〇45：口をへの字に結ぶ→不満足②一〇55：にっこりする→満足②
　一〇64：ぎくっとするseg．16①一〇20：口をとがらせうなずく→了承②一〇59：口をとがらし不満の表
　情→心配②一〇60：にっこりしてうなずく→満足②一〇68：笑う→了承②一〇69：真顔になる→承
　諾②一〇70：笑顔になり頭を下げる→感謝seg．17②一〇35：がっかりするsegJ　8②一〇70：笑う→お
　かしい　［ユニット4］seg．19②一〇〇6：笑い返す　②一〇〇8：笑う→おかしい　②一〇18：笑う→お
　かしい　②一〇23：見送りながら笑う→おかしい　③一〇51：ため息をついて脇を見る→不賛成③一〇63：
　気の進まない顔で前の方を見る　③一〇67：ちらっと相手を見てため息をつく→不満seg．20③一〇34：
　一同の様子を見まわし苦笑しながら相手に→尋ねる　③一〇37：安心した表情→思い出す　③一〇52：
　急に思い出し笑顔で③一〇72：勢いこんで目を細め首を前にのばす→興味seg．21①一〇〇4：むっとす
　る　②一〇56：うれしそうににっこりする→賛成　②一〇59：白い目で相手を見る→非難②一〇64：に
　こにこする→うれしい　②一〇65：にっこりして一同に→賛成　②一〇73：冷たい目で相手を見る→非
　難…seg．22①一〇13：吹き出す→おかしい　①一〇13：ことばにつまり相手をにらむ→非難…①一〇14：笑
　いながら→おかしい　①一〇39：顔をしかめ目を伏せる→拒絶①一〇51：困った表情→断り　②一〇63：
　笑ってうなずく→発言の補足se9．23①一〇17：相手を見て苦笑する→あきれる
◆目（視線の動き）
◇人を見る，人から視線を外す［ユニット1］seg．01①一〇〇1：相手に注目　①一〇10：一同を見回す
　①一〇18：視線が定まらないseg．02①一〇〇4：ワキの人を見る　①一〇12：ワキの人を見る　①一〇13：相
　手を見る　①一〇26：視線を落とす　①一〇28：相手を見る　①一〇32：ワキの相手を見る　①一〇32：ワ
　キの人を見る　①一〇32：目を伏せる　①一〇33：ワキの相手を見る　①一〇33：話し手を見る　①一〇36：
　ワキの人を見る　①一〇39：ちょっと脇を見る　①一〇42：ちょっと脇を見るseg．03①一〇〇4：宙を見て
　視線を落とし相手を見る　①一〇〇5：視線を落とし相手を見る　①一〇〇9：前の方を見るseg．05③一
　〇30：相手を見る　［ユニット2］　seg．07②一〇31：右下の方を見る　④一〇67：相手の顔をのぞき込
　む　④一〇75：相手を見るseg．08②一〇13：腰をかがめて指さし相手を見る　②一〇15：かがみ込んだま
　ま相手を見上げる　②一〇21：相手を見る　②一〇26：やや乗り出して相手を見る　②一〇29：顔を上げ
　て相手を見る　②一〇34ニワキの相手を見る　②一〇381ワキの相手を見る　④一〇91：宙を見る　④一
　〇94：指を動かしながら宙を見るseg．09①一〇〇7：ワキの相手を見る　①一〇18：ワキの相手を見る　①
　一〇39：ワキの相手を見る　①一〇43：ワキの相手を見る　①一〇49：ワキの相手を見る　②一〇87：テー
　ブルの上を見るseg．10①一〇11：話し手を見る　①一〇16：床を見たり相手を見たりする　①一〇17：じ
　っと相手を見て体の前で切るように手を動かす①一〇18：下を見てから相手を見る　①一〇19：顔を
　横に向けてから相手を見る　①一〇21：下を見てから相手を見る　①一〇33：話し手を見る　①一〇34：
　連れと顔を見合わせる　②一〇62：原稿を見てから相手を見る　②一〇63：連れと顔を見合わせる　②
　一〇79：見送るseg．11①一〇16：相手を見て軽くうなずく　③一〇81：横を向くseg．12①一〇25：ほほえ
　んで視線を落とし相手を見る　②一〇68：斜め上の方を見てから相手を見る　②一〇761相手と顔を見
　合わせる［ユニット3］seg．13①一〇〇2：目を上げない→親しみ　①一〇〇4：目を上げる→驚き　②
　一〇19：相手を見る→気づく　②一〇27：ワキの相手を見ながら物を膝に置く→説明の要求②一〇33：
　言いにくそうに一同の顔をちらちら見る→拒絶②一〇38：相手をちらっと見てうなずく→不服③
　一〇44：目をそらしてから相手を見る→打ち明ける　③一〇63：視線を落とす→考える　③一〇67：目を
　伏せる→心配seg．14①一〇〇2：話題の人物と互いに見合う　①一〇〇3：話し手に顔を寄せてささやき聞
　き手をちらっと見る→気兼ね　①一〇〇5：相手にほほえむ→ほめる　①一〇〇6：話し手と聞き手をちら
　っと見て目を伏せる→はじらう　①一〇〇8：相手をのぞき込む　①一〇11：下を向いて言いよどむ→思
　い出す　②一〇25：相手をのぞき込む→話しかける　②一〇26：相手をちらっと見て目をそらす→当惑
　②一〇32：前を見たまま答える→緊張②一〇35：相手をちらっと見る→緊張②一〇39：相手をちらっ
　と見る→緊張②一〇47：宙を見る→想像する　③一〇53：目を上げず物を書きながら　③一〇58：相手
　を見る→訴える　③一〇63：目を上げる→意志を伝える　③一〇70：にらむ→怒る　④一〇92：にらむ→
　怒るse忌15①一〇〇3：視線をそらし相手を見る→遠慮①一〇〇9：聞き手と話題の人物を見比べる　①
　一〇27：目を伏せ言いよどむ→遠慮　①一〇28：テーブルの上で指を組み一同を見回す→裁定　①一〇32：
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視線を外し相手を見る→考える　①一〇35：一同を見渡す→尋ねる　②一〇42：宙を見る→困惑②一
　〇43：目を上げ隣の話し手を見る　②一〇49：前の方を見て考える　②一〇56：手を止め相手を見上げ物
　を受け取る→接触の開始②一〇66：相手をのぞき込む　②一〇67：相手を見て目をそらす→ごまかす
　seg．16①一〇〇9：話し手から聞き手を見る→賛成①一〇10：目を伏せる→打ち明ける　①一〇14：目を
　伏せて上げる→考える　①一〇21：目を伏せて考える　①一〇24：目を伏せてから相手を見る　②一〇46：
　目をふせる→はじらう　②一〇57：照れて下を向く②一〇65：下を向いて考えるseg．17①一〇13：一人
　を見てもう一人を見る→意見を求める　①一〇17：少し下を向いて考える　②一〇38：ワキの相手を見
　る→尋ねる　②一〇42：連れと顔を見合わせる→相談②一〇49：ひとり言→不満③一〇75：互いを見
　る→相談④一〇83：視線を落とし少し考える　④一〇89：少し目を伏せてから→拒絶④一〇91：目を
　合わさず出て行きながら気がなさそうに→拒絶seg．18①一〇〇2：相手をちらっと見る　①一〇〇9：相手
　を見る→驚く　①一〇17：相手を見る→意外①一〇24：相手を見る→尋ねる　①一〇42：横目で相手を
　見て笑う→受け入れ②一〇60：下を向く→拒絶②一〇64：ちょっと下を向く→心配②一〇71：ちょ
　っと下を見る→相手を訂正する　［ユニット4］　seg．19②一〇〇5：背を反らし人の背中越しに　③一
　〇32：宙を見てから目を伏せる→考える　③一〇33：相手を見る→意見を求める　③一〇36：考え込む③
　一〇36：顔を上げる→思い付く③一〇46：前を見てまた相手に③一〇50：ワキの相手の方に向く③
　一〇51：前の方を見て考えながら　③一〇62：一同を見回す→提案　③一〇63：互いに顔を見合わせやや
　乗り出す→乗り気③一〇66：一同を見回す→提案seg．20②一〇15：ちょっと横を見る→思い出す　②
　一〇16：相手を見る→尋ねる　②一〇28：ちょっと脇を見て考える　③一〇31：一同を見回す→提案　③
　一〇32：一度視線を落とし相手の方にかがみ込む→説得③一〇55：一同を見回し首を振りながら→訴
　える　③一〇66：一同を見回す→結論③一〇79：一同を見る→提案③一〇79：相手を見る→尋ねる
　seg．21①一〇12：じっとにらんでとがった口調→不愉快①一〇17：相手を見る→答える　①一〇19：相
　手をにらみつける→答える　①一〇20：ひとりごと　②一〇50：一同を見回す→説明　②一〇56：対象を
　見て手で指しワキの相手を見る→賛成②一〇59：一同を見回す→喜ぶ②一〇61：一同を見回す→提
　案②一〇71：一同を見回す→提案②一〇72：一同を見回す→考える　②一〇72：相手を見る→候補と
　して提案するse9．22①一〇〇9：相手を見る→意見を求める①一〇13：下を向く→笑いをこらえる①
　一〇20：一同を見回す→結論①一〇30：一同を見回す→提案①一〇31：目を伏せ考えながら不満げな
　口調→不賛成　①一〇36：あわてて相手を見る→驚く　①一〇42：ワキの相手を見る→同意を求める　①
　一〇46：下を向いて考える　①一〇46：一同を見回す→提案②一〇69：ワキの相手を見る→同意を求め
　る　②一〇69：相手を見返す→問い返す　②一〇72：相手を見る→確認②一〇74：ちょっと脇を見る→
　思い出す　②一〇75：あわてて話し手を見て→訂正se9．23①一〇〇6：相手を見る→問い返す　①一〇10：
　一同を見回しワキの相手に→提案①一〇19：一同を見回しワキの相手に→提案　②一〇30：ワキの相
　手を見る→肯定②一〇33：脇を見て考える　③一〇44：窓口をのぞき込む→接触の開始③一〇44：顔
　を上げる→気づく③一〇46：連れの顔を見る→わからない③一〇49：連れを振り返る→尋ねる③
　一〇51：相手を見る→確認　④一〇71：相手を見る→尋ねる　④一〇81：カルテに記入しながら時々相手
　を見る→指示　④一〇86二少し宙を見てから相手を見る→考えるseg．24①一〇〇5：目を伏せる→謙遜
　①一〇16：相手を見送って去る→敬意③一〇43：相手を見る→勧め　④一〇54：一同を見る→発言を求
　める　④一〇68：相手の方を見る→同意を求める
◇物などを見る［ユニット1］seg．02①一〇〇9：受け取った名刺を見る　②一〇61：相手の手帳をのぞ
　き込むseg．05①一〇15：相手の地図をのぞき込む③一〇28：相手の持ちものを見る　③一〇29二自分の
　持ちものを見る　①一〇17：あたりを見回す［ユニット2］　seg．07②一〇36：後ろをふり返る　④一
　〇71：用紙を見る　④一〇74：用紙をめくって見てから相手を見る　④一〇76：用紙を見て相手を見る　④
　一〇78：用紙を見て相手を見る　④一〇81：用紙に目を落とし相手を見るseg．08①一〇〇8：相手の指した
　方を振り返る　②一〇14：相手の指したものをのぞき込む　②一〇20：対象をのぞき込む　②一〇251の
　ぞき込む②一〇27：複数の対象を見回す　②一〇31：のぞき込む　②一〇36：相手と物を交互に見るseg．
　09①一〇〇6：のぞき込む　①一〇〇6：対象を見る　①一〇12：対象をのぞき込む①一〇13：対象を見る
①一〇17：対象をのぞき込む　①一〇22：対象を見る　①一〇22：対象を見る　①一〇31：のぞき込む　①
　一〇54：物にちょっと目をやる　②一〇61：物を見る②一〇84：手帳を見る　②一〇89：手帳を見るseg．
　10①一〇12：名刺を受け取って見る　①一〇24：目を細め原稿を遠くから見る　①一〇29：対象をのぞき
　込む①一〇31：目を細めて対象を見る　①一〇33：体を乗り出し対象をのぞき込む　②一〇65：物を受
　け取って見る　②一〇65：対象をのぞき込む　②一〇67：対象をのぞき込むseg．11②一〇50：相手を見て
　手もとの物を見る　②一〇59：相手の手もとの物を見る　②一〇64：指された方向を見る　③一〇83：相
　手を見てから時計を見るseg　12①一〇11：対象を見る　①一〇13：相手の手もとを見る　①一〇19：腕時
　計を見てから相手を見る［ユニット3］seg．13①一〇16：相手を見てから手元の物を見て怒った口
　調→抗議②一〇30：目を伏せ対象を開けて見ないままテーブルに置く→拒絶②一〇38：一同と対象
　とをちらちら見る→ためらいsegj　5①一〇〇3：手元を見る→強調　①一〇10：目で対象を指す→発言の
　補足①一〇11：目で対象を指す→発言の補足①一〇16：対象を見て相手を見る→発言の補足　②一
　〇65：物に見入る→感心segj6②一〇27：眼鏡をとり周りを見る→話の場を考える　②一〇55：視線を
　左右に動かす→発言の補足se9．17①一〇10：カレンダーを見る→発言の補足　①一〇14：手元のカレン
　ダーを見る　①一〇15：乗り出して端末の画面をのぞき込む　①一〇28：振り返り相手が記入した用紙
　を見る　②一〇40：対象をのぞき込む　②一〇63：相手の前の物を見る→考える　③一〇73：上目づかい
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に外を見上げる→発言の補足④一〇87：見回す→発言の補足seg．18②一〇75：ちょっと見回す→考え
る　［ユニット4］　seg．19③一〇24：テレビを見ながら→言及　③一〇24：テレビを見る→注目seg．
20②一〇〇5：周りを見回す→注文seg．21①一〇15：資料を見て目を上げず→教える　②一〇26：対象を
見回す→賛成②一〇30：相手を見てから対象を見る　②一〇32：対象を見る　②一〇35：対象に目を落
とす②一〇36：対象を見ながら相手に　②一〇52：対象を見て考えるseg22①一〇10：対象をのぞき込
み相手を見る→意見を述べる　①一〇13：対象を見回しながら→嫌悪　①一〇20：手元を見る→対象を
示す②一〇68：テーブルの書類をのぞき込む→考えるseg．23②一〇33：時計を見る→考える　④一
〇61：カルテを見て相手に→尋ねる　④一〇63：物を顔で指す→指示④一〇80：腕時計を見て診察室の
方を見る→待ちどおしいseg．24①一〇〇3：ちょっと見回す→言及　①一〇〇6：顔で脇を指す→対象を示
す　②一〇28：客が持っている品物の値札を見る　③一〇32：物を持ってあたりを見回している→接触
を求める　③一〇33：対象をのぞき込む　③一〇39：対象を見る→感慨③一〇43：対象をのぞきこむ→
検討
◆飲食：口の動作のうち，飲食を行うもの［ユニット1］　seg．01①一〇31：乾杯する［ユニット3］
　seg．18①一〇〇1：グラスを置き枝豆を食べながら相手をちらっと見る→尋ねる　①一〇27：はしを置き
　酒を一口飲む→気をもたせる　①一〇39：酒を飲む→主張の強さ　①一〇40：正面を向きひじをついて
　酒を飲む→すねる　③一〇80：乾杯
◆上肢
◇腕［ユニット1］seg．02①一〇〇1：手をテーブルの下に→かしこまりseg．03②一〇75：手をあげる
　→別れ②一〇76：手をあげる→別れseg．04②一〇13：手を机の上で相手の方へのばす→話しかける
　seg．05③一〇26：敬礼する→あいさつ　④一〇50：手を上げて合図→止める［ユニット2］seg．08④
　一107：軽く手を上げる→接触の終了seg．09①一〇10：ひじをつき手をほおに当てる→考える　①一〇15：
　テーブルの上で腕を組む→否定的な態度①一〇20：手を首の後ろにやってからほおづえをつく→考
　えに窮する　①一〇26：両ひじをテーブルに乗せ手を前に出す→否定的な態度　③一105：手を軽くあ
　げる→あいさつ③一111：両手を腰に当てる→困惑　③一120：テーブルの上で腕を組む→話しかけ
　るseg．10②一〇58：両腕を伸ばしてテーブルに突く→話を聞く［ユニット3］seg．13③一〇52：机
　にひじを突いて手にあごを乗せ前の方を見る→悩む　③一〇58：宙を見てから両ひじを突き手にあご
　を乗せ前の方を見る→考えるsegj　4③一〇67：両手を首の後ろに回し頭を抱え込む→困惑［ユニッ
　ト4］　seg．20③一〇41：腕を組んだまま心配そうな口調→不賛成seg．23③一〇50：窓口に両腕をか
　けるseg．24④一〇58：腕を組み薄笑いを浮かべている→不賛成
◇両手［ユニット1］seg．01①一〇〇4：体の前で握る→かしこまり①一〇〇9：体の前で握る→かしこ
　まり　①一〇13：体の前で握る→かしこまり　①一〇21：体の前で握る→かしこまり　①一〇31：拍手seg．
　02①一〇〇1：指を組む　①一〇13：膝の上で組む①一〇15：ひざの上に置く→かしこまり　③一〇81：ひ
　ざで指を組む→手みやげの辞退seg．03①一〇10：膝に置く→改まりseg．04②一〇14：指を机の上で組
　む→かしこまり［ユニット2］seg．08④一〇74：手を打つ→接触の開始seg．09①一〇〇4：手を組ん
　でテーブルに置く→親密な態度①一〇53：テーブルの上で指を組む→折り入った話seg．12①一〇30：
　両手をそろえテーブルの上に伸ばす→話を聞かせる　②一〇61：両手をひざで重ねる→遠慮②一〇67：
　手をテーブルの上で組む→話しかける　②一〇70：物を置き手をひざの上で重ねる→かしこまり［ユ
　ニット3］segj　4③一〇55：相手の向いに座り両手をテーブルの上で組む→尋ねる　③一〇58：手振
　りで強調する→訴える　③一〇66：鉛筆を置き指を組む→意志を明らかにするseg．15①一〇〇3：ワキの
　聞き手を見て手振りで強調する　①一〇37：ひざに手を置く→あらたまりseg．16①一〇17：両手を持ち
　あげて強調する　②一〇31：両手の指を組んでテーブルの端に置く→折り入った話［ユニット4］seg．
　20③一〇83：手をたたく→賛成seg．21②一〇42：テーブルに両手をついて中腰のまま→尋ねるseg．22
　②一〇55：固くなってきちんと腰かけ両手をひざにそろえる→かしこまり　②一〇55：ひざのバッグの
　上に両手を重ねる→あらたまりseg．23①一〇12：対象の前で両手を横に動かす→発言の補足④一
　〇77：胸の前で両手のひらを向き合わせる→発言の補足seg．24④一〇61：左右を見ながらやや乗り出
　して手を机の上で組む→主張④一〇65：両手のひらで物をそっと持つようなしぐさ→強調　④一〇65：
　左手のひらを立て右手の甲をそれに近づけたり離したりする→発言の補足
◇掌部・指　［ユニット1］　seg．01①一〇〇6：手で指す→指名するseg．02①一〇〇1：ノック→部屋に入
　る　①一〇〇4：人を手で指す→対象を示す　①一〇11：手でいすを指す→座るよう勧めるseg．03②一
　〇23：手でいすを指す→座るよう勧める　②一〇26：手で人を指す→対象を示す　②一〇50：話しながら
　手のひらを動かす→話の区切りを示す　②一〇62：酒を飲む手振りseg．05①一〇〇1：手で指す→方向を
　示す　①一〇〇5：手で押さえるような合図→その場で待たせる　①一〇〇6：手で指す→方向を示す　①
　一〇12：手で指す→対象を示す　②一〇24：指さす→対象を示す　③一〇32二手で指す→対象を示す　③
　一〇33：持ったものを見せて指す→発言の補足③一〇38：相手が持ったものを指す→対象を示す④
　一〇44：手で指す→方向を示す　④一〇46：手で指す→対象を示す　④一〇49：手で指す→方向を示す　④
　一〇51：手で指す→対象を示すseg．06①一〇13：手で指す→方向を示す①一〇14：いすを指す→座るよ
　う勧める　②一〇33：いすを指す→座るよう勧める［ユニット2］seg．07②一〇36：手で指す→その
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場所に用がある　④一〇67：用紙の各欄を指さす→対象を示す　④一〇69：指さす→対象を示すseg．08
①一〇〇4：手のひらで相手の腕を押さえる→注意を引く　①一〇〇5：カウンターに手をかける→接触の
　開始①一〇〇8：手のひらを上にして相手の後方を指す→方向を示す　①一〇〇8二手のひらで自分の後
　方を指す→方向を示す　②一〇22：指さす→対象を示す　②一〇35：指さす→対象を示す　④一〇77：手
　で指す→対象を示すseg．09①一〇〇1：手のひらでいすを指す→座るよう勧める　①一〇11：やや乗り出
　し対象を指す→提案　①一〇16：指さす→対象を示す　①一〇16：手をあごの下に当てる→確信がない
①一〇22：対象を指しながら相手を見る→指示を与える　①一〇31：指さす→対象を示す　②一〇61：指
　さす→対象を示す　②一〇63：対象を指さす→発言の補足②一〇74：自分の隣…を指さす→座るよう勧
　める　③一112：いすを指す→座るよう勧める　③一118：ひじを突き手でテーブルを軽くたたく→困
　惑seg．10①一〇〇1：封筒を持った手で名札を指す→目的地を示す　①一〇〇3：ノック→部屋に入る　①
　一〇〇5：ソファを指す→座るよう勧める　①一〇13：手でいすを指す→座るよう勧める　①一〇28：原稿
　を手で指す→対象を示す　①一〇35：原稿を指す→発言の補足　①一〇38：手で壁の方を指す→発言の
補足②一〇48：ノック→部屋に入る　②一〇57：手でいすを指す→座るよう勧める　②一〇66：資料を
　相手の方に向けて置き指す→尋ねるseg．11②一〇34：ふりむいて後ろを指す→指示②一〇35：手のひ
　らで指す→発言の補足　②一〇39：手のひらを物を押さえるように置く→発言の補足　②一〇43：手の
　ひらで指しうんざりした口調→指示　③一〇84：手を下に振って合図→降りるよう指示　③一〇85：相
　手の後ろから手を回し肩をたたく→親しみ　③一〇88：相手の肩に後ろから手をかける→親しみseg．
　12②一〇78：手でいすを指す→座るよう勧める　②一〇85：物を手で指す→勧め［ユニット3］seg．
　13③一〇54：手をデスクに置く→訴える　③一〇66：手をおろしてデスクに置く→興味seg．14①一〇18：
　手で後ろを指す→方向を示すseg．15①一〇〇6：手をあげる→発言許可の要求①一〇14：指で対象を指
　す→発言の補足seg．17②一〇40：雑誌を指す→発言の補足②一〇60：物を指す→発言の補足③一
　〇72：手をほおに当てる→困惑seg．18①一〇31：相手を指さす→指示　①一〇33：指を振って強調する
　①一〇41：笑いながら相手の肩をたたく→譲歩　②一〇74：相手の腕を軽くたたき口に手を当てて笑う
　→照れる［ユニット4］seg．19②一〇12：物を持った手で相手を指す→勧める　②一〇14：手を振っ
　て強調する　②一〇22：手を振って話題の人物を指す→言及する　③一〇28：手でかつぐしぐさ→発言
　の補足③一〇31：手を振ってことばを切る→強調　③一〇40：手を振る→強調　③一〇46：手を振って
　強調する　③一〇51：手を軽く振る→強調seg．20②一〇17：手を小さく振りながら→強調　②一〇26：相
　手を指でさす→肯定　③一〇44：手をあげる→発言の許可を求める　③一〇76：相手をたたくように手
　を振る→思い出させるseg．21①一〇〇4：相手をさえぎって手で横の方を指す→指示　①一〇〇5：窓口に
　かがみ込んで用紙を指す→接触の再開②一〇20：物を指す→説明②一〇27：対象を指す→言及②
　一〇29：対象を手で指す→言及　②一〇36：対象を指す→説明　②一〇40：ひざを立てて乗り出し対象を
　指す→尋ねる　②一〇41：対象を指す→説明　②一〇61：字を書く手ぶり→発言の補足②一〇63：手を
　横に振りいかにもうれしそうに→謙遜②一〇68：手を前に出しておさえる手振り→了承se9．22①一
　〇45：顔をしかめ手飾IIしながら→なだめる　②一〇67：手で相手と自分を交互に指す→発言の補足seg．
　23①一〇〇2：対象を指す→発言の補足①一〇〇5：対象を指す→発言の補足①一〇〇8：近寄り手で押さ
　えるしぐさ→なだめる　②一〇29：相手の額に手を当てる→熱を見る　②一〇34：手を上げて制する→
　断り　②一〇43：手でうながすしぐさ　③一〇56：手で場所を指す→指示④一〇60：手でいすを指す→
　座るよう勧める　④一〇73：手で肩から背中を指す→発言の補足se9．24①一〇〇9：手で方向を指す→発
　言の補足①一〇11：手を横に振る→断る　②一〇17：手を振る→接触の開始　②一〇17：相手をたたく
　ように手を振る→からかう　②一〇27：手を軽く上げ去る→接触の終了　③一〇33：物を指す→発言の
　補足③一〇40：相手のひじに手をかけ導き別の物を見せる　④一〇55：手を高くあげる→発言の許可
　を求める　④一〇56：手を忙しく振る→強調　④一〇57：手を軽く振る→強調④一〇59：ちょっと手を
　上げる→発言の許可を求める　④一〇63：手でおさえるしぐさ→強調　④一〇65：手のひらを平に出し
　てだんだん上げる→発言の補足④一〇65：手のひらで切るようなしぐさ→強調
◇持ちもの・服装など［ユニット1］　seg．02①一〇〇1：ネクタイを直す　①一〇〇5：胸ポケットから名
　刺を出し両手でさし出す　①一〇〇6：両手で名刺を受け取る　①一〇〇7：片手で名刺をさし出す　①一
　〇〇9：両手で名刺を受け取る　①一〇11：名刺をテーブルに置く　②一〇60：受話器を手で押さえる　③
　一〇82：物を差し出す→勧める　③一〇87：いすを入れるseg．03②一〇58：そでを上げ時計を見る→時間
　seg．05③一〇26：持った物を見せる→発言の補足③一〇27：物を受け取る→…接触の開始③一〇34：渡
　された物を返す→話題の終了seg．06②一〇27：名刺を両手でさし出す　②一〇29：片手で名刺を受け取
　る　②一〇29：片手で名刺をさし出す　②一〇30：名刺を両手でさし出す　②一〇30：片手で名刺を受け
　取る　②一〇31：片手で名刺をさし出す　②一〇32：両手で名刺を受け取る　②一〇43：名刺をポケット
　にしまう→本題に入るよう促す　②一〇44：物を両手で渡す　②一〇70：いすを入れる　［ユニット2］
　seg．07②一〇40：ドアを閉める→接触の終了　④一〇65：顔を伏せたまま用紙をさし出す→処理を頼む
　④一〇71：書類をひろげて渡す→処理を頼む　④一〇73：書類を受け取って見る→点検するse9．08②一
　〇18：物に手をかけ相手を見る→対象の確認　②一〇19：物を置き手を組んで脇に置く→相手の自由に
　任せる　②一〇24：物を取り出し別の物と並べて置く→比較させる　②一〇31：物を取り出す→見せる
　②一〇45：用紙を出して指す→対象を示す②一〇45：ボールペンを渡す→記入するよう要求する②
　一〇47：用紙を渡す→記入の終了　②一〇50：物を出して渡す→使わせる　②一〇53：用紙を前に置く→
　記入の要求②一〇54：用紙を渡す→処理を頼む　②一〇58：物を前に置く→渡す　②一〇59：物を前に
一110一
置く→渡す　③一〇71：バッグを見て軽く叩く→発言の補足④一〇78：物を持って見せる→発言の補
足④一〇96：物を出して渡す→対象を示すseg．09①一〇〇6：物を出して見せる→話題に入る　①一
〇52：いすを入れる　②一〇59：隣のいすを引き上のものを自分のいすに移す→座るよう勧める　②一
〇61：原稿を相手に近づける→見せる　②一〇93：物を持ちあげる→発言の補足seg．10①一〇22：原稿
を開いて置き見せる→発言の補足①一〇32：見本を出し見せる→発言の補足②一〇53：頭を下げ片
手で名刺を渡す　②一〇54：名刺を左手で受け取りながら右手で名刺を渡す　②一〇61：原稿を相手に
見せる→発言の補足　②一〇70：資料を持ち上げる→借用の許可を求める　②一〇79：いすを入れるseg．
11②一〇33：物を相手の前に出す→発言の補足②一〇36：物を相手に渡す→指示　②一〇37：物を受け
取る→了解②一〇40：物を相手に差し出す→要求　②一〇61：物を片付けながら→発言の補足seg．12
①一〇〇5：相手の前に物を置きテーブルの上で指を組む→勧め　①一〇10：物を取り上げ見てから相手
を見て斜め前のテーブルの上に置く→物を渡す　①一〇26：物を相手の前に置く→勧め　②一〇58：座
ぶとんを脇に置く→勧め　②一〇66：相手の前に物を置く→勧め　③一〇93：相手に物を渡す→受け入
れ［ユニット3］seg．13①一〇〇4：振り返りステレオのボリュームをしぼる→話の場を整える①
一〇14：照れて物をいじる　②一〇26：物を取って渡す→見せるseg．14①一〇23：相手を見て湯のみのふ
たを閉める→うながす　①一〇24：つられて湯のみのふたを閉め立ち上がる→承知　③一〇60：物を書
きながら→嫌悪seg．15①一〇〇6：資料を示す→発言の補足　②一〇51：物を渡す→見せる　②一〇56：物
を相手の脇に置き顔をのぞき込む→見せる　②一〇69：相手を見て物を返す→受け入れseg．16②一
〇721手元を見て手帳を閉じる→結論を出すseg．17①一〇131カレンダーを手に取る→考える　①一
〇25：用紙を取り出し相手の前に置く→記入を求める　②一〇43：ファイルを開き相手の方に向けて置
く→見せる　②一〇52：手元の物を相手に近づける→見せるseg．18①一〇35：箸で相手を指す→説得
［ユニット4］seg．19②一〇12：物を持っていじりながら→くだけ　③一〇28：手の中で物をいじる
→くだけseg．20②一〇〇6二棚から物を取る→注文の品を揃える　②一〇10二別の物を取り見せる→提案
②一〇11：うなずいて物を受け取る→受け入れ②一〇15：物をカウンターに置く→渡すseg．21①一〇〇3：
物を受け取って見る→尋ねる　①一〇10：相手から物を受け取り見る　②一〇53：乗り出して対象に手
をのばす→提案②一〇55：手をテーブルにつき片手で対象を動かす→提案seg．22①一〇〇1：物を持ち
相手に見せる→提案　①一〇〇3：物を手に取って見て首をかしげる→検討　①一〇〇71物を取り見てか
ら渡す→提案①一〇〇8：物を受け取る→検討①一〇〇9：物を体に当ててみる→検討　②一〇77：メモ
をとる　②一〇79：ボールペンにキャップをする→話題の終了seg．23①一〇13：見本を取り出す→説明
①一〇14：対象を手に取ってみる→検討①一〇20：見本を出し対象の前にかざして指す→説明　①一
〇26：再び作業を始める→接触の終了　③一〇50：物を出し両手で差し出す→渡す③一〇51：物を受け
取り見る→調べる　③一〇54：物を渡す→指示　③一〇55：物を受け取る→了解④一〇59：物を渡す→
預ける　④一〇66：体温計を取り出し読む　④一〇66：受け取ろうと手を出す　④一〇68：物を取って見
る→調べる　④一〇68：相手を見て物をデスクに置きカルテに記入する　④一〇80：ボールペンを置く
→次の動作の開始
◆音調・口調　［ユニット1］　seg．01①一〇18：早口で→あがっている　［ユニット2］　se9．07④一
　〇75：不安そうな口調→困惑seg．08④一109：声を張り上げる→前の接触の終了seg．09①一〇〇8：対
　象を見ながら困った口調①一〇54：困った口調③一111：困った口調seg．10①一〇16：言いにくそう
　な口調→頼む　①一〇26：きつい口調→拒絶　①一〇34：ほっとした口調seg．11①一〇〇4：気のない調子
　→無視　①一〇17：きつい口調→叱る　①一〇23：うんざりした口調→抗議②一〇42：手を出さず逆ら
　う口調→拒絶　②一〇51：明るい口調→頼むseg．12①一〇34：うれしそうな調子［ユニット3］seg．
　13②一〇35：やや厳しく→叱る　③一〇70：相手を見てやや明るく→決心seg．14②一〇46：元気づいて
　③一〇68：物を書きながら投げやりに　④一〇80：体を起こし大きな声で→反論④一〇84：声を落とす
　→譲歩seg．15①一〇20：大げさに感心するseg．16①一〇18：困った調子→反論seg．18①一〇34：大声
　→反論①一〇38：早口→興奮［ユニット4］　se9．19②一〇〇6：少し声をひそめる→はばかる　③一
　〇37：明るい口調→思い付く　③一〇43：少し乗り出しいやそうな口調→不満seg．20②一〇19：ややた
　めらいがちに笑顔で②一〇21：いかにもうれしそう　②一〇25二考えながら　②一〇29：思い出して　③
　一〇35：ことばにつまりワキの相手に助けを求める口調　③一〇39：いやそうな口調→不賛成　③一〇43：
　困った口調→反論③一〇61：ささやく→冗談　③一〇69：気のない様子　③一〇80：つぶやく→不審seg．
　21①一〇〇7：対象を見てからとがった声→不愉快②一〇22：気のりのしない口調→不満②一〇48：不
　審そうな口調→意外　②一〇60：あわてて　②一〇67：申し訳なさそうseg．22①一〇11：相手を見てうれ
　しそうに→喜ぶ①一〇38：不審そう→問い返す①一〇40：突っかかる口調→反論seg．23①一〇〇4：批
　判的な口調①一〇〇9：批判的な口調　①一〇22：申し訳なさそうな口調　④一〇74：やや不審そうseg．
　24③一〇34：相手を見て申し訳なさそうな口調→謝る　③一〇47：明るく→了承
◆その他［ユニット3］seg．14①一〇〇1：咳払い→緊張①一〇〇2：咳払い→緊張②一〇44：少し考え
　てから　②一〇51：黙って歩き続ける→気づまりseg．15①一〇〇5：咳払い→話題の再開　①一〇36：無言
　→否定［ユニット4］seg．19③一〇46：少し考えるseg．20③一〇32：やや沈黙→当惑　③一〇81：少
　し考えてseg．21②一〇35：沈黙→考え込むseg．23①一〇〇9：顔を見合わせしばし沈黙→困惑
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3．画像索引
凡　例　この索引には，「中級編」の各場面に映っている事物として主に「流れにそって」の右欄外に
記されている項目を挙げてある．出現位置は，セグメントおよび場面の番号で示されている．
　事物の種類によって分類されているが，この分類は便宜的なものであり，多少性質の異なる事物を
含むカテゴリーもあり，事物によっては複数のカテゴリーに相当する可能性のあるものを1箇所だけ
に所属させたものもある．カテゴリーの種類は以下の通りである．
◆人物
　◇人の種類，服装など　◇不特定の人々
◆物品，設備など
　◇樹木　◇屋外施設など
　◇家屋の外装，外観など◇乗り物◇家具など
　◇室内設備など　◇戸，窓，建具
　◇インテリア，装飾品など　◇器具，機器など
　◇道具，用具など　◇容器など　◇食器など
　◇書籍，冊子など　◇書類，用紙，帳面など
　◇図表・掲示物等　◇標識，表示など
　◇衣服，身装品など　◇食品，飲食物など
◆場所など
　◇道路，通路　◇町並みなど　◇建物，場所など
　◇部屋　◇店，売り場，店内設備など
◆行為など
　◇行事，場所がら　◇行為，動作など
画像索引
◆人物
◇人の種類，服装など［ユニット1］seg．01①：会社帰りの社員たち　seg．01①：和服姿の仲居たち
　seg．02①：ネクタイ，スーツ姿の営業社員　seg．02①：三つ揃いスーツの管理職クラスの会社員　seg．
　03①：相席の客　seg．03②：エプロンをかけたウェイトレス　seg．04①：仕事をしている社員　seg．
　04①：上着を脱いでいすの背にかけた会社員　seg．04④：オフィスで執務する会社員たち　seg．05③：
　交番の前に立っている警官seg．06①：ブラウスにタイトスカートの受付係員　se9．06①：ブラウス
　にスカートの女子事務員［ユニット2］seg．07①：エプロンをかけた主婦　seg．07②：帽子をかぶ
　りポーチを持った米屋　seg．07④：市役所受付の係員　se9．07④：市役所の窓ロカウンターで応対す
　る係員たち　seg．08①：帽子をかぶり白手袋をはめ制服を着てカウンターに並んだ案内係　seg．08②：
　制服のデパート店員　seg．08④：はちまきをしめゴムの前かけをした魚屋seg．09①：半そでワイシ
　ャツにネクタイの会社員　seg．09②：半そでワイシャツにネクタイ，クラッチバッグを持った営業社
　員　seg．09②：エプロンのウェイトレス　seg．10①：スーツを着て封筒を持った編集社員　seg．10①：
　ワンピースにショルダーバッグ，封筒を抱えた女性編集者seg．10①：長そでワイシャツにネクタイ
　の大学教授　seg．10②：半そでワイシャツにネクタイの大学助教授　seg．11①：普段着の家族　seg．
　11①：エプロンをかけた主婦seg．12③：浴衣姿の女の子［ユニット3］seg．13②：勤め帰りのO
　L　seg．13③：制服の女性社員　seg．14①：スーツにネクタイの男性　seg．15①：制服の女性社員
　seg．15①：スーツの男性社員　seg．15②：スーツの男性社員　seg．15②：制服の女性社員　seg．16
　①：セーター姿の男性seg．16②：スーツの男性社員seg．16②：制服の女性社員seg．18①：はち
　まき・はっぴの焼き方　seg．18②：制服にカーディガン姿の昼休みのOL　seg．18③：司会者　seg．
　18③：高砂の新郎・新婦と媒酌人夫妻segj　8③：タキシードの新郎seg18③：ウェディングドレ
　スの新婦seg．18③：留袖の年配の女性seg、18③：ドレスの女性　seg．18③：礼装の男性［ユニ
　ット4］seg．20①：母親と5歳ぐらいの男の子seg．20②：酒屋の店員　seg．22①：エプロンをか
　けた店員　seg．23①：塗装職人seg．23③：白衣の女性事務員　seg．23④：白衣の医師
◇不特定の人々［ユニット1］seg．05①：行きかうビジネスマン風の男性たち　seg．05②：橋をわた
　る人　seg．05④：横断歩道を渡る歩行者の流れ［ユニット2］seg．08③：商店街を通る買い物客や
　うば車の子供seg．12③：浴衣を着た人々　seg．12③：蔵づくり前を歩く人々　seg．12③：祭りを見
　る家族　［ユニット4］seg．19①：駅前を行きかう人々　seg．19③：はっぴ・はちまきの人々　seg．
　24①：出入りする子供連れの買い物客たち　se“4④：座って聞く聴衆　seg．24④：立ち見の聴衆
◆物品，設備など
◇樹木　［ユニット1］segO5①：街路樹の柳　segO5④：街路樹［ユニット2］seg11③：石垣の
　上に茂る木segJ　1③：木立ち　seg．12①：植え込みの木［ユニット3］segJ　4②：色づきはじめ
　た木々　seg．18②：植え込み
◇屋外施設など［ユニット1］seg．05①：地上の地下鉄入り口　seg．05①：歩行者用信号　seg．05①：
　歩道の柵seg．05③：古風な街灯seg．05③：日本橋の欄干の彫刻　seg．05④：パーキングメーター
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　seg．05④二電柱と電線seg．05④：道路標識［ユニット2］seg．11③二人工の池seg．11③：石垣
　segj　1③：丸太と太い綱でできたフィールドアスレチック風の遊具seg．11③：砂場seg．11③：水
　飲み場　seg．11③：電話ボックス　seg．11③：車止めの柵　seg．11③：街灯　seg．11③：電柱　［ユ
　ニット3］seg．14②：公園の池seg．18②：彫刻　［ユニット4］seg．19①：歩道のガードレール
　seg．19②：街路灯seg．19②1金網で囲ったテニスコート　seg．20①：保育園の庭の遊具など
◇家屋の外装，外観など［ユニット2］seg．08③：商店の日よけ　segj　2①：ベランダに干してある
　布団や洗濯物5eg．12①：団地の屋上のテレビのアンテナ　seg．12①：玄関のチャイムのボタン　seg．
　12②：団地のベランダの洗濯物seg．12③：紋所のついた提灯をつけて立て並べられたさお
◇乗り物［ユニット1］seg．05①：路上駐車の車　seg．05①：高速道路を走る車　seg．05①：止めて
　あるバイク　seg．05①：歩道を走る自転車　seg．05①：日本橋付近を行きかう車　seg．05③：置いて
　ある自転車　seg．05④：路上駐車の車［ユニット2］segO8③：走り過ぎたり止めてあるかごをつ
　けた自転車やバイク　seg．12①：路上駐車の車［ユニット4］seg．19①：停車中のタクシー　seg．
　19①二止めてある自転車　seg．19①：軽ワゴン車　seg．19②：行きかう車　seg．23③二止めてある自
　転車
◇家具など［ユニット1］seg．01①：座いす　seg．02①：テーブルといす　segO2②：電話台　seg．
　02③：いす　seg．03①：カウンターテーブルseg．03②：カウンターテーブルseg．04①：並んだ事
　務机seg．04①：壁面収納家具seg．04③：壁面収納家具　seg．04③1机の引き出し　seg．06①1
　テーブルとまわりのいす［ユニット2］seg．07①：ガラス戸付きの本箱　seg．07①：ソファーとテ
　ーブルseg．07②：玄関脇の下駄箱seg．07④：カウンター内の机の列　seg．09①：並べられたテー
　ブルとまわりのいす　seg．09①：ホワイトボードseg』9①：ついたて　seg．09②：テーブルといす
　seg．09③：テーブルといす　seg．10①：ソファーとローテーブルseg．10①：ファイリングキャビネ
　ットseg．10②：机seg．10②：テーブルseg，11①：食器棚seg．11①：ダイニングテーブルseg．
　11②：本棚と棚のついた整理だんす　seg．11③：ベンチ　5eg．12①：サイドボード　seg．12①：本棚
　seg．12①：籐のついたて　seg．12①：座卓　seg．12②：座卓　seg．12②：食堂テーブルといす　［ユ
　ニット3］segj　3①：ガラスのローテーブルseg．13②：ソファー，ひじかけいす，ローテーブル
　の応接セット　5eg．13②：サイドボード　seg．13③：並んだデスクの列　seg．14①：たんす　seg．14
　①：座卓　seg．14②：ベンチ　seg．14③：食堂テーブルといすseg．14③：食器棚seg．15①：会議
　テーブルといすseg．15②：並んだデスク　seg．16①：たんす　seg．16①：座卓　seg．16②：並んだ
　デスク　seg．16②：会議テーブルといす　seg．17①：テーブルseg．17③：開け放したクローゼット
　seg．18②：ベンチ　seg．18③：金びょうぶseg．18③：テーブルといす［ユニット4］seg．19②：
　ベンチとローテーブル　seg．19③：雑誌の棚　seg．20③：整理たんす　seg．20③：並んだ座卓　seg．
　21①：事務机　seg，21②：整理たんす　seg．21②：並んだ座卓　seg．22②：応接セット　seg．22②：
　デスク　seg．23①：仕切り壁seg．23②：椅子seg．23③：カルテの棚seg．23④：ベンチseg．23
　④：ベッド　seg．23④：机seg．24①：テープの貼られた仕切り壁seg．24④：テーブルと司会者・
　発表者の席
◇室内設備など［ユニット1］seg．01①：床の間seg．01①：床柱seg．01①：棚［ユニット2］
　seg．10①：研究室の書類受けのポストseg．10①：研究室の掲示板seg．11①：調理台　seg．11①：
　流し台seg．11①：湯沸し器seg．11①：出窓seg．11①：ガス台seg．11①：レンジフードseg．
　11①：下に戸棚のついた洗面台［ユニット3］seg．14①二床の間　seg．16①：床の間　seg．17③：
　フローリングの床seg．17④：下に戸棚のついた流し台　seg．17④：湯沸し器seg、17④：湯舟
　seg．17④：ガスの風呂がま　［ユニット4］seg．19②：鏡seg．24④：ステージ
◇戸，窓，建具［ユニット1］seg．01①：障子のはまった窓　seg．02①：ブラインドのおりた窓　seg．
　02①：応接室のドア　seg．02③：応接室のドア　seg．04①：ブラインドのある窓［ユニット2］seg．
　07②：廊下のドアse昏07②：玄関のドア　seg．08①：デパートの入り口の大きなガラスのドア　seg，
　10①：窓から見える木　seg．10②：研究室のドア　seg．10②：窓から見える木と校舎seg．11①：廊
　下のドアseg．11②：障子窓seg．11②：開いている子供部屋のドアseg．12①：団地の玄関のドア
　［ユニット3］seg．13②：ガラス戸　seg．14①：押し入れのふすま　seg．14①：障子のはまった窓
　seg．14③：ガラス戸　segj　6①：押し入れのふすま　seg．16①1障子のはまった窓　seg．17③：サッ
　シの窓　［ユニット4］se9．23③：病院玄関のドア
◇インテリア，装飾品など［ユニット1］seg．01①：花生け　seg．02①：ブラインド　seg．02①：灰
　皿seg．03①：鉢植えの観葉植物seg．03①：灰皿seg．04①：ブラインドseg．04①：部屋の隅の
　観葉植物　seg．06①：鉢植えの植物　seg．06①：灰皿［ユニット2］seg．07②：下駄箱の上のドラ
　イフラワー　seg．07④：花びんの花　seg．07④：カウンターの上の鉢植えの植物　seg．08②：ショー
　ケースの脇の鉢植えの植物　seg．09①：灰皿　seg，09①：ペン立て　seg．09①：花瓶の花　seg．09
　①：窓のブラインドseg．10①：灰皿seg．12①：観葉植物seg．12①：ひもののれんseg．12①：
　窓のカーテン　seg．12②：座ぶとん［ユニット3］seg，14①ニレースのテーブルクロス　seg．14①：
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　座ぶとんseg．16①：レースのテーブルクロス　segJ　6①：座ぶとんseg．17②：筆立てseg．18③：
　テーブルクロス　seg．18③：テーブルの盛り花［ユニット4］seg．19②：鉢植えの木seg．19③：
　観葉植物の鉢seg．20③：座ぶとんseg．21②：座ぶとんseg．21②：灰皿seg．23③：並んだ植木
　ばちseg．23④：スタンド型の灰皿
◇器具，機器など［ユニット1］seg．02①：電話機seg．02②：電話をかける　seg．02②：プッシュ
　式電話機seg．02②：受話器を手で押さ．える　seg．03①：ピンク電話seg．03②：そでを少し上げて
　時計を見る　seg．03②：レジスター　seg．04①：電話をかける　seg．04③：ダイヤル式電話機　seg．
　06①：電話をかける　seg．06②：電話台の電話機［ユニット2］seg．07①：電話を受ける　seg．07
　③：電話をとる　seg．07④：電話機seg．07⑤：テレホンカードが使える緑色の大型公衆電話seg．
　10①：電話機　seg．10①：電気スタンド　seg．10②：パソコン　seg．11①：電子レンジ　seg．11①：
　冷蔵庫seg．11①：腕時計をはめるseg．11②：電気掃除機で掃除するseg．11②：洗濯機で洗濯す
　る　seg．11③：ジュースの自動販売機seg．11③：腕時計を見る　seg．12①：腕時計seg．12①：電
　話する　seg．12①：カバーのかかったピアノ　seg．12①：電話機　seg．12③：カメラ［ユニット3コ
　seg．13①ニステレオセット　seg．13①ニビュア　seg．13①：カメラ　seg．13③：電話機seg．13③：
　パソコン　seg．14④：玄関わきの下駄箱の上の電話機seg．15①：電話機seg．17①：コンピュータ
　ー端末に打ち込むsegJ　8③：エレクトーン［ユニット4］seg．19①：乗車券の自動販売機seg．
　19②：テレビ　seg．19③：テレビseg．19③：ビデオデッキ　seg．20②：レジスターseg．22②：タ
　イプライター　seg．22②：ワープロ　seg．22②：電話機　seg．23②：腕時計　seg．23③：パソコン
　seg．23③：体温計seg．23④：時計seg．23④二血圧計seg．23④：体温計seg．23④：首にかけ
　た聴診器　seg．23④：腕時計　seg．24④：OHP（オーバーヘッドプロジェクター）　seg．24④：マ
　イク　se9．24④：マイクスタンドseg．24④：スクリーン
◇道具，用具など［ユニット1］se9．04③：ボールペン　seg．05③：立てかけてあるジュラルミンの
　盾［ユニット2］seg．07④：記入台のボールペン　seg．08②：ボールペン　seg、09②：ボールペン
　seg．11①：石けん　seg．12①：おしぼり　seg．12②：おしぼり［ユニット3］seg．13①：カッター
　seg．13①：プロアseg．13③：デスクの上の文房具seg．14③：赤鉛筆seg．18①：大しゃもじ［ユ
　ニット4］seg．19②：ラケット　seg．19②：テニスボールseg．19③：テニスボールseg．19③：
　みこし　seg．19③：大うちわ　seg．20②：紙ばさみseg．23①：ローラーseg．23①：ペンキ缶　seg．
　23①：脚立　seg．23①：テープse9．23④ニボールペン
◇容器など　［ユニット1］seg．02③：紙袋　seg．04③：封筒　seg．06①：資料の入った封筒　［ユニ
　ット2］seg．07①：段ボール箱　seg．07④：封筒seg．10①：原稿の入った封筒　seg．10②：名刺
　入れseg．10②：書類入れseg．10②：書類の入った封筒　seg．11②二床の上の本の入った段ボール
　箱seg．12①：紙袋［ユニット3］seg．14③：買い物のポリ袋seg．18③：祝儀袋［ユニット4］
　seg．19①：ビールのケース　segj9③：たばこのパッケージ　seg．20②：買い物のポリ袋　seg．23①：
　段ボール箱
◇食器など［ユニット1］seg．01①：箸seg．01①ニグラス　seg．03①：砂糖入れseg．03①：コー
　ヒーヵップseg』3②：盆　seg．06①：盆　seg』6①：茶托に乗った湯のみ［ユニット2］seg．08
　②：化粧箱に入ったスプーンセットseg．09②：盆seg．09②：コーヒーカップseg．11①：食器
　seg．11①：盆　seg．11①：なべ，やかん等　seg．11①：箸seg．12①：急須　seg．12①：湯のみ
　seg．12①：茶筒seg．12①：茶托seg．12①：魔法びん　seg．12②：はし，その他の食器類　［ユニ
　ット3］seg．13②：湯のみ　seg．14①：茶托にのせた湯のみ　seg．14①：菓子皿seg．14①：くろ
　もじ　seg．14①：湯のみのふた　seg．15①：試作品のアウトドア用食器セット　seg．16①：湯のみ
　seg．18①：はし［ユニット4］seg．20③：湯のみseg．21②：湯のみseg．24①：発泡スチロール
　の食器
◇書籍，冊子など［ユニッ11］seg．04③：パンフレット　seg．04③：カタログseg』6②：会社概
　要seg．06②：商品カタログ［ユニット2］seg．07①：本箱に入れかけの本　seg．07①：箱の外に
　積まれた本　seg．08①：ラックに入ったパンフレット類　seg．10①：研究室の本棚の本　seg．10①：
　並んだ辞書seg．10②：本棚の本seg．11①：漫画雑誌seg．11②：本棚に並んだ本seg．11②：本
　を読むseg．12②：雑誌を読む　［ユニット3］seg．15②：写真雑誌seg．17②：住宅情報誌　［ユ
　ニット4］seg．21①：パンフレット　seg．22②：書棚の本や資料seg．23④：雑誌を読む
◇書類，用紙，帳面など［ユニット1］seg．02①：名刺交換seg．02①：手帳seg．02②：手帳seg．
　02③：手帳にメモする　seg．04②：電話番号を書いたメモ用紙　seg．04③：電話番号を書いたメモ用
　紙seg．04③：レポート用紙にメモを取る　seg．04④：手書きの地図　seg．05①：手書きの地図
　seg．05③：手書きの地図　seg．06②：名刺交換［ユニット2］seg．07②：チラシ　seg．07④：メモ
　用紙にボールペンで書く　seg．07④：記入台の用紙と記入例　seg．07④：印の押された転籍届の用紙
　seg．07④：戸籍謄本seg．08②：配達伝票に記入する　seg．08②：クレジットカードseg．08②：ク
　レジットカードの伝票へのサイン　seg．09①：印刷原稿seg．09②：手帳に書き込むseg．09②：原
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　稿と手帳をかばんにしまう　seg．10①：名刺を渡す　seg．10①：印刷原稿seg．10②：名刺交換
　seg．10②：印刷原稿［ユニット3］seg．13②：表紙のついた見合い写真　seg．13③：デスクの上の
　書類，ファイルseg．14③：資料に書き込みをする　seg．15①：会議書類　seg．16②：手帳seg、17
　①：卓上カレンダー　seg．17②：貸家物件のファイルseg．18①：品書き　seg．18③：記名帳に記帳
　する［ユニット4］seg．21①：記入例seg．21①1書類seg．21①：申し込み用紙seg．21①：ス
　ケジュール表seg．21①：表に記入する　seg．21②：カードseg．22②：メモをとる　seg．23③：診
　療証明書seg．23④：カルテ　seg24④：OHPシート　seg24④：発表原稿
◇図表・掲示物等［ユニット1］seg．01①二かけ軸seg．01①：日本画seg．02①：壁の絵seg．02
　①：ポスターseg．05③：標語を書いた垂れ幕seg．05③：案内板の大きな地図［ユニット2］seg．
　07④：カウンター前面のポスター　seg．07⑤：壁の節水のポスター　seg．08④：魚屋の店先ののぼり
　［ユニット3］seg．13①：壁の写真　seg．13①：写真のネガseg．14①：かけ軸　seg．14①二壁の
　色紙の額seg．16①：かけ軸seg．16①：壁の色紙の額seg．17①：結婚衣装のポスター　［ユニッ
　ト4］seg．21②：見取り図seg．23①：ポスターを貼る　seg．23③：張り並べられた掲示・ボスタ
　ー　seg．23④1ポスター　seg．23④：カレンダー　seg．23④：壁の額seg．24①ニドアのポスター
　5eg．24④：タイトルの横断幕seg．24④：名前を書いた張り紙seg．24④：待遇表現分類表seg．24
　④：待遇表現モデル図
◇標識，表示など［ユニット1］seg．03②：喫茶店前の路上の置き看板　seg．05①二地下鉄出口の表
　示　seg．05①：営団地下鉄のマーク　seg．05①：飲み屋のちょうちん　seg．05②：日本橋の銘板
　seg．05③：警察のマーク　seg．05③：交番の赤い電灯seg．05③：駅の地下道の出口表示板seg．05
　④：街路名の標識　seg．05④：路面の標識文字［ユニット2］seg．07④：受付の札　seg．07④：天
　井から下がった係名の吊り表示板　seg．10①：研究室のドアの上につけられた名札　se9．12①：玄関
　ドアの脇の表札　［ユニット3］seg．13③：社員の胸の名札
◇衣服，身装品など［ユニット1］seg．01①：背広姿5eg．01①：和服seg．02①：ネクタイを直す
　5eg．02①：胸ポケット　seg．02①：内ポケットseg．02①：スーツ　seg．02①：三つ揃いスーツ　seg．
　02②：ズボンのポケット　seg．02③：内ポケットseg．03②：エプロン　seg．05①：クラッチバッグ
　seg．05③：警官の制服・制帽seg．05③：ベルトの拳銃・警棒seg．06①：クラッチバッグseg．06
　②：胸ポケットseg．06②：内ポケット［ユニット2］seg．07②：つばのある帽子　seg』8①：ハ
　ンドバッグseg．08②：ショルダーバッグseg．08③：ハンドバッグseg．08③：ハンカチ　seg．08
　④：ショルダーバッグseg．09②：ワイシャツの胸ポケットseg．10②：ワイシャツの胸ポケットseg．
　11②：洗濯物5eg．12①：ショルダーバッグseg．12②：ハンドバッグ［ユニット3］seg．13②：
　ショルダーバッグsegj　4①：ややフォーマルなワンピース　seg．15①：眼鏡seg．15①：脱いでい
　すの背にかけた上着　seg、16②：眼鏡seg．16②：内ポケットseg．18②：財布seg．18③：ブーケ
　［ユニット4］segJ　9②：トレーニングウェアseg．19②：タオルや着替えなどのスポーツ用具seg．
　19②：ポーチseg．20①：ショルダーバッグseg．22①：バッグseg．22①：デイパック　seg．22①：
　ウェストポーチseg．22②：ハンドバッグseg．23①：つなぎの作業服　seg．23④：ジャンパーseg．
　24③：セーター
◇食品，飲食物など［ユニット1］seg．01①：宴会料理seg．01①：ビールseg．02①：コーヒーseg．
　02③：紙袋に入った手みやげseg．03①：コーヒー　seg．03②：コーヒー　seg．06①：お茶［ユニ
　ット2］seg．08④：かつお　seg．08④：あじseg．09②：コーヒーseg．09②：スティックシュガ
　ーseg．09②：コーヒー用ミルクのパック　segj　1①：料理の皿seg．11①：和風の朝食segJ　1
　①：茶わんの御飯segJ　1①：おわんのみそ汁seg．11①：おかずの魚，卵，のり等5eg．12①：手
　土産の菓子包み　seg．12②：器に盛ったそうめん　seg．12②：薬味［ユニット3］segJ　4①：和菓
　子　seg．18①：チューハイのグラス　seg．18①：枝豆　seg、18①：カウンターに並んだ材料　seg．18
　①：ほっけの開き　seg．18①：しょう油などの調味料seg．18①：料理の皿・小鉢seg．18③：ウェ
　ディングケーキ［ユニット4］seg．19②：缶入りのウーロン茶seg．20②：棚に並んだ酒びんや食
　料品　seg．20②：ゴマ油のびん　seg、20②：味噌のパック　seg．20③：菓子　seg24①：水鮫子の鍋
◆場所など
◇道路，通路［ユニット1］seg．05①：地下鉄駅の地下道　seg．05①：地下鉄出口の階段　seg．05①：
　ビルの前の歩道seg．05①：大きな十字路seg．05①：高速道路seg．05①：大きな交差点　seg．05
　②：日本橋seg．05②：高架の高速道路seg．05②：幅の広い車道seg．05③二日本橋seg、05
　④：広い横断歩道seg．05④：十字路seg．05④：高架の高速道路seg．05④：横断歩道seg．05
　④：やや狭い脇道seg，05④：裏道の交差点5eg．06①ニビル内の廊下［ユニット2］seg．08①二
　上り・下りのエスカレーターseg．10①：大学の校舎内の廊下seg．11③：公園の遊歩道seg．12①：
　団地の中の道［ユニット3］segj　4②：石を敷いた遊歩道［ユニット4］seg．19①：ロータリー
　seg．19①二横断歩道seg．19②二広い車道seg．19③二川沿いの柳並木seg．23③二病院前の道
◇町並みなど［ユニット1］seg．05①：ビル街seg．05④：ビル街［ユニット2］seg．08③：商店
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　街segJ　O①：大学のキャンパスseg．11③：近郊都市の整備された公園seg．12①：団地seg．12
　②：団地seg．12③1蔵づくりの古い町並み［ユニット3］se9．14②：都市部のかなり大きな公園
　seg．18②：オフィスビル周辺のオープンスペース［ユニット4］seg．19①：郊外の私鉄駅前　seg．
　19②：大規模団地の全景seg．20②：夕暮れの住宅地
◇建物，場所など　［ユニット1］seg．05③：交番seg．05④：古風なタイル貼りのビル　［ユニット
　2］seg．07④：市役所se呂08①：デパートの入り口　seg．10①：大学の校舎seg．12①：団地のア
　パートseg．12②：団地のアパート　［ユニット3］seg．13①：一般的な日本式家屋seg．14④：
　夜，明かりのついた家の外景　seg．17③：マンションの空き室　seg．17④：空き家の一戸建［ユニ
　ット4］seg．19②：高層マンション　seg．19②：クラブハウス　seg．20①：団地内の保育園seg．
　21①：文化センター管理事務室seg．23③：病院seg．24①：地域文化センター入り口
◇部屋［ユニット1］seg．01①：料理屋の座敷seg．02①：会社の応接室seg．04①：営業課のオフ
　ィス　seg．06①：会社の応接室［ユニット2］seg．07②：玄関　seg．09①：出版社の会議室seg．
　10①：大学教授の研究室seg．11①ニダイニングキッチン　seg．11①：洗面所seg．11②：子供の勉
　強部屋segj　2②：リビングダイニングキッチン［ユニット3］seg．13①：洋間　seg．13②：洋風
　の居間seg．13③：会社のオフィス　seg．14①：日本間seg．14③：ダイニングキッチン　seg．15
　①：会社の会議室seg．15②：会社のオフィスseg．16①：日本間seg．16②：会社のオフィス
　seg．16②：会社の会議室　seg．17④：台所seg．17④：浴室［ユニット4］seg．19③：クラブハウ
　スのロビー　seg．20③：団地内集会所seg．21②：団地内集会所seg．22②：大学教授の研究室
　seg．23①：バザー会場になる大会議室　seg．23②：バザー会場になる大会議室　seg．23④：病院の待
　合室　seg．23④：診察室　seg．24④：文化センター講堂
◇店，売り場，店内設備など［ユニット1］seg．03①：喫茶店　seg．03②：レジスターのある小さな
　カウンター　seg．05①：三越　seg．06①：会社の受付カウンター［ユニット2］seg．07④：市役所
　の受付カウンター　seg．07④：記入台　seg．08①：デパートのショーウィンドー　seg．08①：デパー
　トの店内seg．08①：デパートの食品売り場seg．08①：デパートの案内所5eg．08②：デパートの
　高級食器売り場　se9．08②：陳列台の上に並んだ食器類se9．08②：ショーケースの中の食器類
　seg．08③：並んだ個人商店　seg．08④：魚屋の店の威勢よさ　seg．08④：平台に並んだ魚　seg．08
　④：魚屋の店の奥の冷凍ケースseg．08④：下げてあるつり銭用のざるseg．08④：下げてある包装
　用のポリ袋seg．12③：お面の夜店seg．12③：ヨーヨーの夜店　seg．12③：たこ焼きの夜店［ユ
　ニット3］seg．17①：結婚式場相談所seg．17②：不動産屋のカウンター　seg．18①：炉端焼き形
　式の飲み屋のカウンター　seg．18③：披露宴会場の受付［ユニット4］seg．19①：改札口　seg．20
　②：酒屋の店内seg．20②：酒屋のカウンターseg．21①：文化センター窓口seg．22①：袋物問屋
　seg．23②：鮫子の模擬店　seg．23③二病院の受付窓口　seg．24①：鮫子の模擬店　seg．24①：バザー
　の商品の置かれた台　seg24②：鮫子の模擬店seg．24②：バザーの勘定場seg．24③：セーターの
　売り台
◆行為など
◇行事，場所がら　［ユニット1］seg．01①：歓迎会会場　［ユニット2］seg．12③：提灯祭り　［ユ
　ニット3］seg．14①：見合い　seg15①：会議se呂18③：披露宴会場［ユニット4］seg　19③：
　祭りの風景　seg．24①：バザー会場　seg．24②：バザー会場　seg．24③：バザー会場　seg．24④：シ
　ンポジウム会場
◇行為，動作など［ユニット1］se呂01①：あぐら　se呂01①：自己紹介se呂01①：酌seg．01①：
　乾杯seg．01①：乾杯の音頭seg．01①：拍手seg．02③：手みやげを渡すseg．02③：いすをテー
　ブルの下に入れる　seg．03①：コーヒーを飲む　seg．03②：砂糖を入れる　seg．03②：酒を飲む手振
　り　seg．03②：金を払う　seg．05④：ドライバー同士の手の合図seg．06①：茶を出す［ユニット
　2］se忌07④：カウンターで応対する　seg．08④：暗算する　seg．08④：代金を払う　seg．09②：喫
　茶店からのコーヒーの出前　seg．09②：砂糖を入れる　seg．09②：コーヒーを飲む　seg．09②：ミル
　クを入れる　seg．11①：家族の朝食segj　1③：散歩seg．12①：訪問seg．12①：玄関のチャイム
　を鳴らすseg．12①：茶を入れる　seg．12①：茶を飲むseg．12②：客を通す　seg．12②：そうめん
　を食べる　seg．12③：写真を撮る［ユニット3］seg．14②：散歩　seg．16①：あぐら　seg．16①：
　茶を飲むseg．18③：祝儀segj　8③1新郎・新婦入場seg．18③：媒酌人あいさつseg．18③：ケ
　ーキカット　seg．18③二乾杯　seg．18③：色直し　seg．18③：スピーチ［ユニット4］seg．19①：
　酒屋の配達seg．19②：ボレーの練習　seg．19②：テニスボールの音seg．19②：髪を直すseg．19
②：たばこを吸うseg．20②：在庫調べseg．20③：茶を飲むseg．20③：手をたたくseg．22②：
　ボールペンにキャップをする　seg．23①：ペンキを塗る　seg．23②：額に手を当てて熱を見る　seg．
　23④：診察seg．23④：シャツのボタンを留める　seg．24②：代金を払う　seg．24③ニセーターをた
　たむ
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4．文化事項コラムー覧
本文中で各場面ごとに記された「文化事項コラム」のタイトルは以下の通りである．
seg．01①
seg．02①
seg．03①
seg．05③
seg．07①
seg』8②
seg．09①
seg．12①
segコ3①
seg．14①
seg．16①
seg．17①
seg．18①
seg．19②
seg．23③
自己紹介
名刺　　初対面のあいさつと名刺　　seg．02③　手土産
喫茶店
交番
引っ越し　　seg．07④戸籍と住民登録　　印鑑
お祝いとお返し　　のし　　se9．田③　日常の買い物
割り付けと校正
来客のもてなし　　川越の提灯祭り
縁談　　seg．13②　見合い写真
見合い　　座敷
仲人
結婚式　　結婚式場　　仏滅
新婚旅行　　seg．18③　披露宴
団地
保険証
5．表現形式索引
　ここには，本文中で各場面ごとに記された「表現形式」の見出し語形を五十音順にあげる．本文中
の解説は，（　）内に記した場面に記載されている．
「あれ（なん）ですが」（seg．14④）
「以上，～」（seg．01①）
「いっそ」（seg．22①）
「うそばっかり」（seg．19②）
「遠慮なく～」（seg．02③）
「お聞きのとおりです」（seg．02③）
「気を使う」（seg．02③）
「～けど」（seg．23①）
「ご承知のように～」（seg．06②）
「～ことですので」（seg．15①）
「～ことは～けれど／だけど／だが」（seg．08②）
「～ことはない」（seg．13③）
「さすが」（seg．19②）
「さっそくで恐縮ですが」（seg．02①）
「さっそくですが」（seg．06②）
「～しかない」（seg．09①）
「～じゃない」（seg．13③）
「せっかくだけど」（seg．17④）
「その線で」（seg．09①）
「それはある」（seg．15①）
「それにしても」（seg．15①）
「それが」（seg．24③）
「それ～ってこと？」（seg．13①）
「だいたい～」（seg．14③）
「～たいと存じます」（seg．18③）
「だけど」（seg．19③）
「たしかに～ですが」（seg．15①）
「だって～」（seg．13②）
「～たところ～」（seg．10②）
「ちょっと頼みなんだけど」（seg．18①）
「～っていうか」（seg．15②）
「～っていうんですか」（seg．20③）
「～って／という／といったところ」（seg．07①）
「つとまらない」（seg．03②）
「～でいきましょう」（seg．15②）
「～てみたら」（seg．09①）
「～と」（seg．16②）
「～と言いますと？」「～と言うと？」（seg．06②）
「～ということで～」（seg．15①）
「～と言うより」（seg．01①）
「～といっちゃなんだけど」（seg．18①）
「特に……」（seg．15①）
「～（のような）ところがある」（seg．03②）
「～ところすみません」（seg．16②）
「～とのことです」（seg．10②）
「～とは何よ」（seg．22①）
「何分」（seg．22②）
「習うより慣れろ／慣れよ」（seg．03①）
「なんだ」（seg．16②）
「～にうるさい」（seg．03①）
「～に力を入れる」（seg．06②）
「～になります」（seg．21①）
「～は別にして」（seg．24④）
「～ばよかったのですが」（seg．10①）
「ひとつ」（seg．22①）
「ひとつには」（seg．24④）
「ほら」（seg．12①）
「本日うかがいましたのは～の件なんですが」
　　　　　　　　　　　　　　　　（seg．02①）
「～もので……」（seg．06②）
「～ようなしだいです」（seg．06②）
「よかったら～」（seg．03②）
「～わけにはまいりませんでしょうか」
　　　　　　　　　　　　　　　　（seg．10①）
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